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1章　序論－課題の提示および先行研究の検討－

1　農業バイオテクノロジーと社会

「バイオテクノロジーは農場経営を変革します．。しかし、農場の風景を変えるわけではあり

ません。バイオテクノロジーの生産物は自然それ自身の方法に基づいて、農場経常をより効

率的で、確実で、環境に優しいものに変えるでしょう。そして、農民にとって大切なことで

すが、農場経営の収益性を高めるでしょう。植物は害虫や病気を寄せつけない性質のものに

変わるでしょう。動物は免疫をもった状態で生まれてくるでしょう。豚はより速く成長し、

その内もより低脂肪になります。牛乳の生産も効率的になります。作物は栄養価が増進する

一方で、加工も簡単になるでしょう。バイオテクノロジーは低価格で高品質の作物や家畜を

生産し、アメリカの農民に競争力を確保する機会を提供します。高度なテクノロジーを親し

みやすい形で。モンサントの科学者は自然とともに働いて、現在と未来の農民のために革新

的な製品を開発します。」（モンサント社の広告より、1988年、サイエンス誌）

1994年5月、アメリカの植物バイオテクノロジーのベンチャー企業であるカルジーン（Calgene）は、

遺伝子組み替えによって日持ちを良くしたトマト「フレーバー・セーバー（FlavrSavrTM）」の販売を

開始した。1996年にこのカルジーン社を買収した米国系多国籍化学企業のモンサント（Mon組頭0）は、

その前年から自社の除草剤「ラウンドアップ（Roud呼⑧）」に対する抵抗性を付与した大豆とトウモロ
コシの種子を米国内で販売しており、既にその生産物は加工食品原料として日本国内に輸入されている。

これらの野菜や穀物のほかにも、遺伝子組み替え常葉によって製造したチーズや、遺伝子工学で生産した

成長ホルモンによって乳量を増加した牛乳なども既に市販されている。ある予測では、今後数年の間に

50種類以上の組み替え農産物が商品化され、農業バイオテクノロジー市場の規模は2005年には50、100

億ドルに達すると見込まれている（1㌔　これらの現象は、バイオテクノロジーおよびその成果物が、われわ

れの社会生活領域へ既に浸透しつつあることを物語っている。

表1．1に日本で商業化が予定されている遺伝子組み替え農産物のリストを示す。開発企業の殆どは、世

界的規模で農薬、医薬、種子などを生産する欧米系の多国籍企業である。．特に、米国のモンサント、ドイ

ツのへキスト（Hoechst）、スイスのノバルテイス（Novartis‥チバガイギーCiba－Geigyとサンド

Sandozが96年に合併）、英国のゼネカ（Zeneca：ICIの医薬農薬部門が独立）などの少数の化学系資本の

優位が認められるであろう。日本の50％に満たない食料自給率と、これらの業種の寡占的市場集中を考

慮するならば、われわれの食卓上のテクノロジーが多国籍企業に支配されることは驚くには当たらない．。

ただし、表1の開発者欄の国籍はR＆D（研究開発）が行われた地域を示しており、商業化きれた場合に実

際に輸入することになる生産国とは異なる場合がある。組み替え農作物の栽培と販売は、欧米以外にもメ

キシコ、アルゼンチン、中国、オーストラリアなどでも既に認可されており、農作物の種類によってはこ

れらの地域から輸入することになるものも多いであろう。例えば、モンサントはキリンビールとの合弁で

メキシコで組織培養ジャガイモを生産しているし、メキシコやアルゼンチンの種子企業の買収も進めてい

る。カゴメがゼネカから導入している加工用の組み替えトマトは、中国やトルコで生産される見通しであ

る。すなわち、日本社会への農業バイオテクノロジーの浸透は、欧米の研究開発国による技術支配や移転

の問題のみならず、アジアや中南米を含む農産物輸出国における農業生産過程の変容にも関わるであろう。

既に何人かの論者が指摘しているように、農業バイオテクノロジーの進展は国際的な「農業・食料システ

ム」や、いわゆる南北間題にも影響を及ぼすものと考えられる［Butteleta1．，1985；Goodman＆Redclift，

1991：167－200］。
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表1．1日本で商業化が予定されている遺伝子組み替え農作物

名称　　　　性状　　　　　　　申請者　　　　　　開発者、技術提携者　　主要資本　　　　栽培　認可

Flavr Savr

ICI9，tC【13

RouIldtlp

ReadyTM

RT73

HCN92

PGSl

日持ちの良いトマ

ト

高ペクチントマト

除草剤R（〕uildup耐
性ダイズ

除草剤Roundup耐
性ナタネ

除草剤Basta耐性ナ

タネ

除草剤Basta耐性Fl
ナタネ

T14，T25　　除草剤Basta耐性ト

ウモロコシ

カーネーシ　日持ちの良いカー

ヨン　　　　　ネーション

Btll　　　　害虫抵抗性Btトウ

モロコシ

YeildGuard　害虫抵抗性Btトウ

TM　　　　　　モロコシ

Event176　　害虫抵抗性B汗ウ
モロコシ

PGS2

DLL25

In卯ardTM

New Leaf

PobtoTM

MS3

除草剤Basta耐性Fl

ナタネ

除草剤Basta耐性ト

ウモロコシ

害虫抵抗性Btワタ

害虫抵抗性Btジャ

ガイモ

除草剤Basta耐性Fl
トウモロコシ

PHY14，35，除草剤Basta耐性ナ
36　　　　　　タネ

MON809　　害虫抵抗性Btトウ

モロコシ

DBT418　　害虫抵抗性Btトウ

モロコシ

キリンビール

カゴメ

日本モンサント

日本モンサント

ヘキスト・シェリ

ング・アグレポ

へキスト・シェリ

ング・アグレポ

へキスト・シェリ

ング・アグレポ

サントリー

日本モンサント

日本モンサント

日本チバガイギー

へキスト・シェリ

ング・アグレポ

東食

日本モンサント

日本モンサント

ヘキスト・シェリ

ング・アグレポ

カルジーン（US）

ゼネカ（BR）

モンサント（US）

モンサント（lJS）

へキスト・シェリング・

アグレポ（DE）

PGS（BE）

へキスト・シェリング・

アグレポ（DE）

フロリジーン（AU）

ノースラップキング、

モンサント（US）

モンサント、デカルブ・

ジェネテf、プクス

（US）

チバシード（US）

PGS（BE）

デカルブ・ジェネティ

ックス、モンサント

（US）

モンサント（US）

モンサント（US）

PGS（BE）

ヘキスト・シェリ　PGS（BE）

ング・アグレポ

パイオニア・ハイ　パイオニア・ハイプレ

ブレッド・ジャバ　ッド、モンサント

ン　　　　　　　（US）

東食　　　　　　　デカルブ・ジェネテア

ックス（US）

モンサント（US）

ゼネカ（BR）

モンサント（tJS）

モンサント（US）

へキスト、シェリ

ング（DE）

へキスト（DE）

へキスト、シェリ

ング（DE）

フロリジーン

（AU）

ノバルテイス

（CH）

モンサント（US）

ノバルテイス

（CH）

へキスト（DE）

モンサント（US）

モンサント（US）

モンサント（US）

へキスト（DE）

へキスト（DE）

パイオニア・ハイ

ブレッド（TJS）

モンサント（US）

94

95

95　　96

95　　96

95　　96

95　　96

95

95

96　　96

96　　96

96　　96

96　　96

96　　96

96　　96

96

97　　96

96

97　　96

97　　96

（資料）『日経バイオ年鑑97』、化学工業日報（1996年4月8日、10月30日）より作製。ただし、開発者と技術提

携者および主要資本との関係は、協力的罠＆Dに関する6章の調査結果に基づくっ栽培は隔離圃場栽培の適合確認、認

可は食品または飼料としての指針適合確認の時期を示す。US＝米国、BR＝英国、DE＝ドイツ、AU＝オーストラリ

ア、CH＝スイス、BE＝ベルギー．
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1995年にインドネシアで開催された生物多様性条約の第二回締結国会議においては、南側の諸国を中

心に、遺伝子組み替え生物の実験や輸出を規制する方向で議論が進められた。このような動きに対して北

側や産業界は警戒感を強め、日本モンサント社の山根精一郎・バイオテクノロジー部長はru遺伝子改変技

術は人口爆発による食料危機を克服するものだ。恩恵を受ける途上国が、なぜその可能性を自らつぶして

しまうのか、疑問だ。途上国側の誤解や不安が情報不足によるものであれば、その溝を埋める努力をした

い」［朝日新聞，95年1日∃28別　と発言している。ここで「途上国側の不安」は、安全性と知的所有権

の問題である。遺伝子組み替え生物を栽培する際の環境への影響は、未だに確立しているとは言い難い。

さらに、多国籍企業が情報を秘密にしたまま、コスタリカなど中南米の自社農場で栽培試験を行っていた

ことが不信感を増幅させる一因となっている。一万、1993年にウルグアイ・ラウンドの合意内容に盛り

込まれたバイオテクノロジー成果物の知的所有権の保護は、それらの農業生産を担わされる第三世界の農

民に一層の従属を強いる制度として受け止められ、インドでは多国籍農業・食料システムに対する暴動や

大規模な農民デモなどが発生するに至った［shiva＆Radha，1993：24r26；McMichael，1996：167－168］。

その結果、第三世界諸国は生物を知的所有権の対象から除外する方向で国内法を整備しつつある。さらに、

バイオテクノロジーによって人為的に改変した生物の知的所有権を主張することは、その際に用いられる

遺伝子を資源として捉えることになり、それらの資源の豊富な南側諸国に「遺伝子資源の所有権」を認識

させることになった。すなわち、南側は「遺伝子資源の原産国への帰属」を主張し、北側は遺伝子資源は

「人類の共有財産」であるとしてその自由な利用に基づく知的所有権を主張する。その妥協の場として設

けられたものが、遺伝子資源の技術的利用機会の公平な配分を骨子とした生物多様性条約であった。しか

し、同条約を管理する国連環境計画（UNEP）のジュマ執行理事が懸念を表明しているように、第三世界

を中心に40近い回が生物資源への接近を国内法により制限しようとしている。このことは、医薬品原料

の25％近くを熱帯産の動植物に依存する欧米の工業国にとって重要な問題と認識される［日刊工業新聞，

96年7月1日］。これらの南北間の利害対立は、「新国際遺伝子秩序」［Kloppenburg，1988：190］とで

も呼ぶべき、新たな国際分業体制が生まれつつあることを意味しているであろう。

農業バイオテクノロジーの現状についての以上のごく簡単な素描から、日常生活へのこの種のテクノロ

ジーの浸透は、多国籍企業や国家の活動を経由して、遺伝子の知的所有権の問題や新たな国際分業の形成

と連動していることが想像されるであろう。これらの変容と連関の過程は、医療分野における生命倫理に

関わる問題ほどではないにしても、農業や環境領域の社会学の考察対象となってきた。中心的な論者はア

メリカやイギリスの農村社会学出身の研究者である。これまでに、農業バイオテクノロジーの社会的影響

については、農業研究の公的領域から多国籍企業を主とする私的領域への転換［Kloppenbtlrg，1988：

191－241；Goodman＆Redclift，1991：171－183］、農業生産における市場との連動の強化および労働過程

の断片化や非熟練化の促進［Goodman，1991］、「緑の革命」が周辺農業にもたらした商品経済化や経

済的不均衡のより一層の拡大［ButteletaL1985］、生物多様性の減少［Kloppenburg，1988：243－245］、

テクノロジーと「遺伝子資源」の分布の地理的不均衡に基づく国際分業関係の変容［KloppeI血rg＆

Kieinman，1988：1－15］などが指摘されてきた。また、農業バイオテクノロジーの社会的形成過程につい

ても、大学、ベンチャー企業、多国籍企業の相互作用［Kenney，1986］、種子の商品化に伴う農業研究

における公的領域と私的領域との間の分業の変化［Kloppenburg，1988］、農業研究科学者の出自と目的

の変化［Buscbeta1．，1991：89－95］などの視点から論じられてきた。ただし、このような農業バイオテ

クノロジーと社会の関係を対象とする社会学的研究は、日本においては殆ど行われていない。これらの先

行研究の詳細な検討は次節で行う。

本研究はこれらの成果を踏まえ、近年急速に商業化の段階を迎えつつある農業分野におけるバイオテク

ノロジーの展開を、より広い歴史的■社会的文脈において捉え直すことを目標とする。そうした作業によっ

て、生命の知的所有権や遺伝子組み替え食品が提起する問題に対しても、新たな視点を提供することが可

能となるかもしれない。本研究では1988年にジャック・クロツペンバーグがその先駆的な研究において

「種子の商品化」として把握したハイブリッド種子の普及と知的所有権化の過程を、動植物や遺伝子が私

的に専有される「生命の商品化」という概念に拡張し、10年前には不明瞭であった植物育種者権から工

業所有権（特許）への力点の移動と対象生物の拡大を視野に収めたい。特に、動植物そのものの知的所有

権を多国籍企業が専有している生物特許の分析を通して、「生命の商品化」を推進するテクノロジーと資
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本主義経済の相互作用を明らかにしようと試みる。ただし、この拡張は対象の拡大のみを意図するのでは

ない。クロツペンバーグの研究において、種子には生産手段と生産物の二つの意味があり、その商品化は

本源的蓄積による労働過程の包摂として捉えられた、。それに対して生命は、「人間と自然とのあいだの物

質的代謝」［Marx＆Engels，1862，4＝1980：223］である労働や生産関係を拘束する自然の再生産過程で

ある。従って「生命の商品化」は、個々の過程としては動植物の種筒や遺伝子などの生物の再生産過程が

資本主義的生産関係に包摂されることを意味するが、それを自然と人間との関係を変容させる全体的な過

程として考えると、労働や消費といった生産諸関係が生命の拘束性を脱して資本主義的生産様式のなかで

無限に自己を再生産するように変化する過程として捉えることも可能であろう。この過程は、古くは科学

と機械の導入による労働の資本への「実質的包摂」［Marx，1953：183－189］として知られる変化の一側

面であった。さらに近年では、知識を生産手段かつ生産物とする現代の自己産出的な資本主義的生産棟式

である「情報資本主義」［castells，1989；1996］へと展開しているであろう。一方、絶えず消費を自己

創出することによって需要の有限性を克服する「消費社会」は、生産における情報化のもう一方の側面で

ある［見田，1996］。「生命の商品化」は、このような資本主義経済システムにおける情報化／消費化

と相互作用しつつ進行すると予想される。現代のバイオテクノロジーが提起する生命／非生命の境界の揺

らぎも、生命を情報や商品として処理し消費する社会への変容といった文脈において理解することが必要

であろう。バイオテクノロジーの浸透を単に労働過程の変容としてだけでなく、情報や消費の自己産出が

普遍化した現代社会の動態と関連づけて考察することが本研究の狙いである。

2　バイオテクノロジーの政治経済学

1970年代後半に米国の農村社会学は、それまでの理論や研究方針における一種の危機を経験した。当

時の石油ショックに続く農業不況は家族経営農家の減少を加速し、研究対象としての農村コミュニティを

衰退させた。第三世界の農村開発研究を支えていたアメリカ・ヘゲモニーの失墜は、視点を国内に向けさ

せるとともに、アメリカ農業科学の先進性や農業経済学の権威から解放した［Friedland，1991：10－13］。

農村地域における環境問題の発生は、後にこの領域から「環境社会学」を創設させるに至るが、科学技術

を所与の好ましいものとして肯定する価値観を覆えした。これらの理論的背景の転換に伴って、1980年

代になると、対象を農村コミュニティから世界的な農業・食料システムに拡張し、農業を変容させる科学

技術や経済体制をも視野に入れた「農業社会学（S∝iol唱ydagricdture）」［立川，1994］や「農業の

政治経済学（pditicalecononYOfagriCulh∬e）」と呼ばれる研究動向が現われた［Friedland，1991］。
前節で列挙した農業バイオテクノロジーに関する先行研究は、このような文脈においてなされたものであ

る。以下ではこれらの研究のなかでも、本研究と問題意識が最も近い農業バイオテクノロジーの社会的形

成に関する成果を中心に検討する。

種子の商品化

ジャック・クロツペンバーグはアメリカ種子取引協会のモットーをタイトルに冠した著書『種子が第一

一植物バイオテクノロジーの政治経済学、1492－200（〕年』［Kloppenburg，1988］において、ハイブリッ

ド技術と知的所有権という二つの方法によって進行した種子の商品化を、テクノロジーと社会が相互作用

する過程として描き出した。穀物の多くがそうであるように種子は食料として、或いは工業原料として消

費される商品であるが、同時にその一部は農家によって選別されて次世代の農業生産の生産手段となる。

しかし、生産手段としての種子は、いかに改良を施して付加価値をつけたものであろうと、容易に繁殖し

て複製することが可能であるために完全な商品化を免れるものであった。これが、多くの植物育種の研究

が公的領域で行われ、民間は若干の応用研究と販売を担当してきた理由であった。ところが、1900年に

メンデル遺伝学が再発見され公的育種研究へ導入され、ハイブリッドという特殊な種子が注目されること

になった。1908年にジョージ・シャル（GeorgeShull）はコールド■スプリング・ハーバー（Cold

SpringHarbor）研究所｛2）において、トウモロコシは自家交配を重ねて遺伝的に均一な純系とすることに

よって収量をはじめとする性質が安定化すること、そして異なった純系を交配すると一世代目は親世代よ
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り性寅が強く（雑種強勢）遺伝的にも均一となるが二世代冒からは不均一で収量も落ちることを発見したこ、

ハーバード大学のドナルド・F・ジョーンズ（DonaldF．Jones）は、1917年にこの発見を応用してより高

収量で複雑なダブル・クロスのハイブリッド・トウモロコシを作製し、その商業的利点を強調した。すな

わち、このハイブリッドは親世代の作製法を秘密にし、かつ二世代冒からの不安定性のために毎年農民に

種子を買わせることができた。しかし、ハイブリッド・トウモロコシが実用化されるまでには、公的育種

研究プログラムに採用され、それまでの開放授粉による改良品種を駆逐する必要があった、つ　この過程は、

後にパイオニア・ハイブレッド（PioneerHi－Bred）社を創設することになる企業家のヘンリー・A・ウオ

ーレス（HenryA・Wallace）の政治約手院によって成し遂げられた，。彼は父親の農務大臣を動かして公

的農業研究の人事に介入する一方で、トウモロコシ品評会を巧妙に利用して農民を懐柔した。結果として、

1940年代にはハイブリッドがトウモロコシ育種の中心テクノロジーとして優勢になり、穀物育種研究は

私的領域に移行した［以上、Kloppenburg，1988：91－129］。すなわち、これらの変化はハイブリッド・

テクノロジーの科学的有効性の必然的帰結ではなく、それが「投資インセンテイヴをもたらし、農務省内

で行使されたような政治的権力を誘導した」［ibid：281］ことによって生じた「社会的諸関係によって拘

束された生産力の発展」［ibid：129］であると理解される。

以上のクロッペンバーグの記述を貫いているのは、種子を商品化することによって生産手段を農民から

分離する本源的蓄積のパターンである。テクノロジーの社会的形成は、この本源的蓄積が普遍化する過程

の一側面として説明される。農業は労働過程として捉えられ、種子のみならず機械化や化学肥料の投入も

含めてテクノロジーは農業労働を資本に包摂し農民の自律性を奪う手段となる。

農業研究は農場の外での生産活動の「分化」を大幅に促進することで、農業領域において本源的

蓄積を引き起こす今日の変動の根本的要因となったと考えられる。［ibid：35］

さらに、公的領域から私的領域への育種研究の移転も、公的育種者の労働過程を解体するものと解釈さ

れる［ibid：284］。ただし、資本は農業労働やテクノロジーを完全に、また何の抵抗にも出会わずに包摂

するわけではない。「資本は植物育種に浸透し種子を蓄積手段にする際に多様な障害に遭遇した。その克

服は闘争を通じてのみ可能になってきたのであり、闘争は今でも続いている」［ibid：8］。この闘争は、

ウオーレスを主人公として措かれた、ハイブリッドが開放授粉品種に対して勝利する物語に表わされてい

た。

ところで、以上のアプローチは、基本的にはハリー・プレイヴァマン（HarryBraverrrun）が提唱し
た労働過程論に基づいている‘。この理論は資本が労働過程を支配しようとする動機から、テクノロジーの

形成を説明する。例えばデイビッド・ノーブルによると、

資本主義は利潤に動機づけられた効率的生産のシステムであるというのは、正統的経済学（自由

主義もマルクス主義も）の訓練や影響を受けた人々に共通に見られる混乱である。′利潤最大化の

誘因が、私的所有と生産過程の管理を通じて、資本主義的発展の主要な媒介物として歴史的に働

いてきたとしても、それはそのような発展の最終的な目的ではなかった。目的は常に支配（およ

びそれに伴う権力と特権）であり、支配の維持であった、つ［Noble，1984：321］

この仮説はノーブル自身によるアメリカ工業の機械化や自動化の技術史研究を例外として、必ずしも肯

定的に実証されてはいない［williams＆Edge，1996：870日3）。実際には、利潤最大化も労働過程の支配

も、同様に新しいテクノロジーの形成誘因となるであろうし、両者は二者択一的なものというよりは相補

的なものであるだろう。しかし、農業テクノロジーを労働過程の支配から説明するアプローチは、少なく

とも「緑の革命」までの農業の工業化については説得的であると思われる。ノーブルの研究事例では、冷

戦下の軍事的要求に関わる政治的闘争と経営管理における労働者との闘争から生じた自動化テクノロジー

が労働者の「非熟練化」を促進し、それがまた新たなテクノロジーの導入を正当化し自動化が進行したこ

とが論じられた［Noble，1984］。農業テクノロジーの歴史においても、過剰農産物の輸出によって工業

部門への投資を可能にするために、農場を工業資本の支配下において農業生産性を向上させる必要があり、
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それが財団や公的機関による初期の農業研究を支えた。1920年代以降は、農産物価格は過剰生産のため

に低く抑えられ農業人口も減少することから、別の意味で農業の合理化が必要となったしっ　これは、ニュー・

ディール期の農業調整法のもとでの農業研究費の増大をもたらした［KloppeIlburg，1988：86］C，これら

の背景において、ハイブリッド種子の導入をきっかけとして私企業による農業テクノロジーの商品化が進

行した。その結果、農場経営は契約農業の形態が主流となり、資本の下での労働過程に転化するのである。

次にクロッペンバーグの議論は、もう一つの商品化手段である知的所有権およびそれを支えるバイオテ

クノロジーの形成にも及ぶが、労働過程論的アプローチの説得力は低下する。初期の知的所有権である植

物育種者権は、農民の労働によって無限に複製可能な改良品種の種子をいかにして専有可能な商品とする

かという動機に裏打ちされており、この時点での労働過程論的アプローチの採用には妥当性がある。しか

し、植物育種者権がバイオテクノロジーの力を借りて工業所有権（特許）に変化する過程は、種子の商品

化による本源的蓄積という枠組みでは把握し切れない部分を含むと考えられる。確かに、「バイオテクノ

ロジーに表わされる新たな技術的環境における種子の商品化の完成は、全体としての作物生産過程の形成

に対する、かつてないほどの支配の手段を資本に与えることになる」［ibid：282］。特にハイブリッド化

が商業的に困難で公的領域の関与が残存する小麦や稲といった作物においては、特許化された種子が労働

過程に及ぼす影響は大きなものとなるであろう。しかし、バイオテクノロジーの農業への展開は、既にハ

イブリッド化や契約農業化が進行し商品化が進んでいる種子についても同様に起きている。商品の特性も

以前のように生産性の向上、すなわち労働をテクノロジーで代替するものではなく、新たな消費傾向や環

境問題などの社会的条件に対応する多様な性質を含む。言い替えると、それまでの種子の商品化は農業労

働過程におけるプロセス・イノベーションであったのだが、バイオテクノロジーと特許が引き起こす変化

はプロダクト・イノベーションに関わるものであると考えられる。従って、この変化を分析するには、異

なった枠組みが必要になるであろう。

バイオテクノロジーの形成

バイオテクノロジーの成立に関する包括的な社会学的分析は、クロッペンバーグの共同研究者でもある

マーティン・ケニーの『バイオテクノロジーー大学一産業複合体－』［Kenney，1986］を噂矢とする。

この著書でケニーは政治経済学的分析を用いるのではなく、シュムベーター的な企業家や大学研究者が長

期波動の不況期における大学と産業の提携関係のなかで、技術上および組織上のイノベーションを成功さ

せて行く過程を措いている。舞台はアメリカのカリフォルニアとボストンの周辺で、UCB、スタンフォー

ド、カルテック、ハーバード、M汀など大学の研究者とベンチャー資本、そして医薬・化学系の多国籍企

業がアクターである。この過程で重要な社会的文晩は、1970年代の経済的停滞、米国政府の科学技術政

策の変遷、アメリカに特有なベンチャー資本の制度的背景、医薬・化学系の産業構造とR＆D形態などで

ある。バイオテクノロジーが最終的には農業に影響を及ぼすとしても、農業領域の社会的文脈はここでは

あまり問題にならない。

この議論においては、われわれの食料と衣料の生産システムに不可欠な集団である農民は殆ど無

視されている。なぜなら研究システムに関する議論は、彼らを技術革新の単なる消費者として扱っ

ているからである。実際に、カリフォルニアの巨大綿花栽培者であるポズウェル農場やバド・ア

ントルなどの会社を除くと、農民はバイオテクノロジーの利益を自分自身で確保するために必要

な研究への投資を行うことができなかった［ibid：237］。

すなわち、バイオテクノロジー形成の農業における労働過程論的視点は、少なくとも直接的な説明とし

ては有効ではない。また、マンデルやフリーマンらのコンドラチェフ長期波動の不況期における技術革新

の「間接的なトリガー」説［coon止S，1992］を認めるならば、社会経済構造の動揺が起こる時期に産業

全体としての労働過程に貯する支配への資本側の要求が高まり、結果として生じたテクノロジーを取り巻

く制度的諸変化が大学・産業複合体を形成し易くしたという意味において間接的影響も有り得るであろう

が、本筋ではないだろう。むしろここでは、農業を他の産業領域とは独立した部門として捉えるのではな

く、後述する農業・食料システムという農業・工業・サービス業の複合物を分析の枠組みとして、そのシ
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ステムに関わる多様な企業や制度の動態を見て行く必要があると思われる「．

そこで重要なことは、バイオテクノロジーにおけるイノベーションが、それまでの医薬・化学系の企業

内部化されたR＆Dとも、農業研究における公的農業試験場と民間企業との相補的な関係とも異なった新

しい社会関係において生じていることである。すなわち、大学、ベンチャー資本、多国籍企業は、基礎研

究と応用研究といった分業を超えて、労働と資本と情報を相互に流通させる協力関係を築いた。経営学や

技術革新の経済学では、このような関係は最近の先端的テクノロジーに特徴的な組織間関係であると認識

されており、戟略的提携や企業間ネットワークとして知られる［例えば、Mowery＆Rosenberg，1989；今

井，1990；Dodgson，1993など仁。バイオテクノロジーにおいても、協力的関係の重要性が繰り返し強調

されてきた［Dodgson，1993；Walsheta1．，1996］。従って、企業や大学の間の協力的関係がどのように

して成立し、テクノロジーの商業化の進展とともにどのように変化するかを明らかにすることは、現代に

おけるバイオテクノロジーの社会的形成の研究にとって重要な課題となるであろう。．協力的関係の成立要

因は、ケニーの研究では断片的に論じられているに過ぎないが、大学の研究者やベンチャー資本が多国籍

企業による吸収や統合を免れて独立を保ちつつ協力的関係を結ぶことができた理由として次の点が指摘さ

れている。すなわち、バイオテクノロジーは大学において生まれ、大学と研究者はその成果を（公的な資

金によって得られた成果であっても）知的所有権として商品化したこと［Kenney，1986：89］、大学の研

究者は企業の研究所では自由な基礎研究はできないと感じており、既に組織ができ上がっている多国籍企

業は敬遠し、「キャンパスのような雰囲気を持つ」ベンチャー企業の重役やコンサルタン吊こ大学のポス

トとの兼任で参加したこと［ibid：100，203］、その結果大学の研究者が獲得した知的所有権はベンチャ

ー資本の所有物となり、多国籍企業に対する技術的優位を確保したこと［ibid：241］、多国籍企業も低コ

ストと低リスクの戦略として、当初は直接投資よりも研究契約を選択したこと［ibid：206］などである。

以上の要因は、バイオテクノロジーの商業化と協力的関係の発生に知的所有権が重要な役割を果たしてい

ることを窺わせる。

生物学的生産物と生産過程の所有権は、これまで見てきたように、バイオテクノロジーの展開に

重要な役割を果たしている。大学と小さなベンチャー企業は、特許制変が財政的機会を提供でき

るものと期待している。企業においては、特許制度がなければトレード・シークレットが規範と

なることは疑問の余地がない。しかし、その一方で、生物学的物質の特許性は、企業型の秘密主

義を大学にまで拡張している．。［ibid：260］

従って、クロ、ソペンバーグの言う「種子の商品化」手段としての知的所有権も、テクノロジーの商業化

や新たな社会関係の形成にまで視野を広げて理解する必要があるであろう。しかしながら、ケニーの研究

が行われた時点では生物関連の特許もまだ少なく、わずかにコーエンとボイヤー（Cdlen＆B甲er）の遺

伝子組み替え技術の基礎特許f4）の分析が可能であったにすぎない［ib丑257－260］。生物特許が実際にど

のような生物や生産過程を専有して商品化し、どのような社会関係の生成と関連しているか、さらにそれ

がより広範な社会経済的諸制度の変化とどのような関係にあるか、これらの点を明らかにすることは本研

究の課題となる。

3　フォード主義的農業と農業・食料システム

ここまでの先行研究における議論は、農業バイオテクノロジー形成の社会的文脈のなかでも主に生産側

の要因に関するものであった。しかし、テクノロジー形成の主体が私企業である限り、消費あるいは需要

側の要因も当然考慮する必要がある。ただし、独立した自律的な市場を仮定する単純な「需要プル」仮説

ではなく、少なくとも「需要プル」と「技術プッシュ」との協働によって、もっと広く捉えると社会的・

経済的・政治的諸制度や規範の全体的変化のなかで、市場とテクノロジーの双方が形成されることを出発

点とすべきである。しかしながら、多くの技術社会学的研究では、市場を念頭においた企業の行動が十分

に取り入れられてきたとは言えない［Green，1992：166－168］。農業社会学においても、バイオテクノロ
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ジーと市場を関連させた研究は多くはない。農業関連領域の市場は、硯代では農業資材・農産物・食料品

に及ぶ商品連鎖を国境を超えて形成している、。また、テクノロジーにも市場が存在するとすれば、情報や

知的所有権の流通株式から考えて、それは超国家的なものとなるであろう。従って、テクノロジーの形成

それ自体は局所的なものであるとしても［Nelson＆Winter，1982：210－212］、その需要側の要因は全体

的な社会経済体制を超国家的規模において反映するもので有り得る。．以下では、ハイブリッドなどの今世

紀前半の農業テクノロジーとフォード主義的社会経済体制との関係、および近年の国際的な農業・食料シ

ステムに関する議論を検討する。

前節でも取り上げたマーティン・ケニーのグループは、1930年代のニュー・ディール政策以降に始まっ

たアメリカ農業の変容をフォード主義的な生産棟式と消費様式の結合に関連させて説明している［Kenney

etalリ1991］。フォード主義とは、フランスのレギュラシオン派経済学が導入した概念で、1930～1970

年代のアメリカに現われた一つの社会的制度と規範の表現である。フォード主義においては、半自動化さ

れた大量生産技術によって大衆消費財が生産される一方で、その生産に携わる賃労働者階級に生産性向上

に見合う賃金が保証され消費規範が浸透することによって、大量生産された大衆消費財の市場が創造され

る。この好循環による資本蓄積は内包的蓄積体制と呼ばれ、労働過程のみならず賃労働力の再生産過程ま

でもが資本によって全体的に管理されることになる［Aglie仕a，1976＝1990：135］。これらの社会的制

度や規範を成立させるのは、労働過程における労働者と資本の闘争と、それを調整するケインズ主義的国

家介入である。すなわち、フォード主義の理論はプレイヴァマンの労働過程論の枠組みに消費様式を接合

し、供給面の変化と需要面の変化の相互作用を考察することを可能にすると考えられる。

フォード主義は豊かで未分化な産業労働者を大量に創造し、大規模で均一な消費者市場をもたら

した。アメリカ農業はこのフォード主義的労働力の再生産に重要な役割を担い、画一的な品質の

商品化された食料を大量に供給した。農業生産はフォード主義的な生産投入財を消費し、消費者

市場に向けて加工されるフォード主義的な農産物を生産する点において、他の消費財産業に近づ

いた。［KenneyetaL1991：174］

今世紀の初頭から始まった農業機械、ハイブリッド種子、大豆の栽培と飼料や油脂への加工利用、そし

てハイブリッド種子に合わせた化学肥料と農薬などの農業テクノロジーも、農業生産において投入財の市

場を創出する一方で、農民を含む産業労働力に加工食品や食肉といった商品化された食料を供給する手段

として位置付けられる。このテクノロジーと市場の相互作用は、第二次大戦後における大量消費市場の成

立と世界的な農産物需要の高まりのなかで本格的に展開を始める。

食肉に対する需要は食肉と飼料の生産における集約的なテクノロジーに対する需要を作り出した。

さらに、大戦中に発展した食品加工技術および新たな都市とその近郊の生活様式が、アメリカの

食生活における加工食品の役割を拡大した。日持ちのする食品を売るために作られたスーパーマ

ーケットの急速な普及は、旧式の小店舗を駆逐した。この資本競合は、食品システムにおける寡

占的な食品加工・流通企業の市場支配力を劇的に高めた。［ibid：180］

ハイブリッド・トウモロコシと大豆を飼料とする、画一的な品質のハイブリッド・ブロイラーの大量生

産は、ルーズベルトの公約「全家庭のガレージに車を、全家庭の鍋にチキンを」に表わされるフォード主

義的な大量生産／大量消費の代表的な消費財の一つとなった。穀物種子と家畜の原種を製造する農業・食

料システムは契約農業制度によって農民を統合し、食品加工と流通を支配する巨大食品資本やスーパーマ

ーケット・チェーンは消費者を統合する。育種への遺伝学の導入から始まったハイブリッド・テクノロジ

ーは、フォード主義的農業の象徴的存在としての穀物・家畜複合体（grain－livest∝kcorpplex）を成立さ
せ、農業投入財から大衆消費財までの商品連鎖を垂直的に統合する「農業・食料システム」が国際的に形

成される基礎を築いたのである［Goodman＆Redclift，1991：109］。

しかし、ケニーらの研究は、工業部門における賃労働関係の分析から発したフォード主義の概念をその

まま農業に適用した点において、フランスのレギュラシオン派からは「一般的概念の過度な投影」である

8



として批判されている［Lacroixe亡alリ1995＝1997：323，334」。その上でラクロワらは、農業部門がフォ

ード主義の影響を受けて「生産の技術的、社会的組織化」に至ったことは認め、1945、75年のフランス

農業を「生産力主義的農業」として完式化している　hb止337－347］。また、イギリスのグッドマン＆ワッ

ツも、トウモロコシやブロイラーといった少数の商業的農業を除いて、いまだに家族的経営が碓拝されて

いる農業全体にフォード主義の概念を適用することの危険性を指摘している［Goodman＆Watts，1994：

5－15］。このように、工業部門中心のフォード主義とは異なる農業部門独自のダイナミズムを考慮する

ことは、重要であると思われる。しかし、同時に、その農業部門がマクロの社会経済体制とどのように連

関するかといった点も考慮しなければならないだろう（。農業・工業・サービス業の複合物としての「農業・

食料システム」は、このような連関を媒介する中間的な概念となるであろう。本研究の場合も、「農業部

門」そのものに関心があるわけではなく、あくまでも新たなテクノロジー形成の社会的文脈として農業領

域に着目するに過ぎない。その際に、フォード主義的農業が（少なくとも特定の農産物領域で）進行した

後の時代においては、（その特定の農産物に関わる）農業・食料システムを分析枠組みとして、フォード

主義／ポストフォード主義の概念を用いる方が、より鋭敏な分析方法を捷供すると思われる。

フォード主義的農産物の農業・食料システムは、他の家族的経営の農業に比べて、著しく国際化してい

る点も重要である。国際的な農業・食料システムは、ハリエツト・フリードマンによると、アメリカのフォ

ード主義的農業が、戦後の食料援助とブレトン・ウッズ体制下における農産物貿易を通じて、相手国の農

業を「統合」し、フォード主義的農業を「複製」する過程において形成される。

援助は合衆国に過剰在庫の問題を、戦略的、福祉的、経済的な政策を追及することを可能にした。

しかし、援助は単に与える側と受ける側を「競合」しただけではない．。それは商業的貿易の慣行

として、受ける側と競合者の双方に、農業と貿易における類似した国家的レギュラシオン様式を

採用させた。すなわち、同時に国際的な食料経済体制に「複製」が組み入れられた。

［Friedmann，1993：35］

フリードマンは、そのような国際的な農業・食料システムとして、工業化したいわゆる「中心」諸国に

おける「穀物・家畜複合体」のほかに、アメリカ（生産地）と「周辺」諸国（消費地）を結び付ける「小

麦複合体（wheatco叩Iex）」、および熱帯産の砂糖や植物油脂を人工甘味料や大豆油脂に代替して「周

辺」諸国を生産地から消費地へ転換する「耐久食品複合体（durablef∝dcomplex）」が存在したことを

主張する［Friedmann，1994：258－272］。しかし、1972－73年のソ連の大量の穀物調達とそれに続く食料

危機により、またヨ一口、ソパ農業の自立とブラジル、アルゼンチン、チリ、中国、タイなどの新農業輸出

国の出現により［Friedmann，1993：45］、さらには過剰な化学物質の投入や遺伝的多様性の減少などの

環境問題の顕在化により［Kenneyeta1．，1991：183］、国際的な「フォード主義的農業・食料システム」

は再構築を迫られることになる。アメリカはかつての主導的な役割を失い、国際的レギュラシオンの場を

GATTウルグアイ・ラウンドで模索することとなった。フリードマンはこの交渉における農産物自由化に、

多国籍農業・食料システムを中心とする「私的な国際レギュラシオン」の発生を予見しているが、その概

念は未だ曖昧なままである。また、「農業・食料システム」の論者の多くが、技術決定論的な傾向を残し

ている点も課題である。

従って、農業テクノロジー形成の需要側の要因を社会的・経済的・政治的諸制度や規範の全体的変化に

求める場合にレギュラシオン・アプローチが有効であるとしても、新しいバイオテクノロジー形成の社会

的文脈を理解するためには、ポスト・フォード主義における「農業・食料システム」の形態を技術決定論

に陥ることなく確定することが必要であると考えられる。

4　本論文の課題と構成について

ここまでの2節で概観した農業社会学における議論から、農業テクノロジーの社会的形成過程は、労働

過程論的なアプローチによって、農業生産手段を商品化する本源的蓄積の一側面として把握できることが
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わかった。さらに、この労働過程論的なアプローチは、資本による支配の範囲を労働力の再生産過程であ

る消費にも拡張するレギュラシオン・アプローチと接合することによって、テクノロジー成果物の需要側

の要因も視野に入れることが可能となった。本研究では、近年の農業バイオテクノロジーと資本主義社会

との相互作用を、基本的にはこれらの先行研究で用いられた方法に従って、すなわち政治経済学の枠組み

において記述しようと思う。なぜなら、現代におけるテクノロジー形成の主要な行為者は企業と国家であ

り、またフォード主義の破綻以降は国家の役割が低下するとともに多国籍企業の支配力が高まっていると

考えるからである。以下では、ここまでの先行研究の検討結果を踏まえて本研究の課題と諸前提を明らか

にし、本論文の構成について述べる。

生命の商品化

フォード主義における農業テクノロジーは、労働過程と労働力の再生産過程の双方が資本の下に包摂さ

れる、全体的な資本蓄積体制の変容のなかに位置付けられる。農から食へ至る商品連鎖においてこのよう

な変容が起こる場合、それを「生命の商品化」として捉えることが可能である。農業が対象とする動植物

の生命は、労働における生産手段として、また消費における労働力、すなわち人間の生命の再生産手段と

して商品化される。前者では、動植物の再生産手段である種苗、すなわち植物の種子や動物の原種（交配

のための親動物）や冷凍精液が商品化される。後者では、死んだ動植物である農産物がそのまま最終消費

財となるのではなく、加工食品の生産手段として商品化される．。生命の商品化は、種子を農民が自家採種

する過程や、消費者が自分で調理する過程を、種苗産業や食品・流通産業が農業テクノロジーによって代

替し、農民や消費者の欲望をコントロールして資本蓄積を無限化することを通じて達成される。反対に、

農業テクノロジーは生命の商品化を動機として形成される。ハイブリッド・テクノロジーが今世紀の支配

的な育種テクノロジーとなり得たのは、それが農民に毎年続けて種苗を購入させることを強いるものだっ

たからである。化学薬品を農薬として使用するのは、それが天敵農薬の場合と異なって、無限に使い続け

なければならないからである。加工食品が普及したのは、それらがいかようにも付加価値を付けられ、無

限の欲望を引き出すことが可能だからである。こうして、農業テクノロジーと生命の商品化は、相互補完

的な関係にあることが明らかになる。そして1節で定義したように、生命の商品化は「動植物の種苗や遺

伝子などの生物の再生産過程が資本主義的生産関係に包摂されること」だけでなく、生物の再生産過程に

関わる「労働や消費といった生産諸関係が生命の拘束性を脱して資本主義的生産棟式のなかで無限に自己

を再生産するように変化する過程」としても把握されるのである。

以上は主にフォード主義的農業・食料システムにおける生命の商品化の描写であった。遺伝子組み替え

技術に代表されるような近年の新しいバイオテクノロジーの農業・食料システムにおける展開と、特許に

よる遺伝子組み替え生物の私的専有は、このような生命の商品化の枠組みにおいてどのように記述するこ

とができるだろうか。これが、本研究の主要な課題である。この課題について先行研究が示唆している論

点は、1）農業バイオテクノロジーの形成は労働の支配についての一元的な労働過程論では把握できないこ

と、2）農業バイオテクノロジーの形成には、フォード主義的農業・食料システムの形成期で種百の商品化

を推進した公的農業試験場や植物育種企業とは異なった、大学、ベンチャー企業、化学系多国籍企業など

が絡んでいること、3）クロッペンバーグがハイブリッドと並ぶ「種子の商品化」手段として指摘した知的

所有権が植物育後者権から特許に強化され、バイオテクノロジーの商業化や新たな社会関係の形成と関連

して重要な役割をはたしていること、そして、4）フォード主義的農業・食料システムの破綻に対する対応

として、或いはポストフォード主義の出現として、新しいバイオテクノロジーを理解する必要があるこ

と、以上である。本研究ではこれらの論点のなかでも、動植物そのものの知的所有権である生物特許の発

生に焦点を絞って分析を行いたい。なぜなら生物特許は、バイオテクノロジーの新しい農業・食料システ

ムへの展開と生命の商品化とを結び付ける制度的装置として機能すると考えられるからである。また、以

上の論点とは別の課題として、先行研究は全て欧米の研究者によるものであることから、日本社会におけ

る農業バイオテクノロジーや生命の商品化の展開についても明らかにする必要があると考える。そこで、

本研究の課題は次のような疑問として設定できるであろう。

（1）欧米以外の地域、特に日本における生命の商品化の歴史的経緯は？
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それは現在の農業バイオテクノロジーの展開にどのような影響を与えているか？

（2）遺伝子組み替え技術が農業バイオテクノロジーの支配的技術となったのはなぜか？

（3）生命の商品化手段としての知的所有権はどのようにして植物育種者権から生物特許に変わったの

か？そして生物特許と遺伝子親み替え技術はなぜ親和的に周いられるようになってきたのか？

（4j生物特許は実際にどのような行為者のどのような意図によって、どのような生物や生産過程を専

有して商品化し、どのような社会関係と関連しているか‘～

（5混」とのテクノロジーと制度の変化によって進行する生命の商品化は、フォード主義／ポスト・フォ

ード主義のような社会経済体制の変化とどのような関係にあるか？

生命の多様性と文化の多様性

以上の課題設定は、テクノロジーの対象としての生命を農業生産や労働力再生産の手段と捉えている。

しかし、そのような政治経済学的な観点だけでは、生命という特殊な対象が造り変えられ商品化される現

象の社会的な意味を完全に把握することは不可能であろう。農業バイオテクノロジーが対象とする生命は、

飼い馴らされ栽培されてきた動植物である。彼らは農業の発生以来、常に食料や生産手段として認識され

てきた。しかし、手段としての側面だけを把握したのでは、人間が彼らとの関係を通じて社会の内部に文

化として蓄積してきた他の側面－それは言語、概念、習慣、儀礼、宗教、芸術などで有り得る－が

抜け落ちてしまうであろう。これらは農民や消費者、場合によっては科学技術者や企業経営者の行為を規

定する文化的要因となり得るし、またテクノロジーの変化はそれらの要因に影響を与え得る。ハイブリッ

ド種子の導入に際しては農民の「教育」が必要であったし、資源としての遺伝子が水や空気と同様に公共

財であるという認識も文化的背景を持っているであろう。東南アジアにおける稲の高収量品種の導入は、

作物品種の遺伝的多様性を減少させただけでなく、農耕儀礼や民間信仰などの文化的多様性をも減少させ

た。だが本研究では、これらの文化変容の問題は直接には扱わない。本研究のテーマは農業バイオテクノ

ロジーや生物特許の形成過程をテクノロジーと資本主義社会の相互的な関係において把撞することであり、

そうして形成されたテクノロジーや制度がわれわれの文化にどのような影響を及ぼすかについては、文化

人類学や哲学の領域を含む他の研究に委ねたいと思う。

しかし、研究の前提として次のことは確認しておきたい。すなわち、個々の社会が労働や消費を通じて

多様な生命との関係において築いてきた多様な個別の文化は、生命の商品化－生物の再生産過程に関

わる労働や消費といった生産諸関係が、生命の拘束性を脱して資本主義的生産棟式のなかで無限に自己を

再生産するように変化する過程－に伴って失われ、資本主義システムという自己増殖する単一の生命・

単一の文化によって置き換えられるということである。この画一化の傾向は、経済が脱中心化しネットワ

ーク化し柔軟性を増していると言われる現代において、むしろその傾向を強めているようだ。現代のコン

ピューター・ネットワーク文化の先導者の一人であるケヴイン・ケリーによると、現代では生命はますま

す人工物のようになり、人工物はますます生命のようになりつつある。この変化は生命の論理があらゆる

組織や制度に貫徹し、すべてのものが相互に結合されて一つの複雑な網の目を形成することによって、世

界が「新生物学的文明」へ進化する過程であるという。

ネットワーク文化においては、ある意味で、単一の世界の心というべきものも出現する。世界の

心はコンピューターと自然、電話と人間の脳、などが連合したものである。それは、それ自身の

見えざる手によって統治されている、形態が不確かで巨大な複雑性である。われわれ人間は、世

界の心が考えていることを気付くことはないであろう。その理由はわれわれが十分に賢くないか

らではなく、心の設計原理からして、部分が全体を理解することは不可能だからである。世界の

心が考えて実行することは、われわれには制御不能であり理解不可能である。すなわち、ネット

ワーク経済は新たな精霊信仰を生ずるのだ。［Kelly，1994：202］

このような社会有機体説の復活や様々なシステム論の隆盛は、それなりに現代社会の一般的な組織原理

の変化を反映していると考えられる。しかし、ネットワークによる文化や経済は、全ての行為者や事物を

結び付けるわけではないであろう。ネットワークによって「単一の世界の心」を作り上げている結節点の

11



多くは、少数の多国籍企業における企業内取り引き、下請け系列関係、商品連鎖、顧客関係、企業間研究

協力、クロス・ライセンス、営利的情報通信ネットワークなどが、ある単一一一の方向、すなわち資本の蓄積

に向けて戦略的に投企されることを通じて、企業のみならず労働者、国家、制度、そして生物、無生物を

結び付けることによって形成されていると考えられる。．従って、「単一の世界の心」は、個々の結節点と

しての労働者や国家にとっては制御不能な複雄性となる。テクノロジーとは新たなネットワークの形成で

あり、安定化したネットワークこそがマルクスの言う「社会関係としての資本」を形成する。そのような

意味で、ネットワークは勝者の世界のみを反映すると考えられる。網の目からこぼれ落ちた行為者や事物

－ハイブリッド種子に敗れた開放授粉品種、自家採種する農民、公的育種研究者、種まき前に祈りを

捧げる精霊、祈祷師、そして機能や効率の上では同等でも普及に失敗したテクノロジーの数々－は敗

者となり忘れ去られ、生命の多様性と文化の多様性はともに失われていくであろう。本研究はこのような

資本としてのネットワークと共役したテクノロジーの形成過程を、問題視するところから出発する。従っ

て、課題は資本とテクノロジーの共役の在り方の解明にある。

本論文の構成

まず2章では、先行研究である労働過程論的なアプローチとレギュラシオン・アプローチが、最近の技

術社会学や技術革新の経済学などの議論に対して、どのように位置付けられるかを検討する。これらの議

論は、テクノロジーの形成を社会的なものとして凍える点で、先行研究のアプローチと共通性がある。そ

して、本論文の課題の解決に向けて、それらの議論の成果を、先行研究の方法に整合的に取り入れること

を目指す。特に、労働過程論的なアプローチでは不十分であったバイオテクノロジーの商業化や新たな社

会関係の形成と知的所有権との関連については、テクノロジーを「ネットワーク」の形成として捉える技

術社会学の考え方や、知識の蓄積と「ネットワーク」型の組織形態との関連を強調する技術革新の経済学

の考え方が、参考になるように思われる。2章の最後では、本論文の理論的な枠組みを提示したい．。

次に3章では、農業バイオテクノロジーや生物特許の形成に至る以前の、日本の農業・食料システムの

状況について、先行研究の枠組みと対比させて簡単に記述する。さらに、日本の農業技術や農業・食料シ

ステムの性質が、その後の農業バイオテクノロジーの形成にどのような影響を与えたかについて論じる。

そして4章では、2章で提示した理論的枠組みに従って、フォード主義的農業・食料システムの危機が、

農業バイオテクノロジーの形成をどのように準備したかについて検討を開始する。まず、経済領域と技術

領域のそれぞれに固有な危横の分析を行い、ポスト・フォード主義の農業・食料システムへ向けての社会

的諸規範の変化について論じる。次に、バイオテクノロジーが農業・食料システムの外部で発生した状況

を記述し、それが農業領域へ取り入れられて行く過程を、大学の研究者や企業の動向から再構成する。そ

して後半の2節では、企業がバイオテクノロジーを取り入れて行く条件として、知的所有権のポスト・フォ

ード主義における役割について論じ、その制度的変更の社会的背景について検討する。

以上の農業バイオテクノロジーの形成に関する考察に基づいて、1980年代後半から1990年代前半にか

けて出現した生物特許の分析を、5章で行う。まず1節において、基本的な遺伝子組み替え技術と他の農

業技術とが結合して生成した農業バイオテクノロジーの構成と、全体としての生物特許の構造とがどのよ

うに関連しているかについて考察する。ここでは、特許や関連する科学技術論文のテキストを資料として

用いる。植物の遺伝子組み替え技術を用いたで農業バイオテクノロジーと生物特許では、アメリカの多国

籍化学企業であるモンサントの特許が構造の中心を占めていることが確認される。次に2節で、実際の生

物特許をサーベイし、出願主体の属性、用いられる技術の類型、商品化の目的の類型、などについて計量

的な分析を行う。そして、技術の類型と商品の類型が、生物特許の出願主体によってどのように接合され

ているかをパターン化する。結果として、生物特許の増加に最も寄与している技術一行為者一商品関係は、

化学系の多国籍企業が遺伝子組み替え技術を用いて農薬の代替商品としての「ストレス耐性作物」をクレ

ームしていることであることが判明する。3節では、この技術一行為者一商品関係を、4章で論じたフォ

ード主義的農業・食料システムの危機における化学系多国籍企業の戟略という観点から分析する。資料に

は、特許データや関連論文における企業の科学技術者の発言、そして農薬市場についてのマクロのデータ

を用いる。最後に4節で、生物特許の計量的分析において、もう一つの技術一行為者一商品関係として現

われていた、ベンチャー企業や大学による動物関連特許について、補足的な考察を加える。
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6章では、知識の蓄積によって市場支配を達成しようとする多国籍企業の戟略に、5章で分析した生物

特許がどのように関わっているかについて検討する〕まず、化学系多国籍企業が協力的R＆D通じて形成

する戦略的ネットワークを、業界紙を中心にサーベイする。1そして、ネットワーク形成と生物特許の相関

関係を分析する。次に、化学系多国籍企業が関係する生物特許のライセンスや特許係争が、戦略的ネット

ワーク形成や資本統合とどのような関係にあるかについて、モンサントの事例を検討する。

最後に、7章で以上の結論についてまとめる、。
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（11商品化される組み替え農産物数の予測は、Cr∝eryManufadurersofAn倒ica社の社長C・Manly

MoIpusによる［日経バイオ年鑑96，1995：15］。市場規模の予測は、モンサント社上級副社長へンド

リック・A・ヴァーフアイリェによる［化学工業日報，96年9月12日］。，

2〕ヵーネギー財団により設立された生物遺伝学研究所。ニューヨーク市のロングアイランドにある。後

に分子生物学の基礎を築くデルブリュックやワトソンも、この研究所で研貸した。

13、労働過程論の議論については、ポール・トンプソン『労働と管理－現代労働過程論争』［

momps叫1989］を参照。

槻スタンフォード大学のスタンリー・コーエンとカリフォルニア大学のハーバートボイヤーが開発し

た遺伝子組み替え技術を特許化したもの。1980年に米国特許商標庁よりスタンフォード大学とカリフォ

ルニア大学が特許権を獲得した。この特許の実務を任されたスタンフォード大学は、ライセンスを希望

した全ての企業に非排他的な使用権を供与した（。発効1年目に同大学が集めた特許料は、71万ドルで

あった。
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2章　社会経済体制の変動とテクノロジー－理論的枠組み－

1章で論じたように、本論文のテーマは近年の農業バイオテクノロジーの出現にともなう諸問題を、先

行研究の成果を踏まえた生命の商品化という視点において、テクノロジーと資本主義経済体制との相互作

用として記述することである．。この章では、まず1節と2節において、先行研究から引き継いだ政治経済

学的な視点が、テクノロジーの社会的形成に関する諸理論やポストフォーディズム論におけるここ10

年ほどの成果に対してどのように位置付けられるか、そして、それらの諸理論の分析方法や問題設定など

を本研究がどの程度取り入れることができるかについて検討する。その結果に基づいて、3節では、生命

の商品化の進行を分析するための理論的枠組みを明確化する．。

1テクノロジーの社会的形成の理論

テクノロジーの形成に社会的な要因が影響を及ぼしていることは、ある意味で当然である。しかし現実

には、「テクノロジーは一般社会からは独立して発展し、一般社会に影響を与える外的因子である」とす

る、いわゆる技術決定論的な見方が社会科学や人間科学の領域で永らく支配的であったことも事実である。

この見方は、一方では「テクノロジーは利用者の目的を実現する手段であって、その実現される価値から

は中立である」とする「道具説」を形成し、カントに始まる技術的行為概念から現代の開発経済政策に至

るまで広く受け入れられる考え方となった旧［村田、1994：6－7，15－18；Borgmann，1984：9］。また、他

方では「テクノロジーは自律的に存在し、文明全体を支配する普遍的な性格を持つ」とする「自律説」と

なり、エリュールやハイデガーの悲観的な予言をもたらした。これに対して、1930年代のバナールとボ

ランニーの論争、フランクフルト学派の批判理論、1970年代の環境運動やフェミニズムにおけるオルタ

ナティブなテクノロジーの模索などは、技術決定論的な見方を転換する文派を準備したであろう。そして、

1980年代からは、様々な領域においてテクノロジーと社会の相互的な影響を理論化しようとする動きが

活発になった。技術史家のメルヴイン・クランツバーグは、社会的文脈においてテクノロジーが形成され

ることを「技術は善でも悪でもなく、また中立でもない」（クランツバーグの第一法則）［Kranzberg，

1993］く2）として定式化した。このような前提からテクノロジーの社会的形成を分析しようとする試みが、

社会学、経済学、哲学の諸領域で現在ようやく行われつつある。

それらの試みは、主として労働社会学・経済学における労働過程や市場に着目するアプローチ、技術革

新の経済学における新シュムベーター主義的アプローチ、技術社会学における社会構成主義的アプローチ、

テクノロジーの哲学・政治学的アプローチ、の4種類に大きく分類できると考えられる。但しここでは、

これらの領域の理論を体系的・包括的に整理することを意図しているのではなく（3㌦あくまでも生命の商

品化という課題設定を既存の研究のなかに位置付けることによって、その視点をより明確に方向づけ、ま

たその視点の限界を明らかにすることが目的である。以下ではまず、後の二者、すなわち社会構成主義的

アプローチと哲学・政治学的アプローチについて検討を行う。前の二者については、それぞれレギュラシ

オン・アプローチと柔軟な専門化論、および技術・経済パラダイム論と関連させる必要から、経済社会体

制の変動を扱う次節において検討する。因みに、1章で先行研究として紹介した農業社会学におけるクロッ

ペンバーグやケニーらの方法は、労働過程や市場に着目するアプローチに分類される。

技術社会学における社会構成主義的アプローチ

近年の技術社会学で最もポピュラーなものは「科学知識の社会学（S∝iol喝yOfsdentificknowledge）」

の影響を受けた構成主義的アプローチで、社会構成主義、アクター・ネットワーク論などのプログラムと

して知られている［wiHiams＆Edge，1996］。ピンチやバイカーらの社会構成主義は、ある技術につい

ての社会集団ごとに多様な解釈や選択が論争を経て安定化していく過程を、テクノロジーの社会的構成と

して捉えようとしたtpinch＆Bijker，1987］。実証的な研究としては、自転車のデザインが安定化する

過程［ibid］や蛍光灯が普及する過程［Bijker，1992］において、多様な社会集団の利害や主張に応じて
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テクノロジーに対するr解釈の柔軟性（interpretativeflexibility）」が存在したことを示す研究などが
ある。

またミシェル・カロンらのアクター・ネットワーク論は、人間以外の人工物や自然物をも含む複数のア

クターの相互関係としてテクノロジーが構成される点を強調した［callon，1986a］。この研究プログラ

ムは技術決定論を拒否するだけでなく、テクノロジーの形成を政治的・経済的な外的要因から説明するこ

とをも否定し、「ネットワーク」に内在的な動力学のみから説明しようとする。この「ネットワーク」は、

社会学の既存のネットワーク概念とは異なった、むしろ哲学的一元論に近い概念とされ［MacKenzie，

1992：47］、若干の説明が必要であろう、）「アクター・ネットワーク」は、特定の目的を達成しようと

するアクターが、他のアクターのアイデンティティ、欲望、利益関心、操作特性などを巨的達成に都合の

良いように「翻訳（translation）」することによって、人工物や自然物をも含む異質なアクター同士を

結び付けることから生じる。但し、個々のアクターは必ずしも自分に振り当てられた役割に満足するとは

限らず、アクターの反逆によって「ネットワーク」自体が崩壊することも有り得る。この「ネットワーク」

の結合パターンの変化がテクノロジーの展開を規定し、その結合の強さがテクノロジーの可逆性／不可逆

性を決定する。このような多数の「アクター・ネットワーク」が重層的に交錯する結果、総体としては中

心的準拠点や永続的階層性はなく、「翻訳」を行うアクターも暫時的な存在でしかないことになる［金森

1996：298－302］。実証的な研究としては、1970年代初頭に頓挫した電気自動車の開発におけるアクタ

ー・ネットワークの重要性と可塑性［callon，1986a］、やはり失敗したイギリスの戦略爆撃・偵察機開

発計画における局所的なアクター・ネットワークとマクロなグローバル・ネットワークの変化がテクノロ

ジーの展開に及ぼした影響［Law＆Callon，1992］、などが示されている。

しかし、これらのプログラムは多かれ少なかれ相対主義的な視点を含んでおり、社会集団による解釈の

柔軟性やアクター間の結合の局所性や遇有性を強調するあまり、なぜ特定の社会集団の主張が勝利を収め、

なぜ特定のネットワークが安定化するのか、といった疑問に十分な説得力をもって答えることができてい

ない点が批判されている［wHliams＆Edge，1996：889－890］。その理由は、－技術決定論や経済決定論を

全面的に拒否しようとして、テクノロジーの対象が持つ物質的な拘束性、および市場や国家といった大き

な社会的構造の影響力に懐疑的となるためであると考えられる。さらに、極端なアクター・ネットワーク

論は全ての事物をネットワークの表現としてのみ認識し、およそ物質的な実在性というものを認めない。

ラダーは、これらの傾向がテクノロジーに対する規範的な評価を困難にするのみならず、経験的記述とし

ても妥当性を欠くことになる点を批判し、より穏健なリアリズムに立ち返り「非局所的なパターン」の重

要性（4）を見直すべきであると論じている［Radder，1996：93－117］。本研究の場合、その問題設定からし

て資本主義経済体制や産業社会構造を中心に据え－カロンらの見地からは決定論的となるであろうが－

－、それらのより大きな構造とテクノロジーの関係を考察することを課題としている。しかし、上述の

ような技術社会学のプログラムにおいては「（科学技術と産業社会の）相互作用の作動メカニズムと構造

を実証的に解明する研究はまだ着手されていない」［松本，1995：15］状況にあると言えよう。

ところで、松本の『船の科学技術と産業社会』の比較社会学的研究［ibid］は、社会構成主義を暗に批

判しつつ、産業社会の構造の差を取り入れた独自の視点に立った、日本の技術社会学の先駆的な労作であ

る。この研究で松本は、19世紀後半から20世紀初頭のイギリスと日本における船の科学技術革命を分析

することを通して、この時代の科学技術・国家・企業関係のプロトタイプとしての「官民複合型二局構造」

およびそれに関わる条件としての教育制度、研究・開発組織、労働過程のありかたを一般化することに成

功している。この成果は、より大きな社会的構造上の要因への着目と、比較社会学的な視点が、テクノロ

ジー形成の歴史的分析に有用であることを示しているものと考えられる。この方法は、次節で述べる産業・

労働社会学における労働過程や市場に着目するアプローチにつながるものである。

さて、以上の批判にもかかわらず、ミシェル・カロンらのアクター■ネットワーク論はテクノロジーを

人工物や自然物をも含む社会関係の解体／再構築として捉える点でユニークな示唆に富むと思われる。ま

た、最近の論文では「テクノ・エコノミック・ネットワーク（TEN）」という概念によって、制度化され

ている技術的・経済的領域の配置を取り入れ、経済学における「テクノロジー軌道（tedm遽喝iml

trajedory）」の概念をネットワークの不可道化（irreversibilization＝ネットワークが固定化し、その社

会関係が制度化されること）によって基礎づけようという試みも見られる［caHon，1992］。そこで以下
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では、TENの形成と不可道化過程の理論を、本研究の基本方針であるテクノロジーと資本主義経済体制が

相互作用するという観点から考察してみる。

TENの形成における中心概念は「翻訳」（二目的達成のために要素を手段としての機能によって定義し

直すこと）である。例えば、技術者は特許のテキストにおいて遺伝子を有尉性によって「翻訳」し、企業

は特許を商品開発手段として「翻訳」する。ここで、「翻汎」には必ず要素の所有権を確定する過程が含

まれ、これを「帰属（attributon）」と呼ぶ。すなわち、技術者は遺伝子を、企業は特許を所有して初め

てその「翻訳」が可能になる。

流通している媒介物を集団に帰す結果として翻訳は常に帰属過程を伴い、集団はアクターとなる。

帰属は相互作用の一機能であり、少なくとも部分的には、ルールや取り決めとなってコード化さ

れる。これらのルールや取り決めは、過去の相互作用の産物であると同時に、現在と将来の相互

作用の調整原理となり得るものである。［callon，1992：85］

ここで媒介物とは、論文や特許などのテキスト、知識やノウハウ、人工物、貨幣など、ネットワークの

人間的アクター以外のアクターを意味する。これらの媒介物は、人間的アクター（行為者）に所有されア

クター間を流通することによってネットワークを形成する。すなわち、カロンのTENは、所有され流通す

る情報、商品、およびその一般的等価物である貨幣がもたらす秩序なのである。彼が「ルールや取り決め」

として挙げるものも所有に関する法制度や習慣であり、それらがTENの集中度（結合の強さ）に影響する

［ibid：85u88］。従って、TENはネットワーク一元論というよりはむしろ、資本主義経済システムの制度

や規範に依存していることになる。それは現代社会のテクノロジーの性格として当然であると考えられる

が、カロンの当初の「アクター・ネットワーク」論からすれば、資本主義社会と．いう理論上の限界を設け

ることになるであろう。

次にTENの不可逆化は、行為者の学習過程に伴う「翻訳」の規範化と標準化によって達成される。ここ

において、集中度の高いTENの不可逆化は、進化論的経済学における「ヒューリスティック」や「ルーチ

ン」［Nelson＆Winter，1982：128－134］の概念で記述することが可能な、企業の技術革新活動の制度化

に近いものとなる［callon，1992：94］。すなわちTENの不可逆化は、企業が技術的な問題解決において

どのようなアクターを動員するかについての決定が、企業組織内部および企業と国家や市場間の関係とし

て制度化された状態になることを意味するのである。勿論カロンは、このような不可逆化は一方の極端な

場合として構想しており、実際のネットワークは不安定で可逆的であることを強調する。しかし、不可逆

化したTENの概念は、社会構成主義的な技術社会学と技術革新の経済学が収創する地点を示していて興味

深い。

以上の考察から、テクノロジーと資本主義経済体制が相互作用する空間としてTEN概念を解釈すること

には妥当性があると考えられる。また、テクノロジー領域と資本主義経済領域は、ネットワーク内を流通

する媒介物に応じて、それぞれ相対的に異なった「極（pde）」として捉えられるhbid‥7374］。貨幣
が資本主義経済領域の普遍的媒介物であるのは当然として、論文や人工物は基本的にテクノロジー領域の

殊介物であると言えるだろう。そして、特許やノウハウなどの商品化された情報、および商品となった人

工物は、テクノロジー領域と資本主義経済領域に共通して流通する媒介物として想定することができる。

本研究は特許を主要な分析対象とするが、特許をこれら二つの領域を横断するネットワーク形成の媒介物

として把握することは、相互作用によるテクノロジー形成のメカニズムを記述する上で有用な道具となる

と考えられる。特許は知的所有権制度によってテクノロジーを形成するネットワークの媒介物として機能

し、企業内R＆Dをはじめとする産業組織構造や国家による研究支援体制の制度化に寄与し得るものとし

て捉えることができるであろう。

テクノロジーの哲学・政治学的アプローチ

技術哲学の領域においても、テクノロジーを技術決定論的な見方（「道具説」と「自律説」の両者を含

む）から解放する多様な論考－フーコー的権力論、フェミニズム、エコロジー論、ポストモダニズム

などを含む－が存在する。それらの論考をここで系統的に紹介する必要はないであろう。ただ、一つ
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の傾向として、権力との関係からテクノロジーの形成を説明するものが多いように思われる。．ここでは本

研究の課題との関連から、資本主義とテクノロジーをめぐるアンドルー・フィーンバーグの『テクノロジ

ーの批判理論（Crfffc良川1g叩q月初”OJogy）』（邦訳題名『技術－クリティカル・セオリー』）

［Feenberg，1991＝1995］における議論を検討したい√。この議論は、フランクフルト学派、なかでもマル

クーゼの科学技術批判を土台にして、社会変革によってオルタナティブなテクノロジーが可能であること

を論じている。その意味では、近代性の楓真的な批判としての「ポストモダニズム」とは明らかに異なる。

フィーンバーグは、テクノロジーは「中立的な道具」ではないが、かといって人類に不可避的な目的合

理的行動の体系といった運命論的なものでもないことを示すために、修正可能な「コード」としてテクノ

ロジーのイデオロギー性と可塑性の両方を表現した［ibid：1－25］。「資本主義のテクニカル・コード」

は、「日常的な技術上の活動が同時に資本の利益になる活動でもあるような、一定の枠組み」であって、

技術上の取捨選択を決定する規範として働くだけでなく、そのような選択を行う「組織の存在の基盤」と

して権力を正統化する［ibid：153－159］。すなわち「資本主義のテクニカル・コード」は、資本主義社会

において権力とテクノロジーを媒介する規則である。この媒介の論拠としては、主として前述したデイビッ

ド・ノーブルらの労働過程論における諸研究が用いられている。ノーブルは、機械工具の計数的管理方法

におけるデジタル方式の採用が、熟練労働者を排除して労働の全体的管理を指向した結果であったことを

示した。このようにテクノロジーのデザインを決定する「技術的および社会的な諸機能が凝縮」したもの

として、フィーンバーグは「テクニカル・コード」を構想している［ibid：66－68］。

しかし同時に、テクノロジーのデザインが社会的文脈によって決定されることは、テクノロジーを可変

的なものとして考察し得ることを意味する。ここで、マルクスの社会主義への移行とテクノロジーの変革

の理論を、非決定論的に解釈し直した「ミニマム主義のマルクスの命題」が提唱される。ここで、労働過

程論における「非熟練化」（非技能化）は、社会主義への移行とは必ずしもリンクせずに、解消できるも

のとなる。

産業の中のテクノロジーは、そのテクノロジーが当初において発達した際に行われていた分業と

は根底的に異なる分業－労働力の非技能化を克服し、かつ非技能化の社会的悪影響をも克服

するような分業－のもとでも効果的に営まれることができる。［ibid：55］

このような変革の可能性の根拠として、フィーンバーグは技術の「両面価値性」を挙げる。例えば、現

代の情報テクノロジーは社会の階層性を固定する機能を持つ一方で、逆に民主主義化を促進する潜在的可

能性を有することが指摘される。ここで合意されている技術的可能性は、近年情報テクノロジーが取り入

れようとしている生命の自己組織化メカニズムに類比されるような、労働の全体的管理からの解放と自発

的な組織化である。そのような自発的なテクノロジー解釈の例として、1980年代のフランスにおける公

共コンピューター・ネットワーク端末（ミニテル）システムが、当初の目的とはかけ離れた利用のされ方

をしたことを、その後の著書で取り上げている［Feenberg，1995：144－166］。従って、「テクノロジー

の批判理論」の目的は、「潜在的可能性が終局的には個々人の自己的利益の意識の中に効果的に結実をす

ることが生じうる、そのプロセスを概念として規定するところにある」［Feenberg，1991＝1995：286］。

要するに、テクノロジーそのもののなかに潜在している可能性を引き出すことによって、今までとは違う

テクノロジーが可能であるということだ。その可能性の現実化を阻んでいる障壁が、現在の「テクニカル・

コード」となる。このコードは、技術的実践の対象物をその固有の文脈から引き剥がして単一の基準を適

用する（「脱文脱化」＝「物象化」）ような「形式主義的な偏向」を持つとされる。そこで、このコード

を変更して、「再文脈化」－労働過程や社会の発展過程が文脈としての「自然」に再び適応すること－

－をテクノロジーに内在的な要素とすることが提唱される［ibid：355－395］。

このような議論には当然、「ポストモダニズム」からの反論がある。ロバート・ピピンは、近代民主主

義はテクノロジーの発展に伴う自然の支配における成功と、その裏面をなす自己の支配の不可能性（目的

としての善の喪失による）に基づいており、近代性のエトスによって社会化された主体が民主的にテクノ

ロジーをコントロールしようとしても、変革ではなく「再欄正統化（re－le由tirmtion）」に陥るだけで

はないか、という疑問を投げがナている［pippin，1995：51］。また、情報テクノロジーや自己組織化の
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議論も、それらが現代の産業組織において－、一層顕著に認められるという事実から考えて（1章4節を参照）、

説得力のあるものではない。むしろ、情報や生命のテクノロジーに内在的な自己組織的な原理や、環境に

配慮した「再文脈化」のデザインも、企業戦略の変化という枠内で捉え得るものでしかないだろう。

このように後半部分の議論には疑問が多いが、可変的な「テクニカル・コード」という概念は、社会構

成主義的な技術社会学の文脈に連なるものと考えられる。実際にフィーンバーグは、「アクター・ネット

ワーク」の論者の一人であるブルーノ・ラトウール（ミシェル・カロンの共同研究者でもある）の「テク

ノグラム」（技術的要素の集合）と「ソシオグラム」（社会的諸利害の集合）という概念を引用し、両者

の相互関係をめぐる一般原則として「テクニカル・コード」を位置付けている［Feenberg，1991＝1995：

161］。これは前節で述べたカロンのTENにおいては、媒介物の行為者への「帰属」を基礎づけ「翻訳」

を可能にする社会的なルールや取り決めの体系に相当するであろう。そして、フィーンバーグが強調して

いる「コード」の可変性や異なった技術の「潜在的可能性」も、「アクター・ネットワーク」論における

「可逆性」、或いは社会構成主義における「解釈の柔軟性」に対応するものと考えられる。さらに、「テ

クノロジーの批判理論」も技術社会学も、プレイヴァマン的な労働過程論によるテクノロジーの形成を超

えた理論や実践が有り得ることを前提としている。すなわち、技術の「潜在的可能性」は、資本主義的で

はない「テクニカル・コード」を打ち立てることを可能にするという。しかし、これはTENのルールが資

本主義的な所有制度に依存していたことと同様に、疑ってみる必要がある。実際には、フィーンバーグの

最初の定義は「資本主義のテクニカル・コード」であったのだが、それが可変性を論じるに際して一役的

な「テクニカル・コード」に変化しているのである。

「テクノロジーの批判理論」は、マルクスを出発点にしていながら、その「所有の理論」をほとんど顧

みていない［藤本，1995］。このことは、「テクニカル・コード」が誰によって決定され、なぜコード

として一般化するのか、という問題を曖味なものにしてしまうと思われる。近代以降のテクノロジーは常

に属人的なものであり、開発者や発明者を伴うものであった。そして、研究開発の制度化によって、開発

や発明の主体が科学技術者、企業、国家などに限定されてきた事実を考えるならば、「テクニカルtコー

ド」の決定はテクノロジーの所有と切り離せないはずである。ミニテル・システムに見られたようなユー

ザー側による「テクノロジー解釈の柔軟性」も、テクノロジーの所有、開発能力、そして使用能力の点か

ら、解釈の幅のみならず解釈に参加可能な主体の範囲をも限定するであろう。従って、ある技術に「潜在

的可能性」が存在するとしても、それを引き出すことが可能な主体は、その技術自体を所有しているか、

もしくは技術の開発や普及や消費過程に参加できるだけの知識または権力を所有していることが前提条件

となると考えられる。また、統語規則としてのコードの成立には記号の流通が前提となるように、社会に

おける「テクニカル・コード」の成立もテクノロジーの非局所的な流通を前旗としている。開発の初期に

おいては、テクノロジーが常に局所的なものであることは、既に多くの論者が明らかにしている。その局

所性が非局所性に転化することによって、「テクニカル・コード」は社会的コードとして機能できるよう

になると考えられる。すなわち、現在の「テクニカル・コード」が「脱文脈的」であるのは、コードの成

立の条件としての一般的流通可能性を反映しているためであろう。このように「テクニカル・コード」が

テクノロジーの所有と流通を前提とすることは、TENにおけるルールと同株に、このコードが基本的には

権力と資本によって決定され、資本主義経済システムの制度や規範のもとで一般化することを示している

と考えられる。TENは局所的なネットワークの集合であったが、「テクニカル・コード」は最初から非局

所的なものとして構想されているところが相違点であろう。

本研究の立場からは、このような「資本主義のテクニカル・コード」が想定可能であり、それが可変的

であるという点は承認する。コードに対する局所的な反乱は常に起こり得るし、局所的な不確定性や「思

わざる発見」は技術革新の原動力でもあるだろう。ただし、それらの不確定要因を含めた局所的な変動を

理解する目的には、この「テクニカル・コード」の概念はやや大きすぎるように思われる。さらに、テク

ノロジーにおける所有と流通の規則を明確にするためにも、資本主義の経済的領域におけるコードとテク

ノロジーにおけるコードとの関係をはっきりさせる必要があるのではないだろうか。また、自己組織化原

理の出現や「再文脈化」が「テクニカル・コード」の変化として把握できることも否定しないが、それは

マクロの社会経済体制の変動に対する資本の戦略としても説明できる現象であると考える。
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2　ポスト・フォーディズム芸におけるテクノロジー

近代以降のマクロの社会経済体制－制度化された経済的行為の秩序－の変動は、テクノロジーの

変化との関係で論じられることが近年ますます多くなっているように思われる。社会学者や経済学者は当

初、産業構造の変化や景気変動を、外生的なテクノロジーを説明変数とすることで理解しようとした、。ベ

ルの「脱工業化社会」の言説やシュムベーター的な長期波動の「技術プッシュ」説などがその例である。

しかし、テクノロジーの変化もそれらの社会変動の一部であることが明らかとなるにつれ、労働や経済と

テクノロジーの相互関係としてマクロの社会変動を理解する必要が生じてきたと考えられる。そのような

観点から現代の社会変動を生産棟式、産業組織形態、労働関係、国際関係そしてテクノロジーなどの諸要

因を相互に関連づけて総合的に理解しようとする幾つかの理論では、1970年代後半から1980年代を一つ

の世界経済の分水嶺とみなす傾向が共通して認められる。これらの理論－レギュラシオン・アプロー

チ、柔軟な専門化論、技術・経済パラダイム論、情報ネットワーク社会論など－は、それまでの大量

生産と大量消費に特徴づけられる社会経済体制と現在形成されつつある体制と区別して概念化しようとす

る点において、まとめてポストフォーディズム論として扱うことが可能であると思われる。1章で論じ

たように、近年の農業バイオテクノロジーの展開に伴う生命の商品化もやはりこの時鞘に始まっているが、

それまでのハイブリッド技術を中心とした「種子の商品化」とは異なった説明を必要とする。この節では、

この生命の商品化様式の変化を、フォード主義からポスト・フォード主義への変化と関連させて理解する

ことが妥当かどうかを考察するために、まず上述のポスト・フォーディズム論を比較検討する。

ただし、前の節で述べたように、これらのポス　トフォーディズム論は、同時にそのテクノロジーの取

り扱い方により、テクノロジーの社会的形成の理論としても分類することができる。。前節の分類に当ては

めると、レギュラシオン・アプローチ（1章3節を参照）やピオリやセーブルらの柔軟な専門化論［piore

＆Sabel，1984＝1993など］は、労働過程論を異なった角度から展開させたものと考えることができる。

一方、技術革新の経済学における技術・経済パラダイム論［Freeman＆Perez，1988など］や情報ネット

ワーク社会論［今軋1990；Castells，1996など］は、シュムベーターの技術革新論やベルの脱工業化社

会論から技術決定論的な部分を排してテクノロジーを社会的な文脈に置き直したものと言えるだろう。こ

の分類は、理論のマルクス主義的起源の有無ではなく、広い意味での労働関係に着目するか、それとも経

営側の動機や組織に着目するかによって行っている。その理由は、労働過程論が本研究の主要な先行研究

の理論的枠組みであることによる。そこで、以下ではまず、技術革新の経済学における新シュムベーター

主義的アプローチについて検討し、最後に本研究が出発点とする労働社会学・経済学における労働過程や

市場に着目するアプローチについて、これまでの他のアプローチとの比較も含めて考察する。

技術革新の経済学における薪シュムベーター主義的アプローチ

新シュムベーター主義は、「技術プッシュ」と「需要プル」の両仮説の対立を調停し、両者の相互作用

によって技術革新を説明しようとするところから出発する。ジョバン二・ドーシによると、この相互作用

のパターンは、一定の期間において安定な「技術・経済パラダイム（tedn什eC血cparad籾指）」と

して表わされる。特定のパラダイムにおけるテクノロジーの展開経路は、「技術軌道（tednd（籾Cal

trajedory）」として安定化している。この「技術軌道」は、「科学一技術一生産という流れのなかで」、

「選択者として機能する経済的基準が、選択可能なより大きな諸経路群のなかで「現実に」たどる経路を

次第に正確に規定して行く」ことによって確立する［Dosi，1989：89－90］。すなわち、「技術・経済パ

ラダイム」は、所与である技術的な可能性を経済的・制度的・社会的要因が「選択」するによって成り立

つ一定のパターンをもったテクノロジー変化である。

クリストファー・フリーマンらは、この「技術・経済パラダイム」の概念を用いて、シュムベーター的

な長期の経済変動（いわゆる「コンドラチェフの長期波動」）を説明している［Freeman＆Perez，1988］。

それによると、「技術・経済パラダイム」には特定の「キー・ファクター」として表わされる技術および

その成果物が存在する。この「キー・ファクター」の供給量が急激に増加して相対コストが大幅に低下し、

さらにその技術の応用可能な産業部門が広がることによって、旧パラダイムの技術上の「常識」が創り変
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えられる。その結果、「キー■ファクター」は広範な経済領域に普及し、経済システム全体において生産

コストが低下して労働と資本の生産性が向上することによって、長期波動の上昇運動が起こることになる

［ibid：48」。例えば、「コンドラチェフの第4の波」とされるフォード主義においては、石油およびそ

の利用技術が「キー・ファクター」となって安価に大量快給されることにより、自動車、航空機、耐久消

費財、石油化学などの産業が成長した。そして、問題となる「第5の波」、すなわちポスト・フォード主

義は、マイクロ・チップを「キー・ファクター」とし、コンピューターや通信産業を成長産業とする「情

報テクノロジー・パラダイム」であるとする［ibid：47－49，Table3．1］。但し、自動車産業の出現が大恐

慌の前であり、同様に半導体やコンピューター技術が第二次大戦後から始まっていたように、「キー・ファ

クター」となる技術革新は旧パラダイムの上昇局面において起こる。それが経済システム全体に広がって

新たな「技術・経済パラダイム」を形成するためには、制度的・社会的な枠組みの変更をともなう社会経

済体制の構造的な変化を必要とする。その構造的変化が起こるまでは、急激に成長する新しいテクノロジ

ーの産業部門と、古い経済システムや社会制度との間のミス・マッチが増大する。このミス・マッチは、

急成長する新テクノロジー部門における労働力不足、それにも拘わらず新製品の市場が未成熟であること

から生じる過剰生産、旧テクノロジーの将来における不確実性に由来する投資の不安定性などに帰着し、

長期波動の下降局面を形成する一因とになる［ibid：59］。ミス・マッチを解消して不況期から上昇局面

に転じるために、歴史的には国家による政治的な構造変革が試みられてきた。この政治的な調整（レギュ

ラシオン体制の概念につながる）は、国家による技術草新体制のみならず国内の政治形態、国際関係にま

で及ぶものである。それらは、第3の波においてはナショナリズムや帝国主義的膨張政策となって二つの

大戦をもたらし、第4の波ではニュー・ディール政策と冷戦体制に現われているという。さらに、国家に

よる調整の差は、新たな国際分業の親み替えを引き起こす。この転換点において社会的・制度的な変革を

なし得た国家は、新たな「技術・経済パラダイム」のリーダーとなるが、最低限の教育や産業を持たない

第三世界諸国は国際競争力をますます失うことになる［ibid：63－64，Table3．1］。

以上の概略からわかるように、フリーマンらの理論は「キー・ファクター」の出現をある程度外生的な

ものとして扱っており、経済的・社会的・政治的要因はその普及過程にのみ作用する。また、特定のテク

ノロジーが殆ど全ての経済領域に普及するものと考え、それによって社会経済体制全体のミス・マッチや

構造転換の原因とすることは、テクノロジーの性質を過度に一般化しているように思える。これらの点に

おいて、技術社会学の論者からは、未だに技術決定論的であると批判される［williams＆Edge，1996：

871］。マッケンジーによると、これはドーシの「技術軌道」の概念が曖昧であるために、特定のテクノ

ロジーが決定論的な発展経路をそれ自身のうちに有すると誤解されたためであるとされる［MacKenzie，

1992：35］。ただし、これらの批判は「キー・ファクター」となるテクノロジーの発生段階にどの程度

社会的な要因を考慮すべきかということであって、本質的な問題ではないと考える。逆に、極端な社会構

成主義のように全てを社会的利害や社会関係に還元することの方が、テクノロジーを取り巻いてその発展

方向を拘束する物質的世界の実在性を見失わせ、その結果、テクノロジーが引き起こす多数の現実的問題

を言説や概念と等置してしまう点で危険であろう。フリーマンらの理論は、特定の技術、例えば情報テク

ノロジーを一般化しすぎる点を除外すれば、テクノロジーと経済社会体制の相互作用として「技術・経済

パラダイム」の変動を捉える視点を提供し、その相互作用を調整する国家機能の差によってテクノロジー

における国際分業体制－それ自身がまた調節機能を担う－の生成までをも視野に収めるダイナミッ

クなものであると考えられる。

ドーシやフリーマンらに代表される「技術革新の経済学」は、リチャード・ネルソンとシドニー・ウイ

ンターらによって創始された「進化論的経済学」［Nelson＆Winter，1982］と密接な関係にある。後者

は、経済的主体の利潤最大化動磯から一般均衡論によって経済活動を説明する既存の経済学の設定を根本

的に変革し、技術革新のような経済主体の長期的・戦略的な行動を説明するものとして構想された。この

理論では、企業の目的は選択環境における満足化（satisfycing）であり、企業は組織内にルーチン化され
た問題解決方法を「局所的」な探索に基づいて変更することで技術革新を行う。従って技術革新の発生パ

ターンは企業によって本来的に多様なものとなるが、選択環境に適合した先行企業の技術優位から模倣が

生じ、特定のデザインの技術が普及することになる［ibid：209－216］。すなわち、自発的に環境（社会）

を作り変える多様性と環境（社会）による選択を通した収剣、この二つが経済発展の「進化論的モデル」
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のキー耽念である。これらの相互作用が、フリーマンによるテクノロジー（技術革新）と経済社会体制

（選択環境）の相互作用の理論において骨格をなしていることは、容易に見て取れるであろう。

「進化論的経済学」は、技術革新や戦略的ネットワークの重要性が強調されている1980年代以降の経

済活動によく適合するようである。ネルソンとウインターの後継者たちは、ポストフォード主義の特徴

とされる「柔軟性」－能動的な革新の側面と受動的な反応の側面を併せ持つ両義的な概念であり、し

ばしば場当たり的な使い方をされる－の問題を、環境（社会）の変化を引き起こす主体（企業）側の

多様な「適応（adaptation）」と、主体（企業）の行動の規則を構造化・制度化する環境（社会）側の

「選択（adoption）」の相互作用として解釈している［delaMothe＆Paquet，1996：19－20］3この相互
作用を通して、主体（企業）と環境（社会）は「共一進化（C什eVOldion）」する。「共一進化」モデル

は、個々の企業や国家が相互依存的に結び合わされることによって環境としての世界的な社会経済体制を

形成しており、しかもその発展の主要な推進力が知識の蓄積であるという、現代社会の認識を前提として

いる。このモデルに適合的な組織形態は「ネットワーク」である。

知識に基づき革新に先導される経済においては、知識の蓄積がゲームの名称となる。支配構造の

選択要因は、単に「取り引きコスト」の減少にあるのではなく、動的な効率－すなわち、あ

るテクノロジー、構造、支配的論理から、別のテクノロジー、構造、支配的論理への移行コスト

－を保証することにある。階層的構造の学習能力には限度があり、市場の情報処理効率も限

られている。ネットワークによる協調関係は、これらの限界を克服する一つの方法となる。すな

わち、ネットワークは組織機能の総合を通して、環境の複線性に由来する不確実性と適応コスト

を減少する。［ibid：23］

知識の蓄積が主要な資本蓄積の手段となる経済において「ネットワーク」が主要な支配構造となること

は、通常言われるような中小企業同士の脱中心化された協調関係ではなく、むしろ多国籍企業の内部構造

や多国籍企業と国家との関係において最もよく現われている。．「ネットワーク」とその絶え間のない組み

替えによって、多国籍企業や国家はますます実態の見えにくい「ヴァーチャル企業」や「ヴァーチャル政

府」になる［ibid：16］。マルクス主義的な前提から出発したマニユエル・カステルも、ほぼ同様な結論

に運している。r戦略的ネットワークへの参入には、かなりの資源（資金、テクノロジー、市場占有率）

またはそのネットワークの主要企業との連携が必要とされる」ために、ネットワーク経済においては寡占

的集中度が高まる。従って、「多国籍企業がまさに世界経済における富とテクノロジーの権力保持者とな

る」のである［castells，1996：192］。カステルの議論においても、「ネットワーク」を形成させる要因

は、知識の蓄積が資本主義の発展株式となることである。1980年代から顕著となったこの発展様式は

「情報資本主義」と呼ばれ、それまでの「産業資本主義」からは区別される［ibid：13－23］。ただし、知

識の蓄積を媒介とした「ネットワーク」の形成においては、「財産としての情報とテクノロジーの所有権」

が重要な意味を持つことになる［ibid：163］。

これらの「ネットワーク」論の一つの特徴は、コンピューターや通信技術などの情報テクノロジーに必

ずしも依存しない議論となっているため、テクノロジーと社会の相互関係をより一般的かつ非技術決定論

的に捉えることができる点にある。カステルの場合は、産業の種類に関係なく、知識の蓄積に向けられた

技術は全て「情報テクノロジー」であり、遺伝子組み替え技術などのバイオテクノロジーも当然そのなか

に包含される［ibid：63－65］。すなわち、これらの議論は、ポスト・フォード主義における生命の商品化

が、知的所有権によって媒介される多国籍企業ネットワークと連動していることを、社会経済体制の変動

の文脈において一般化することのできる理論的枠組みを提供すると考えられる。ただし、この文脈は決定

論的なものではなく、「共一進化」モデルで強調されているように、経済主体やテクノロジーとの相互作

用を通じて構造化・制度化されている点を注意すべきであろう。この構造や制度が、次に述べるレギュラ

シオン様式に相当する。

労働社会学・経済学における労触過程や市場に着目するアプローチ

プレイヴァマンが創始した労働過程論は、資本のもとへの「形式的包摂」から「実質的包摂」への移行
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についてのマルクスの理論－資本主義においては単なる労働時間の延長による絶対的剰余価値の生成

だけではなく、労働過程の機械化や合理化を通した相対的剰余価値の増加によってこそ、労働の搾取が行

われることを説明した理論－に基づいて、労働の支配の観点からテクノロジーの形成を説明しようと

するものであった。その結果、機械化のように経営者による労働過程の細部に及ぶ管理を可能にするテク

ノロジーは、「非熟練化（de－Skilli唱）」のバイアスを持つことになる。しかし、その後の実証的研究
では、必ずしも「非熟練化」の傾向は一棟ではなく、機械化の説明としても労働過程論は一面的なものに

留まっている［coombs，1992：80］。

1章で簡単に触れたように、ミシェル・アグリエツタに始まるレギュラシオン・アプローチは「形式的

包摂」から「実質的包摂」への移行の議論をさらに発展させ、テクノロジーによる労働の管理と生産性の

上昇に加えて、大衆消費者を創造することによって労働の再生産過程をも資本が管理するようになってき

たことを論じた。

フォード主義は資本主義の調整（レギュラシオン）の新しい段階、すなわち内包的蓄積体制の段

階を特徴づけるものである。内包的蓄積体制にあっては、資本家階級は、生産諸関係と商品関係

－賃労働者は商品関係をとおして自らの消費手段を購入する－を緊密に接合することによっ

て、賃労働力の再生産を全体的に管理しようとする。だからフォード主義とは、生産過程と消費

様式とのある接合の原理であり、賃労働者階級の一般化の内実をなす大量生産を形成するもので

ある。［Aglie仕a，1976＝1990：135－136］

フォード主義に特徴的な労働過程のテクノロジーは、「半自動的な生産ライン」である。なぜなら、賃

労働者を生産過程に残存させて、大衆消費財の購買者とすることによって価値増殖が行われるからである。

賃労働者による消費は、「経済的階級闘争が団体交渉という形式のもとに制度化され」、社会的消費ノル

ムが形成されることによって保証される。すなわち、「フォード主義は、技術的分業が社会的分業の深化

に規定されるという、マルクス主義の命題をみごとに例証している」［ib止135］。．ロベール・ボワイ工

によると、フォード主義が大量生産と大量消費の好循環による成長を羅持してゆくためには、プロダクト・

イノベーションにより雇用が増加し、生産と需要の均衡が賃金上昇率によって調整されつつ、企業の利潤

率が維持される必要があった［Boyer，1987＝1992：234、237］。労働過程論が論じたように、技術革新

が労働の代替化にのみ向けられるならば、雇用の増加には結び付かない。．従って、フォード主義のテクノ

ロジーは、絶えず新しい大衆消費財を生み出して雇用および潜在的な購買力を増加させるようにもデザイ

ンされなければならない。しかも、安定的な大量消費市場は、単に雇用を創出して新製品を投入するだけ

では実現しない。いわゆる社会的消費ノルムの形成には、安定的な賃金と物価が保証された上で、規格化

された商品の差別化によって、消費の欲望が自律的に増殖することが必要であった。賃金と物価の安定は、

団体交渉制度における生産性の上昇に見合った賃金の上昇の暗黙の取り決め、社会保障制度と公共サービ

スの供給、市場での価格競争に依存しないマーク・アップ率を基礎にした価格決定などによって保障され

た［ibid：229－230］。一方、商品の差別化は、価格以外の商品の品質が、標準化と規格化による「尺度の

秩序」を通して、（公然とまたは暗黙のうちに）格付けされることによって果たされる［Thevenot，1995

＝1997：39－42］。このような商品の格付け秩序は、国家や業界団体が設定する標準や規格のみならず、

商標や「モード」のような商品の弁別的な記号、そして地域的・人的な信頼の形成によっても行われる。

これらの商品の標準化と規格化は、技能や資格に基づく労働者の管理とともに、市場のダイナミズムを工

業的な調整機能によって制御する一つの社会的制度と考えられている［ib止55］。

このように、レギュラシオン・アプローチは技術決定論的な視点を排して、団体交渉制度、大量消費規

範、商品や労働の標準化と規格化、商品の差別化による絶えざる新製品の投入、そしてそれらの制度や規

範を支えるケインズ主義的な国家介入などによって、テクノロジーのデザインが規定されていることを主

張する。そして、これらの個々の制度や規範を「レギュラシオン様式」と呼び、それらが接合した全体的

な資本主義の構造を「蓄積体制」－フォード主義は今世紀アメリカにおけるその一形態である－と

いう概念によって表現する。ここで「レギュラシオン様式」や「蓄積体制」は固定した決定論的な構造で

はなく、主体の戦略と構造の弁証法的関係のなかで、具体的には階級闘争における勝利と敗北の累積的な
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歴史的結果として、形成されるものである。すなわち、社会的なコンフリクトがはじめにあるくJ「レギュ

ラシオン」は、この敵対関係を解消するのではなく、一時的に調整する過渡的な社会制度に過ぎない［

Aglie〔ta，1976ニ1990：10］．この点で、レギュラシオン・アプローチはエルネスト・マンデルの長期波

動論と近い（フォード主義は「後期資本主義」に対応する）［Mandel，1980＝1990］。さらに、それは

主体と社会制度のミスマッチによって長期波動を説明しようとするフリーマンらの「進化論的モデル」と

も、歴史的展開の読み方の形式において相似性を有する。従って、ごく大雑把に言うと、フォード主義、

コンドラチェフの第4の波、後期資本主義などの議論におけるテクノロジーの理解は、ほぼ同一の対象（

1930～40年代から1970～80年代の工業化諸国の社会経済体制）を草似した枠組み（主体と構造の相互

作用による支配的テクノロジーの形成）で、ただし異なった角度から切り取ったものであると考えられる。

「レギュラシオン様式」は社会的・文化的な制度や規範であることから、フリーマンの「国家による技

術草新体制」と同様に、「蓄積体制」も国家を単位とする。しかし、多くの論者は、アメリカの内包的蓄

積体制であるフォード主義が、この時代のアメリカの政治的ヘゲモニーによって、他の諸国家へも形態を

変えて拡散してきたことを指摘している［Jessop，1990：160▼162］。すなわち、周辺フォード主義（中

南米）、本源的テーラー化（束南アジア）［Lipietz，1985＝1987］、欠陥フォード主義（イギリス）、

フレックス・フォード主義（西ドイツ）、ハイブリッド・フォード主義（日本）［Tickeli＆Peck，1995］

等々である。これらの国家的「蓄積体制」とは別に、国際的「レギュラシオン様式」が指定できるかどう

かについては定説はない。1章で述べたように、「農業・食料システム」の場合は、食料援助や貿易の国

際的枠組みや多国籍企業の活動を、ある程度は「レギュラシオン様式」として考え得るであろう。

世界的に拡大したフォード主義的経済成長は、しかし、1970年代後半から1980年代にかけて、アジア

の一部を除いて停滞期を迎える。新シュムベーター主義の議論では、この不況は主として第5の波を形作

る情報テクノロジーと旧い社会関係とのミスマッチに由来するものと解釈された。レギュラシオン・アプ

ローチにおいても、「現在の危機は基本的には生産性の上昇を生むメカニズムと生産性上昇率の分配メカ

ニズムとの間の両立性の喪失の結果である」［Boyer，1987＝1992：238］とされる。すなわち、危機を顕

在化させた主要因は－勿論、前述のように危機の根源的要因は常に階級対立にあり、それを調整して

いた諸制度に矛盾が生じることが危機の顕在化を引き起こすのだが－、新たなテクノロジーの可能性

とそれを実体化する社会制度との不調和にある。この新たなテクノロジーは、「生産過程の情報化を推進

する技術革新」と捉えられる。

テーラー主義的労働細分化原理は、二重の意味で困難に陥っている。この原理は、機械装置より

も情報を優位に置く技術進歩を吸収する上で、客観的な限界に衝突した。この原理はまた、自分

たちの行為の自己制御を要求する、新しい賃労働者世代の主観的な熱望とも衝突した。…・（中

略）…・このことは、フォード主義的成長体制の典型的な編成を構成していた、ピラミッド型企

業構造とは両立しえない。上から下への階層的なヒエラルヒ一に代わって、権力の配分の変更を

ともなうような対話型の企業構造と、交渉およびコンフリクト解決の適切な様式とを考え出すこ

とが必要である。［Aglietta，1989＝1990：Viii］

大量生産体制における分業の形式は「情報を優位に置く技術」に適合せず、団体交渉もかつてのように

は機能しない。ゆえに、生産性上昇と実質貸金の増加とのあいだの好循環は解体し、雇用と所得の分配に

おける公平性、賃金増加と連動していた価格システム、耐久消費財を主とする消費拡大への欲望、などの

規範は根拠を失う。賃労働者は、雇用の不安定化、賃金の差別化、社会保障や扶助制度の縮小のなかで従

来の規範への信頼を喪失し、市場はますます不確実なものとなる。このような構造的な危桟に対して、労

働者や企業や国家がどのような戦略を用い、どのような「レギュラシオン株式」としてのルールが形成さ

れるのかについて、レギュラシオン・アプローチの理論家は慎重な姿勢を保っている。新シュムベーター

主義が仮定しているような情報テクノロジーやネットワークが、ポストフォード主義のキー概念になる

かどうかは、社会的闘争を通じてのみ明らかになると考えられている．。

これに対して、ピオリとセーブルらが捷起した「柔軟な専門化」論［piore＆Sabel，1984＝1993；Hirst

＆Zeitlin，1991］は、産業テクノロジーの分業の形式を先験的に「大量生鼠」と「柔軟な専門化（あるい
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はクラフト的生産）」に二分し、ポスト・フォード主義の社会経済体制を後者と明確に関連づける。前者

は画一的な大量消費市場に向けた分業体制であり、規模の経済、労働過程の細分化、生産手段の特殊化、

そして階層的な生産組織における労働と管理の分軽を特徴とする。一方、後者は多様化した商品市場に向

けた分業体制であり、少量多品種の製品を汎用的な生産設備を用いて熟練労働者のクラフト的な協調的組

織において生産する。ここで、これらの市場と分業形式の連関は、相互依存的なものである。

まず、ピオリとセーブルは19世紀のアメリカ、イギリス、フランスにおける大量生産技術の開発・導

入過程が、各社会階層の貨幣経済への包摂のされかたによって異なる国内市場の状態と密接な関係にあっ

たことを論じた［piore＆Sabel，1984＝1993：51T65］っ　これは基本的には、フォード主義における大量

生産テクノロジーの社会的形成という考え方と一致する。ただし、彼らの議論では、大量生産体制が社会

的に選択される際に、もう一つの選択肢としてクラフト的生産体制が存在した。「柔軟な専門化」は、言

わば敗北した幻の「技術・経済パラダイム」であるが、1970～80年代の大量生産体制の危機において復

活するのである。

「柔軟な専門化」のテクノロジーは、利用者の目的に応じて可変的な汎用技術であって、現代ではコン

ピューターに代表されるが、必ずしも特定の技術と結び付くものではないとされる、。むしろ、「生産にコ

ンピュータを使うのは、コンピュータ技術発展の結果であるとともに、柔軟な技術に有利なように競争条

件が変わったからである」［ibid：331］。しかし、彼らのコンピューターに対する態度は極めて楽観的で

あり、「一定の用途に専門化した機械が未熟練あるいは半熟練労働者を支配するという時代は技術進歩に

よって終わりをつげ」、「再び人間は生産過程を支配する」ようになると言う［ibid：334］。これは、レ

ギュラシオン・アプローチのオートメーションに関する認識と正反対である。アグリエッタによると、コ

ンピューター技術を用いた生産の自動制御は、大量生産にも中少量生産にも適応でき、確かにある種の柔

軟性をもたらす。しかし、それは同時に、熟練を解体し、人間が必要な生産業務を減少させ、賃金を均一

な時間給に変え、労働者の配置転換や解雇を容易にする一方で、生産管理部門の業務と人員を増大させ、

熟練技術者が新しく雇用されて、知識に基づく分業がますます厳格になる［Aglie仕a，1976＝1990：

144－145］。この労働編成は、ネオ・フォード主義と呼ばれる一つの資本側の戦略のシナリオである。

また、ピオリとセーブルは「第三のイタリア」などの事例から、脱中心化された地域的な中小企業のネッ

トワークが「柔軟な専門化」に適合的な組織形態であることを強調する。しかしポワイ工は、現在の競争

は「大規模な固定費の投下によって構築された広範な生産ネットワーク」において行われているものあっ

て、ローカルな中小企業が主導権を握るとは考えにくいこと、およびポスト・フォード主義は多様な商品

の少量生産というよりは、むしろ「大量生産の新しい段階」と捉えるべきであることを論じている［

Boyer，1987＝1992：268－270］。新シュムベーター主義やカステルのネットワーク社会論における多国

籍企業の優位性も、この批判を支持するものである。以上のような批判から、「柔軟な専門化」論は技術

決定論は回避しているものの、ブルードン流のクラフト生産をユートピア的に措きすぎていると思われる。

本研究の立場は、先行研究が用いた労働過程や市場に着目するアプローチを継承し、近年の農業バイオ

テクノロジーの展開を生命の商品化という視点において捉えるものである。既に、農業育種におけるハイ

ブリッド種苗のテクノロジーの形成と普及が、フォード主義的経済社会体制における農業と農産物消費の

ありかたと密接に関係していることが、クロッペンバーグやケニーの論考において示唆されてきた。従っ

て、本研究の課題の一つは、近年の農業バイオテクノロジーとポスト・フォード主義の関係についてであっ

た。農業バイオテクノロジーの成果である特許や商品の帰属関係からは、多国籍企業が果たす役割の重要

性が浮かび上がってこよう．。それは、膨大な研究開発コストを固定費として必要とする、寡占的な企業ネッ

トワークであり、知識の蓄積によって分離がますます進行する肉体労働と頭脳労働の分業の帰結である。

そこには、レギュラシオン・アプローチや新シュムベーター主義が兄い出した、情報を優位に置き世界的

に拡大したネットワークを組織原理とするポスト・フォード主義の措像が現われているように思えるくつ　こ

れらの概念化は、次節で行う。

ところで、レギュラシオン・アプローチや新シュムベーター主義の議論は、前節の技術社会学の議論に

比べると、社会的・歴史的な構造を議論の中心に据えている点で、はるかに決定論的である。例えば、長

期波動などという考え方は、社会構成主義的な視点からは容認し薙いであろう。ただし、長期波動の議論

において、マンデルは別に資本主義の連動法則を措定しているわけではない。「われわれがここで想定す
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るのは、歴史的発展の客観的要因と主体的要因の弁証法であって、その際、主体的要巨引ま相対的自律性に

よって特徴づけられる」［MaI吊れ1980＝199仕64仁Jだが、相対主義の刻印を帯びた社会構成主義は、

恐らくいかなる客観的要因も認めないであろう。バイカーらによると、どんな自然現象も人工物も社会的

な利害や言説によって主観的に構成されたものであり［Bijkerel二a1．，1987：109］、カロンらのアクター・

ネットワークも、哲学的には反実在論の立場をとると考えられる。，このような相対主義による客観的要因

の否定が、テクノロジーの惹き起こす環境問題や労働管理の問題における規範的判断を困難にすることは

前節で述べた。．また、カロンのネットワーク形成の理論が、所有と流通という資本主義的な前提に立って

いることも指摘した。このことは、相対主義は個人主義的な意識や利害を究極的なものとみなす資本主義

的生産関係に由来するという、アドルノの批判を肯定するものであろう［Adorno，1966＝1996：］。従っ

て、テクノロジーのネットワーク形成を可能にする基本的なルールに相当するものとして、「資本主義の

テクニカル・コード」を想定することには妥当性があると考えられる。このようにして、社会構成主義も

ある種の構造を密かに前操としていることを認めるならば、技術社会学と本節での議論との間には、むし

ろ共通点の方が多いであろう。例えば、特定のネットワークが不可逆化し得るという考え方は、「テクノ

ロジー軌道」のみならず、「技術・経済パラダイム」や「レギュラシオン様式」の形成を説明する原理に

なると思われる。よって、本研究の方法は、労働過程や市場に着目するアプローチを中心とするものの、

分析の形式にはアクター・ネットワークの考え方を取り入れた、幾分かは折衷的なアプローチとなるであ

ろう。

3　生命の商品化様式の変容

以下では、前二節で検討した近年におけるテクノロジーの社会的形成の諸理論の知見を踏まえて、生命

の商品化として把握される農業バイオテクノロジーと資本主義社会の相互作用のパターンを、社会経済体

制の変動と関連させて理解するための理論的枠組みを設定する。ここで、社会経済体制（S∝iひeCOnOmic

r噛me）とは、社会的に制度化されている経済的行為の秩序であって、「明示的であれ暗黙的であれ、
行為者の期待がそこに収束する、一群の原理、規範、規則、意思決定方法の集合」［delaMothe＆

Paquet，1996：36137］として表わされる、。あるいは、不可逆化が進んで優勢となった特定の社会関係の

経済領域における配置（ネットワーク）と言ってもよいであろう。これは、通常、支配システムを媒介に

して、国家的または国際的秩序として統合される。

理論的枠組みの基本的条件の設定

まず、カロンの「テクノ・エコノミック・ネットワーク（TEN）」に倣って、あらゆる社会関係のなか

から、技術領域と経済領域を、相互に交差するが相対的自律性をもった極として区別する。これらの領域

は、明確に境界線を引くことのできるような、閉じたサブシステムではなく、相互に浸透し合い、また時

間的にもその浸透の仕方を変えるような、「揺らぎ」を含んだものであると考える。この二領域は、その

領域を構成する社会関係の媒介物によって、言い替えると、社会関係を形成する諸行為者によって所有さ

れ交換される財の稜類によって、区別される。これらの社会関係は、各々の行為者が個別の目的や価値観

に従って、他の行為者や媒介物を「翻訳」することによって形成される。例えば、種子企業にとって、農

民は消費者または労働者であり、種子は商品であると同時に知的所有権の対象物としての知識そのもので

もあり、また農民や消費者を規格化・標準化して統合する手段でもあるだろう。一方、農民にとっては、

同じ種子が生産手段、生産物、消費財、そして場合によっては、生産方法に特定の規範を押し付けてくる

ものである。これらの機能は全て、社会関係の形成のされ方と対応して異なる。このように、独立した行

為者の存在を前提として、その行為者による所有と流通を通して社会関係が形成されると考える点で、

TENの枠組みは近代的かつ資本主義的である。

さて、技術領域を特徴づける媒介物は「‾物」である。この「物」は、自然物／人工物、生命／非生命、

実在／非実在を問わない。テクノロジーとは、これらの「物」や「物」に媒介される社会関係を、特定の

目的達成に向けて組織し直す「翻訳」のプロセスである。このプロセスは、個別的な「物」についての
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【知艶」を諸行為者が抽出し、一般化して相互に関連づけることによって可能となる。言い替えると、

「物」と「軌j　との関係は、諸行為者がそれらを「知識」に「翻訳」することによって、初めて可能とな

る。そのような意味で、「知識」は「物」の一般的等価物であり、「物」が媒介する社会関係の一般的媒

介物である（表2．1）。ここで、「知識」は「それ自体としての物」から先験的に分離可能だと考えてい

るわけではない、。言わば「知識」は「物」の交換価値の側面である。さらに、ここで問題にしている「知

識」は、事物の認識や日常生活を成り立たせる根源的な「知の体系」というよりは、むしろ個別的な「物」

の利用の仕方に関わる技術的な知識を意図している。．具体的には、論文、特許、ノウハウなどのコード化

ができ非局所的な伝達が可能な「情報」と、技能などの暗黙知に属するコード化できない局所的な知識と

が含まれる。

表2．1テクノ・エコノミック・ネットワーク

アクター　　　　　技術領域　　　　　経済領域

一般的媒介物　　　知識　　　　　　　貨幣

個別的媒介物　　　物　　　　　　　　商品

権力的行為者　　　科学技術者　　　　企業、国家

個別的行為者　　　労働者　　　　　　消費者

ルール　　　　　　　技術コード　　　　商品コード

一方、経済領域が貨幣を一般的媒介物とする商品関係によって形成されていることは、あまり説明を要

さないであろう。ただし、カロンが貨幣を媒介とする社会関係の形成について、レギュラシオン派のアグ

リエツタ＆オルレアンの議論を参照していることを［callon，1992：78］、（TENのレギュラシオン・ア

プローチへの採用が決して強引な接合ではないことを強調するためにも）記しておきたい。アグリエッタ

とオルレアンは、商品経済システムにおける秩序の形成を、「貨幣の暴力」による商品関係の統合として

論じた。すなわち、「模倣の欲望」によって、同一の使用価値に向けた複数の商品が作られ、互いに敵対

する。この敵対関係を統合するために、一般的等価物としての貨幣が導入される［Aglietta＆Orlean，

1982］。貨幣がこの機能を果たすことができるのは、政治的権力が金融システムによって、貨幣から使

用価値を取り除いて交換価値に純化するためである。すなわち、貨幣による商品の一般的媒介のルールは、

国家という権力的な行為者によって基礎づけられている。このルールの上で、実際に商品と貨幣を媒介す

るもう一つの権力的行為者が独占的な企業である。商品の価格および企業の利潤率の決定のルールは、こ

れらの権力的行為者と労働者／消費者との闘争によって暫時的に安定化する。独占的レギュラシオン（フォ

ード主義）においては、市場での価格競争に依存しない諸条件、すなわち企業のマーク・アップ率、標準

や規格、消費における記号的な弁別機能、人的な信頼関係なども、価格や利潤率決定の要因となる。この

ような、商品を秩序づけ貨幣に媒介する際に作動する、社会的な制度や規範の総体を商品コードと定義す

る。

同様にして、技術領域における物とその知識を媒介とする社会関係も、社会的な制度や規範によって秩

序づけられている。アグリエツタとオルレアンに倣うと、特定の使用価値に向けられた物を統合し、物相

互の関係や階層性を決める交換価値としての知識は、知的権力の行為者である科学技術者によって制御さ

れているであろう。科学技術者間における技術的な知識の形成は、大学や学会・学術誌を中心とした科学

の自律的発展の諸制度や諸規範、知的所有権制度、国家による技術革新の支援のための諸制度などによっ

て支えられている。その技術的知識が、より広い社会領域に普及するためには、生産性の上昇を発展要因

に組み込んだ産業構造、労働過程の管理における科学技術者と労働者の闘争、テクノロジーと社会の進化

についての規範、教育制度などが重要な役割を果たしているであろう。このような、技術的な知識の形成

と普及に関わる制度や規範の総体を、技術コードと定義する。

次に、この技術領域と経済領域の関係を考えてみる。この関係は、知識と貨幣、物と商品を媒介とする
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社会関係に分けることができる。或いは、そのネガとして、それらの社会関係によって媒介される知識と

貨幣、物と商品の関係と言ってもよいであろう（図2．1）。貨幣が知識を生じる安定的な社会関係は、企

業や国家に制度化されたR＆D投資のシステムに求められる。逆に、知識が貨幣に転化するには、種々の

知的所有権（特許、商標、著作権、ノウハウ、トレード・シークレット）制度が必要であり、これによっ

てR＆D投資のインセンティブは保証される。、すなわち、これらの変換プロセスは相互補完的なものであ

る。一方、物と商品を結び付ける社会関係は、生産と消費のシステムである。ここでは、主に労働者が物

から商品を製造し、消費者が商品を「物」（使用価値）として自己の再生産に用いるほか、企業や科学技

術者もR＆Dや生産システムの再生産に利用する．。従って、物と商品を介した知識と貨幣の結び付きも有

り得る（図2．1）。そして、こちらの迂回ルートの方が、歴史的には主流であったと思われる。しかし、

知識の蓄積が主要な資本蓄積手段となる社会経済体制にあっては、知識と貨幣の直接的な連関（R＆D・

知的所有権システム）が生じるであろう。結果として、これらの知識、物、商品、貨幣を巡る循環が成立

し、知識と資本の蓄積が共役して行われることになる。よって、技術コードと商品コードは、それぞれの

領域外の社会的制度や規範を反映し、相互に影響を及ぼし合うのみならず、これらの共役的な関係からも

影響を受けるものと考えられる。

技術領域
ライセンシング

（R＆D・知的所有権システム）
一1雲

R＆D投資・M＆A

生産

（生産・消費システム）

経済領域

再生産・消費

図2．1技術領域と経済領域の循環関係

社会蓮済体制と生命の商品化様式

生命の商品化は、その字義通りの定義においては、物（使用価値）としての生命が交換を前提とした商

品に変換されるプロセスである。しかし、商品となった生命は、食品、衣料品、医薬品として行為主体の

再生産に関わるだけでなく、技術領域における生産や研究開発の手段としても用いられる。さらに、〈R

＆D・知的所有権システム〉の成立に伴って、生命の知識そのものが貨幣を生じたり、自己増殖したりす

ることになるであろう。従って、技術領域と経済領域の関係性が変化するのに応じて、生命の商品化の様

式も変わって行く。本研究では、この変遷を、技術コードと商品コードの変化として把握することを通じ

て、技術領域と経済領域の関係性の動態を記述することを試みる。まず、以上の図式を生命の商品化に関

わる農業テクノロジーに限定し、使用価値としての「物」＝「生命」とする。その上で、1章で紹介した

先行研究の「種子の商品化」や「フォード主義的農業・食料システム」のプロセスから、知識、生命、商

品、貨幣を巡る関係を定義し、技術コードと商品コードを規定している社会的な制度や規範を抽出する。

第一に、農業においては、生命と商品の関係に根本的な問題があり、それを解決したテクノロジーが今

世紀前半の純系・ハイブリッド化の技術であった。すなわち、生物はそれ自身で繁殖するため、多様性の

制御が難しいが、誰もが自由に増殖させることができた。従って、生命は私的専有が困難な公共財として

の性質を持つ。メンデル遺伝学の科学的知識は、自家あるいは近親交配を重ねることによって、均一で安

定な性質の純系品種を作出することを可能にした。さらに、異なった純系を交雑することで、一代限りの

品種であるハイブリッドが生じ、私的専有の可能性が開けた。技術領域から見ると、メンデル遺伝学の理

論は「思わざる発見」（セレンディピティー）であり、外的なものとみなせよう。しかし、純系やハイブ

リッドへの応用は、社会的な文脈を抜きにしては語れないであろう。今世紀初めのアメリカのトウモロコ
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シの場合、農産物輸出により外貨を獲得し国内の工業基盤を整えるという国家戦略のもとで、農業生産性

の向上が要請された。それは、国家や工業資本による「農村生活運動（CountryLifeMovement日の推
進、および農業試験場や財団の研究所の設立と投資をもたらした。さらに、1940年代のハイブリッド・

コーン種子の普及段階やそれらを飼料とするハイブリッド・ブロイラー種の開発段階においては、ニュー・

ディールにおける農業調整法、農産物輸送システムの整備、契約農業制度などが重要な役割を果たし、農

業は種苗、薬品、化学肥料、農業機械などの工業と農産物加工業との中間過程に統合され農業・食料シス

テム（農業・食料システム）が形成された。今日、世界をリードしている種子・育種企業は、殆どがこの

時期に生まれた。そして、第二次大戦後にフォード主義的経済発展が本格化する時期には、食肉と加工食

品の消費が大衆化し、ハイブリッド種苗による規格化された生命の大量生産が全盛期を迎える。

このような展開過程は、経済領域における農業生産性向上の要求と、それに対応した技術領域における

公的農業研究の推進という条件に、メンデル遺伝学の「思わざる発見」が重なりハイブリッド種苗が生ま

れ、さらにそれが工業部門から波及した新たな消費規範に適合することによって、ハイブリッド技術が支

配的な育種テクノロジーとして確立するに至ったと記述できるであろう。テクノロジー形成の初期におけ

る知識、生命、商品、貨幣の流れは、メンデル遺伝学Sハイブリッド種苗＝輸出農産物＝国家および工業

資本となる（表2．2を参照）。知識と貨幣を結ぶ農業領域内部のR＆D・知的所有権システムは、この時期

にはまだ萌芽的段階にあった。ニュー・ディール期に設立されたパイオニア、デカルブ、ファンクなどの

新興種子企業は、公的農業研究機閑との関係を通じてその技術的成果を吸収していた［Kloppenburg，

1988：106］。企業内R＆Dが本格化するのは、ハイブリッド・コーン種子が普及する1940年代以降から

であると思われる。一方、知的所有権制度は、1930年に植物特許法が制定されたが効力範囲の狭いもの

であり、影響力の強い植物育種音程の確立は1970年の植物品種法まで得たねぼならなかった。この理由

は、ハイブリッド種苗が法制度に依存せずに私的専有を可能にする点にあるであろう。従って、ハイブリッ

ド・テクノロジーの普及期における知識と貨幣の接合は、生命と商品の接合に依存した一方通行的なもの

であったと考えられる。また、商品が輸出農産物から内包的な大衆消費財に変わり、ハイブリッド・ブロ

イラーの育種企業が設立されるのも、1940年代以降の普及期である。

以上の議論から、ハイブリッド・テクノロジーの形成期における「種子の商品化」と普及期における

「フォード主義的農業・食料システム」は、それぞれ長期波動の下降期（前フォード主義による外延的蓄

積：1914年～40年頃）と上昇期（フォード主義による内包的蓄積：194（ト70年頃）に対応させて理解

できるものと考えられる（表2．2）。ただし、フォード主義的な内包基調のテクノロジー普及は、ハイブ

リッド化が行われた少数の商業的農産物においてのみ特徴づけられる出来事であって、農業テクノロジー

全体の傾向ではない。また、このような年代区分も、アメリカ一国に限定したものである。フォード主義

が食量援助や貿易によって「輸出」された他の資本主義社会、特に日本におけるハイブリッド化の展開に

ついては、次章で論じる。

表2．2に整理した技術領域と経済領域の関係を規定する諸制度的要因から、アメリカのトウモロコシ

ーブロイラー複合体における支配的な技術や商品のコードが類推可能である。技術領域では、R＆Dの行

為者と投資環境が変わるものの、テクノロジー自体は基本的に変化していない。よって、両時期を通じて

技術コードは一定である。すなわち、輸出用であれ国内向けであれ、大量生産のための純系品種による

「複製」と、ハイブリッド化による「専有」がテクノロジーの規範となっていたであろう。一方、経済領

域では、「種子の商品化」の時期においては、工業労働者の供給による農村人口の減少にもかかわらず、

絶好的な生産量の増加が必要とされた。商品としての種苗に求められるのは、労働生産性の高さであった。

「フォード主義的農業・食料システム」の時期においては、農村の自立と存続を含めて内包的な蓄積を維

持するための、商品の差別化と価格の安定化が商品コードとなっていたであろう。農産物には、絶対量や

生産性のみならず、機械による加工特性の良さ、品質の均一性、保存安定性などの「品質」が求められた。

これらの差別化には、種苗の品質が標準化・規格化されていることが前提となったであろう。
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表2，2　社会経済体利と生命の商品化様式の変容：アメリカにおけるトウモロコシーブロイラー複合体

種子の商品化　　　　　　　　　　　　フォード主義的農業・食料システム

社会経済体制　　　　　前フォード主義による外延的蓄積　　　フナード主義による内包的蓄積

（下降期：191寸年、40年頃）　　　　仁ヒ昇期：1940～7（〕年頃）

知識二生命　　　　　　メンデル遺伝学＝ハイブリッド種苗　　メンデル遺伝学二ハイブリッド種菌

（技術者ヒ企業の制度・規範）　（公的農業試験場、財団研究所）　　（種子・育種企業内のR＆D）

商品＝貨幣　　　　　輸出農産物ヒ国家および工業資本　　大衆消費財±種子・育種企業

（消費者±企業の制度・規範）　（工業振興のための外貨獲得戦略）　（飼料・家畜・加工食品複合体）

生命5商品　　　　　ハイブリッド種苗土輸出農産物　　　　ハイブリッド種苗±大衆消費財

（生産者＝消費者の制度・規範）（農村生活運動、商品経済浸透）　　（農業調整法、契約農業制度）

知識ミ貨幣　　　　　顕著な接合は認められない　　　　　　メンデル遺伝学←種子・育種企業

（技術者ら生産者の制度・規範）　　　　　　　　　　　　　　　　　（R＆D投資の内部化）

技術コード　　　　　複製、専有　　　　　　　　　　　　　複製、専有

商品コード　　　　　高生産性、高収量　　　　　　　　　　差別化、標準化、規格化、安定性

最後に、1970年代以降のポス　トフォード主義の時代における、農業へのバイオテクノロジーの展開

を特徴とする生命の商品化様式について、仮説的な輪郭を簡単に提示しておく。主要な知識は、メンデル

遺伝学から分子生物学へ、テクノロジーは、ハイブリッドから遺伝子親み替え技術へと変わっている。R

＆Dの投資と実行に関与する行為者も、国家や種子・育種企業ではなく、大学、ベンチャー企業、化学系

の医薬・農薬企業である。商品は大量生産されることに変わりはないが、差別化の戦略は異なったものに

なるであろう。知的所有権システムは、植物品種法の制定を経て、工業所有権（特許）にまで拡大した。

従って、知識と貨幣の直接的な相互関係が重要な役割を演じるであろう。．これらの諸要因の明確化、およ

びそれらが凄合した商品化の様式、そして技術領域と経済領域のコードの分析については、4章以降の課

題となる。

一点だけ付け加えると、ポストフォード主義における、すなわち下降転回点におけるテクノロジーの

変化は、以前のハイブリッド技術が存続した下降期から上昇期への上昇転回点における変化とは、比べ物

にならないほど大きなものである。このことは、上昇期の技術的可能性が限界に達する一方で、上昇期に

発生した新しい技術的可能性が古い社会組織との間にミスマッチを生じさせたことを一因として下降への

転回が起こってきた、とするフリーマンらの議論と一致する。すなわち、ハイブリッド技術の場合に認め

られたように、下降期は上昇期に芽生えた新テクノロジーの社会的形成期であり、次の上昇期はその普及

と発展の時期であると考えられる。ただし、このような歴史的な解釈に一般的な法則性があるわけではな

く、今後バイオテクノロジーの社会的受容が、新たな上昇期と結び付くかどうかは不明である。
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（1）この定式化は、フィーンバーグの「テクノロジーの批判理論」にも採用され、Ir‾道具説」と「、自立

存在説」（二「自律説」）はともに、テクノロジー自体は固完的で変革不能なものであるとする限定的な

考え方に帰結していることが批判されているこ

く2j　第二法則は「発明は必要の母である」（事実上すべての技術革新は、それが十分効果を発揮するた

めには補足的な技術的進歩を必要とするう、第三法則は「技術は大なり小なりパッケージとしてやってく

る」である〔つ

制　近年の技術社会学および技術革新の経済学におけるテクノロジーの社会的形成についての総説とし

て、三宅およびウイリアムスとエッジを参照。

棚　（例えば「再現性」のような科学上の規範について）非局地的なパターンを強調することは、「こ

の知識が完全に非文脈的であるとか単純に普遍的であるとか言うのではなく、その知識が用いられる局所

的な文脈が特異的で多様であるにも拘わらず、その知識が安定化していることを言いたいのである」［

Radder，1996：103］。
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3章　日本とアジア太平洋地域における農業・食料システム

クロッペンバーグが「穫子の商品化」として把握した、アメリカ国家と工業資本によるハイブリッド商

業種苗の輸出農産物への利用は、その次の時代における飼料一家畜複合体としての「フォード主義的農業・

食料システム」の形成を準備していた。しかし、後者はアメリカ資本主義の内包的蓄積体制の成立といっ

た歴史的条件において、初めて出現することができたと考えられる。なぜなら、ハイブリッド技術の商業

化は日本でも同様に起こったが、決してフォード主義的農業・食料システムの内発的な形成には至らなかっ

たからである。そして、アメリカのフォード主義的農業・食料システムが第二次大戦後に食料援助や貿易

を通して膨張したために、日本の農業・食料システムは、特に飼料り家畜複合体を中心に、一国内では完

結しない、変形したフォード主義に基づくものとなった．。すなわち、日本で消費される飼料穀物や家畜、

そして大豆や菜種などの油科作物の輸入先は、1960年代から1980年代にかけて、アメリカやカナダから、

中南米、東南アジア、中国、オーストラリアなど、広範なアジア太平洋地域に拡大した。

本章では、生物特許を分析する前の準備作業として、1980年代にバイオテクノロジーが導入される以

前の日本の農業・食料システムの状態について、ごく簡略に概観する。この準備作業には、次の二つの意

味がある。まず第一に、4章以降で本研究の主要テーマとして取り上げる、ポストフォード主義におけ

る農業バイオテクノロジーの展開は、主としてアメリカにおいて化学系の多国籍企業によって先導されて

いる。それが、日本において、或いは日系多国籍企業の関与において起こらなかったことには、化学産業

の構造的要因、ベンチャー資本の不在など幾つかの理由があるが、その一つとして、日本においてフォー

ド主義的農業・食料システムの形成が不完全であったことも重要であると考えられる。第二に、農業バイ

オテクノロジーの形成は、アメリカのフォード主義的農業・食料システムが1970～80年代に構造的な危

機に直面したことが一つの契機となっている。この間蓮は4章で論じるが、その危機を構成する要因の一

つとして、アジア太平洋地域におけるブラジル、中国、タイを代表とする新農業国－これらの回はい

ずれも日本を重要な輸出先とする－の出現が大きな役割を果たしていると思われる。従って本章では、

日本の農業技術と農業・食料システムとの関係について、また日本を中心としたアジア太平洋地域におけ

る「変形フォード主義的農業・食料システム」の形成について記述する。

ただし、日本において農業・食料システムがどのように立ち現われたかという問題は、厳密には、アメ

リカのフォード主義的農業・食料システムやそのヨーロッパへの影響の仕方との対比において、比較社会

学的な考察を行うことが望ましいと思われる。しかし、本研究の目的は、そのような日本に固有な社会的

条件を明らかにすることにあるのではなく、生物特許と農業バイオテクノロジーの形成を生命の商品化の

観点から分析することにある。そこで、本章では上記の二つの論点に限定し、日本におけるフォード主義

的農業・食料システムの形成不全の要因を仮説的に提示し、その形成不全の影響を論じるにとどめる。

1　近代日本の農業技鮪と農業・食料システム

日本資本主義の朝生期における前フォード主義的養蚕一製糸産業

ハイブリッド技術が産業的に実用化されたのは、日本の養蚕業が世界で最初であろう。1906年に東京

帝大農科大の助手であった外山亀太郎は、『蚕業新報』に「蚕種類の改良法」という一文を寄せ、ハイブ

リッド蚕種の商業的価値について言及していた。

製種家の注意を煩はさんとする事は、一代限りの種類を拓へる事である。之は最も蚕種家の方で

は面白い問題である、即ち一代の間或性質を休眠せしめて、善良の性質丈を発現させることで、

若し之を他の人が複製するときには直に分解して不良なる種類となる、之は蚕種製造家の事業保

護上一の良方であるかと思ふ。善良な種類を作っても、直ちに他人に複製されては面白くなく、

又多年の功労に酬ゆる道でない。之を防ぐには一代限の種類を作るより他にない。兎に角種類改

良をなすには製種家の保護も必要である。［外山博士二十五周年記念事業会（編）『外山博士論
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既にこの時点で、「一代限りの種類」すなわちハイブリッド蚕鰻は、改変した種に対する権利を保護す

る技術として構想されていた。外山は1902年から1905年にかけて、タイのバンコクにあった帝室養蚕研

究所に留学し、ここで当時再発見されたばかりであったメンデル遺伝学の理論を蚕の交雑に応用して、そ

の結果を英文の論文として発表した〕「一代限りの種類」についての考案は、この時の研究結果に基づい

ていた。．この考案はしばらく忘れられていたが、1911年には蚕種の改良と統一を目的とした国立原蚕種

製造所が大手製糸会社（これらは農家から繭を買い取る「川下」の企業である）の要請によって設立され、

その技師であった森繁太郎が外山の理論について大規模な交雑試験を行った結果、蚕種の改良法としてハ

イブリ、ソド技術が定着することになった。片倉、郡是などの大手製糸会社も、競ってハイブリッド種の育

種研究を始めた。1914年には、各道府県に蚕種製造所が設けられてハイブリッド種の配布が開始される

とともに、片倉製糸は「大日本一代交配蚕種普及団」を設立して、自社製造したハイブリッド種の普及を

養蚕農民組合との独占的契約制度である「特約取引」を通じて推進した。1916年には郡是製糸も蚕種製

造を直営し、「特約組合」への蚕種僕給を始めた。その結果、1920年には春蚕の92％が、1930年には全

蚕種の99％がハイブリッド種によって占められるに至った［日本蚕糸学会，1979：143155］。そして、

豪農養蚕家や養蚕組合によって行われていた蚕種の生産は、片倉、郡是などの製糸資本によっ寡占的に行

われるようになった（1931年で製糸資本6社のシェアは約70％）。すなわち、「川下」の工業資本によ

る養蚕業の支配は、契約農業制度とハイブリッド蚕種供給の掌握によって達成された。そして、この契約

農業とハイブリッド蚕種の管理は、日本の帝国主義的膨張政策に伴って朝鮮半島にも拡大した［大塚，

1996仁。製糸資本によるハイブリッド技術と農業支配の接合は、以下の諸要因に基づいていた。すなわ

ち、（a）アメリカ絹織物市場の膨張と生糸貿易の競争激化による需要の増大、（b）機械化のための生糸の高

品質化と規格化への要求、（C）技術の普及を推進する国家による諸制度（原蚕種製造所や蚕種製造資格制度）

の整備、（d）農村における商品経済の浸透であり、これらの諸条件によって、ハイブリッド技術による生

命の商品化が初めて制度化されるに至った［ibid：386］。

以上のプロセスは、クロッペンバーグが論じたトウモロコシの「種子の商品化」とよく似た部分を含ん

でいる。外山亀太郎の研究は、1917年のドナルド・ジョーンズによるハイブリッド・トウモロコシの発

明（1章2節を参照）に相当するであろう。初期の育種研究が公的な研究横関で行われ、それが民間企業

へ転移していった点も同じである．。その過程で片倉、郡是などの製糸資本の果たした役割は、ヘンリー・

ウオーレスや彼の設立したパイオニア・ハイブレッドの役割に近いものと考えられる。労働過程論に従え

ば、これらの工業資本は、農民の育種労働を資本が独占するテクノロジーで代替化することによって、農

民の支配を実現したのである。ハイブリッド品種の開発による生産性向上の当初の目的が、輸出農産物の

国際競争力の確保にあった点も似ていた。

しかし、アメリカ農業は1910～20年代の「黄金時代」を過ぎると不況期に入り、ハイブリッド・トウ

モロコシの生産量は停滞したが、フォード主義的な国内消費の上昇が1940～50年代に開始されるに伴っ

て、ハイブリッド・ブロイラーの大量生産とともに急増する。これに対して、日本の養蚕業は、やはり第

一次大戦後の需要の増大に応じて急成長したものの、1930年代の不況期に輸出の低迷に直面し、そのま

ま戦争に突入してほぼ壊滅した。また、ハイブリッド・トウモロコシの大量生産は、農薬と化学肥料の大

量投入をもたらし、フォード主義的農業・食料システムの農業資材産業を形成した［Kloppenburg，1988：

118－119］。しかし、養蚕業では当然ながら、このような関連領域の農業資材産業の形成は起こらなかっ

た。さらに、1930年代以降のアメリカの農業政策は、農民をもフォード主義的な消費者に取り込む方針

を打ち出し、ハイブリッド・トウモロコシの資本集約的生産は労働生産性を高めることでその政策に適合

したが、日本のハイブリッド養蚕業は、いくら収量を増やしたところで、小作制度の補完物として機能す

るものでしかなかった［漸葦，1978：452－454］。従って、ハイブリッド技術を用いた製糸資本による蚕

種の独占は、フォード主義的農業・食料システムの形成に結び付くものではなかった。

アジア太平洋地域における　r禄の革命」

養蚕一製糸産業は当時の日本の外貨獲得のための数少ない輸出産業であり、従って、企業による先端的
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な技術の導入や商業化も起こったのであろう。しかし、殆どの農業生産物は、公的な農業試験場に育種研

究を依存していた。野菜のハイブリッド化は、1924年に埼玉県農業試験場の柿崎洋一がナスについて成

功し、その後キャベツ、ハクサイ、トマト、キュウリなどでも研究と商品化が進行したが、市場規模が小

さいこと、生鮮で生産地周辺にのみ流通することなどから、「川下」の大資本による統合は起こらなかっ

た、。基幹作物である稲は、技術的にハイブリッド品種の開発が困難な植物であったために、「種子の商品

化」が遅れた。。これらの作物は、殆どがそのまま食品として消費され、フォード主義的な大衆消費財への

加工プロセスを含まない。従って、農業・食料システムの形成を論じることは、元来不適切である。しか

し、日本の農業試験場で試みられた、化学肥料の投入を前掟にした稲や小麦の品種改良は、その後のアジ

ア太平洋地域における「線の革命」の基礎を築いた。この「緑の革命」は、化学肥料、農薬、農業機械な

どの「川上」の工業資本を農業に接合することに貢献した。その意味で、穀物や野菜の農業・食料システ

ムは、「川上」側に限って成立する。もとより、それはフォード主義的な消費とは結び付かないばかりか、

「川上」側の農業資材産業は欧米系の多国籍アグリビジネスに支配されていた。しかし、「川上」側の農

業技術自体は、フォード主義的な農業資材産業の技術と本質的に変わらない。よって、フォード主義的な

農業技術の構造的矛盾は、ここにおいても同様に現われる。そして、それらの農業技術の矛盾は、ポスト■

フォード主義における農業バイオテクノロジー形成の一つの契機となるのである。

1926年から始まった農林省指定試験制度の下で、各地の農業試験場において人工交配技術を用いた固

定品種が作製された。これが農林番号品種であり、小麦の壊性品種「農林10号」もその一つであった

［速水，1986：102］。1946年に占領軍で農業アドバイザーをしていた米国農務省の科学者が、この品種

を兄い出して米国に送った。この農林10号の遺伝子がノーマンtポーローダ（NomnBorlaug）－

メキシコにおける「緑の革命」でノーベル平和賞を受賞した－によってメキシコ在来品種に取り入れ

られた結果、過剰な化学肥料を与えても倒れない半壊性の高収量品種（HYV）が生まれ、世界中に「緑

の革命」を展開する際の技術的な基港となった［Kloppenburg＆Kleinman，1988：2仁。フィリピンの国際

稲作研究所（IntemationalRiceReseardIl戚itute：IRRI、フォード財団やロックフェラー財団の資金に

よって1960年に設立された）で開発された稲のHYVであるIR8も、戦前に日本が台湾で確立した品種改良

組織で作られた「低脚鳥尖」という替性品種とインドネシアの品種「ベータ」との交配から生まれた。帝

国主義日本は、1918年の米騒動以降「植民地」台湾を日本の食料僕給基地としようと考え、1920年から

「産米増殖計画」を開始した。しかし、台湾は亜熱帯に属し日本とは気候条件が異なることから、日本の

品種（ジャポニカ種）と台湾の在来品種（インディカ種）の交雑を通じて、高温に適し日本米と同品質の

稲を多数作り出した。これが「低脚鳥尖」の元となった「蓬来米」である。これは、純系のハイブリッド

ではないものの、異種交雑による品種改良という点で、ハイブリッド技術の前駆的な性格をもった技術で

あった。ジャポニカ種はインディカ種に比べて肥料に対する反応性が高く、その交雑種である「蓬来米」

も台湾在来品種にくらべて多肥条件で2～3割の増収になった［速水，1986：10車107］。この「蓬来米」

の成功は、mRfの多肥で高収量となるHYVの開発方針に大きな影響を与えた。

Hl判まハイブリッドではなく固定種だが、収量の増加には多量の化学肥料の投入を必要とすること、

また病害虫などのストレスに臨弱で農薬の使用を必要とすること、この二点は共通していた。特に後者の

問題は、化学企業が農業・食料システムの「川上」側へ参入することを促進する一方で、遺伝的画一化、

農薬による環境汚染、農薬に対する耐性現象などの、フォード主義的な農業技術の構造的矛盾をあらわに

した。1970年にアメリカで起こったハイブリッド・トウモロコシの「ゴマ葉枯病」による被害は、ハイ

ブリッド品種のストレスに対する脆弱性を端的に示す事例であった。稲のHYVでも、1971年にフィリピ

ンで、IR8やIR20のトビイロウンカ（brownplanthopper‥BPH）による大規模な被害が発生した。これら
の被害は、画一な高収量品種の大量栽培が、その作物を食料とする昆虫の大量発生を招いたものと考えら

れている［持軋1990：154－156］。

これらの危機への研究機関の対応は、生産性は低いが丈夫な在来種－その多くはHYVに取って替

わられて忘れまられるか絶滅するかしていたが－の病害虫への抵抗性遺伝子を探し出して、戻し交配

法を用いてHYVに導入するというものであった。最初にrRRfは、BPHの被害を受けにくい遺伝子である

毎沌」を導入したIR26を1973年に作成した。IR26はフィリピンのみならず、インドネシアやベトナムでも

普及したが、3年後にはこのHYVをも食害することのできるBPHが出現した。そこで、スリランカの在来
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榎から毎叶ゴ遺伝子を導入して、tR36を作った。その後、さらにわ函－3遺伝子を用いてtR60が、毎証右宣伝

子を用いてtR66が作成されて、広範な東南アジア地域に供給されていった。沢66は、2（〕種類の在来種の

遺伝子を含むものとなった［swalllhla沌叫1988：234－237］。このように、1970年代以降のHYVの育種

は、病害虫の遺伝的変異との際限のない育種競争に帰結する′）

以上の事例のような「緑の革命」の農業技術の矛盾が、ポスト・フォード主義における農業バイオテク

ノロジー形成に与えた影響として、次の二点を指摘できようっ第一に、病害虫などへの対応として単に農

薬の散布を行うのではなく、それらのストレスへの耐性を遺伝的に作物に組み込むという選択肢の存在を

示したことがある。．この方法は、農薬を多量に使用する経済的余裕のない地域において、非営利の農業研

究機関によって開発された。しかし、この方法は、4章以降で見るように、「種子の商品化」が制度化さ

れているフォード主義的農業・食料システムにおいては、農薬の使用が社会的規範によって制限されるこ

とによって、営利企業の市場競争のための武器ともなり得るものであった。また、病害虫に対する抵抗性

品種の育種も、農薬と同様に病害虫の遺伝的変異との際限のない競争に陥るが、このことも絶えざる技術

革新の誘因を与えることによって、知識集約的な産業の経済成長の原動力となるであろう。

第二に、病害虫への抵抗性遺伝子の探索は、在来種の「遺伝子資源」としての重要性を認識させること

となった。1974年には、RRIなどのアメリカの企業財団系の国際農業研究センターの関連組織として、

国際植物遺伝資源理事会（internationalBoardforPlantGeneticResources：IBPGR）が設立され、「遺伝

子資源」を公共財として管理・保全する役割が与えられた［cpGR，1989＝1991：30］。1980年代に

mRIの所長を勤めていたNLS，スワミナタンは、次のように述べていた。

言い替えると、現代の植物品種は、育種者が一つの品種に同居させようとする多様な性質のため

に、豊富な遺伝学的な資源を要求する。在来種の遺伝的な物質が実際に有用であったことは、植

物遺伝子資源の所有問題を巡る論争がどうして発生したかを説明するであろう。国際農業研究セ

ンターが、常にその蒐集した遺伝子資源を私的所有物ではなく、公的な資源とみなしてきたこと

を、強調しておきたい。［swaminathan，1988二234］

この「遺伝子資源」の概念は、その所有と利用についての南北対立を引き起こした。それらの資源の多

様性が危機に瀕し、しかも、その所有権の帰属が不明確なことは、在来種を用いた商業的な育種研究の重

大な障害となる。ここで、あらゆる生物の遺伝子の自由な改変を可能とする遺伝子組み替え技術は、この

ような障害を克服することができた。すなわち、絶滅の危機にある在来種を探し出さなくても、細菌やウ

イルスの遺伝子を突然変異させて近代品種に組み込むことで、目的の性格を持ったHYVやハイブリッド

品種遺伝子を得ることが可能となった。このことは、農業・食料システムへのバイオテクノロジーの導入

において、重要な技術的誘因となったであろう。すなわち、「遺伝子資源」の稀少性が、それらをあまり

必要としない遺伝子組み替え技術の応用を促進したと考えられる。

2　r変形フォード主義的農業・食料システム」の形成

アジア太平洋地域における飼料一家畜産業

アメリカのフォード主義的農業・食料システムは、第二次大戦後に公法480条に基づく食料援助によっ

て、世界各地に転移した。この食料援助政策は、冷戦期におけるアメリカ国家のヘゲモニー企図と余剰穀

物の活用が結合したものであった。飼料一家畜産業の場合にも、国家が極めて重要な役割を演じた。

1960年以前の日本の畜産は、農業の複合経常の一部としての、「残飯養豚」とよばれたような自給的で

′ト規模なものであった。しかし、アメリカ農務省の圧力のもとで1961年に日本飼料協会が設立され、ア

メリカ飼料穀物協会と「日本における飼料穀物の使用増進のための共同事業」の実施が約束されるに及ん

で、大きな転換を迎える。この共同事業は、市場調査、配合飼料への転換を正当化するための研究、「肉

まつり」などの消費プロモーション事業からなっていたが、費用の65％はアメリカ農務省が負担した

［山本，1995二116－20］。．これを契機に、アメリカの余剰トウモロコシと大豆を原料とする配合飼料産業
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とともに、輸入ハイブリッド品種の離（いわゆる「膏い目のニワトリ」）を用いた養鶏産業が、飼料原料

やハイブリッド品種の輸入商社資本を統合の核として成立する。1960年代後半から1970年代にかけて、

日本の配合飼料一養鶏産業は急激に成長するとともに、大規模経営の契約生産化して統合が進んだ。国家

独占資本論の枠組みのなかでアメリカや日本の養鶏産業を研究した宮崎や杉山は、農業における垂直的、

水平的な産業統合をまとめて「インテグレーション」という概念で捉え［宮崎，1972］、「国家独占資

本主義段階における独占資本による市場独占化を巨的とし、関連諸産業の系列化を通じて農業生産を掌握

する過程」と定義した［杉山，1989：n4］。この配合飼料一養鶏産業の「インテグレーション」は、大

衆消費財を生産する商品連鎖の、品種の商品化による資本統合という点において、フォード主義的農業・

食料システムの特徴を有していた。しかし、日本の「インテグレーション」は、飼料原料であるトウモロ

コシや大豆の育種・生産、およびハイブリッド品種の育種などの農業の「川上」を、アメリカのアグリビ

ジネスに掌握されていた。その結果、日本を消費地とする農業・食料システムは国際的なものとなり、そ

のなかで日本企業は「川下」の食品加工・流通産業に偏ることとなった。

さらに1980年代になると、過剰生産とタイ、ブラジル、中国などの新農業国（M鮎に対比されてNACs

と呼ばれる）からの安価なブロイラー輸入の急増により、日本の配合飼料一養鶏産業は停滞期に入る。例

えば、タイ最大のアグリビジネスであるチヤルン・ポーカバン・グループは、1970年にアメリカのアー

バーエーカーのハイブリッド・チキンの原種を技術導入し、垂直統合型の養鶏インテグレーションを設立

した［末寮と南原，1991：84］。タイのブロイラー輸出は、76年では2千トンそこそこだったものが、92

年には17万トンを超え、その83％が日本向けであった。配合飼料中約60％を占めるトウモロコシの生産

は、1960年代から、日米の援助やタイ政府の入植政策により中部や東北部の畑作地帯で急激に拡大した。．

その背景には、日本の配合飼料一養鶏産業の隆盛や食糧危機による飼料トウモロコシ需要の拡大があった。

それが1980年代からは、より下流の消費財である鶉肉やその加工品の輸出へとシフトしてゆく。ハイブ

リッド品種の導入は遅かったが、1978年にカセサート大学で交雑稜が開発されると、タイ政府の投資委

員会が免税措置によって外国からの投資を奨励したこともあり、パイオニア・ハイブレッドやデカルブ・

ジェネティツクスなどの種子企業とチバガイギーやICI（硯ゼネカ）などの化学企業を中心とした多国籍

アグリビジネスが一斉に市場参入した。一方、国内養鶏産業の発展で飼料用トウモロコシの需要は急騰し、

国家は農業・食料システム奨励策により農民への信用貸付を始め契約農業を推進した。ハイブリッド種子

の播種面積率も、1992年には全タイで25％、中部および、東北部では50％を超えるまでに急増した［

Ansal〔10，1994二95－6］。

このようにして、日本のブロイラーの大量消費は、「川上」のハイブリッド・トウモロコシとハイブリッ

ド・チキンの育種産業を欧米の多国籍アグリビジネスが、「中間」のトウモロコシ生産と養鶏、および

「川下」の配合飼料・食品加工をタイの新興アグリビジネスが担当し、ほとんど流通のみを日本企業が行

うといった、変形した農業・食料システムに依存することとなった。このシステムは、アメリカの飼料

一家畜産業複合体と同様に、「川上」のNACsでは育種産業のほかにも、農薬、動物薬、化学肥料などの

農業資材産業のアグリビジネスの参入を招き▼、「中間」では同じ地域の農業の契約化をもたらした。飼料

一家畜産業以外の領域においても、日本の農業関連産業が「川下」に偏してきていることは同様であった。

農水省による『農業・食料関連産業の経済計算』では、「川上」の農業資材産業および「中間」の農業の

シェアは、1970年から一貫して減少し、「川下」産業のシェアは増加傾向を維持してきた。

r変形フォード主義」の外的な要因と帰宅

日本を消費地とする農業・食料システムが一国で完結せずに、その「川上」および「中間」の領域がア

ジア太平洋地域へ拡大した最大の理由は、アメリカの余剰農産物処理政策と、それによって1970年代に

誘発された農産物貿易の自由化傾向にあると考えられる。前者は、アメリカのフォード主義的農業・食料

システムのもたらした一つの帰結であるが．、後者は、いわゆるブレトン・ウッズ体制の崩壊、つまりフォ

ード主義的農業・食料システムの危機に伴う出来事である。従って、日本の「変形フォード主義的農業・

食料システム」は、それまでのフォード主義とは異なった、両義的な性格を持つことになる。すなわち、

このシステムは工業部門での内包的蓄積の成立に伴って、フォード主義的な消費規範が移入されたことで

創出されたが、一方で、農産物の国内生産を活性化して農民を消費者化するのではなく、逆に農産物の生
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産を縮小して供給を次々と輸入に頼っていくことで拡大した。

アメリカの余剰農産物は、補助金によって農業生産を増大させたために生じた。これは、コメにおける

日本の食糧管理制度と同株に、国家レベルで農業を保護して農民を消費社会に取り込むという社会的な妥

協に基づくものであった。アメリカの場合、それは同時に、余剰農産物を公法1480条によって冷戦下の安

全保障戦略に用いることで、さらに正当化された．。すなわち、非農業部門の経営者や労働者は、割高な農

産物の大量消費を通じて、アメリカの国際的なヘゲモニーの獲得を支持したことになる．。余剰農産物によ

る食糧援助は、アメリカの食習慣（フォード主義的な大衆消費財としての食肉や加工食品の消費）を世界

各地に広げるものであった、。その結果、食糧援助は、被援助国をその後のアメリカ農業の顧客とする手段

ともなった。

日本では、前節で見たように、1960年代から工業化の進行と給与所得の増加に伴って、ブロイラーや

加工食品の大量生産・消費が顕著となった。同時に、輸入農産物への食料の依存も高まった。供給カロリ

ーベースで見ると、1961年には全供給カロリーの22％（コメ以外の供給カロリーの44％）を輸入農産物

から得ていたが、それが1971年には42％（コメ以外の65％）に増大し、1990年では54％（72％）であっ

た［農業白書付属統計表，1996：68より計算］。このような食料輸入の増加は、当初は、工業化に伴う

フォード主義的な消費規範の移入と、アメリカ農業からの農産物供給に基づいていたが、1973年以降に

なると、その性格は若干変化する。すなわち、フォード主義的消費規範の世界への拡大と旧ソ連の凶作に

よって起きた、1972－3年のアメリカーソ連の穀物取引は、農産物の国際価格を急騰させた．。1974年の国

際価格は、小麦、トウモロコシ、大豆、コメで1971年の価格のそれぞれ、3月倍、2．3倍、2．2倍、5ユ倍に

跳ね上がった［ibid：127より計算］。この時から、農産物を自由貿易から除外して各国に農業保護政策

をとらせていたブレトン・ウッズ体制は、徐々に変化し始めることになる。

この食糧危機に際して、既に世界最大の食料輸入国であった日本は、アメリカに完全に依存していた農

産物輸入政策を変更し、価格の安い第三世界のNACsへ輸入先を多様化させた。それまでのアメリカやカ

ナダ以外に、飼料用トウモロコシはタイやアルゼンチンから、大豆はブラジルや中国からも輸入すること

になった。この多様化は、輸入価格を低下させるだけでなく、食糧安全保障の観点からリスクを分散させ

る戦略に基づいていたと考えられる。その結果、日本を消費地とした農業・食料システムは、アメリカを

含む広範なアジア太平洋地域へ拡大した。これらの農産物の国際価格は、その後1977年には急落して、

逆に補助金で輸出を行うような農業国（アメリカやヨーロッパ）の財政を圧迫すると、輸入国と輸出国の

力関係は逆転した。．日本の商社や食品産業は、輸入先を多様化させるだけでなく積極的な海外直接投資を

行い、「開発輸入」によって農産物の僕給を確保しようとする。タイからのブロイラーの輸入も、専門商

社である朝日ブロイラーが開始した。さらに1985年以降の円高が、海外直接投資と農産物輸入を拡大し

た。このようにして、日本の「変形フォード主義的農業，食料システム」は、1960年代から1980年代に

かけて、アジア太平洋地域に拡大しながら形成されたと考えることができよう。

この商品連鎖システムの形成は、アメリカのフォード主義的農業・食料システムとは年代的にずれてい

るだけでなく、後者の危機的状況と関連して前者が形成されたという点で、単なるフォード主義の「複製」

や「統合」［Friedmann，1993］ではないと考えられる。1970年代前半の食料危機とその後の農産物の国

際価格の変動は、NACsを生ずるとともにヨーロッパを穀物輸入地域から輸出地域に変え、農産物貿易を

活発化させた。1970年代初頭に1億トン程度であった世界の穀物貿易量は、1980年には2億トンを超えた。

農産物の世界市場におけるアメリカの主導的地位は低下し、補助金つきの余剰農産物処理を組み込んでい

たアメリカの農業・食料システムは、農業生産の増加が財政を悪化させる悪循環に突入する。よって、ア

メリカでは、1980年代がフォード主義的農業・食料システムの転換期となるであろう。しかし、日本を

消費地とする農業・食料システムは、このアメリカのヘゲモニーの失墜を利用して成長したのである、つ従っ

て、このfW変形フォード主義的農業・食料システム」は、農産物貿易の自由化傾向と市場競争の激化に象

徴される新しい農業・食料システムの刻印をも帯びた、過渡的なものであると思われる。

さて、日本の「変形フォード主義的農業・食料システム」は、前述のように「川下」産業への偏向を生

じさせ、日本国内における農業を縮小した。このことは、「川上」の農業資材産業の成長と技術革新を阻

害した。すなわち、ポスト・フォード主義的農業技術の革新主体となるはずの、種苗、農薬、化学肥料、

飼料などの産業は、国内市場の急激な縮小に直面して大胆な投資を行うことができなかった。また、これ
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らの産業は、技術的に欧米企業に遅れていただけでなく、農協の購買事業が独占的な介入を行っていたた

めに、価格競争も少なく、新規参入障壁の高い寡占的な産業構造となっていた。1996年での農業資材産

業の全農シェアは、農薬が72．4％、肥料が86．4％、飼料が78．2％であった［農林水産統計1997∴31＿8］√。

その結果、これらの産業の国際競争力は低位のものとなり、食品産業の投資に併せた海外への進出は困難

であった。第二次大戦中に欧米で技術基盤が築かれた農薬産業の場合は、特許による技術の専有も障害と

なったであろう。従って、日本が輸入する農産物の生産に用いられる農業資材は、タイのトウモロコシ種

子の開発に見られたように、多くの場合、欧米系の多国籍企業の製品であった。これらの比較劣位により、

日系企業は農業バイオテクノロジーにおけるR＆Dの主役とはなり得なかった．二5章における生物特許の分

析では、日系企業の特許出願は日本国内においてのみ顕著であったが、これは技術競争力の低さに由来す

ると考えられる。
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4章　バイオテクノロジーと特許

1945年から1975年まで、農業は30年間にわたる高度経済成民と、異例ともいえる生産性上昇を

経験した．。第二次大戦後の産業発展（いわゆる栄光の30年）のダイナミズムによって推進され

たこの農業発展の特徴は、農産物市場と、農業にとってむしろ有利な価格関係および所得上昇の

非常に急激な展開である。これらの諸結果は、単位面積および時間当たり最大収量をもたらす生

産のために専門的、集約的、集中的に組織された生産システムが次第に確立されたことによって

得られたのである。この成長モデルは、実際、農業の長い歴史のなかではまったく例外的である

が、末期になると構造的危機に直面することになる。この危機はグローバルですでに20年近く

も継続しており、農業の後退的展開がもたらす展望と、さらには経済全体の展望についての研究

者の問いがナを呼び起こしている［Lacroixeta1．，1995＝1997：321］。

レギュラシオン■アプローチの一般的な理解によると、フォード主義的な社会経済体制は構造的な危機

に直面している。この危機は、工業部門における生産性上昇率の低下と総需要の生産性変化への弾力化に

よって先導され、雇用、利潤率、経済成長率の聡体的な低下として経験された［Boyer，1987＝1992：

237－241］。一方、2章で整理したアメリカの「フォード主義的農業■食料システム」、および3章で論

じた日本における「変形フォード主義的農業・食料システム」は、従来の農業を農業投入資材の工業部門

と流通・消費部門に競合した。その結果、農業・食料システムは、フォード主義における構造的な危機の

影響を受けずには済まないものとなった。

ポスト・フォード主義は、このフォード主義の構造的な危機における諸行為者の多様な戦略と危機の構

造との弁証法的関係から形成されてくる、新しい社会経済体制であるこ．従って、その特徴を「情報化」や

「ネットワーク」などの概念によって、前もって定義することは適当ではないと思われる。そこで、最初

にフォード主義的な農業・食料システムの危機の実態を把握し、次いでその危機における行為者と構造と

の関係として、生命の商品化に関わる農業テクノロジーのポストフォード主義的形態の形成を考察した

い。具体的には二　ハイブリッド技術から遺伝子組み替え技術やその特許を中心とするバイオテクノロジー

への転換を、それら新技術の形成と普及にかかわる社会的な制度や組織形態と関連させて記述することが

本章の課題である。その関連のパターンが、新たな生命の商品化様式となるであろう。

1　フォード主義的農業・食料システムの危攫

1章で簡単に触れたように、フォード主義的農業あるいは農業・食料システムが1970年代に危機を迎え

たことは、多くの論者が指摘してきた。ここでは、それらの文献およびマクロの指標を参考にして、危機

の構造的要因を明確化し、バイオテクノロジーへの転換を説明するに際して着目すべきフォード主義的農

業・食料システム側の文脈を明らかにする。

フォード主義的な農業・食料システムの危機の構造的要因は、2章の表2．2の枠組みを用いるならば、経

済領域における「商品完貨幣」、生産・消費システムにおける「生命＝商品」、技術領域における「知識

＝生命」、の諸関係の相乗効果的な連関の喪失に求められる。第一に、経済領域においては、工業部門に

おけるフォード主義的生産様式の破綻と雇用の不安定化が、経済領域の基本的条件を設定する国家ごとの

金融システムの不安定化をもたらした。これらの変化は、農業・食料複合体における企業・農民・消費者

にそれぞれ異なった影響を及ぼし、商品連鎖の国際的な組み替えを促進した。第二に、生産・消費システ

ムにおいては、農業政策の見直し、および「環境問題」への消費者の関心によって、需要と供給を規定す

る要因が質的に変化したことが挙げられる。ただし、この領域での変化は、経済領域以上に国家や地域間

による差異が大きいであろう。第三に、技術領域においては、ハイブリッド種苗や農薬・化学肥料などの

フォード主義的農業投入財と生物資源や自然環境の諸要因との根本的な矛盾が露わになった。この矛盾は

それに対する循環的な技術的介入を誘導することにより、それ自体がフォード主義の発展様式を構成する
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ものである．。しかし、その発展様式は矛盾の解消が困難となる危険性を常にはらんでいる。好循環が一度

断たれると、恒常的な技術的介入の必要性はR＆Dコストの増加を招き、さらに生産性を低下させること

によって危機の要因となるであろう。

これらの構造的諸要因とそれへの諸行為者の対応は、それぞれ独立したものではなく、フォード主義的

な農業・食料システムにおける貨幣、商品、生命、知識の有機的連関の構造化によって、相互に絡み合っ

て生成したものである。また、以下の構造的要因の記述は、日本よりもヨーロッパやアメリカでの変化を

中心に行うが、これは農業テクノロジーのポスト・フォード主義的形態への転換が、ヨーロッパの多国籍

資本やアメリカのベンチャー資本を行為者として起きているためである。

金融システムの不安定化

工業部門におけるフォード主義の危機は、フォード主義の定義からして賃労働関係の構造的変化に帰着

するが、それが厳密な意味では賃労働関係を含まない農業部門にまで波及することには、農業・食料シス

テムを支える金融システムの構造的変化を考慮することが必要になる。

アグリエツタとオルレアンによると、独占的レギュラシオン（フォード主義）の金融システムは、耐久

消費財購入のための消費者信用の飛躍的拡大を特徴とする。第二次大戦後のアメリカでは、企業の債務残

高の対GNP比が減少する一方で、家計の債務残高の対GNP比は13％（1945年）から57％（1978年）に

増加した［Aglietta＆Orlean，1982＝1991：344］。賃労働人口の大多数が関与するこの信用は、団体交

渉制度や社会保障の充実などのレギュラシオン様式の下で、賃金所得の規則的増大が保証されることを担

保に拡大した。この消費者信用の恒常的な拡大こそが、工業部門における計画的な投資と技術進歩を下支

えする条件であった。しかし、1970年代における生産性上昇の鈍化と利潤率の低下は家計の負担を増大

させたが、家計は生活水準を落とすのではなく借入需要を増大させるか、資産価値を増加させるために不

動産に投資することによって対応した。この対応は、家計の貯蓄を生産的な投資から遠ざけ、企業の資金

調達を逼迫させて長期的視野に立った投資を不可能にする。．その結果、アメリカ企業の競争力と収益性は

低下し、さらなる債務の拡大を招くことになる［ibid：343－361］。インフレによって利子率が上昇するに

もかかわらず借入需要が低下しないことは、フォード主義的な好循環において制度化された消費規範が新

たな悪循環の構造的要因となっていることを示唆する。このような金融危機に対して、アメリカ金融当局

は、マネタリズムの考え方に沿って金融商品の多様化と商業銀行の負債管理権限の強化などの金融革新を

自由化する対応を取り（1）、信用のインフレ的拡大を容認した［ibid：369－379］。債務手段の拡大とリスク

分析の制度化は、財務基準が要求する企業の収益率を上昇させた。そのために企業は、生産性の向上を目

指した長期的な投資を行うよりも、むしろ債務を通じて一時的に利益水準を回復させるために、短期的な

金融市場での投機的な企業買収（M＆A）を活発化させた［ibid：358，423－424］。M＆Aは、短期間で利

益水準を上げることができるだけでなく、通常は長期間に及ぶ投資が必要なR＆Dストックや顧客ネット

ワークなどの経営資源を、資本力のある多国籍企業が相手企業から一気に獲得することを可能にした。す

なわち、M＆Aは信用を用いた時間の貨幣化の帰結として、資本が経営資源の生産時間を買い取ることに

よって、産業と金融の寡占化を進めるのである。結果として、金融システムは国家や中央銀行の手には負

えなくなり、寡占的な多国籍資本とそれらの資本に系列化した商業銀行を含む多様な国際的行為者間の競

争に依存した不安定なものとなる。

基本的に同様な傾向が、1980年代の英国や西ヨーロッパ諸国においても認められた。「ビッグ・バン」

と呼ばれるようなロンドン証券市場の国際化と自由化は、ヨーロッパの信用市場を拡大した。アメリカの

経済的ヘゲモニーの失墜と第三世界の累積債務危機も、日本やドイツの余剰資金を多国籍企業や他のヨー

ロッパ諸国に向かわせて、ユーロダラー債や株式の市場を拡大した。銀行も債務を負う借り手となり、銀

行と企業の相互依存関係が強化された。これらの信用経済の拡大に加えて、信用のリスク分析の普及と先

行き不透明感による信用評価の短期化、および設備投資よりも企業買収を促進する財務政策などにより、

ヨーロッパにおいても多国籍企業による産業の再編成と一層の寡占化が進むことになった。この現象は農

業・食料システムの企業においても同様に認められ、ユニリーバー、ICI、ヒルズダウンなどの多国籍コ

ングロマリットを行為者とするM＆Aが進行した［Marsdell＆Whatmore，1994：110り114］。現在、資本

とテクノロジーの国際化に伴って多国籍企業によるM＆Aは日常化しているが、その起源は1980年代の急
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激な信用拡大にあると考えられる。

金融自由化と信用拡大は、農業の債務化をも促進した［ibid：120；Allaire，1995＝1997月持上　イン

フレ下での農業固定資本ストックの実質的な目減りと農業補助政策の転換は、寡占的なアグリビジネス資

本と金融資本への農業の債務依存を強める結果となった．。農業銀行が農民金融を独占していたフランスに

おいてさえ、海外資本を含む一般銀行の参入が1990年から本格化した。英国の場合、1980年代に最も成

長の著しい農民向け金融機関は、農業投入資材企業系列の銀行であった。すなわち、種苗やトラクターと

いった借金の投資用途とセットにして貸付が行われることになる。農業信用の急成長は債務管理の見直し

を促し、土地を担保にした従来の貸付方法は、「より効率的な現金の利用」と期限内での債務残高の減少

を農民に要求する管理強化型の貸付に変貌した［Marsden＆Whatmore．1994：121］。そして、農地その

ものも投機の対象となった。

その結果、金融利害とひどく癒着した農業・食料システムが家族経営を侵食して、農業という重

要部門に対する支配力を途方もなく拡大する。農業・食料システムは、農業経営を純粋の金融的

論理に従属させることによって、エネルギー多消費型のテクノロジーと大型機械の発展を助長し

つつ、価格操作と世界市場の制覇に挑むのである。［Aglietta＆Orlean，1982＝1991：424］

総じて、金融システムの不安定化は、多国籍資本によるより一層の農業の支配をもたらしたと言えるで

あろう。農民は、金融とテクノロジーを手にして「企業家的農民」にならなければ生き残れなくなる。こ

の変化は、アメリカ農業社会学において、1970年代から80年代における「中間層の消失（disappearing

middle）」として議論されてきた。すなわち、20～200ha規模の家族経営の専業農場が減少し、その両

極の零細な兼業農場と企業的な大規模経営農場が増加したことが実証されている［Btlttel＆LaRamee，

1991］。同様にして、農業・食料システムの企業においても、国際的に流動化する信用市場での資金調

達能力、短期的な収益率、テクノロジー上の優位性などによって吸収・合併が進行した。これは、1980

年代以降の対外直接投資の増大として現われ、資本の国際的統合をより一層強化することになった。

ところで、日本については、これらの諸傾向は認められていないか、或いはかなり遅れている。いわゆ

る「バブル経済」における不動産投機と債務の拡大は同様に起こったが、金融の自由化はこれからである．。

海外直接投資は進行したが、国内企業間や海外からのM＆Aは顕著ではない。UNCADの統計におけるクロ

スボーダーM＆Aのシェアも、日本→海外、海外→日本がそれぞれ6．9％と0．7％であり（1995年）、EUや

米国に比べると極めて低位である［ジェトロ，1997：6］。農業信用についても、農協のいわゆる「系統」

資金は1970年代以降低下しているが、農林公庫資金を含む財政資金の比率は依然として高く、1990年に

おけるこれら政策金融の農業融資残高は全体の62．2％を占めている［泉田，1995：139］。しかし、「バ

ブル経済」の崩壊に伴い、住宅金融専門会社（住専）問題や大昭和製紙などへの「迂回融資」問題によっ

て、農協の金融事業管理の無能力が表面化した。従って、今後の金融自由化により、購買事業の赤字を補

填してきた農協の信用事業も経営不振に陥ることが考えられる。GATTウルグアイ・ラウンドでの米市場

の部分開放、食料管理制度改革なども、農民の農協離れを一層進行させ、農業信用の自由化を促進するで

あろう。

一方、農業・食料システムの下流を構成する食品産業の場合、1980年代における農産物の輸入自由化

と円高の影響を受けて、農産物原材料の輸入と海外直接投資が急増し、食品産業は「商社化」に向かった。

輸入は、北米からの大豆や小麦などの穀物から始まり、オーストラリアやタイからの食肉、そして最近で

は中国や東南アジアからの生鮮野菜の輸入が急増している。海外直接投資は、市場開拓を目指した北米へ

の進出と、輸入を目的としたアジアや南米への投資に分けられる。これらの動向は、3章で論じたように、

日本とブラジル、中国、タイなどの新農業国とからなる「変形フォード主義的農業・食料システム」を形

成する。ただし、この形成は、欧米におけるフォード主義的農業・食料システムの破綻と同時に進行した。

すなわち、欧米の過剰生産から生じた農産物貿易の自由化と農産物価格の高騰が新農業国形成の契機とな

る一方で、新農業国の出現は、その後の農産物価格を低下させて欧米の農業貿易支配を脅かし、農業政策

や金融システムの転換にも寄与したと考えられる。
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農業政策の転換

フォード主義的農業・食料システムの生産と消費におけるレギュラシオン様式の骨格を構成していたも

のは、国家による農業政策であった。工業化諸国においては、フォード主義的な福祉国家の制度的妥協に

よる農産物の価格支持、保護主義、補助金つき輸出などの農業保護政策が、大衆消費財としての食料の安

定的供給を確保するとともに、農民を消費者として蓄積体制に取り込んでいた。しかし、工業部門におけ

る生産性の停滞と金融システムの不安定化は、財政危機に伴うフォード主義的な社会保障制度の転換を引

き起こし、国家による農業への財政支出を見直させる一契機となった．二　また、フォード主義的農業におけ

る生産性の上昇と農業保護政策は、バターを発電所の燃料とする計画を立てなければならないほどの［荏

開津，1994：176］過剰生産の問題を引き起こした。1972－3年の食料危機におけるアメリカーソ連の穀物

取引は、農産物の輸出によって過剰生産を解決する道を開いた。農産物の国際価格は1970年代半ばまで

急騰し、アメリカ政府は1974年にそれまでの農地制限を解除して、公法480条による食料援助（主に東

南アジア）と輸出を増加させた［Goodman＆Redclift，1991：126－127］。同様に、ECも共通農業政策（

ComnAgriculturalPolicy：CAP）の保護主義的な枠組みのなかで発生した過剰農産物問題を、輸出に
よって解決しようとした。その結果、1985年には小麦の輸出市場におけるEC12カ国のシェアはアメリカ

を追い抜いた。ここに、アメリカとECの農産物輸出における紛争が発生する。一方で、ブラジル、中軋

タイなどの新農業国も、日本や東アジアを新たな市場として国際競争に参入する［Friedmann，1993；

McMichael，1993］。しかし、急激な輸出増加の反動と第三世界の累積債務問題のために、今度は逆に世

界の農産物価格が低下し、CAPのもとで価格支持のための財政出動は膨れ上った。このように拡大し複雑

化した農業貿易と財政支出の問題を解決する交渉の場が、1986年から始まったGATTウルグアイ・ラウ

ンドであった。

ウルグアイ・ラウンドにおける1993年12月の最終的な妥協は、1992年における欧州のCAP改革（いわ

ゆるマクシャリー改革）（2）のうえに若干の条件をつけ加えたものとなった［是永，1994］。GATT農業合

意の受益者はアメリカであるが、フォード主義的な制度的合意を形成してきた農業保護政策の組み替えと

いう意味で、欧州による自主的なCAP改革に着冒してみたい。1960年代に具体化されたCAPは、当初は

農業貿易を自由化して農業構造を近代的な中規模経営に変革し、各国レベルの保護主義を域内で解消して

過剰生産を防ぐことを目的として提案されたものであった。しかし、ECの農民組合の統合体である農業

者組織委員会（Comit6desOrganisatio脂Proffesio肥IlesAgri由le‥COPA）などの圧力のもとで、反対
に農業所得のパリティ（他部門との均衡化）、そのための農産物の高価格水準の維持、域内農業保護、農

産物自給率の上昇などの保護主義的政策を温存し制度化するものとなってしまった。この転換の合意は、

勿論一朝一夕に成ったものではないし、容易に維持される性格のものでもなかった。ECの主要農産物輸

出国であるフランスと輸入国である西ドイツの対立は常に存在し、その結果、フランスと西ドイツでは、

輸出補助金と輸入課徴金の操作によってCAPの介入価格が異なることになった。CAP改革の議論もたびた

び噴出したが、その都度、農民組合、経営者団体、労組などの各圧力団体、各国政府、EC農業理事会、

閣僚会議間での対立と妥協によって、国内農業保護の基本路線はむしろ強化されたL。従って、戦後ヨーロッ

パの国内農業保護政策は、EC各国で政治的・経済的状況の多様性はあるものの、基本的には工業部門の

経営者や労働者と農民との政治的妥協が交渉や選挙を通じて形成され、その結果として維持されたもので

ある［渡辺，1994：62－105］。これに対して、1992年のCAP改革は、過剰農産物の累積とEC財政支出の

増大に対処するために、消費者負担型の価格支持を財政負担型の所得支持に変更し、さらに保護主義的規

制を緩和して、市場指向的な農業構造を誘導しようとするものであった。．すなわち、この改革によって、

それまでの社会諸集団間の合意は原則的には解消される。その理由としては、非農業部門においては、消

費者が高価格の農産物にもはや耐え難くなったこと、冷戦の終結と生産過剰で食料安全保障の意味が薄れ

たこと、近代的農業による環境破壊が認知され始めたことなど［vail，1994：66－67］が存在し、また、

農業部門内部においては、過去の合意を主導したCOPAなどの農民組合が弱体化して、政治的な代替案を

打ち出すことができなかったことが重要な要因であろう［Allaire，1995＝1997：464；渡辺，1994：280］。

30年間のフォード主義的農業は、農業人口を激減させて兼業農家を増やす一方で、社会福祉政策的な補

助金と価格支持によって農民の組織的動員力を喪失させていたのである。

以上では、ECのCAPについて略述したが、アメリカの農業ロビーと民主党を中心とする議会勢力がバッ
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クアップする農業調整法や品目別輸入禁止措置、日本の55年体制と結び付いたコメの食料管理制度、な

ども基本的な構造はそれほど異なったものではないと考えられる√〕従って、改革CAPを土台にまとめられ

たウルグアイ・ラウンド合意は、これらの二回においても同様な国内制度の変更を強いるものである′。た

だし、これらの変革は、理念的には保護主義から市場指向の自由主義への転換を目指すものであっても、

現実には各回の政治的利害の暫定的な妥協の産物であり、取り敢えず現状維持を続ける項目も多い。また、

合意の運用に当たって、国内の政治的闘争の行方によっては、骨抜きにされる条項も出てくるであろう．。

にもかかわらず、これらの政策変更が危機として重要であると考えられるのは、第一に、国家や地域によ

る自律的な農業政策の実行がますます困難になり、世界市場やWTOという不安定な構造への依存を強め

ているためである。そして、これら国際的なレギュラシオン様式は、有効に機能しているとは言い難い。

第二に、それが農業および農民のアイデンティティを問い直すものであり、その回答は得られていないか

らである。フォード主義的農業は、大量消費市場の成長を前提に発展したのであり、多くの農民組合は既

に市場の論理に逆らうことができなくなっている。とは言え、市場論理の貫徹は政治的に不可能である。

それを調整する新たなレギュラシオン様式は、まだ兄い出されていない。市場の論理に抵抗する農業固有

の非市場的価値が失われて行く中で、唯一浮上してきたのが次項に述べる環境に関する問題であった。し

かし、この間題も、フォード主義的農業の生産様式の変更を要請する。

r環境問題」の生産・消費システムへの影響

CAPのマクシャリー改革において、農業の構造改革を進める方策の一つとして採用されたものに、環境

保護、農地の森林化、早期離農の推進などの一連の環境政策がある。これは、1970年代末からEC農業理

事会で取り上げられてきた「環境問題」への対応を、さらに包括的に推し進めたものであった。すなわち、

集約的農業における農薬や化学肥料の投入および農業の機械化は、過剰生産に結び付くだけでなく、農業

環境や消費者の健康を悪化させる可能性をもつという認識は既に一般化していた。ただし、渡辺によると、

このような「環境問題」は、過剰生産を抑制するための政治的道具として利用された側面を持つことも否

定できないという［渡辺1994：213］。周知のとおりドイツや北欧では環境問題は最も強力な政治的論

点となっており、合意の形成に利用するには得策であったと考えられる。その結果、「環境にやさしい」

「持続可能な農業」が提唱され、ECのみならず各国の農業政策や国際農業研究センターの方針などに取

り入れられることとなった。同様に、農業・食料システムの企業にとっても、「環境へのやさしさ」、

「安全性」などは、新たな品質の差別化戦略を生み出した。．すなわち、「環境問題」の認識は、生産と消

費の両面において社会的制度や規範を再編成する際の口実あるいは戦略として機能したと考えられる。

と言っても、環境問題が絵空事というわけではない。農業による環境破壊としては、耕作地の拡大によ

る森林の減少、農薬や化学肥料の投入による飲用水の汚染、単一作物の大規模栽培による地力の低下と種

の多様性の減少、大規模畜産での糞尿処理の問題などが挙げられている［荏開津，1994：186－190］。こ

れらは実際に重大かつ火急の課題であり、技術領域においては従来技術の危機を直接構成する問題であろ

う。しかし、それが農業・食料システムの生産と消費におけるレギュラシオン様式の危機の要因となるに

は、これらの環境問題が生産と消費の関係において社会的に「翻訳」し直される必要がある。

既に見たように、生産側のレギュラシオンにおいては、環境問題は、もう一つのフォード主義的農業の

矛盾である過剰生産の問題に置き換えられている。EC農業理事会で提案された1988年の環境政策は、耕

地の削減、農業の粗放化と生産量の減少、作目の過剰農産物部門から非過剰部門への転換、早期離農など

の奨励策であった。マクシャリー改革案も、基本的には同じ路線上で、有機農業の奨励などを追加させた。

もし、これらの政策が真に芙効力のあるものであったならば、過剰生産としての環境問題は、フォード主

義的な農業テクノロジーと画一的な大量生産棟式を「環境にやさしい」「低投入持続的」［ibid：198］な

粗放生産棟式に変革することになったかもしれない。ただし、その場合は、「川上」側のアグリビジネス

である、農業投入資材産業の経営者団体の圧力も考慮に入れなくてほならないが。しかし、現実には、こ

れらの環境政策は、価格支持の廃止による自由競争とセットになって導入された。しかも、ウルグアイ・

ラウンドの最大の目的は、農産物貿易の自由化である。従って、農民は一方で競争の激化と価格低下に対

応するために生産性向上の誘因を与えられ、他方で奨励金によって「環境にやさしい」低生産性と低生産

量の農業を誘導されることになる。このダブルバインドが、生産における構造的危機を構成するであろう。
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そして、1980年代のミルク生産割り当てにおいて、バイオテクノロジー、経営近代化、機械化などの一

連の生産技術革新が誘導されたように［渡辺1994：17日、そのダブルバインドの矛盾を解決すること

が新たな技術革新の誘因の一つとなり、「技術コード」を改変する契機となるであろう。その結果、農業

の粗放化ではなく、むしろ集約化がより一層進行する可能性の方が高いと思われる。

消費側においては、環境問題は「環境へのやさしさ」や「安全性」といった商品の差別化の問題にil翻

訳」されていると考えられる。テヴノが指摘しているように、商品の差別化は、市場の価格統制力を工業

的な調整機能によって制御するフォード主義的規範の一つであった［Thevenot，1995＝1997］。環境問

題が提起する商品の格付けは、基本的には「公民的な尺度」による正当化の秩序－成員が連帯し平等

に取り組むような「集団的な」企図をめぐって討議を促す手続き－を形成する。すなわち、この正当

化の秩序における価値基準は「集団的な利益」或いは「公共性」であり、「市場の尺度」における価格に

よる価値基準とは緊張関係を生じることになる［ibid：5什51］。また、環境問題の「公民的な尺度」は、

フォード主義の非価格的な価値基準として機能していた、「工業の尺度」（生産サイドにおける効率化の

ための標準化や規格化を基準とする）や「世論の尺度」（販売やマーケテイングにおける名声や記号を基

準とする）とも対立するであろう。もう一つ、テヴノが見落としているフォード主義に特徴的な価値基準

として、「賃労働の尺度」というべきものが存在する。フォード主義における加工食品や耐久消費財の浸

透は、一方で、家庭における調理労働の一部が産業として商品化されることで雇用を生み、他方で、加工

食品や家庭電化製品による家庭内調理の簡略化が女性の就業を可能にするという循環構造を形成した。こ

の循環構造は▼、家事労働を商品化して資本の蓄積過程に包摂する、本源的蓄積の一形態として理解するこ

とが可能であろう。．すなわち、「賃労働の尺度」は、家事労働の商品化を基準とする。．1980年代以降は、

長期的な景気停滞と雇用条件の悪化、それにも拘わらず消費水準を維持したいとするフォード主義消費規

範の残存の結果として、食品小売業やホテル・外食産業の隆盛とそこでの女性パートタイム労働の増加と

して現われている［Goodman＆Redclift，1991：26－28］。

これらの諸価値基準間の緊張関係は、財の性質や地域性に応じて多様性はあるものの、社会的規範の組

み替えの過程のうちに妥協点を兄い出し、新たな「商品コード」を形成する契機となるであろう。例えば、

ヨーロッパの低薬剤・自然飼育ブロイラーは、フォード主義的な集約的飼育によるブロイラーの普及に家

内生産的な農業者が対抗するために、「ラベル・システム」による行政上の管理とその定着を通じて社会

的に格付けされてきた。このシステムは、市場的論理の増大とそれに対抗する部門の防衛の論理との対立

が、消費者の「品質」に対する評価を経て妥協され、公権力により制度化されたものとして説明される［

Sylvander，1995＝1997］。ここで、前者は北部ヨーロッパにおいて、後者は南部において優勢な論理で

あった。すなわち、環境問題の「商品コード」への「翻訳」に作用する諸価値基準と、その調整の制度的

配置は、地域によって多様な文化的・歴史的背景に依存するであろう．。

環境問題が提起する「公共性」の価値基準は、もはや少数派となった農民の価値基準とも対立し、それ

を変更しようとする。集約的農業は環境破壊や食品の危険性の元凶であり、それを支えている従来の農業

保護政策は「公共性」に反することになる、つ従って、「公共性」の価値基準は、農業政策の変更にはポジ

ティブに作用するが、集約度をさらに高めようとする技術革新に対してはどちらかというとネガティブに

働くと考えられる。

フォード主義的農業テクノロジーの内的矛盾

環境問題は技術領域においても、構造的危機の構成要因となる。しかし、フォード主義的な集約的農業

技術の危機は、環境問題に限定されるものではない。それは、フォード主義的農業テクノロジーに内在的

な矛盾の顕在化として把握できるものと考えられる。3章で一部論じたように、ハイブリッド品種や近代

的な高収量品種を用いた農業生産は、化学肥料や農薬を多量に投入したときに特性を発揮する一方で、そ

れ以外の環境ストレス（病害虫、天候な幻　に対しては脆弱な性質を有していることが多かった。これは、

ハイブリッド品種や収量に特化して改良した品種は遺伝的に画一となるために、多様な性質を喪失してし

まうことに起因するほか、単一作物の大量栽培が特定の「害虫」を大量発生させた事例（インドネシアに

おけるトビイロウンカの大発生）に見られるような生態系の撹乱も一因となっている。このような矛盾に

対して、種子企業や国際農業研究センターは、環境ストレスに抵抗性の在来種の遺伝子を、交配によって
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改良品種に導入する対策をとった（3章1節を参照）、。また、化学肥料については、その高投入が土壌の

酸性化を招き、酸性度を改善するための石灰の投入が土壌の団粒構造を失わせ、団粒構造を人工的に作る

土壌改良剤の投入が生育を悪化させるので更に化学肥料を投入する、という循環的な介入を生じさせた。

これは、自然環境や農民にとっては悪循環であるが、化学企業にとっては技術革新誘因の好循環を形成す

る。一方、農薬についても、長期の農薬使用によってウイルス、細菌、昆虫などが薬剤耐性を獲得するた

めに、次々と新しい農薬を開発して使用し続けなければならなかった。1962年におけるレイチェル・カ

ーソン『沈黙の春』の出版は、農薬使用による薬剤耐性の増加と生態系の撹乱による環境抵抗の低下がも

たらす危険性［carson，1962＝1987：200－226］を一般に認知させた。しかし、薬剤耐性や残留性の問

題は、化学肥料の場合と同様に、技術革新誘因の好循環を農薬企業に提供する。薬剤耐性現象の発見は既

に1940年代末から報告が始まっており、殺虫剤や除草剤の成分化合物の新規骨格は、1950～60年代に急

速に多様化するのである［Achilladeliseta1．，1987：183r185］。このような農薬企業の技術革新の展開に

ついては、次章において生物特許の社会的文脈として詳細に論じる。

多収性に特化したハイブリッドや高収量改良品種、化学物質による土壌改良、農薬による特定の病害虫

の駆除、これら集約的農業技術の三点セットは、いずれも特定の問題点のみに技術的解決の方向を限定す

ることによって生成してきたテクノロジーである。しかし、「生物と生物とのあいだには、網の目をはり

めぐらしたような関係があり、すべては寸分の狂いもなく一つにまとまっている」［carson，1962＝

1987：201］。従って、特定の目的に基づいて、ある一点へ技術的に介入すると、同時に他の多くの性質

をも変化させ、新たな介入を必要とすることになる。現在の「システム」の考え方から、この方法を還元

主義的であるといって批判することはたやすい。しかし、この方法は無限に続く技術的介入の必要性を喚

起することによって、技術革新と経済成長の好循環を成立させたのである。見田が指摘しているように、

無限に続く技術的介入は、「「モードの論理」とおなじ戦略によるものである。つまり、〈消費のための

消費〉をとおしての繁栄というシステムの、基本の論理そのものである」［見田，1996：51］。すなわち、

農業技術領域においても「テクノロジーのためのテクノロジー」が、発展の原動力になっているとともに、

危機の構造的要因にもなると考えられる。フォード主義の好循環が生産と消費のポジティブな連関の連関

の消失によって、突如として悪循環に変容するように、テクノロジーの好循環も、フォード主義的好循環

の解消によるR＆D投資の減退、環境問題や過剰生産を考慮した政策の変更に伴うR＆Dコストの増大、な

どの社会経済領域との関係にかかわる要因が技術的介入を手控えさせることによって破産する。さらに、

テクノロジーの可能性は原理的には無限であるとは言え、自然資源自体は有限であることから、農業にお

ける技術的介入の方法には一定の限界が存在するものと考えられる。

既に、薬剤耐性を一時的に克服する農薬の新規化合物の開発数は、1970年代をピークに減少し続けて

いるlHartnell，1996：382ト。ハイブリッドや高収量改良品種の育種においても、環境ストレスに対する

抵抗性遺伝子を含む在来種自体が、ほかならぬ改良品種の大量生産に押されて絶滅しつつあるために、既

存の交配技術による抵抗性品種の育種は困難になってきている。これらの限界は、新しいテクノロジーの

探索に向かわせる一方で、R＆Dコストを増大させ既存の生産設備を無効化するために、低テクノロジー

の悪循環をもたらす可能性がある。その結果、フォード主義的な農業生産は、改良品種の画一的大量生産

や化学物質の汚染による生態系バランスの喪失がもたらす、既存の薬剤に抵抗性を示す病害虫や椎草の大

量発生といった事態に対して、著しく脆弱なものとなるであろう。ここに、農業・食料システムの外部か

らの革新的なテクノロジーの出現に対する、需要と期待が存することになる。

小指：r技術コード」と「商品コード」の組み替え

本節では、金融システムの不安定化、農産物の生産過剰、環境問題、テクノロジーの内的矛盾によって、

農業・食料システムを形成しているフォード主義的な制度や規範が変容しつつあることを論じてきた。従っ

て、技術領域と経済領域における制度や規範の総体である「技術コード」と「商品コード」も、それらの

領域の諸行為者が構成する多様な価値基準間の対立と妥協を通じて変化する。ここまでの議論から、農業・

食料システムの変容において出現し、それらのコードの組み替えに影響を及ぼす諸行為者の価値基準の変

化は、次のように整理できるであろう。

企業：従来、多国籍企業は、〈空間〉を貨幣で獲得することによって剰余価値の蓄積を行ってきた。ポ
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スト・フォード主義における多国籍企業は、信用の拡大に乗じて短期間で経営資源を充足し〈収益性〉を

高めるために、M＆Aによって産業と金融の系列化を進める．この行為の価値基準は、資本としての〈時

間〉である。農業・食料システムの企業も同様に、く時間の貨幣化〉を利用して蓄積能力を向上させる。

国家：ブレトン・ウッズ体制やCAPのもとで掲げていた、農業一工業所得のくバリティ（同格性）〉や

食料の〈安全保障〉の目的は、食料の過剰生産と財政支出の問題によって後退する。その代わりに拡大す

る価値は、国家による調整機能の対極にある市場の論理である、〕従って、国家による農業・食料システム

のレギュラシオンは形骸化する。

消費者：フォード主義におけるく価格〉、〈名声・記号〉、〈標準化・規格化〉、〈家事労働の商品化〉

の諸価値基準に、環境問題が提起する〈公共性〉の価値基準が新たに付け加わる。ただし、それらの諸価

値基準間のダイナミズムには、不確定な要素が多いと考えられる。

農民：価格支持や補助金などの農業保護政策の維持に寄与していた農民組合の〈共同性〉は、集約的農

業や契約制度の普及に伴う農民の階層分化の影響、そして保護政策下での自律性の喪失によって後退する。

しかし、農業の工業化と農業人口の減少の長期的趨勢において、農業所得を上昇させる〈生産性〉は依然

として中心的な価値基準を占める。これは、減反政策や補助金のカットなどの政策変更、消費者側の〈公

共性〉基準に基づく低環境負荷での〈持続性〉への要請によっても、基本的には変わらないであろう。

農業科学技術者：〈多収性〉がもたらした諸矛盾の解消のために、環境ストレスに対するく耐性）や品

質の〈多様性〉が求められるものの、その実現は困難に直面する。

2　バイオテクノロジーの農業・食料システムへの展開

遺伝子組み替え技術に代表される新しいバイオテクノロジーは、農業・食料システムとは無関係の領域

で生成した。その生成過程自体も社会経済体制の変動に関連させて理解することが可能だと思われるが、

本研究の問題関心からは外れる。ここでは、新しいバイオテクノロジーをポスト・フォード主義における

情報テクノロジーの一部とする考え方について、簡単に検討を加えるだけにとどめる。本節の主要な課題

は、この新しいバイオテクノロジーがどのようにして農業■食料システムへ移入されたかについて、その

社会的な文脈を整理することである。とくに、前節で検討した農業・食料システムの危機における諸行為

者の価値基準の変化との関連について、議論を進めたい。

遺伝子組み替え技稀と新しいバイオテクノロジーの出現

まず、「新しいバイオテクノロジー」の定義を、簡単に与えておく。通常、バイオテクノロジーは、生

物を利用したり生物を作ったりする技術として定義され、伝統的な発酵や育種技術をも包含する。そこで、

近年の分子生物学の成果を応用して19070年代以降に急速に商業イ甑言進んだ、遺伝子組み替え、細胞融合、

生物学的製造プロセスなどの一連の技術を、「新しい」バイオテクノロジーと呼んでいる［Kenney，

1986：2；通産省産業政策局知的財産政策室，1992：4］。日本で実際にバイオテクノロジーを用いて商業

化されている最終製品のうち、1994年の売り上げベースでは、74％が遺伝子組み替え技術、14％が細胞

培養技術、12％が細胞融合技術であった［日経バイオ年鑑、1995］。以後、特に断わらない限り、遺伝

子組み替え技術を中心としたこれらの「新しい」技術を、単にバイオテクノロジーと呼ぶことにする。

遺伝子組み替え技術は、遺伝情報を担うDNAを素材として、その情報の加工・処理を通じて新たな遺

伝情報を作り上げることによって、製造プロセスを改良したり、新製品を創造したりする技術である。従っ

て、その基礎にあるのは第二次大戦後に急速に発展した分子生物学の遺伝情報についての成果であり、そ

の遺伝情報の加工・処理が工学的に可能となるに伴って、様々な領域での応用が為されるようになってき

たものである。細胞培養技術および細胞融合技術は、遺伝子組み替え技術とは異なった起源を有するもの

であるが、現在では遺伝子組み替え技術と組み合わせて用いられることが多くなっている。なぜなら、細

胞培養技術または細胞融合技術は単独での新規物質の生産や改良に限界があり、遺伝子組み替え技術ほど

の自由な遺伝情報の加工・処理はできないからである。すなわち、遺伝子組み替え技術が商業的に優勢と

なってきたことは、ポストフォード主義における情報テクノロジーの優位性と関係があるであろう。
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ホストフォード主義の資本蓄積様式を「情報資本主義（i71forrrutionalCaPjtalism）」として把握し

たマニュエル・カステルが、遺伝子組み替え技術を広義の情報テクノロジーに包含する理由は、第一一に、

それが遺伝「情報」の加工・処理に焦点を置いているからであり、第二に、それがコンピューターや通信

などの狭義の情報テクノロジーとその素材、応用、方法において相互作用しつつ収刺してきているからで

あるという［castells，1996：30仁。この仮説は、遺伝子組み替え技術の社会的形成の側面から、さらに

補強することが可能であるこ　第一の点は、生命が情報として理解されるようになってきたこと、および－一

般的な意味での情報が加工・処理可能なものとして技術的取扱の対象となってきたこと、の二つの社会的

プロセスが関与していると考えられる。そして、これらのプロセスは第二の点、すなわち狭義の情報テク

ノロジーとの相互作用として起こってきた。

まず、分子生物学の創生期における物理学的情報理論との結び付きが、ロックフェラー財団の自然科学

部門の長であったウオーレン・ウイーバー（WarrenWeaver）の積極的な関与に基づいて1930年代に形

成されたことについては、既に論じられている通りである［Abir－Am，1982］。ただし、ウイーバーが物

理学を生物学に導入した当時の、M．デルブリュック（Delbrtick）やE．シュレディンガー（Schrddinger）

による生命の「情報」としての概念化は、遺伝子は形態を決定する「暗号の縮図」であって、かつ統計的

な取り扱いが可能な物質であるという意味で行われていたと考えられる（3）。「情報」（infomation）と

は、形態（fom）を与えるもの、すなわち形相であった．。

その後、情報科学は、第二次大戦期の軍事・通信技術として独自の展開を遂げ、情報は「処理」や「操

作」という概念と結び付けられて理解されるようになる。あるいは、カステルの議論によると、フォード

主義的社会体制における、大量生産、福祉国家による消費の内包化、国家介入機能の拡大などの進展によっ

ても、情報「処理」の概念が実用上の理由から広く必要とされるようになる［castells，1989：17▼21］。

それらの一つの到達点として、数学者、J．フォン・ノイマン（Ⅴ鼎Neumm）の「自己増殖するオートマ

トン」の理論［1951］は、情報の「操作」によって生命の特徴とされる自己増殖性を構築できることを

示すものであった。そして、この理論は、分子生物学のセントラル・ドグマを予見するものとなった。す

なわち、分子生物学における「生命」の情報概念による理解は、「生命」が操作され構築され得るもので

あるということ、従って技術の対象であるということを、理論展開の前提条件とすることになると考えら

れる。ここにおいて、分子生物学の内的展開は、導入した情報概念の社会的再構成の影響を受けて、技術

的な側面を持つに至るであろう。

M．ドゥ・メイ（DeMey）は、情報理論の内的な展開過程を、人工頭脳の作製という技術的な目標に対

するプラグマティックな展開として捉えているが［1982＝1990：3→20］、同様にして、分子生物学につ

いても、生命の再構築という目標に対するプラグマティックな展開として理解することができそうである。

実際に、現代の生物学者であるキュッパース（KやPerS）［1986＝1991‥7－58］は、「生命の起源と発

展の段階」を、ウイーバーの「通信の問題の三段階」［1949＝1964＝1969：9弓0］に対応させて論じ

ている。すなわち、最初に、クロード・シャノン（Claude王．ShanllO王t）の情報処理概念に見られるよう

な、情報単位と形態との正確な直接的対応という「技術的問題」（ウイーバー）が解決されなければなら

ない。これは、キュッパースにおいては、生命の「構文論的側面」に相当し、遺伝情報の単位がDNAで

あるという認識に現われている。この認識は、1953年におけるワトソンとクリック（Watson＆Crick）

のDNA構造の解明で成立した。次に、特定の構造に配置された情報単位の複合体として情報の意味が解

釈される「意味論的問題」（ウイーバー）が持ち上がる。これは、生命においても「意味論的側面」を構

成し、四種類のDNA塩基という情報単位の配列「構造」が、タンパク質という「意味」に翻訳されるプ

ロセスの解明に相当する。最後に、このような「意味」が、情報伝達の行為者に与える影響についての

「効果の問題」（ウイーバー）がある。キュッパースでは「語用論的側面」とされ、生命の進化の問題に

まで展開するが、基本的な含意は情報の「意味」が伝達されて新たな情報を産出することにある。1973

年におけるコーエンとポイヤーによる遺伝子操作のマニフェス吊ま、新たな情報を産出する生命の再構築

という目標に到達するものであった。そして、遺伝情報の「意味」が伝達されるには、発現ベクター系、

制限酵素、非翻訳領域の解明などの遺伝子組み替え技術の基本的要素の確定が必要であった。

スタンリー・コーエンとハーバート・ボイヤーが開発した遺伝子組み替え技術は、高校生でも簡単に習

得できるほど単純なものであった。ここにおいて、分子生物学の生物関連産業への応用の道が急速に開け、
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コーエンとボイヤーは大腸菌を用いた遺伝子組み替え技術の特許を申請する。．カリフォルニア大学のポイ

ヤーはベンチャー企業家のロバート■スワンソン（RokrtSwanson）と組んで、世界で最初の遺伝子工

学ベンチャー企業であるジェネンテック（Genentedl）を1976年にスタートさせた。スタンフォード大

学のコーエンも別のベンチャー企業であるシータス（Cetus）にコンサルタントとして参加する。．これら

の企業は、当初から遺伝子組み替え技術の特定分野への応用の計画を持っていたわけではなく、何が技術

的に可能かを探すことから始めている［Kenney，1986：138p141」。すなわち、遺伝子組み替え技術の初

期の展開は、アメリカにおけるベンチャー資本の削度的条件に依存するにしても、どちらかというと技術

プッシュ型のものであった。その探索の結果として、ジェネンテックによる遺伝子組み替えヒト成長ホル

モン（recombinanthumangrowthhormone‥rhGH）の大腸菌による製造、そして1980年代初頭から後続
企業による微生物を用いた遺伝子組み替え医薬品（インターフェロン、インターロイキンなど）の開発競

争が顕著となり、医薬産業へのバイオテクノロジーの展開が始まった。次いで、植物や動物を用いた農業

への展開が起こる。

これらの展開は、技術プッシュ型に近いと言っても、遺伝子組み替え技術に内在していた技術軌道が自

然に展開したというものではない。医薬産業や農業の領域において、遺伝子組み替え技術を実際に商品生

産に応用するためには、その領域における局所的な知識（loQlknowledge）［Fleck，1993：641－642］

を習得し、さらに遺伝子組み替え技術自体と局所的知識の両方を相互に適合的な技術として改変して行く

必要があった。例えば、遺伝子組み替え技術を植物や動物に応用するためには、新たなベクター系や遺伝

子導入方法の開発が必要であったし、それらの生物を特定の産業領域で商業化するためにも、遺伝子組み

替えの実施に適切な品種および新たな精製技術・機能評価技術や安全性確認基準の確立が必須であった。

ここに、バイオテクノロジーと狭義の情報テクノロジーとの、もう一つの類似点がある。フレックは、情

報テクノロジーは中心的技術の自発的な展開としてあるのではなく、テクノロジーの実体化に際して、ジェ

ネリックな中心的技術と局所的な関連技術とが対立し相互に影響を及ぼしあって、初めて実体化すること

を示した。情報テクノロジーは、これらの諸技術が相互作用によって変容しつつ暫時約に接合される、不

安定な関連技術の集合体として、すなわちコンフィギュレーション（configuration）として考えるほうが

妥当であるという［ibid：637－643］。同様にして、バイオテクノロジーも、ジェネリックな遺伝子組み替

え技術と局所的な諸関連技術との暫時的な接合として展開していると考えられる。そして、その接合は、

バイオテクノロジーを商業化しようとする行為者（研究者やベンチャー企業）の主体的要因以外に、局所

的な関連技術の状態や、その産業領域の構造的要因の影響を受けるであろう。

バイオテクノロジーの農業への展開

遺伝子組み替え技術の農業への応用は、コンフィギュレーションとしての農業バイオテクノロジーを開

花させた。中核的な技術は新しい生命の構築を目的とする遺伝子組み替えであるが、局所的な関連技術と

の接合パターンは、テクノロジーの用途によって異なっている。主要な商業化分野は、動植物の品種改良、

新規な農業投入資材の製造、および動植物による有用物質の製造である。ここでは、それらの商品への展

開の経緯を辿ってみたい。

農業領域における最初の遺伝子組み替え商品は、ジェネンテックとアメリカの多国籍化学企業であるモ

ンサントが1979年から共同開発を開始した組み替えウシ成長ホルモン（recombinantbovine

somatotropin：rbST）であった。モンサン吊ま1970年代後半から、バイオテクノロジー分野の大学やベン
チャー企業に積極的な投資を行ってきた。ジェネンテックへの最初の投資は、その設立1年後の1977年か

らである。rbSTは、ジェネンテックが世界で最初に開発した遺伝子組み替え医薬品であるrhGHと殆ど同

株の技術によって、大腸菌から製造することができた。この薬剤は、乳牛の成長を加速し、牛乳の生産量

を10～25％増大させた。ただし、農場での薬効・安全性試験、政府機関からの認可の取得、および市場

開発には、更なる開発研究投資と多大の時間が必要であった。牛乳は既に1970年代から、西欧やアメリ

カでは過剰生産状態にあり、財政支出による補助金で価格を維持していた．。その結果、rbSTが最初に商

品化されたのは、1990年のソ連および東欧においてであった。だが、1994年には、アメリカ市場での商

品化も行われた。農業調整法における牛乳の価格支持制度では、農家の生産量に応じて補助金が支給され

る。従って、生産調整下においても生産量増加の誘因は潜在的に存在していた。そして、一部の農家が
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rbSTを使って生産量を増加させると、補助金の連邦予算の総額は一定であるため、他の農家も防衛的に

1－bSTを使わざるをえなかった。しかし、rbST使用が普及すると、コストと補助金の差額は縮小する）結

局、最終的に利益を得るのは、モンサントだけとなる。この戦略は、農業保護政策を巧妙に利用したもの

と言えるであろう。ただし、rbST投与による乳牛での乳腺炎の多発と、それに対する抗生物質の多用は、

逆にコスト面で農業経営を圧迫したのみならず、消費者の不安と牛乳のrbST使用表示問題を引き起こし

た、。

農業領域において最も市場が大きく、開発競争の激しい分野が植物の品種改良である。遺伝子組み替え

技術は、それまでのメンデル遺伝学に基づいた交配や選別による品種改良を根本的に草新し、異った生物

（動物、植物、微生物）間での交雑や人工的な遺伝子の導入を簡単かつ迅速に行うことを可能にするもの

であった。このテクノロジーは、新しい作物の創出過程を商業化するものであり、ハイブリッドによる種

子の商品化に代わる、新たな生命の商品化の基礎を提供する。しかし、そのテクノロジーが実体化するた

めには、植物育種における局所的知識との接合を果たすために、遺伝子組み替え技術自体の改変と局所的

知識の再編成が必要であった。rbSTの場合は、基本的には、コーエンとボイヤーが開発した微生物（大

腸菌）の遺伝子組み替え技術で事が足りた。だが、植物の遺伝子組み替えには、既存の局所的な植物育種

や細胞培養の技術に加えて、植物細胞に適した遺伝子発現ベクター（遺伝子を運ぶウイルスやプラスミド

の構築物）の開発、その植物細胞への導入法、などの新技術の開発が不可欠であった。

それまでの植物育種は、メンデル遺伝学に基づく交配と選別によって特定の遺伝形質を導入するもので

あったOここで遺伝形質は、特定の表現型（Phenotype）に対する遺伝子型（genotype）として構成され
ている一対の遺伝子（対立遺伝子：allele）によって担われている。このメンデル的な対立遺伝子の概念

と、分子生物学における蛋白質の鋳型としてのDNAの概念との間には飛躍があり、そこに連続的な科学

の展開過程を見ることはできない［HuH，1974＝1985］。しかし、実際に特定の遺伝形質に対応する

DNAを得たり、発現する量や部位を制御するためには、ゲノム内での対立遺伝子の位置を知る必要があ

る。二つの概念は、特定の生物の遺伝的改変を行うというプラグマティックな目的において、結び合わさ

れることになる．。また、植物育種の領域では、品種改良のために今世紀初頭から植物組織の培養が試みら

れるようになり、1960年代には葉の細胞1個から植物体を再生することが可能になっていた。この植物の

細胞培養技術がなければ、細胞に遺伝子組み替え技術によって遺伝子を導入して新しい植物体を作ろうと

する考え方も、顧みられることはなかったであろう。

メンデル遺伝学や植物細胞培養などの局所的な知識と接合するために、ジェネリックな遺伝子組み替え

技術も変容しなければならない。遺伝子組み替え技術は、細菌やウイルスの研究を起源とする。同様にし

て、植物細胞に適した遺伝子発現ベクターも、植物に腫瘍を誘発するアグロバクテリウム属の細菌の研究

から生まれた。マックス・ブランク研究所のジェフ・シェル（JeffSdell）とベルギーのゲント州立大学

のマルク・フアン・モンタギュー（MarcVanMontague）らは、アグロバクテリウムによる植物の腫瘍形

成はこの細菌に含まれる感染性プラスミド（染色体の外にあって、ウイルスのようにDNAを独立に複製

する遺伝因子）によるものであることを突き止め、1974年にそのプラスミド（Tiプラスミドと命名され

た）を単離した。すなわち、Tiプラスミドは、細菌から植物に遺伝子を移行させることが確認された。こ

のプラスミドを用いれば、ある特定の遺伝子を細菌に組み込んで増幅させ（この操作をクローニングと言

う）た後に、それを植物に導入することが可能になる。次いで、セントルイスのワシントン大学のメアリ

ーデル・チルトン（Mbry－DellChilton）らは、1977年に、植物細胞内で発現し腫瘍化を誘導する特定

のDNA領域をTiプラスミドのなかに発見し、T－DNAと命名した。そして、このT－DNAの両側にあって蛋

白質には翻訳されないDNA配列（非翻訳領域）が、植物細胞内への遺伝子の移行と発現を担っているこ

とが判明する。既にこの時点の研究は、遺イ云子のクローニングやDNA塩基配列の特定を含む、当時の分

子生物学の先端的な手法を駆使したものとなっている。チルトンも、有機化学、生化学、徴生物学といっ

た分野を歩んできた人であり、植物の専門家ではなかった。彼女が植物の遺伝子組み替えに興味を持った

のは、当時既にバイオテクノロジーの農業への展開を目指していたモンサント（本社と研究所はセントル

イスにある）の科学者たちとの交流を通じてであった。

私はイリノイ大学アーバナ・シャンぺ－ン校で大学生活を送り、化学のカリキュラムを取った。
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大学院時代は有機化学を専攻したが、私が選んだ2つの準専攻科目（生化学と徴生物学）の勉強

でDNAにめぐり合い、それまでになかった興味を抱くようになった、ノ　ワシントン大学では博士

研究者として、細菌、ネズミ、そしてトウモロコシのDNAについて研究した。私は1970年、ワ

シントン大学の微生物教室の正研究員となった。1979年には、ワシントン大学セントルイス校

生物学科準教授となり、そこでモンサント社の科学者たちと知り合って、私の興味が高等植物の

遺伝子工学の分野へと展開した。1983年5月から私は新しい職に移った。私は今チバガイギーの

生物工学担当重役でノースカロライナの新しい研究チームの責任者である。［chHton，1983＝

1983：10］

1983年にチルトンらは、T－DNAの両側のDNA配列（転写方向の上流側をプロモーター、下流側をター

ミネーターと言い、中間領域のDNA配列の発現を制御する機能をもつ）に外来遺伝子（カナマイシンと

いう抗生物質に対する耐性遺伝子が選択マーカーとして選ばれた）を挿入して「キメラ遺伝子」（異なっ

た遺伝子を人為的に結合したもの）を作成し、植物細胞内でその外来遺伝子を発現させることに成功した。

ここに植物の遺伝子発現ベクターが完成する。この遺伝子発現ベクターの開発は、ほぼ同時に三つのグル

ープによって達成された。テルトンのグループ、前記のシェルとモンタギューのグループ、そしてモンサ

ントのフレイリー（RdbertT．Fraley）らのグループである［論文はそれぞれ、Bevanetal・，1983；

Herrera－Estrelleta1．，1983；Fraleyeta1．，1983］。ただし、テルトンのグループの研究はモンサントから

研究資金を得ており、モンサントもシェルとチルトンらからアグロバクテリウムの菌株の提供を受けてい

る。モンサントは、この研究で植物発現ベクター系の特許を取得した。この特許は植物の遺伝子組み替え

技術における基礎的かつ汎用的な特許となり、モンサン吊は以後の農業バイオテクノロジー開発における

主導的立場を築くことになる。この特許の果たした役割の詳細については、さらに次章で論じる。

植物細胞に適した遺伝子発現ベクターの成功は、農業バイオテクノロジーの可能性を一気に現実的なも

のとした。当時のチルトンの次の言葉は、その後の農業バイオテクノロジーの方向性をはっきりと予見し

ている。

この実験の成功は、遺伝的に修飾された植物の中での導入遺伝子の発現が、少なくとも原理的に

は解決されたことを示している。植物の遺伝子の制御機構がもっと詳しく研究されれば、単に発

現できるというのではなく、遺伝子のプロモーター領域を変化させることによって選択的な発現

も可能になるだろう。ある遺伝子が菓だけで発現したり、種子だけで発現したり、あるいは化学

的な処理をしたときだけ発現したりするようにできるかもしれない。……とすると、つぎの課

題は農作物の改良のために、どのようにして望ましい遺伝子を選び、それを分離するかというこ

とである。収穫を増やし、病害虫に抵抗をもたせ、寒さや干ばつに強い植物を作るなど、その目

標は明らかである。［chilton，1983＝1983：55］

その結果、技術開発の誘因は大学から企業へと移り、大学の研究者は企業にリクルートされる。チルト

ンは、チバガイギーが1983年に700万ドルを投じてノースカロライナに設立した、農業バイオテクノロ

ジー研究所の所長に迎えられた。ゲント州立大学のフアン・モンタギューも、ベルギーの農業バイオベン

チャー企業であるPGS（旧名‥PlantGeneti〔SystemS、後にPCSInternationalと改名し、ドイツの化学企

業へキス吊こ買収される）に参加した。変容した遺伝子組み替え技術と局所的な植物育種技術との接合は、

ひとつには、研究者の交流と移動によって達成された。

モンサントが取得した発現ベクターの特許は汎用性のプロモーター（遺伝子発現を調節する非翻訳領域

のDNA配列）や選択マーカー（発現した細胞を選択するための薬剤耐性遺伝子）を含む基礎的なもので

あり、開発を行う上で避けて通ることはできない技術を含むものの、最終的な商品の特許ではなかった。

1980年代半ばから、種子、食品、化学などの多国籍企業は、ベンチャー企業への投資を増加する。発現

ベクター系の開発で遅れをとったベンチャー企業も、より応用段階の進んだ特許を目指してR＆Dを進め

た。例え吼アグロバクテリウムは双子菓植物にしか感染しないとされていたため、トウモロコシや小麦、

イネなどの単子葉植物の遺伝子組み替えにおいては、異なった遺伝子導入法を開発する必要があった。ア
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グラシータス（Agracetus）が開発したパーティクルガン法、PGSのエレクトロポレーション法などによ
る新たな遺伝子導入技術は、そうした技術的要請に応えるものであった∴．その他の基礎的な技術としては、

カルジーン（Calgene）が特許権を獲得した植物におけるアンチセンス（特定の遺伝子の発現を抑制する）

技術、PGSが開発した葉緑体内で遺伝子を発現させる技術、などがある。

これらの技術の形成過程は省略するが、アグラシータス、PGS、カルジーンなどは、1980年代になっ

てから設立された農業バイオテクノロジーに特化したベンチャー企業であり、巨大多国籍企業の投資や部

分株式保有を受けながら、この領域の基礎的な特許を確保して地歩を築くことが課題であったと考えられ

る√Jジェネンテックやシータスなどの、1970年代における遺伝子組み替え技術のパイオニア的なベンチャ

ー企業とは異なり、これらの企業の技術的優位は小さなものであった。その反対に、モンサントやチバガ

イギーなどの農業領域にも市場を有する多国籍化学企業は、医薬領域のバイオテクノロジーにおけるR＆

D協力や研究者の獲得を通して、既に遺伝子組み替え技術を習得していた。モンサントはジェネンテック

に投資してrbSTを開発しただけでなく、1980年には別の遺伝子組み替えベンチャーであるバイオジェン

にも資本参加し、1981年には1億8500万ドルを投じて自社の分子生物学研究所を設立していた［Kenney，

1986：213－214］。1983年における植物発現ベクター系の開発の成功は、このように大胆で迅速なR＆D

投資の結果であっただろう。このように、1970年代にくらべると、技術面においても既存の多国籍企業

が優位に立っていた。そして、1980年代の農業バイオベンチャー企業にしても、アグラシータスは設立

時から化学企業W．R．グレースの子会社であり、カルジーンの出資者には化学企業のFMCや穀物メジャーの

コンチネンタル・グレインなどの多国籍企業が名を連ねていた。また、PGSの親会社もベルギーの砂糖会

社であった。自社内R＆D投資が遅れ、技術的優位の乏しい多国籍企業の場合は、ベンチャー企業への投

資や共同R＆D契約などを通じて、農業バイオテクノロジーを獲得する。すなわち、遺伝子組み替え技術

と局所的な植物育種技術との接合は、異部門を統合する多国籍企業の技術上の空間配置、および企業間の

協力的関係を通しても達成された。

さらに、こうした植物の遺伝子組み替えの基礎的な技術を応用した局所的技術の革新の分野でも、R＆

Dにおける協力と競争が活発化する。カルジーンはモンサントやローヌ・プーラン（フランスの多国籍化

学企業）と契約して、それらの販売する除草剤に抵抗性の植物を開発する。DNAプラント・テクノロジ

ー（DNA－PT）という農業バイオ・ベンチャー（「緑の革命」でノーベル平和賞を受賞したノーマン・ボ

ーローグ（NoranBorlaug）を擁する）は、キャンベル・スープの強力な資本援助のもとで、日持ちの良

いトマトの開発を手がける。微生物農薬で実績のある研究開発型企業であるマイコジェン（My∝塔en）は、

親会社であった化学企業ラブリゾルから独立し、同様にラブリゾルの子会社であった農業バイオベンチャ

ー、アグリジェネティックス（Agrigenetics）を買収して、徴生物農薬の遺伝子組み替えとその植物内発
現の開発を開始する。このプロジェク吊二は、チバガイギーも参加していた。このような遺伝子組み替え

の応用面での開発競争が、1980年代後半から1990年代にかけての主要な動向である。

全体としての農業バイオテクノロジーは、以上の基礎から応用面に及ぶ協力的な開発競争の結果として、

供給側の（技術領域における）輪郭を形成するものと考えられる。その開発競争は、ベンチャー企業が前

面に出ている場合でも、多国籍企業の代理戦争という側面を有している。主要な行為者である多国籍企業

は、農業・食料システムの商品連鎖においては最も上流と下流の、農薬や肥料を生産する化学企業と食品

加工を行う食品企業であった。なかでも、特に化学企業自らの積極的R＆D活動が顕著である。それに対

して、ハイブリッド開発において利益を得ていた種子企業や穀物企業は、農業バイオテクノロジーの形成

においては影が薄い。化学企業優位の理由としては、第一に、種子は改良植物品種の最終商品であるため

に、資本力で優勢な化学企業が1970年代から1980年代にかけて、多くの種子企業を買収し資本傘下に収

めたことが挙げられる。その結果、R＆Dは親会社の化学企業に一本化される。第二に、遺伝子組み替え

技術は、当初、医薬品領域に応用された。多くの多国籍化学企業は、同時に医薬や農薬を製造していた。

従って、それらの企業は、まず医薬品領域で基本的なテクノロジーを学習し、その成果を農業領域で展開

することができた。第三に、バイオテクノロジーの研究成果は、次第に特許（工業所有権）として専有さ

れるようになってきた。化学企業が開発する医薬や農薬の活性成分は、化学構造式によって明確に記述可

能な物質であり、特許による保護が容易であった。DNAは遺伝情報を記号化して生物を記述可能なもの

とするために、化学物質と同様に特許の取得が可能となった。この権利は、従来の植物品種の育種者権に
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くらべると、はるかに権利範囲が広く排他的であったこノそして、化学企業は特許取得競争とその権利の係

争に慣れていたが、種子、穀物、食品などの産業は以前から特許志向傾向が弱かった、つ

ただし、これらの主に化学企業側の戦略や産業構造上の要因に加えて、農業バイオテクノロジーの形成

には、前節で述べたような農業・食料システムの側の構造的要因も関わっていたと考えられる。次に、そ

の間題を論じる。

フォード主義的農業・食料システムの危機との関係

まず、生産性上昇率の長期低落傾向のなかでの信用の拡大、そして国際的な資本の流動化は、ベンチャ

ー企業への資本の流入を容易にするであろう。しかし、株式や金融市場の動態は本質的に不安定であり、

長期的な投資を可能にするものではない。その結果、ベンチャー企業のR＆Dも、市場での資本調達に頼

る限り、〈時間〉との勝負となる。長期的な投資戦略は多国籍企業とのR＆D協力契約に依存するが、財

務状態が悪化すれば容易にM＆Aのターゲットとなってしまう。一方、多国籍企業は、M＆AによってR＆

Dに要する〈時間〉を買う。これらの企業間協力やM＆Aは、遺伝子組み替えベンチャーから化学系多国

籍企業へのバイオテクノロジーの移転を促進した。さらに、種子企業や農業バイオベンチャーの植物育種

に関する局所的な資源や知識も同様にして移転され、ジェネリックな遺伝子組み替え技術と結合された。

すなわち、信用による〈時間の貨幣化〉は、ベンチャー企業と多国籍企業との知識と資本における協力的

関係を促進することによって、バイオテクノロジーのコンフィギュレーション形成を可能にしたと考えら

れる。そして、異なった技術領域の接合においては、高度に多角化した多国籍企業のみが有する、異なっ

た技術的〈空間〉の支配力という無形資産が威力を発揮する。

ただし、く時間の貨幣化〉が局所的な知識をスムーズに結合するためには、知識が記号化され専有され

ることが必要であったと考えられる。本来、局所的なものである知識は、ジェネリックな媒体である文字

言語に翻訳されることで、移転のためのコストと時間が大幅に低下し、非局所的な流通が可能になる［

Nelson＆Winter，1982：82］。遺伝子組み替え技術がジェネリックであるのは、それが全ての生命をDNA

という共通の文字言語に翻訳することを可能にするからである。しかし、それだけでは、知識は公共財と

なり、私的専有は難しい。〈知識の貨幣化〉を可能にするのは、知的所有権とその交換・流通を規定する

制度の状態であり、それらの制度の変化が重要な役割を果たしているであろう。そして、これらの変化が、

フォード主義的農業・食料システムでは不完全であった知識と貨幣との結合（2章3節参照）を、双方向

的なものに変化させ、ポストフォード主義における貨幣、知識、生命、商品の循環を回復するであろう。

農業・食料システムにおいては、図2．1に示したくR＆D・知的所有権システム〉は、ポスト・フォード主

義になって初めて機能することになると考えられる。

次に、農業保護政策をはじめとする国家による調整機能の後退は、新たなレギュラシオンの行為者とし

ての多国籍企業の役割を増強させる。農産物貿易の自由化傾向は世界市場を創出し、R＆Dに投下した資

本を回収する際の「規模の経済」を可能にする。世界市場での寡占化はR＆D投資の増大を可能にし、R＆

D投資に関わる埋没費用の増大は新規参入を困難にして寡占化を促進するであろう。新規参入は技術的優

位のあるベンチャー企業によってのみ可能だが、長期的には〈時間の貨幣化〉によって吸収されてしまう

であろう。既に、1980年代における南米やアジアの新農業国の出現は、食品産業の生産戦略を多様化し、

種子、育種、農薬などの農業資材産業の市場を拡大した。ただし、農薬産業の国際戦略は、農業・食料シ

ステムにおける文脈だけでなく、化学工業の置かれている文脈からも理解すべきである。1980年代後半

からのアジアにおける耐久消費財産業の著しい成長は、それらの原料である化学品（プラスチック、染料、

化学繊維、ゴムなど）の需要を急増させ、多国籍化学企業は1990年代にアジアへの直接投資を一斉に進

めている。農薬部門における直接投資は、そのごく小さな一部を占めるに過ぎない。

さらに、農業保護政策の変化は、一一万で、市場の論理によって〈生産性〉や〈収益性〉を高める誘因を

農民に与え、他方で、減反や転作による農業の〈低投入粗放化〉を奨励する。このダブルバインドは、生

産量を上げずに、生産コストを削減し生産物の付加価値を高めるような、新しいテクノロジーに対する需

要を増大させるであろう。沌STは過剰生産に対する補助金制度を利用することで市場を開拓したが、多

くの農民がrbSTを使用するにつれて利潤が低下するという内的矛盾をはらんでいた。自由市場の下でも

この構造は基本的に変わらず、〈生産性〉の上昇が結局は過剰生産をもたらすために、長期的には生産物
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の価格は下落しく収益性〉は低下してしまうであろう。従って、生産コストの削減だけでは（rbSTのよ

うに短期的な見通しでも開発の誘因になる場合も初期にはあるかもしれないが）、市場の推拝は困難であ

る。そこで、商品の付加価値を高める技術革新が必要になる。

商品の差別化は、消費領域での価値基準の多様化の影響を受ける′〕フォード主義における〈価格〉以外

の諸基準、〈名声・記号〉、〈標準化・規格化〉、〈家事労働の商品化）などに、環境問題が提起する消

費領域での〈公共性〉、〈安全性〉の基準が加わる。除草剤や病害虫に抵抗性の遺伝子を導入した穀物品

種は、「生産性は落とさずに農薬の使用を減らせる」点を強調することによって、新しい価値基準による

差別化を試みている。「日持ちする」遺伝子を導入した野菜は、収穫日の集中、長距離の輸送、仕入れの

大量化を可能にすることで食品加工や外食への利用を容易にして、〈標準化・規格化〉や〈家事労働の商

品化〉に応えるものとなろう。バイオテクノロジーは、これらの多様な目的に対して、遺伝子組み替えと

いうジェネリックな技術によって柔軟に対応することができる。

最後に、農業科学技術者にとって、〈多収性〉がもたらした諸矛盾の解消のために、環境ストレスに対

する〈耐性〉や品質の〈多様性〉を実現する手段として、バイオテクノロジーが強力な武器となったこと

は言うまでもない。もはや、絶滅に瀕している野性種を探し出して、その抵抗性遺伝子を面倒な戻し交配

法によって改良品種に導入する必要はない。細菌やウイルス、動物までもが、植物改良の遺伝子資源とな

り得る。細菌の遺伝子であれば、突然変異の誘発による性質の改良も極めて短時間ですむ。アンチセンス

技術のように、合成遺伝子による制御も可能である。遺伝子親み替え技術は危機に直面していた農業育種

に大幅な自由度を与えるのであり、それが農業領域へのバイオテクノロジーの展開の強力な誘因であった

ことは、前に引用したメアリーデル・テルトンの言葉を待たずとも、疑いのない事実である。

しかし、大学や農業試験場で研究していた農業科学技術者は、バイオテクノロジーの移入に伴なって活

動の場を企業へと移す。バイオテクノロジーの成果としての知識は、上述の知的所有権に関わる諸制度の

変化によって、私的な専有が可能な商品となった。技術領域の媒介物は論文から特許にその比重を移し、

知識はそれ自体で貨幣を生むようになる。ライセンス契約やR＆D強力などの手段によって流動性を増し

た知識は、資本と同様に自己蓄積することが可能となる。この〈R＆D・知的所有権システム〉の出現は、

フォード主義的農業・食料システムの危機とバイオテクノロジーの思わざる出会いと半ば必然的な接合に

とって、やはり外在的でありながら、同時に密接な相互作用を伴うものとして考えることができる。外在

的であるのは、それがより大きな社会経済体制の変化において位置付けうるからである。相互作用を伴う

のは、生命の知的所有権制度の変化に、農業・食料システムの諸行為者の力関係の変化が重要な役割を演

じたからである。以下、3節と4節は、それらの問題を扱う。

3　知的所有権とポスト・フォード主義

いわゆる「情報化社会」についての社会科学の文献では、「情報化」をコンピューターや通信などの狭

義の情報テクノロジーの発達にともなう社会変化として捉えているものが比較的多いように思われる（例

えば、［佐藤、1996］の整理を参照）。しかし、現代社会における「情報」の利用形態の多様化と拡大

は、情報テクノロジーのもたらすコミュニケーションや産業構造の変化という狭い、そして幾分技術決定

論的な概念のみでは十分に把握されるものではないであろう。マクロの情報経済論における日本経済の構

造分析［贋松と大平、1990：142］では、1985年での「情報産業」の総産出額26兆円に対して、それを

上回る97兆円に相当する情報活動が「非情報産業」の組織内情報部門によって行なわれていると推計さ

れている。さらに、組織内情報活動における雇用で近年増加しているものは、研究・開発（R＆D）や経

営管理を中心とする情報の「創造・生産」とその「処理・加工」に携わる職業である［同書：122］。す

なわち「情報化」は、「非情報産業」の組織内R＆Dや経営管理部門において、情報の創造や処理が広範

に行われるようになっていることに最も著明に現われている。ここで、「処理・加工」の増加は「創造・

生産」される情報量の増加に依存すると考えると、重要なのは後者である。しかし、コンピューターや通

信などの狭義の情報テクノロジーは、情報の処理、加工、伝達、流通等を促進することはあっても、R＆

Dの増加を直接誘導するとは考え難い。むしろ、それらのテクノロジー自体オ戦＆Dの生産物なのであり、
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産業組織内のR＆D優位を引き起こした、恐らくは経済的・社会的な要因が、マクロの指標に現われてい

るような「情報化」に関わっているのである。

一方、前述のように、マこュエル・カステルによる「情報資本主義」の定義は、単にR＆Dや経営戦略

としての知識創造が生産性を向上させるということだけでなく、そのようにして創造された知識を更なる

知識の創造に向けて投資することが資本蓄積の原動力となっていることを意味していた。その結果、知識

を産み出す知識としての情報は、自己産出して自らを蓄積する財となり、資本に準じる役割を担うことに

なる。すなわち、情報は、多くの「情報化社会」論で言われているように公共財として社会のインフラス

トラクチャーを形成するというよりは、むしろ私的に専有され自己蓄積をもたらす資本として働くと考え

られた。このような「情報資本主義」を形成する要因として、知識の生産を特徴とする広義の情報テクノ

ロジー（全ての知識集約型テクノロジーが含まれる）の隆盛と、企業間の新しい関係性としての「ネット

ワーク」の形成があるとされる［castells，1996：168－172］。しかし、情報が「ネットワーク」において

自己蓄積し、それが資本蓄積をもたらすメカニズムについては、カステルは必ずしも明確に示していると

は言い難い。そのようなメカニズムが作動するには、私的専有を前提に知識が流通・交換される「市場」

のような社会関係の存在が想定される。これが、2章3節で定義した〈R＆D・知的所有権システム〉であ

る。このシステムは、技術領域における知識の生成と経済領域における貨幣の蓄積とを媒介する、制度や

規範の総体である。これら制度や規範は、情報テクノロジーや「ネットワーク」の社会的形成の基盤とな

る一方で、それらの社会的形成にともなって実体化されるものでもあると考えられる。

R＆D■知的所有権システム

くR＆D・知的所有権システム〉の概念を考えるに当たって、はじめに「テクノロジー市場」に関する

新古典派経済学の議論とそれに伴う経済政策の変化、およびそれらに対する批判を概観しておくことは有

益であると思われる。テクノロジーに対して市場概念が適用されるためには、それが基本的に公共的な性

質をもつ情報財である点が問題となる。主要な問題は、情報財の買い手はその財についての情報を事前に

知ることができないが（情報の非対称性）、かといって知ってしまえば買う必要はなくなる（情報の非専

有性）というジレンマであろう。これは、情報創造の社会的費用の問題においては、情報普及における資

源配分上の静的効率と情報創造者のインセンテイヴに関わる動的効率との対立の問題となる。知的所有権

（特許、著作権、ノウハウ等）は、一時的な独占的専有権を与えることによって、このようなジレンマを

一応解消する制度とされる。1980年代の米国の経済政策に影響力のあったシカゴ学派は、この制度を前

提にして「テクノロジー市場」を「互いに競合する技術の集合体」として把握した［村上、1990：

184－193］。そこでは、特許やノウハウのライセンス契約を行う際のロイヤルティ（特許料など）が5～

10％上昇したときに、ライセンス購入者が導入を変更する一連の技術の集合について、当該技術の市場

範囲が画定されていた。

しかし、リチャード・ケイヴスら［caveseta1．，1983］の1980年代初期における実証的研究によると、

知的所有権ライセンスの市場性は、（1）テクノロジーの売り手と買い手の数が少ない上にライセンス売買

以外の選択肢（直接投資や貿易など）が有り得ること、（2）依然としてテクノロジーの経済的有用性が買

い手には不確実であること、（3）取り引き費用が無視できないこと、（4）情報の不完全性とそれに伴う機会

主義的行動が起こりうること、などの点で不完全である。理論的にも、R＆D投資は埋没費用（2）であっ

て新規参入者にとっては障壁となることから、その生産物であるテクノロジーの市場は必然的に不完全競

争に基づく自然独占となるとされる［stiglitz，1994：140「142］。

1970年代を通じての生産性上昇の鈍化は、不完全な市場性の故にテクノロジーの効率的生産を誘導す

ることができなかったためである（「市場の失敗（rTurketfaliure）」）、との認識を工業化諸国に生じ

させた。その結果、1980年代における、国家による様々なR＆D推進政策が正当化された［Link＆Scott，

1996］。加えて、70年代までの日本経済の成功とアメリカの競争力の相対的低下も、この認識に基づく

政策転換に影響を与えたであろう。すなわち、アメリカの経済学者や行政担当者は、テクノロジーの市場

は新古典派的な均衡市場の原理では成り立たないのであり、制度的な国家介入を必要とすると考えた。米

国での競争政策と知的所有権制度に関する政策転換は、税制度、補助金、国家研究プログラム等と並んで、

その重要な一部であった。例えば、19世紀末に巨大企業の成立を機に制定された反トラスト法（日本の
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独占禁止法に相当）は、ライセンスや販売等の契約時における供与者の被供与者に対する制限条項（抱き

合わせ、グラントバック、再販価格制限、競争品取扱制限など）を鋭利しており、それによって効率的な

資源配分をもたらす適正な競争が可能になると解釈されてきた．。しかし、1980年代初期になると、市場

における長期的な競争均衡の存在を仮定するシカゴ学派や参入障壁を過小評価して潜在的競争を強調する

「コンテスタブル市場」理論の影響下で、反トラスト法の緩和が提唱される［稗貫、1994：254－284］。

これらの理論からは、競争政策は本質的に不必要かまたは有害であるとされた。その結果、反トラスト法

訴訟の法廷では、契約時に制限条項を課した企業の弁護のために経済学者が動員され、反トラスト法規制

は動的な生産効率が上昇する場合に限り適用すべきだとする議論を展開した［sLiglitz，1994：n9］。

見すると奇妙なことだが、「市場の失敗」は、市場の競争誘導力に強い信頼を措く理論を持ち出すことに

よって、競争政策を無力化して垂直的統合や企業間協力を促進する政策をとらせたのである。

さらに、ライセンス等のテクノロジー売買の商品である特許そのものの成立も容易になった。アメリカ

の特許侵害訴訟判決における特許の無効化率は、1950～70年代では60～80％であったものが、80年代

には30～40％に低下していた［村上、1990：23－26］。この変化も、特許の権利主張に対する反トラスト

法適用の複やかな解釈に基づいていた。同様にして、ライセンスを伴わないジョイントベンチャーなどの

企業間技術協力も、反トラスト法の見地からは違法ではないことが、1980年のアメリカ司法省の指針と

して発表された。そして84年には、NatiomlC00PerativeResearchAct（NCRA）が研究ジョイントベ
ンチャーの形成を促進する目的で制定され良好な結果を得たことから、その後も適用範囲を拡大する方向

にある［Link，1996］。ヨーロッパにおいても、1984年から始まったESPR【T（EuropeanStrate由C

Pr喝ramn℃forReseardaIdDevel甲rrentinInforrrntionTednd聯）、85年からのEurekaなどの研究
協力プログラムが、ECやEFTAの主導のもとで企業、大学、公的研究機関相互のR＆D協力を推進した［

Dodgson，1993：87－91］。そして、これらの施策は、後述する産業組織の形態変化に影響する制度的要因

となったと考えられる．。但し、競争政策や支援政策は国家や地域によってかなり多様なものであり、異なっ

たR＆Dの社会的制度の存在が想定される。

以上の経緯から、知的所有権のライセンスによって画定される技術の集合体としての「テクノロジー市

場」は、不特定多数の潜在的な売り手と買い手が競争するという一般的な意味での「市場」とは言い難い

ことがわかる。行為者となる少数の独占的企業も、国家や超国家機関の主導のもとで、競争よりもむしろ

協力を通じて、特定のテクノロジー領域の個々の技術相互間の交換や結合といった関係を構築すると考え

られる。このときに、上述のようにして強化された知的所有権は、公開・専有されて私的情報財の単位と

しての個々の技術の境界を画定し、製品市場や貿易における垂直的競合の基盤として（資本のように）機

能することによって、異なった技術相互の関係の構築に寄与するであろう。ここで、広義の情報テクノロ

ジーによって文字言語化された知的所有権の場合、暗黙知として表わされるようなノウハウなどの技術の

場合に比べて、技術の交換や結合を行う際のコスト障壁が低くなっている［Nelson＆Winter，1982：82］

という点も重要である。そのような交換や結合の結果として、技術相互間関係のマクロな表現としての

「支配的なデザイン」や「技術・経済パラダイム」［Freeman＆Perez，1988］が生ずることになると想

定される。このような意味で、「市場」とは異なるくR＆D・知的所有権システム〉は、以下のような特

徴をもつ。

すなわち、〈R＆D・知的所有権システム〉は、技術的知識と貨幣を媒介物とする社会関係を規定する、

制度や規範の総体である。この社会関係の行為者は、技術領域における科学技術者、および経済領域にお

ける企業と国家である。知識は、主に知的所有権（特許のみならず、非公開のノウハウなどに関するトレ

ード・シークレットも含まれる）として流通する。企業や国家は、組織内R＆D投資、ライセンス取引、

M＆A、協力的R＆D契約、公的研究プログラムなどによって、これらの知的所有権と貨幣とを媒介する。

この媒介の様式を規定する制度や規範が、知的所有（財産）権法、競争法（反トラスト法や独占禁止法）、

それらの運用時の規範や判例、R＆D優遇税制度、補助金、そしてそれらの制度やR＆D協力における行為

者の信頼などであるし）1970年代のフォード主義的蓄積の停滞を、工業化諸国が「市場の失敗」と解釈す

ることによって、また、フォード主義的好循環の消滅への対応として多国籍企業が生産拠点を途上国へ移

転させたことに伴う製造の世界化に対して、工業化諸国が国際競争力を維持するための戦略として、これ

らの制度（知的所有権法、競争法、その連用など）は知的所有権の保護と流通をより円滑にする方向に変
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えられたこノ　この変更が、本格的に機能する　〈R＆D・知的所有権システム〉の形成の一一一つの要因となるこ、

しかし、それ以外にも、テクノロジーの構造的要因や諸行為者の規範的要因も、複雑な相互作用を適して

関与していたと考えられる。

〈R＆D・知的所有権システム〉　において、知的所有権は企業や国家による売買や協力関係を通じて交

換・結合される。この交換・結合の進展は、テクノロジーの相補性とそれに対応する組織の協力的行動と

関係があると考えられる。前節で論じたように、バイオテクノロジーを含む広義の情報テクノロジーは、

異なった技術分野にまたがるコンフィギュレーションとしての性質を持っていた。パーティンとワイアッ

トの特許のライセンスについての調査によると［Bertin＆Wyatt，1988：66▼77］、多国籍企業のライセン

ス売買は、関連会社間や他の多国籍企業同士で最も多く行われており、地域的企業や低開発国の企業への

供与は少なくなっている。そして、特許戦略を重視する業種（薬品、エレクトロニクス）ほど、R＆D能

力を持つ企業へのライセンス供与を望んでいたrJさらに、多くの企業は、供与した特許の改良技術に対す

る権利主張（グラントバック）を契約条項に付加していた。別の研究においても、特許を多く所有する企

業ほど、R＆D協力が活発であることが認められている［Arora＆Gambal－deHa，1990：373］。すなわち、

多国籍企業のライセンス取引の目的は、ロイヤルティ（特許料）の獲得にあるのではなく、異なったテク

ノロジーの蓄積と接合にあると考えられる。また、ライセンス売買に限定されない、より広い企業間技術

協力（ジョイント・ベンチャー、研究協力、ジョイントR＆D契約、クロス・ライセンスなどの技術交換、

直接投資、顧客関係、一方向的技術移転）を調査したハーケドールンら［Hagedoorn＆Schakenraad，

1990：9－13］も、狭義の情報テクノロジーやバイオテクノロジーにおいて特に顕著な技術協力の要因とし

て、異った技術分野間の相補性の問題が重要であることを示している（バイオテクノロジーでは、ジョイ

ントベンチャー設立の18．7％、R＆D協力の38．1％が技術的相補性の動機による）。すなわち、コンプイ

ギュレーショナルなテクノロジーの性質に対応しようとする企業の行動は、R＆D協力における行為者の

信頼関係を形成するとともに、ライセンス取引の誘因を増大させ、〈R＆D・知的所有権システム〉を形

成する規範的要因の一部をなしていたと考えられる。そして、それは知的所有権法や競争法などの制度的

要因にも影響を与えたであろう．。

情報テクノロジーおよびrネットワーク」との関係

狭義の情報テクノロジーやバイオテクノロジーにおいて、企業、大学、公的研究機閲などの間での「ネッ

トワーク」のような協力的なR＆D活動が1980年代から増加してきたことは、既に多くの研究が示してい

る通りである［Mowery＆Rosenberg，1989；Arora＆GambardeHa，1990；Hagedoorn＆SchakeIlraad，

1990；Dodgson，1993など］。新古典派の経済理論に基づき、R＆Dの成果を非専有的な公共財であると

考えると、当然その創造のインセンティブは低い（「市場の失敗」）。そこで、国家を含む組織間のR＆

D協力によって、当初から公共財として情報の創造を行うべきだという議論になる。これが、〈R＆D・知

的所有権システム〉の形成に寄与した、1980年代以降の協力促進政策の一つの理由であった。この政策

転換は、組織間R＆D協力が増加する直接的な制度的要因となったであろう。

新古典派の理論では、企業の側も自社単独のR＆Dによって専有の困難な情報財を創造するよりも、他

の組織と協力して創造するほうが安上がりでリスクも分散されることから、R＆Dにおける協力的な行動

が説明される。しかし、モウリーとローゼンバーグ［Mowery＆Rosenberg，1989：6－7，240］が指摘して

いるように、R＆Dの成果は必ずしも低コストで獲得できる非専有的な公共財ではなく、その成果を応用

するには相応の自社内の技術的基盤が必要とされる。従って、協力的なR＆Dと自社内R＆Dは相補的なも

のである。さらに、「市場の失敗」の理論は、自社内R＆Dが協力的なR＆Dよりも歴史的に優勢であった

事実を説明できない。むしろティース［Teece，1988：258－277］が論じているように、協力的なR＆Dで

は情報の取引に幾つかの問題点（コスト予測不能性、漏洩、特定技術への執着）があり、逆に自社内R

＆Dでは技術革新の累積的効果や他部門（製造、営業）との連携による総合的効果も期待できることから、

R＆Dは内部化されているほうが合理的なのである。それにも拘わらず、近年の情報テクノロジーにおい

て行為者側に協力的な行動を引き起こす要因が、説明されなければならない。

まず第－に、くR＆D・知的所有権システム〉における知的所有権の強化は、技術革新者の優位性を確

保し模倣著聞の競争を弱めるため、ライセンス取引などのR＆D協力を増加させるであろう。特に、バイ
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オテクノロジーの初期のように、既存市場（医薬品）の外部（大学）に発生したベンチャー企業が強力に

保護された未知の技術の特許を有する場合、既存市場の企業はライセンス購入や協同R＆D契約によって

新しいテクノロジーへのアクセスをはかることになる。第二に、本章1節で取り上げたフォード主義の危

機における金融の不安定化と信用の拡大は、企業が短期的な収益性を追及する傾向を促進し、自社内R＆

Dへの地道で長期的な投資よりも、社外への大規模で短期的なR＆D投資を選好させるであろう．。この対外

投資は、その他の条件（知的所有権や財務状況）に応じて、吸収合併による内部化となったり、株式の部

分保有を含む協力的R＆Dとなったりするであろう。第三の要因として、前述した情報テクノロジーのコ

ンフィギュレーションとしての性質が挙げられよう。．異った技術分野間の相補性は、企業の協力的R＆D

の誘因となる。強力な知的所有権を保有した遺伝子組み替えベンチャーも、その技術の商業化においては、

既存市場の企業と開発・販売の提携関係を結ぶことが必要であった。結果として生じた「ネットワーク」

は、これらの要因によって構造化されているだけでなく、協力的R＆Dと相補的な自社内R＆Dや既存市場

の支配力のような企業の無形資産を前提とする。従って、これらの「ネットワーク」は、参入障壁の高い

寡占的・閉鎖的なものとなる。

同様にして、今度は、コンプイギュレーショナルな情報テクノロジーの形成を、〈R＆D・知的所有権

システム〉の下での、組織の協力的なR＆D活動の結果として説明することも可能である。広義の情報テ

クノロジーは、情報化、すなわち流通可能な文字言語化された知識を創造することによってジェネリック

な技術となり、他の局所的な知識を結び付ける性質を本来的に有するであろう。しかし、文字言語化され

た知識の流通は、〈R＆D・知的所有権システム〉によって初めて保証される。そして、それがコンフィ

ギュレーションを形成するには、組織の戦略的な行動としての協力的R＆D活動が必要であった。

すなわち、広義の情報テクノロジー、「ネットワーク」、〈R＆D・知的所有権システム）の三者は、

それぞれ、知識の文字言語化によるジェネリックな性質、「市場の失敗」を解消するための協力促進政策、

同じく知的所有権強化政策、などの直接的な要因によって個別に形成されただけでなく、それら三者が相

互に影響を及ぼし合いながら、コンフィギュレーションとして生成してきたものと考えられる。そして、

その背景には、生産性上昇率の低下、製造業の非工業化諸国への移転、金融の不安定化と信用の拡大、な

どのフォード主義的蓄積の停滞の諸相が反映しているであろう。従って、農業・食料システムにおける〈

R＆D・知的所有権システム〉の形成は、以上の世界経済全体としての傾向のなかに構造化されている側

面を有する。しかし、一方では、生命を対象とすることの固有の問題、および農業・食料システムが形成

されたの歴史的条件とも関係している。それを次節で論じる。

4　生物特許の発生　－植物育種者権から工業所有権へ　－

人為的に改変した生物が商品化されるようになると、生物が知的所有権の対象になり得るかという問題

が発生した。これは倫理的な考慮に基づく問題ではなく、特許制度の歴史的な背景に基づく「技術的な発

明」や「産業上の利用」といった概念の定義に関わる問題である。すなわち、最初の特許法はイングラン

ドで1623／24年に、次いで1790年にアメリカ、1791年にフランスで成立したが、これは17世紀の科学

技術革命および18世紀の産業革命の時代に相当する。特許の対象は、これらの時代の科学技術の状態か

ら境界設定される「技術的な発明」に限定され、「産業上の利用」を前提とするものであった。従って、

「産業上の利用」を前提としない科学上の発見や、「産業」＝Hi適岱tヴ’＝「工業」ではなかった農業分

野の発明は19世紀になっても特許の対象とはみなされなかった［Beiereta1．，1985：18←19］。このように、

テクノロジーの状態、諸社会集団がその利害関心からテクノロジーとその成果物に与える定義、そしてそ

れが実体化された制度の三者は相互に影響を与えあって形成されると考えられる。従って、農産物が特許

の対象となるときには、農業が工業化されて利害集団も変化し、工業と農業の区別が曖昧となっているで

あろう。以下では、生物の知的所有権の制度的手段が植物育種者権から工業所有権へと移り変わる歴史的

経緯を概説し、その変化の社会的要因を利害集団や国家戦略の観点を中心に検討する。

植物育種者権
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農産物に対する最初の所有権主張がなされたのは、1833年に教皇庁によるものであったが、成功はし

なかった．その後1873年に、パスツールが「器質性疾患細菌に侵されていない酵母菌」の特許を、米国

政府から取得した。ただし、この「酵母菌」は純然たる工業技術上の発明とみなし得るものであろう。、

1883年にはバリ条約が定められ、工業所有権（＝特許）保護の国際的な枠組みができ上がった。この条

約では、対象を工業製品に限定せず、ワイン、穀物、果物、家畜などの農業製品も含めることが付属議定

書に盛り込まれていた［相澤，1994：38］。しかし、生物、特に植物が特許で保護できるかどうかについ

ては問題を残していた。1904年のフランスの果物育種会議では、特許法とは異なる「特別法（sHf

generissystem）」によって独自に権利保護を行うべきかどうかの議論がなされている［Rai．1994‥218］・。

1930年には、アメリカで「植物特許法」が成立した。これは、工業生産物における特許法とは別の法規

が必要であると判断したという点で、一種の「特別法」である。ヨーロッパにおいても、1933年にドイ

ツで農作物の権利保護法が成立したのを皮切りに、各国で種苗に関する法律が制定された。これは、種苗

の販売額のうちの一定額を、植物育種者（新品種の開発者）に払うことを定めたものである。1938年に

は、「植物品種保護のための国際植物育種者協会（AsscdationInternationeledesSeledion肥tuSPOurla

ProtectiondesObtentionsVegetales＝ASSINS王L）」が結成され、植物育種者すなわち種子会社の権利
を確保する法律の制定に向けヨーロッパ各回政府に対して圧力を糾すていく［ibid：219］。ASSINSELの

母体は、国際種子業者連盟（FIS）および国際種子検査協会（ISTA）などの種子会社の団体で、1920年代

から植物の特許並みの権利保護を求めて活動してきていた［Mooney，1979＝1991：70－71］。

ASSfNSELのロビーにより、1958年に植物育種者権に関する国際会議がフランスで開催されたが、種子

会社の意図は「（工業所有権に関する）パリ条約の枠内で植物発明を保護することに反対であるものでは

なく、パリ条約の枠内における植物の国際的な保護が困難であると考えられたから」であった［相澤，

1994：39］。しかし、この国際会議はフランス政府の主導によって各国の農業省の代表を招待しており、

種子規制と品種保護制度との調和や特許法の原則の修正の必要性が議題に盛り込まれ、植物品種の保護を

農業問題として特許法から切り離そうとする目的で開催されたものであった［ibid：40］。第二次大戦後

のヨーロッパは、マーシャル・プランによるアメリカの農業援助に依存していた時期が長く、農業の近代

化と効率化が重要な国家的課題となっていた。そこで、植物品種の改良を促進するためにも、育種者権の

保護は政策的に必要であった。ただし、特許法の原則では、保護されている植物品種を利用して新たな品

種を育成する場合にもライセンスが必要となる。これは、公的育種研究機関やアメリカの種子産業に対し

て権利的に弱い国内の営利育種者にとっては重大な負担となり得るであろう。従って、植物育種者権に関

する国際会議には、種子の商品化を完全なものにしようとする種子企業の経済的動機と同時に、ヨーロッ

パの農業と農業研究を保護する政治的意図も含まれていた。その結果1961年に、植物に関する発明は特

許法での保護が適当でない点を強調し特許法との二重保護を禁止した、UPOV（UnionIr＊ernatiornlpour

desObtentionsVegetales）条約が締結された。このUPOV条約の考え方は、その後に成立したストラス

ブール条約やヨーロッパ特許法にも受け継がれ、1991年のUPOV条約改正まで生物を特許の対象から除

外した。アメリカは1970年に対応する国内法として植物品種保護（PVP）法を制定し、二重保護規定を

留保した上で1980年に同条約に加盟した。日本もUPOV条約への加盟を前提とした種苗法を制定し、

1982年に同条約に加盟した。これらの「特別法」としての国内法は、営利育種者が保護されている植物

品種を利用して新品種を育成する権利、および農家が自家採種する権利（「農家特権」）を認め、保護植

物に対する権利侵害行為から除外されている点が注目される。当然ながら特許法では、これらの行為は特

許権の侵害となる。このように特許法と比べると権利範囲の狭いUPOV条約であったが、種子の商品化を

推進しただけでなく、国際的な権利保護の枠組みを作ることによって、国内向けの小規模な種子企業の穀

物、種子、化学などの多国籍企業資本による競合を誘導した［Kloppenburg，1988：147－150］。そして、

この化学系資本による統合が、今度は工業所有権の適用へと向かわせる一因となったと考えられる。

工業所有権

一連の「特別法」によって植物育種者権が工業所有権から区別された結果、特許法側の解釈においても

特定の生物を発明の対象から除外する国家や地域が現われる。ヨーロッパの特許制度の統合を目的とした

1963年のストラスブール条約において「植物または動物の品種、および植物または動物の育成のための
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本質的に生物学的な方法1は特許権付与の対象から除外する（但し徴生物学的方法またはその生産物には

適用しない）旨が合意され、1973年のヨーロッパ特許条約の53条bに成文化された［Beiereta十1985：

28－29］。また、ほとんどの非工業化諸国はUPOV条約の締結国ではなく、アルゼンチン、チリ、韓国（

1994年時）などを除くと「特別法」を有しない上に、動植物を特許保護の対象から除外している。アメ

リカにおいても1985年までは、植物特許法、UPOV条約に基づくPVP法、および特許法の三者の関係が不

明確であったために、特許法による保護が見合わせられていた［Kloppenbtlrg，1988：263］。日本でも特

許法の条文に動植物を除外する規定はないが、UPOV条約に基づく種苗法との関係に問題点を残していた。

しかし、1980年代になると、生物関連発明に関する特許法の解釈が徐々に変化する。当然ながらこの

変化は、前章で論じたような、特許法による知的所有権強化の潮流において理解すべきである。まず、

1980年の米国連邦最高裁によるチャクラバティー（Chakrabarty）判決において、遺伝子操作によって

石油を分解する機能が付与された細菌の特許が認められ、生物が特許の対象となることが初めて示された．。

同年には、米国特許商標庁により、コーエンとポイヤーの遺伝子組み替えの基本的技術の特許も認められ

た。次に、ヨーロッパ特許庁は1983年のチバ・ガイギー審決で、化学的処理によって農薬への抵抗性を

高めた植物種子の特許を認めた。これは、前述のヨーロッパ特許条約53条bは植物「品種」のみを除外す

るものであって、その上位概念である「種」や「属」あるいは「植物」といった権利主張を排除するもの

ではないと解釈したものである［通産省産業政策局知的財産政策室．1992：23，113－114］。ここにおい

て、分離していた植物育種者権と工業所有権は統合への第一歩を踏み出したことになる。この解釈は

1989年のラブリゾール・ジェネティツクス（LabrizoIGenetics：化学企業ラブリゾールのバイオ研究部門）

審決でも踏襲され、動植物の除外規定は狭く解釈されるべきであるとする実務方針がほぼ確定する［玉井，

1993：10O］。さらに、1985年の米国特許商標庁によるヒバード（Hibberd）審決も、モレヰエラー・

ジェネティツクス（MolecularGenetiG）というベンチャー企業に、組織培養で選別したトリプトファン

（アミノ酸の一種）の多いトウモロコシ品種の培養組織、種子、生物体の全てに関する特許権を与えた。

特許商標庁はこの審決で、植物特許法やPVP法の規定は植物を特許法による保護の対象から除外するもの

ではないことを明言した［Kloppenburg，1988：263；神津，1993：112－114］。1985年に日本特許庁も初

めての植物特許として、染色体数が5倍性の薬用ヨモギの権利を日本新薬に与えた。動物についても、

1987年に米国特許商標庁長官は、動物を含む全ての生物が特許の対象となることを発表した。そして、

同庁は、ハーバード大学の出願した癌遺伝子親み替えマウスに特許を与えた。ヨーロッパ特許庁の審査部

は当初、ヨーロッパ特許条約の53条bに基づいてこの特許を拒絶したが、技術委員会によって差し戻され、

1992年に特許として成立した。同様に、日本でも1993年に公告となった。この動物特許はアメリカの化

学企業デュポンにライセンスされ、この「痛になりやすい実験用マウス」は「オンコマウス（Onco

Mot配TM）」という商標名で市販されている。以上の判例の固定化の経緯において注目される点の一つは、

関係する企業がUPOV条約の推進主体とは異なる化学系多国籍企業やベンチャー企業であったことである。

このような生物の知的所有権化の流れの中で、WIPOも「各国における将来の立法および運用について

の指針を与えるため」に、「バイオテクノロジー発明と工業所有権に関する専門家会議（WIPOバイオ専

門家会議）」を1984～1988年に4回開催した。同会議は最終的に「物、方法にかかわらず、植物、動物、

微生物、またはその品種もしくは菌株に関するというだけの理由では特許保護の対象から除外されない」

という保護の有効性に関する解決案をはじめ、種々の勧告を行った［通産省産業政策局知的財産政策室，

1992：19］。この会議には、各国特許庁の官僚のほか企業団体も参加して圧力をかけていた。例えば、

上記の解決案文のなかで「またはその品種もしくは菌株」という文言は、米国代表団、ICCやUNICEなど

の財界団体（4）、国際医薬品製造連盟（tFPMA）、ヨーロッパ製薬工業連盟（EFPIA）、世界農薬工業連盟

（GtFAPから現在はGCPFに改称）、国際工業所有権協会（AfPPr）、日本特許協会OpA）などが主張し、

フランス、西独（当時）、スイス、ソ連（当時）、英国代表団およびUPOV、ASSINSEL．国際園芸協会

（AtPH）などの反対意見を押し切って成立させた［森山ら，1989：843］。この文言は植物育種者権を工

業所有権に実質的に統合し、ヨーロッパ特許条約53条bを狭義に解釈させる内容を持つ。すなわち、植物

育種者権から工業所有権への保護手段の変化は、種子・園芸企業から医薬・農薬企業への主要利害集団の

変化と対応していることが理解される。因みに、JPAの代表として出席したのも、武田薬品（医薬・農薬）

と住友化学（化学・農薬）の特許担当者であった。付言すると、日本の産業界にはJPA以外にもバイオテ
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クノロジーの特許保護を推進する通産省の外郭団体（知的財産研究所、バイオインダストリー協会など）

があるが、一方では種苗法を権利拡大によって温存しようとする農水省の外郭団体も存在し、両省の縄張

り争いもこの間蓮に絡んでいる。しかし、化学・医薬・農薬系企業が圧倒的にバイオテクノロジーにおけ

る技術的優位にあることから、WIPOの場合と同様に特許法による保護への傾斜は明白である。

このような特許法擁護派企業の攻勢によりUPOV条約も改正を迫られることとなり、1991年のジュネ

ーブ外交会議において改正UPOV条約が採択された。主要な変更点は権利範囲の大幅な拡大であり、新品

種の育成者の権利が種苗およびその収穫物や製品にまで及ぶことになった。また、改正前の1978年条約

では「農家特権」が認められていたが、改正しrPOV条約においては「植物育種者権所有者の利益を損なわ

ない合理的な範囲において」のみ認められることとなった。一方、育種者による新品種開発資源としての

種苗の使用は、改正前と同様な除外規定によって自由に行うことが認められた。全体として改正後の植物

育種著権は、特許法による保護の基本原則ににかなり近づいたと言えよう。さらに重要な変更点は、特許

法との二重保護を認めたことである。すなわち、ヨーロッパ特許法のように、植物育種者権で保護され得

ることが工業所有権による保護から除外される理由にはならなくなった［江頭，1991：34－35］。ここに

おいて、植物育種者権と工業所有権の分離の時代は一応終焉する。今までのところ、対象とする植物につ

いて植物育種者権と工業所有権をどのように使い分けるべきかの基準は存在しない。しかし、特許法のほ

うが権利保護の範囲が広く出願手続きも簡便であるというだけでなく、遺伝子組み替え技術を中心とする

バイオテクノロジーが特許法に連合的に発展した経緯からも、バイオテクノロジーによる植物新品種は工

業所有権によって保護されるケースが一般的となっている。
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（t）1960年代までのフェデラル・ファンド（中央銀行に預け入れる準備金の銀行間での貸付）、譲渡可

能定期預金証書（CD）に加え、i一口ダラー憤、コマーシャル・ベーパー、MMCなどの債務手段の多様

化によって、銀行は自らが借り手となるとともに、債務管理権限を強化した。

｛211989年にEC農業理事に就任したアイルランドの前蔵相R．マクシャリー（Ma〔Sharry）が主導して

1991年に提案したCAPの抜本的改革案が、加盟国間での検討の後、1992年に裁定されたもの（〕アメリカ

の輸出関心の高い穀物、油糧種子（菜種）、豆類などを中心に価格市場制度改革を行った。しかし、最も

保護の手厚い酪農部門については改革は先送りされた。この改革の詳細については、渡辺h994］の包

括的な記述と分析が有用である。

制シュレディンガ一によると、「暗号の縮図」としての遺伝子は、「高度の秩序を持つ原子結合体で、

その秩序を永続的に維持するに足る十分な抵抗性を備えたもののみが、考えられる唯一の物質構造のよう

であって、そのようなものならば、小さな空間的境界の内部で複雑な体系をなす「決定要素」を体現しう

るような、さまざまな（異性体的）原子配列を可能にします」［schrddinger，1944＝1951］。

（4）ICC＝InternationalChamberofCommerce；UNICE＝UnionofIndustrialandEmployer，sconfederationof

Europe；tFPMA＝InternationalFederationofPhar・maceuticalManufacturer・sAssociation；EFPIA＝European

FederationofPharmaceuticalhdustries’Association；G【FAP＝GroupofNationalAssociationsof

Agrochimiques；GCPF＝GlobalCropProtectionFederation；AIPPr＝InternationalAssociationofhdustrial

Property；AIPH＝InternatioIlalAssociatioIlfotHoriticulturalProducers．
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5章　生物特許の構造と分析

4章では、バイオテクノロジーが農業部門に展開し、生物特許という概念が成立してくるまでの経緯を

概観した。この変化は、フォード主義的蓄積体制の危機が、農業・食料システムにおいても危機的状況を

もたらす一方で、工業部門においては知識集約的な広義の情報テクノロジーが形成する環境を作り出し、

「知識＝貨幣」の関係（図2．1）を制度化・規範化するくR＆D・知的所有権システム〉を整備したことを

背景としている。バイオテクノロジーの主要な起源である分子生物学の発生は、（勿論それ自体として社

会的文脈において語ることは可能であるが、）フォード主義的蓄積体制や農業・食料システムにとっては、

「思わざる発見」であったと理解される。しかし、それが現在のようなバイオテクノロジーとして展開し

てゆく上では、上記のような環境が重要な役割を果たしたであろう。すなわち、分子生物学の産業への応

用は、信用拡大下のアメリカで大学からベンチャー企業を発生させ、危機に対する多国籍企業の主体的戦

略と結び付いて医薬領域のバイオテクノロジーを形成した。そして、医薬・農薬部門を併せ持つ化学系多

国籍企業によって農業領域へと移転され、農業・食料システムに〈R＆D・知的所有権システム〉と生物

特許を出現させた．。

本章では、農業・食料システムにおけるその後のバイオテクノロジーの展開過程を、これらの生物特許

の分析を通して検証する、。まず1節において、基本的な遺伝子組み替え技術が生物特許の出願パターンに

どのような影響を及ぼし得るものであったかについて考察する。これは、図2．1における技術領域内部で

の、「知識＝生命」の関係から由来するテクノロジー形成の側面である。つまり、既存技術を巡る社会関

係の歴史的拘束性や生命の物質的拘束性が、農業テクノロジーの展開可能性や生物特許の構造をどのよう

に規定しているのか、という問題である。次に2節で、「知識＝貨幣」の関係を媒介する実際の生物特許

を、1986年～1995年の10年間についてサーベイし、出願主体の属性、周いられる技術の類型、商品化の

目的の類型、などについて計量的な分析を行う。ここでは、技術の類型と商品の類型が出願主体（行為者）

によってどのように接合されているかをパターン化することが主要な目標である。そして、それらの技術

一行為者叫商品の接合パターンについての結果を、主として4章で論じたフォード主義的農業・食料シス

テムの危機と化学系多国籍企業の戦略との関係から解釈することを3節および4節で試みる。すなわち、3

節および4節では経済領域での「貨幣S商品」関係および技術領域での「知識＝生命」関係がどのように

して接合されるのかについて、特定の生物特許の類型に別して具体的に考察することを目指す。

1生物特許の構造と農業バイオテクノロジーの展開

テクノロジーの展開過程は、商品の生産と消費や〈R＆D・知的所有権システム〉を介した経済領域と

の相互作用の影響を受けるが、当然のこととして、技術領域内部の社会関係および技術対象の物質的性格

も反映される。技術領域内部の社会関係は、論文、学会、特許などの技術領域に特殊な殊介物の流通を通

して、特定の技術や理論が支配的となって行く過程である。一方、やはり技術領域の媒介物である技術対

象（ここでは生命）の物質的性格は、前者の過程に一定の限界や方向性を与えるであろう。本研究は、技

術領域と経済領域との相互作剛こ重点を置くが、生物特許の構造を把握するには、技術領域内部での展開

過程を概観することが有益である。そこで、この節では、農業バイオテクノロジーにおいて主要な位置を

占めていると思われる基本的技術について、その特許や関連する論文のテキストを中心に分析を行う。そ

して、その基本的技術とその特許が、技術領域内部の社会関係や技術対象の物質的性格を通じて、技術展

開の道筋にどのような影響を与えたかについて論じる。

コンフィギュレーションとしての農業バイオテクノロジーの性格については、既に4章で大まかに論じ

た。そこでジェネリックな位置を占める技術は、遺伝子親み替えであった。遺伝子組み替え技術は、局所

的な植物育種技術や動物育穫技術と接合し、双方が互いに連合的に変容することによって、コンフィギュ

レーションを形成した。生物特許はこのようなコンフィギュレーションを前提として出願されることにな

るが、そのコンフィギュレーションも生物特許を含む技術領域内の媒介物の流通によって変化する。従っ
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てここでは、生物特許が出現した時期における遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションを明らかに

して、その成立と変化に影響を与える要因を確定することが重要である。

議論を簡単にするために、はじめに植物における遺伝子組み替え技術の大雑把なコンフィギュレーショ

ンの例を示しておく（図5ユト。この配置は、コーエンとポイヤーが1973年に開発した微生物の遺伝子組

み替え方法の構造を、そのまま受け継いでいる。すなわち、（‖「キメラDNAJの作製→（2）発現ベクター

への挿入→（3）細胞への導入→（4）遺伝子導入細胞の選択、を基本骨格とする。ここで「キメラDNA」とは、

複数の異なった生物由来のDNAを継ぎ合わせたDNAのことで、ギリシア神話の怪物「キマイラ」（ライ

オンの頭、羊の胴体、蛇の宅を持つ）から由来する名称である。キメラDNAは、基本的には、（a）プロモ

ーター配列（遺伝子発現を調節するDNA配列で、多くの場合ウイルスやプラスミド由来）、（b）目的遺伝

子、（C）選択マーカー遺伝子（発現した細胞を選択するための薬剤耐性遺伝子のDNA配列で、植物や細菌

に由来する）、（d）ターミネーター配列（遺伝子発現の終了を指示するDNA配列で、多くの場合ウイルス

やプラスミド由来）を結合して作製される。さらに、微生物と違って多細胞系である動植物の場合は、最

後に（5）細胞や組織片から完全な生物体への再生も必要となる。このようなコンフィギュレーションが一

旦でき上がると、基本的には（1ト（5ト（aト（d）の個々の技術要素のうちのどれか一つを刷新することで、

「キマイラ」の体のパーツを取り替えて新しい生き物を作るようにして、最終的な新規生物体の特許主張

が可能となる。従って、諸技術の集合がコンフィギュレーションを形成することは、ある特定の基本思想

のもとで応用的な技術を発展させることにつながる。この構造は歴史的に形成されたものであって、遺伝

子組み替えの方法として、必ずしも必然的なものではないと考えられる。だが、ここではその構造の基本

骨格は所与のものとして、それが個々の技術要素の変更によって植物や動物に対して適用される仕方を検

討することになる。

（1）キメラDNA

（a）プロモーター配列：CaMV35S，Pnos

（b）目的遺伝子

（C）選択マーカー遺伝子：叩描

くd）ターミネーター配列：m蒔3′

除草剤耐性遺伝子

病害虫抵抗性遺伝子
日持ちを良くする

アンチセンス遺伝子

脂肪酸組成を変える

アンチセンス遺伝子
など

け臓。原野矧仏器ら　慧禦岩I
RB

ヽ＿　　　　　　　H口’Jユ旦lム‾「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一‾
ヽヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一J

、■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

一ノノ（3）細胞への導入
■■

■■

」と′‾　・アグロバクテリウムに導入後

ヽ、

、、

（2）発現ベクター

中間ベクター

バイナリー・ベクター

など

プラスミト
→－

（4）遺伝子導入細胞の選択

15）植物体への再生
、植物組織や縄胞に感染
PEG、エレクトロポレーショ

ンでプロトプラス吊こ導入　一斗ー

遺伝子銃で植物組織や細胞に

直接導入

など

リーフ・ディスク法

植物組織培養法

プロトプラスト培養法
など

図5．1植物遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーション

LB：T－DNAの左側境界領域、RB：TDNAの右側境界領域、CaMV35S：カリフラワー・モザイク・ウイルス35S

プロモーター、nOS3′：Tiプラスミドのノバリンシンターゼ遺伝子のターミネーター、PnOS：Tiプラスミドのノ

バリンシンターゼ遺伝子のプロモーター、∫癖汀：ネオマイシン・リン酸転移酵素遺伝子

63



このコンフィギュレーションの要素となる、（1巨（5）、（a巨刷の個々の技術の中味は、植物や動物によっ

て固有であり、さらに個々の動植物においても多様な選択肢が存在するこ植物の場合について図5，日二示

したように、遺伝子導入法や選択・再生法は複数存在し、それに応じて発現ベクターやキメラt）NAの構

成も異なってくる－。キメラDNAは一般的なものを一例だけ図示したが、プロモーターや選択マーカー遺

伝子も複数存在し、発現場所や量の制御のためのオプションも多様である。また、全体の結合バターンも、

新たな技術革新によって絶えず流動的となる、。従って、このコンフィギュレーションは、常に暫時的なも

のである。ただし、本研究が生物特許分析の対象とする1980年代後半から1990年代前半にかけての植物

の遺伝子組み替え技術は、大体図5．1のような技術内容を構成していたと考えられる．。この構成は、1983

年に植物での発現のためのキメラDNAとベクターが、モンサントの科学者らによって微生物の場合と類

似した方法で開発された時に、ほぼできあがった。そして、それは、各個別技術要素の選択肢を多様化し、

或いはこの配置自体を草新しようとする技術領域内の行為者の行動を呼び起こした。そこで、以下では、

モンサントによる植物発現用キメラ遺伝子の特許から出発し、それが遺伝子導入法や目的遺伝子の作製法、

そしてそれらのコンフィギュレーションを利用して最終的な生物をクレームする生物特許へと展開して行

く過程をみてゆく。

植物での遺伝子発現ベクター

4章2節で述べたように、モンサントら3グループによる植物での遺伝子発現ベクターの開発が、植物に

対する農業バイオテクノロジー適用の発端となった。モンサントはこの開発で包括的な特許を取得し、以

後の農業バイオテクノロジー開発競争の主導権を握ることとなった。この特許は、1983年4月15日にア

メリカで出願された（US485568）。その後、PCT／US84／00048として国際出願され、1984年8月2日に

WOO84／02913として公開された。アメリカとヨーロッパでは、1991年に特許権が認められた。日本で

は特表昭60－500796「植物細胞での発現に適したキメラ遺伝子」および特開平6－315381「植物細胞内で

発現するキメラ遺伝子」として分割出願された。そのうち前者は、特公平7－14349となって公告（特許庁

の審査をパスして再度公開されること）されている。出願人はモンサント、発明者は同社のロバートフ

レイリーとスチーブン・ロジャーズである。以下では、これら二つの日本出願特許を中心に分析を進める。

これらの特許は、コーエンとポイヤーの遺伝子組み替え技術の基本特許において確立した遺伝子発現ベ

クター系の構造を踏襲し、それを植物細胞に適用するためのベクター系の諸要素に置き換えることで、植

物細胞の遺伝子組み替えを実施している。従って、植物細胞の遺伝子親み替え技術は、微生物の遺伝子組

み替え技術の延長線上で形成された。その結果、モンサントの「キメラ遺伝子」は、図5．1の分類に従う

と（a）プロモーター（蛋白質に翻訳される構造遺伝子の上流側にある非翻訳領域のDNA配列で（b）や（C）など

の構造遺伝子の発現を調節する）のDNA配列、（b）目的遺伝子または（C）選択マーカー遺伝子のDNA配列、

（d）ターミネーター（下流側にある非翻訳領域）のDNA配列、の三種類のDNA配列から構成される。この

「キメラ遺伝子」、およびそれをTiプラスミドのT－DNAの両端部分に組み込んで導入したアグロバクテ

リウム属の微生物、が特許のクレーム（権利主張する範囲）に含まれている。植物細胞の遺伝子組み替え

は、この微生物を植物細胞または葉の断片に感染させることによって達成される。一般に、ベクターとは

キメラDNAからプラスミドまでの構成を指す概念である。

モンサントの特許では、（a）としてカリフラワー・モザイク・ウイルス（CaMV）由来の二種類のプロモ

ーター（CaMV19SとCaMV35S）、Tiプラスミドのノバリンシンダーゼ遺伝子のプロモーター（Pnos）、

大豆の特定の酵素遺伝子のプロモーター（sbSS）を、（C）としてカナマイシンという老雄胞物質に対する耐

性を与えるネオマイシン・リン酸転移酵素の遺伝子（画のを、（d）としてノバリンシンターゼ遺伝子の

ターミネーター（月053つを、それぞれクレームしている。これら三要素を組み合わせた「キメラ遺伝子」

を植物細胞に感染させた後に、カナマイシンを添加して植物細胞を培養すると、叩描遺伝子の産物であ

るネオマイシン・リン酸転移酵素を生産する細胞だけが生き残る。すなわち、カナマイシン耐性遺伝子は、

うまく「キメラ遺伝子」の導入が起きた植物細胞だけを選択することを可能にする。このような遺伝子を、

選択マーカーと呼ぶ。ここで、選択する薬剤に抗生物質が用いられた理由は、遺伝子親み替え技術が細菌

において初めて確立されたからである。さらに、特許の実施例（クレームの正当性を裏付ける実験事実）

としては、これら三要素の組み合わせに加えて、（b）の部分にウシ成長ホルモン（bST）遺伝子、または大
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腸薗EPSP合成酵素（モンサントの除草剤ラウンドアップに抵抗性を示す酵素）遺伝子をつないだ！ヰメ

ラ遺伝子」も作成している。すなわち、この特許は、（C）の部分にn〆汀遺伝子を挿入して選択マーカーと

して用いる権利と、（b）の部分に目的の遺伝子を挿入して「キメラ遺伝子」を作ってベクター系とする権

利の、両方を主張しているこ　これが、日本において分割出願となった理由であると思われる．。公告となっ

た「植物細胞での発現に適したキメラ遺伝子」は選択マーカーを用いた合成遺伝子についての特許であり、

「植物細胞内で発現するキメラ遺伝子」はプロモーターとターミネーターで構成するベクター系について

の特許である。

これらの特許が標準的な基本特許となった主な理由は、特に叩描を選択マーカーに用い、CaMV35Sを

プロモーターとして構築する植物発現用キメラ遺伝子が極めて汎用性の高い遺伝子組み替えの方法を提供

し、しかも他のコンフィギュレーションに適合する代替的な選択マーカーやプロモーターがなかなか見つ

からなかったために、この方法を用いて多くの応用的な研究開発が行われたことことによる。すなわち、

図5．1の（1）の（a）と（C）は、モンサントが特許化したCaMV35S、Pnosと叩EII以外の選択肢が殆どないという

ことである。さらに、1983年に同時に論文を発表した他の二つの大学の研究グループも、モンサントと

同じカナマイシン耐性叩Hr遺伝子を選択マーカーに用いていた。これは、三つの研究グループが情報や

資金面での交流を持っていたことも理由の一つとして考えられるが（4章2節参照）、当時の利用可能な

技術的蓄積に由来する拘束でもあった。また、これらの選択マーか一やプロモーターが、ある程度継続的

に組み替え植物の作成に用いられると、行政による野外試験の認可や生産物の食品としての承認の得やす

さの点でも、以後のR＆Dを拘束することになる。抗生物質に対する耐性遺伝子やウイルス由来のプロモ

ーターは、一般的な安全性が理論自引二確立しているとは言い難く、「少なくともこのベクターについては、

これまでのところ問題は起こっていない」という前例に頼ることが一番簡単である。これらの総合的な結

果として、このベクター系は植物バイオテクノロジーのジェネリックな技術となった。やや厳密さを欠く

類比だが、この標準ベクター系はコンピューターの基本OSと似た役割を果たしたと考えられよう。

選択マーカーについては、1986年～1992年に世界中で野外試験が承認された遺伝子組み替え植物のう

ち、96．3％（368件／382件）がカナマイシン耐性遺伝子を組み込んでいた［oECD，1993：18］。ほぼ

独占的なシェアである。当然ながら、これらの試験の実施、そしてそれらの植物の商業化に際しては、モ

ンサントのライセンスが必要となる。このような技術の独占に対して、カナマイシン以外の薬剤に対する

耐性遺伝子を選択マーカーとして用いる試みも数多くなされてきた。薬剤としては、クロラムフェニコー

ル、ストレプトマイシン、メソトレキセートのような抗生物質のほかにも、フオスフイノスリシン（別名

グルフォシネート）、イミダゾ1リン、アトラジンなどの除草剤が選択された。除草剤は植物細胞を殺す

作用を持っているために、除草剤に対する耐性遺伝子を作り出すことができればモンサントの特許に抵触

しない選択マーカーとして用い得る。さらに、除草剤耐性植物は、農薬企業のシェア拡大と多角化におい

て重要な戦略を提供する。同時に、選択マーカーと目的遺伝子に同一の除草剤耐性遺伝子を用いることが

できれば、環境への抗生物質耐性遺伝子の放出に関わる種々の批判や規制の問題もクリアすることができ

る。モンサントの特許に実施例として記載されていた大腸菌EPSP合成酵素遺伝子の導入も、モンサント

の除草剤への耐性誘導を目指して行われた試みである。そして、除草剤耐性遺伝子が一般的に選択マーカ

ーとして用いられるようになれば、多くの組み替え植物が特定の除草剤に耐性となり、除草剤の市場を拡

大することができるであろう，。すなわち、除草剤耐性遺伝子の探索は、選択マーカーと農薬企業の市場拡

大戦略によって二重に動機づけられていた。このことは、承認された全組み替え植物のなかで除草剤耐性

植物が最も多い（38．9％を占める［ibid，1993：13日　ことの一因でもあると考えられる。

しかし、この二重の目的を満足するような除草剤と耐性遺伝子の組み合わせは、未だ商業化段階には至っ

ていない。その理由について、スコットランド作物研究所のダリニューらは、カナマイシンがモンサント

が開発したリーフ・ディスク法（植物の葉を培養してベクターの導入やマーカーによる選択を行う方法）

での直接選択に適しているのに対して、一般的な除草剤ではそうではないことを挙げている［Guerineau

eta1．，1990］。リーフ・ディスク法は、簡便な方法であるだけでなく、その後の植物体への再生も容易

であるため、広く普及した方法である。このリーフ・ディスク法は、特許になるような技術ではなく、ノ

ウハウの類であるが、このノウハウが論文やワークショップを通じて普及することで、選択マーカーの特

許も技術的な汎用性を獲得したと思われる。近年ゲリニューらは、抗生物質でもあり除草剤でもあるスル
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フォンアミド（除草剤名はアシュラム）に対する耐性遺伝子を兄い出して、リーフ・ディスク法に適用可

能な選択マーカーとして開発した。この特許は、チバガイギ一、ローヌブーラン、ゼネカ、アグレポなど

の多国籍農薬企業を含む16社の共同特許として出願されており（EP369637）、モンサントによる選択マ

ーカー特許の独占に対抗しようとする各企業の意図がうかがえる。

標準的ベクター系のもう一つの汎用的な要素である、CaMV35Sプロモーターについては、どの程度使

用されているかを示すデータはない。しかし、植物バイオテクノロジーの教科書に必ず記載される最も基

礎的なプロモーターであり、カナマイシン耐性遺伝子と同様に、8～9割のシェアで用いられているもの

と考えられる。除草剤耐性作物、徴生物農薬を「産生」（なぜか細胞による高分子物質の生産を慣習上

「産生」と呼んでいる）する作物、日持ちのよいトマトなどの論文や特許も、殆どがCaMV35Sプロモー

タ一・を用いている。また、次章で述べる特許係争においても、モンサントの競争者がこのプロモーターを

用いていることが、係争を有利に展開する材料となっている。

一方、選択マーカー遺伝子とプロモーター配列の両方を刷新し、モンサント特許の回避を狙う技術開発

も進行している。その一つの試みが、日本製紙が樹木の遺伝子組み替えのために開発した、MAT（rnulti

autotransformation）ベクターの開発である。このベクターは、後で選択マーカー遺伝子を除去できるこ

とを特徴とする。樹木のパルプ化適性を改良するためには複数の遺伝子を導入する必要があり、一回の導

入で選択マーカーを入れてしまうと、その後の選択が難しくなることから、導入遺伝子を除去可能なバク

タ一系を開発する技術的必要があった［日経バイオ年鑑，1996：154－155］。英国の医薬・農薬企業であ

るゼネカは、ここでも共同研究契約を結んで、この新規ベクターの開発を支援している。さらに、日本で

は、キリン、日本たばこ、カゴメ、サントリー、植物工学研究所（三菱化学系）などのバイオテクノロジ

ー推進企業26社、大学13校、14公的機関による「MATベクター研究会」が1996年に発足している。

このように、モンサントの植物発現用キメラ遺伝子の基本特許は、その後の植物遺伝子組み替え技術開

発の標準的方法を確立して局所的な植物育種技術との接合を果たしたただけでなく、その標準化圧力から

逃れようとする諸行為者の協力的行動を誘導した。それは、除草剤耐性作物の遺伝子組み替えによる開発

を加速し、またMATベクター系においては樹木の遺伝子組み替えを促進することにもなるであろう。

バイオテクノロジーと生物特許の展開

モンサントの植物ベクター系の基本特許は、その後のバイオテクノロジーと生物特許の展開に重要な役

割を果たしたと考えられるが、それ自身は厳密な意味での生物特許とは言えない。なぜなら、この特許の

クレームは、基本的には「遺伝子」の権利を主張するものであって、「生物そのもの」の権利ではないか

らである。この当時（1983年）は、4章で述べたように、微生物に関するチャクラバティー判決（1980

年）はおりていたが、トウモロコシ品種の培養親織、種子、植物体の権利を認めたヒバード審決（1985

年）は、まだ2年先になる。さらに、遺伝子から植物体に至る植物遺伝子組み替え技術のコンフィギュレ

ーションも、モンサントの植物ベクタ一系特許の「発明」が行われてから初めて確立するものであった。

「生物そのもの」の「工業所有権」を主張する特許を生物特許と考えるならば、アメリカではヒバード

審決におけるモレキュラー・ジェネディックスの特許「新規な単子葉植物とくに穀物の種子および植物体：

食品および飼料への回収または利用のための遊離トリプトファンを過剰に生産することを特徴とする」が、

最初の「植物そのもの」についての生物特許となるであろう。このような特許は、特許の公表時に各国の

特許庁によって付与される国際特許分類（IntermtionalPatentClassification：IPC）コードでは、クラ

スという大分類AOl「農業」のなかのサブクラスH「植物新種」として分類されている。このモレキュラ

ー・ジェネティツクス特許に付与されたIPCコードは、AOIHl／02；AOIH5／00；C12N5／00；C12N

15／00の全部で4種類であった。ここで、C12N15／00は、「突然変異または遺伝子工学」に相当する。

すなわち、遺伝子親み替え技術が農業バイオテクノロジーに展開する際には、A（〕1「農業」とC12N15

「突然変異または遺伝子工学」、なかでも15／09～90「組み替えDNA技術」の二種類のコードが並存す

る特許が出現するはずである。

ここで、分析の便宜上から生物特許の範囲を与えておく。生物特許は、広義にはバイオテクノロジーを

専有する権利主張であり、日本特許庁の審査基準における「生物関連発明」に相当するであろう。特許庁

によると「生物関連発明」は、「微生物」、「動植物」、「遺伝子工学」に分類される［特許民1993］。
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このうち、動植物そのものの専有を権利主張するもの、すなわち特許庁により「動植物」と分類されるも

のを、生命を知的所有権化し、農業バイオテクノロジーの形成に関わる狭義の生物特許として、本研究の

主要な分析対象とする。tPCコードでは、AOIHO5／OOへ－12「創生植物；開花植物」およびAOIK67／027

「新規な脊椎動物」とする′こ当然ながら、これらは分析のための便宜上の措置であって、生物特許という

概念の本質に関わる定義ではない。（因に、シダやコケ類、無脊椎動物などを含めていない理由は、農業

との関連性や【PC分類において作出方法と飼育方法が区別されていない点など、分析方法上のものであるくつ）

1985年のヒバード審決後の（狭義の）生物特許を見ると、伝統的な農業育種の特許に混じって、同時

に「組み替えDNA技術」にも分類されている出願が徐々に出現してきていることがわかる．。それらの特

許の定量的な分析は2節で行うが、1985年前後の初期の生物特許は、出願内容の傾向が似た幾つかのグル

ープに分類できる。すなわち、①モンサントの基本特許に代わるキメラDNAやベクター系の特許、②遺

伝子導入法の特許、③除草剤耐性遺伝子、害虫抵抗性遺伝子、アンチセンス遺伝子などの目的遺伝子の特

許、の3種が顕著である。

①は、植物の遺伝子組み替え技術の基本的方法に関わるものであるが、モンサントの基本特許とは異なっ

て、その方法を用いて作出した「植物そのもの」をも権利主張の範囲に含めていることを特徴とする。こ

のことは、ヒバード審決により「植物そのもの」の知的所有権が確立され、かつモンサントの特許に現わ

れているような植物の遺伝子組み替え技術の方向性が明確となって、新しい農業バイオテクノロジーのコ

ンフィギュレーションの輪郭が見えてきたことに由来すると思われる。ただし、これらの基本的方法に関

わる特許のなかで、実際にモンサントの基本特許に取って代わるような効力を持つものは、少なくとも

1980年代末までは殆ど無かった。例えば、チバガイギーは、1985年にCaMVそのものをベクターとして

用いる特許をヨーロッパ特許庁に出願した。この方法は、実際に幾つかのケースで用いられたが、CaMV

のDNAはTiプラスミドとは異なって植物宿主のDNAに組み込まれずにウイルスとしてのみ増幅すること、

感染する植物がナタネなど狭い範囲に限られていること、などの技術的制約により普及することはなかっ

た。また、モンサン下の基本特許では、「中間ベクタ一法」を用いてキメラ遺伝子をTiプラスミドへ挿入

していたが、オランダのライデン大学のシルバールート（Schilper00t）らは、1985年により簡便を「バ

イナリー・ベクタ一法」を開発して特許を取得した（EP224287）。この方法は現在汎用されているが、

モンサントのプロモーターや選択マーカー遺伝子と相補的に用いられている。

一方、②と③の特許は、植物の遺伝子組み替えベクターの基本構成を所与として、具体的な農作物の改

良に応用する特許となっている。従って、これらの植物特許の実施には、モンサントの基本特許のライセ

ンスが必要である。しかし、これらの特許に現われた技術開発によって、植物遺伝子組み替え技術のコン

フィギュレーションが形成されることになる。以下では－、これらの特許化について、技術領域内における

それらの知識相互間の関係を中心に略述する。

植物細胞への遺伝子導入法の特許

植物遺伝子発現ベクターを特定の植物に導入する際に、それが双子葉植物の場合には、モンサントの基

本特許が前提としていたアグロバクテリウムによる感染が一般的に用いられる。この方法は、特許ではな

く「公知」（その領域の技術者一般に知られていて特許性がない知識）に属する。一万、1980年代には、

アグロバクテリウムはトウモロコシ、イネ、小麦などの単子葉植物には感染しにくいと考えられていた

（その後、1994年に日本たばこの研究グループは、単子葉植物も条件によってはアグロバクテリウムを

用いて形質転換可能であることを発見し特許化している）。そこで、単子葉植物の場合には、モンサント

の基本特許のキメラ遺伝子やそれを組み込んだプラスミドベクターを、植物細胞内へ直接移入しようとす

る方法が試みられた。

これらの方法は、まず2つに大別できる。一つは、植物細胞を覆っている細胞壁を破壊して、プロトプ

ラストという柔らかな細胞に変えた後に、界面活性剤処理（ポリエチレングリコール（PEG）法）や電気

パルス（エレクトロポレーション法）を用いてDNAを挿入する方法である。もう一つは、金属球の表面

をDNAでコーティングして、植物細胞または葉に高圧をかけて打ち込む方法である。これは、パーティ

クルガン法と呼ばれる。ポリエチレングリコール法は、1985年にチバガイギ一によって特許出願され、

1992年にヨーロッパで成立した（CH851398；EP164575）。しかし、この方法は細胞のプロトプラス
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ト化を必要とし、トウモロコシなどの作物ではプロトプラストから植物体への再生が困難であったことか

ら、実用は限定されたものであった、。従来、動物細胞への遺伝子導入に汎用されてきたエレクトロポレー

ション法も、プロトプラスト化を必要とする限りは同様であった（しかし、1993年にPGSが、プロトプ

ラスト化していないトウモロコシの植物組織に、エレクトロポレーション法で遺伝子を導入することに成

功した）。ただし、プロトプラストからの植物体再生法が早くから確立していたイネやジャガイモなどの

一部の作物では、これらの方法による遺伝子組み替え植物の作成も普及した。一方、パーティクルガン法

は、コーネル大学のセオドア・クレイン（Klein）とジョン・サンフォード（Sa正ord）らが1987年に開

発した。この方法は22口径の弾薬でタングステン粒子を加速して細胞に打ち込むものであったが、その

後、アグラシータス、デカルブ、モンサントなどにより改良されて、より効率の良い装置が開発された。

1980年代の単子葉植物の遺伝子導入においては、プロトプラストを用いる二法よりもこちらの方法が、

より一般的に用いられていたと思われる。アグラシータスは、自社のパーティクルガン法およびそれによっ

て形質転換された大豆の特許を取得したが（日本では特開平1－80296）、クレームが広すぎるために他社

の反発に合い、デカルブ、モンサント、サンド、パイオニア、チバガイギーなど数社から異議申し立てを

受けて特許係争となった［立血ce，1995，268：657］。

アグロバクテリウム法を含めて、これらの遺伝子導入法は、本来植物育種研究の領域で蓄積され活用さ

れてきた知見や技術である。それが、植物遺伝子発現ベクターの開発によって、遺伝子組み替え技術と接

合されて遺伝子導入法として再形成されたものと考えることができる。例えば、プロトプラスト培養の技

術は、1960年代後半に新たな交推方法である細胞融合法のための基礎技術として開発されたものである。

細胞融合は、もともと動物細胞において発見された現象で、1968年にはニューヨーク大学の研究グルー

プによってヒトとマウスの雑種細胞も作り出されていた．。しかし、植物細胞には動物細胞にはない強固な

細胞壁が存在するため、動物細胞での細胞融合に用いた操作の前に、細胞壁を破壊する必要があった。こ

の細胞壁の破壊がプロトプラスト化であり、1962年のクッキング（C血i王唱）や1968年の建部到（農水

省植物ウイルス研）の実験以来、セルラーゼやペクテナーゼといった酵素による細胞壁分解法が一般的に

用いられている。さらに、プロトプラスト化した植物細胞同士を融合させて、通常の授粉では交雑が不可

能な棺物種を掛け合わせる試みが数多く行われた。1978年に、ドイツのマックスブランク生物学研究所

のメルヒヤース（Melchers）は、ジャガイモとトマトのプロトプラストを、界面活性剤であるポリエチ

レングリコールによって細胞膜の流動性を高めて両種胞を融合させ、さらに融合細胞を増殖させて雑種の

植物体「ポマト」を作り出した。この成功は、植物バイオテクノロジーの応用の可能性を一般に認知させ

ることになり、日本の「実用的な植物バイテクの指導機関である農水省農業生物資源研究所」の発足（

1983年）に影響を与えたという［大澤，1994：204］。そして、メルヒヤースの行ったポリエチレングリ

コール処理による細胞膜の流動化とプロトプラストからの植物体再生技術は、遺伝子導入においても重要

な技術的前提となった。また、エレクトロポレーション法は、動物細胞における遺伝子導入技術として開

発されたものだが、植物の細胞融合にも応用可能であることがわかった。すなわち、植物育種における細

胞融合と遺伝子組み替えにおける遺伝子導入は、ほぼ同じ技術的条件を用いることによって達成された。

そして、その技術的条件は、主として公的研究機関において整えられたが、遺伝子組み替え技術との接合

に際しては、多国籍企業によって知的所有権化が計られたことになる。

目的遺伝子の特許

遺伝子導入法は、植物遺伝子発現ベクターとセッ吊こなった植物の遺伝子組み替えの基本方法の一部で

あった。次に、実際にどのような遺伝子を見付け出して、それらの遺伝子組み替え法を用いて特定の植物

に導入するかが問題となる。1980年代後半において、最も多く導入が試みられたDNA配列は、除草剤と

害虫に対して耐性をもたらす遺伝子、および特定の遺伝子の発現を抑制するアンチセンス遺伝子であったくつ

これらの遺伝子が選択された文脈については、3節で詳しく論じる。ここでは、それらの技術的背景と特

許の構造について簡単に述べておこう。

これらの特許は、個々の遺伝子と植物の遺伝子組み替え技術を接合させて、一つのコンフィギュレーショ

ンを構築することに独自性を主張している。この場合、個々の遺伝子のDNA配列を特定することで、最

終的な改良植物の特許を取得できる。その過程で用いる植物の遺伝子組み替え技術は、モンサントの特許
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や遺伝子導入特許のライセンスが必要であるにせよ、既に「公知」である。その結果、1980年代後半に

現われた目的遺伝子の特許のクレームの構成は、おおよそ次の棟になる。すなわち、ト‥・遺伝子をコー

ドするDNA配列」、「そのDNA配列を組み込んだ発現ベクター」、「その発現ベクターを導入した植物

細胞」、そして「その植物細胞を再生した植物阻j、これらの全てが特許の権利主張範囲に含まれる。結

果として、目的遺伝子による生物特許のクレームは、「DNA配列」、「ベクター」、「細胞」、そして

「植物体」というように、まさに遺伝子租み替え技術のコンフィギュレーションに沿って、その構造が規

定されることになる。

植物細胞や植物体の権利主張を行う場合、特許のテキストにはその遺伝子を実際に植物細胞に導入して

植物体に再生する経過を報告する「実施例」の記載が必要になる。しかし、企業の特許出願では、そのよ

うな面倒な実験を実際に行ってから出願するケースは少ないと思われる。アメリカのように先発明主義

（発明した日を特許要件の基準とする）をとるにせよ、日本やヨーロッパのように先願主義（出願した日

を基準とする）をとるにせよ、一般に特許出願は早ければ早いほどよい。植物の遺伝子組み替え技術のよ

うにコンフィギュレーションが形成されていると、遺伝子の発現結果は十分に予想可能である。また、特

許は全体としての要旨を変更しない限り、出願後も記載事項の補正が一定期間（日本の場合出願後1年3カ

月間）は可能である。従って、新しい遺伝子のDNA配列が判明した時点で、シミュレーションによって

植物体までの特許出願を行い（実質的にデータの捏造になる）、実際の細かな応用実験は出願後に行う場

合が（防衛的な特許であればその種の実験は全くなされない場合も）多いのである。その場合、DNA配

列からシミュレーションされた植物体は、特許のテキストのなかだけにしか存在しない「ヴァーチャル植

物」となる。こうして、コンフィギュレーションの形成によって、除草剤耐性遺伝子や害虫抵抗性遺伝子

は、そのDNA配列が特定された段階で、容易に生物特許を構成することが可能になったと考えられる。

ただし、特定の遺伝子の発現を抑制するアンチセンス遺伝子の場合は、若干話が異なる。アンチセンス

は細菌の自然な遺伝子制御システムとして1983年に発見された。この制御メカニズムは、特定の遺伝子

の翻訳領域と同じDNA配列が逆向きにつながれて、アンチセンスmRMAへと転写されることによって、本

来の遺伝子の発現を抑制するものと考えられた。従って、抑制したい遺伝子のDNA配列を道向きに合成

して細胞に導入すると、特定の遺伝子の発現だけを抑制することが可能になる、。このアイデアは、当初細

菌で試みられ、酵母や動物細胞においても1985年から1986年にかけて多くの報告がなされた。これらの

結果と当時の植物遺伝子組み替え技術を接合させることによって、カルジーンは1986年に「植物細胞に

おける遺伝子発現のアンチセンス調節」という特許を出願した（日本では特開昭62－296880）。他にも、

エンゾ・バイオケム、ゼネカ、ハッチンソン痛研究所などの植物アンチセンス特許が存在し、特許係争や

ライセンス供与が起きた。注目すべきことは、これらの特許は、全ての植物において、いかなる遺伝子に

ついてもそのアンチセンス制御を権利主張することである。従って、アンチセンス特許は、除草剤耐性遺

伝子や害虫抵抗性遺伝子の場合のように、「新しい」遺伝子のDNA配列を解読する必要はない。

カルジーンの特許の「実施例」では、自社で以前に兄い出したEPSP合成酵素遺伝子（除草剤「ラウン

ドアップ」の標的酵素）および「公知」であるトマトの成熟化酵素（ポリガラクツロナーゼ）を用いてい

る。後者のアンチセンス抑制が日持ちのよいトマト「フレーバー・セーバー」を生み出すことになる。こ

れらのDNAを逆向きに並べたアンチセンス配列を簡素的に合成し、定法に従って大腸菌でクローン化す

る。それを植物遺伝子発現ベクター（CaMV35Sをプロモーター、カナマイシン耐性遺伝子を選択マーカ

ーとする）に挿入し、アグロバクテリウムを使って植物で発現させる。従って、既知の遺伝子のDNA配

列と、既存の植物遺伝子組み替え技術を利用して、特定の遺伝子の抑制という新しい機能を持った技術の

コンフィギュレーションができ上がる。カルジーンの特許は、「アンチセンス技術を用いたあらゆる植物

の品種改良方法」、「アンチセンスのDNA構造体」、「その構造体を組み込んだ発現ベクター」、「そ

の発現ベクターを導入し再生した植物体」を権利主張している。その改良目的として彼らが挙げている例

は、油科植物の脂肪酸組成の変更、トマトやアボガドの成熟速度の変更、植物のウイルス耐性の増強、コ

ーヒーやタバコのカフェインやニコチン含量の変更、花の色素の変更、樹木のリグニン含量の変更、など

で多岐にわたる。このうち、前三者については既に商品化が行われた。日本でも、三井化学がイネのアレ

ルギー性タンパク質の発現を抑制するために、アンチセンス技術を用いている。

このように応用範囲の広い基本技術の独占は、それに対抗する行為者の多様な戦略を引き起こす。一つ
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の戦略は、基本技術を適用する個々の遺伝子や植物品種の特許を抑えておくことである。，後発の日本企業

や種子企業の戦略は、この範疇に属する、つ例えば、キリンビール（今や医薬・桂子・花井メーカーである）

は耐冷性や色素発現に関連する遺伝子の特許を取得して、それと交換にカルジーンからアンチセンス特許

のライセンスを得た。一方、アンチセンス以外の方法で遺伝子発現を抑制する技術の探索も行われた。ア

メリカの農業ベンチャー企業であるDNAPTは、二つの類似したDNA配列の相互干渉によって抑制を起こ

させる遺伝子サイレンシング技術をトマトに応用する特許を取得した。この技術は、1990年代にはアン

チセンスと並んで多くの品種改良に応用されることとなった。．

遺伝子組み替え動物

最後に、動物の遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションの形成について、簡単に述べる。動物の

遺伝子組み替え技術は、主に大学における基礎医学研究のなかで進展してきた。それが本格的に家畜や実

験動物についての農業バイオテクノロジーに展開するのは1990年代からであるが、その基磋となる幾つ

かの技術と生物特許が1980年代にも現われていた。

動物の場合に植物と本質的に異なる部分は、植物では全ての細胞が原理的には植物体へ再生可能である

のに対して、動物では（少なくともごく最近に分化した体細胞由来のクローン羊作成がイギリスで成功す

るまでは）生殖細胞でしか再生が不可能であったことである。従って、動物の遺伝子組み替え技術におい

ては、遺伝子発現ベクター系とともに効率的な遺伝子導入・再生系の開発が重要になる。1980年にゴー

ドンらがマウスの受精卵の前核にDNAを注入し、仮親に移植してマウスを産ませた。これが最初の遺伝

子組み替え動物であり、現在の家畜の遺伝子組み替えも基本的にこの方法で行われている。1982年には、

ヒト成長ホルモン遺伝子をメタロチオネイン遺伝子のプロモーターにつないだベクターをマウスに導入し

て、巨大マウスが作られた。また、同年には、個体へ再生可能なマウスの胚性幹細胞株（ES細胞）も樹

立され、少なくともマウスについては、もう一つの遺伝子導入系ができ上がった。さらに家畜において、

1987年にカナダのグラナダ・バイオサイエンスが核移植によってクローン午を作成する技術を開発した。

一方、ベクターは、1980年代中期まではウイルス（SV40）やコスミドが用いられていたが、1987年に

ワシントン大学のバークらが、かなり大きな遺伝子まで　ト1200kbp）親み込むことができる酵母人工染

色体（YAC）ベクターを開発した。プロモーターは目的物質を発現させる部位によって、肝臓（血中に分

泌）の場合はメタロチオネイン遺伝子のプロモーターなどが、乳腺（乳中に分泌）の場合はラクトグロブ

リンなどのプロモーターが用いられる。後者は、医薬品などの有用物質を乳中に生産する「動物工場」の

ために開発された。選択マーカーは、アンピシリンやテトラサイクリンが多く使われる。これらが、動物

の遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションを構成する。

これらの1980年代の技術は主に実験動物を対象とするものであり、開発の主体は大学が中心であった。

実験動物は膨大な研究開発コストを回収するに足る商品とは言えず、巨大企業に開発誘因を与えなかった

のであろう。その結果、これらの基本方法の特許化は植物の場合ほど進行せず、一部の特許による技術独

占が開発の方向に与えた影響も大きなものではなかったと思われる．。しかし、初期の遺伝子組み替え技術

が大学からベンチャー企業を立ち上げたように、まず最初に、大学によって遺伝子組み替えで作られた実

験動物の商品化が計られた。最初に認められた動物特許であるハーバード大学のオンコマウス特許「トラ

ンスジェニック非ヒト動物」（米国特許4736866、日本では特平5月8093）は、1985年に出願され1987

年にアメリカで特許として成立した。この特許は、技術的にはその時点での遺伝子組み替え技術を利用し

たものであったが、「痛を発症しやすい実験用マウス」を実際に商品化することを目指していた。そのた

め、クレームはそれまでのように組み替え動物の作成方法ではなく、作成された動物＝商品を権利主張す

るものとなった。この特許の成立は、以降の組み替え動物の特許化を容易にしたが、商品化の障害となる

技術的な問題が解決されたわけではなかった。

動物の遺伝子組み替えにおける最大の技術的問題は、遺伝子導入・再生の効率が低いことである。植物

であれば一度に多数の細胞に遺伝子を導入し容易に再生が可能だが、動物の場合は、一度に採取可能な数

が限られている生殖細胞に遺伝子を導入し、そのうちせいぜい数個を1匹の妊娠動物に移植して再生する

ことになる。しかも、生まれた子供の全てに目的の遺伝子が完全に入っているわけではない。大型の家畜

の場合には、実験に労力がかかるだけでなく、注入したDNAが宿主細胞の染色体に取り込まれる確率が
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マウスに比べて低いた捌こ、さらに効率が悪くなる。このような理由から、遺伝子組み替え家畜の作成に

は膨大なコストがかかり、作物に比べて商品化が遅れることになったと考えられる。

小指

以上の遺伝子組み替え技術を利用した生物特許に関する記述から、技術領域における「知識＝生命」の

関係が生物特許（特に植物特許）の成り立ちを規完する幾つかの要因が明らかになったと思われる。

第一に、微生物における遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションが、モンサントの「キメラ遺伝

子」に関する基本特許に適用されたことで、植物においても同様なコンフィギュレーションを生じさせた

こと。第二に、汎用性や入手可能性などの理由から、モンサントが特許化したCaMV35Sが標準的なプロ

モーターとなり、また、簡便なリーフ・ディスク法が学界や産業界に普及したことも一因で、カナマイシ

ン耐性遺伝子が標準的な選択マーカーとなったこと。これらの標準化圧力が一方では上記のコンフィギュ

レーションをさらに普及させ、一つの技術要素（特定の遺伝子のDNA配列）から生物特許の主張を可能

にしたが、他方ではその圧力から逃れようとする行為者の行動を誘導して、技術の展開方向に特定のバイ

アス（除草剤耐性など）を与えたであろうこと。第三に、公的な植物育種研究の領域で新たな交雑法とし

て開発された細胞融合技術から生じたプロトプラスト培養やPEG法などの技術が、多国籍企業を開発主体

とする植物遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションに遺伝子導入技術として転用されたこと．。第四

に、アンチセンス技術のような遺伝子の発現そのものを変化させる技術は、部分的にコンフィギュレーショ

ンを組み替える可能性を持っていること。この技術は微生物や動物碓胞での研究から派生しており、植物

のバイオテクノロジーが微生物や動物のそれと、遺伝子組み替え技術というジェネリックな技術を媒介に、

以前よりも密接に関連し得るようになっていることも示唆する．。以上の諸要因によって継続的に形成・再

形成される遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションが、生物特許におけるバイオテクノロジーの展

開方向を規定する技術的を基本条件となるであろう。生物特許の請出願主体が、この基本条件となる遺伝

子組み替え技術のコンフィギュレーションをどのように利用し、彼らの経済的関心とどのように接合させ

て生物特許を生命の商品化の新たな様式としてゆくか、それが次の課題である。

71



2　生物特許の計量的分析

特許の計量的分析は、技術革新の経済学や経営学、テクノロジー政策の研究、そして多国籍企業の経済

分析などにおいて、企業や国家のR＆D活動の指標として頻繁に用いられているゝ。行政レベルでも、特許

の出願数と取得数、ライセンスによる技術移転の統計、R＆D投資との関係などが、R＆D政策を評価する

ためのデータとして日常的に使われている。しかし、特許の数をR＆D活動の指標として用いることの問

題点や限界も指摘されてきた。既に、1960年代におけるシェーラーの研究では、特許の数とR＆D費用と

の間には正の相関が認められるものの、産業部門や市場構造によって企業の特許志向傾向にも相違がある

ことが明らかとなっていた［scberer，1965］。また、同一産業内における技術革新プロセスの段階によっ

ても、特許出願の役割は異なったものとなる。さらに特許の出願行為は、当然ながら、その国家や企業が

依拠する文化的基盤の影響も受けるであろう［Engelsman＆vanRaan，1994］。そして、特許の数は、そ

れぞれの特許に固有な技術独占力の強弱、特許出願の意図（商品化を目指した特許か、ライセンス目的の

特許か、それとも防衛的特許かなどの差異）、他の特許との関係などを反映することがない。従って、特

許の数をR＆D活動の指標として用いようとする際には、出願者の属性や技術の発展段階を考慮に入れな

がら、個々の特許の内容の質的な分析も併用する必要がある。また、特許の数のほかにも特許相互間の関

係が、特許の相互引用、および特許分類やキーワードの共有関係によって分析されてきた［ibid；Callon，

1986b］。この方法は、個々の技術のネットワークによってテクノロジーが形成され変化する過程を分析

する際に役立つであろう。だが、上記のような限界は特許の数の分析の場合と同様であり、相互引用や共

有関係の分析も質的な分析の補完的な手段であると考えられる。

以上の問題点と限界を確認した上で、生物特許の計量的分析を行う。ただし、ここでの第一の目的は、

特許をR＆D活動やテクノロジー展開の指標として用いることではなく、生物特許そのものの成り立ちと

出願主体の意図の分析に資することにある。バイオテクノロジーの農業・食料システムへの展開について

は、既に前節で記述した。以下の分析では、その展開過程を補足的に確認することも可能であろう。しか

し、基本的な関心はR＆Dやテクノロジーではなく、あくまでも生物特許そのものにある。すなわち、ど

のような生命の商品化を目的とした生物特許が、どのようなテクノロジーの選択によって可能となり、ど

のような行為者によって出願されているか、その全体的な傾向を把揺することが目標である。経済領域で

意図される商品の性質は、商品コードを構成するであろう。また、技術領域での特定のテクノロジーの選

択傾向は、技術コードを反映するであろう。そして、それらを媒介するものが出願主体であり、その媒介

の社会的文派が生物特許を構築するものと考える。よって、今までの特許の計量的分析において死角となっ

ていた、出願者の属性、採用するテクノロジーの構成、目的とする商品化の意図を主要な分析内容とする。

分析の対象

特許は日本公開特許公報を主に用い、DerwentWorldPatenIrdex（WP【）のデータベース（Derwent

PublicationsLtd．）を補助的に併用する。公開特許公報を用いる理由は、（1滞許の内容に踏み込んだ分析

にはテキスト全文を参照できることが望ましいこと、（2）テクノロジーの国際化により重要な特許は日米

欧の三極全てに出願される傾向があること、（3）それまでの農業バイオテクノロジーに関する研究は欧米

を中心として行われており、日本の状況を知ることに意義があると思われること、以上である。ただし、

公開特許公報には、日本固有のバイアスが存在する（国際出願しない影響力の小さい防衛的特許が多く含

まれること、特許分類は各国で運用の仕方や傾向が異なること、など）と考えられるため、同時にWP【の

分析も行う（。

分析に供する特許は、「動植物そのもの」の知的所有権を主張するもので、前節で述べたように分析の

便宜上の理由から、国際特許分類のAOlを＝）5／O（〕（創生植物；開花植物）およびA01K67／027（新規な脊

椎動物）とする。対象とする期間は、1985年のヒバード審決が植物特許成立の契機となったことから、

1986年、1995年の10年間とする。ただし、AOIK67／027は1990年のtPC改訂第5版（IPCは5年ごとに

WIPOにおいて改訂される）で設けられた分類であるため、動物特許については実質的に6年間となる。

最初の動物特許の成立は1988年であり、貯C第5版の改訂はこの事情を反映するものと思われる。この条

件に該当する特許は、日本公開特許公報で372件あった。また、WPtでは、日本や他の諸国の国内向け特
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許を除外するために、ヨーロッパ特許庁またはアメリカ特許商標庁への出願がなされている特許のみを選

択したところ、上の条件に適う生物特許は785件であった、つWPtの分析は補助的な性格のものでもあり、

分析の便宜上から年代順に3件に1件をランダム・サンプリングした．。その結果、WPIでは261件を対象と

する。これらの特許のデータベースへの登録年（公報での公開年）ごとの数を、表5Jに示す。特許の公

開制度は各国によって差があり、日本公開特許とWPIとを年次ごとに比較することにはあまり意味がない。

日本公開特許のなかでも、その約半数を占める海外からの出願は、母国での最初の出願時期と日本での公

開時期との差が様々であり、時系列的な比較は厳密な分析に耐えるものではない。ただ、全体としての傾

向は把握できるであろう。因みに日本では、出願から公開までに1年6カ月を要する。傾向として、生物

特許がこの時期に増加していることは間違いない。公開特許公報で1986年には12件に過ぎなかった生物

特許が、ピークとなる1994年には65件になっている。この増加率は442％で、この間の全公開特許件数

の増加率8％（311722件→338589件）、農業部門AOlの増加率56％（3673件→5737件）に比べて十分

に大きい。また、対象期間の後半から増加率が頭打ちになり、1995年は減少傾向となっていることから、

この期間を生物特許の（少なくとも第一次的な）出現期として分析することに大きな問題はないものと思

われる。

表5．1対象とする生物特許数

年　　　86　87　88　89　90　91　92　93　94　95　計

日本　12　　21　31　35　　33　　36　　33　　55　　65　　51　372

WPI　　　6　10　16　12　18　　29　　49　　38　　52　　31　261

分析に用いたテキストの内容は、公開特許公報の場合、明細書の記載項目として特定されている【公開

日】、【発明の名称】、【国際特許分類（および識別番号）】、【優先権主張国】、【出願人】、【目的】、

【特許請求の範囲】、【産業上の利用分野】であり、必要に応じて【発明の詳細な説明】および【実施例】

を参照する。同様にWPtの場合、タイトル、出願人（PatentAssigrv，e）、特許数（NurhberofPatents）、

出願国数（N血もerofCotntries）、優先権主張データ（PriodtyData）、指定国（DesignatedStates）、
要約（Abstract）、およびIPCである。

日本公開特許公報およびWPlにおける出展主体の属性

出願主体（行為者）の属性は出願人項目より、日本公開特許の場合、化学系企業とその系列のR＆Dベ

ンチャー企業のグループ、種子・食品企業、医薬専業企業、その他の企業、大学および公的研究機関の5

種に分類した。WPtの場合は、医薬専業企業を除く4種に分類した。その理由は、欧米の医薬、農薬、化

学企業は資本系列化が進んでおり、医薬と他の化学系部門とで分離した範疇を設定することが難しいのに

対して、日本の場合は、化学系多国籍企業とは性格の異なる中規模の国内市場志向の強い医薬専業企業の

出願が多く認められるためである。また、種子・食品企業とは、種子、穀物、食品などの、主に農業関連

の生物材料を扱ってきた企業である。その他の企業の多くは、WPIの場合はR＆Dベンチャー企業である。

地域ごとの出願件数の結果を表5．2に、主要な出願企業の一覧を表5．3に示す。企業グループの国籍（本

社、持ち株会社等の所在地）は、全ての出願人について確定することが困難であった．。そこで、明細書に

記載されている「特許の優先権（パリ条約に基づき、最初に行った国内出願の日付を基礎にして後日の海

外出願の特許要件を主張できる制度）主張国」を地域別にして表わした。ただし、日本公開特許の日本企

業については、必ずしも優先権主張を行っていないので、その限りではない。通常、優先権主張は、R＆

Dが行われて最初に特許出願した国において行われる。従って、この分類法は、R＆Dの国際化の影響を受

ける。本社、持ち株会社等の所在地が明確な企業グループのなかで、優先権主張国が本社の所在地と異なっ

ていた企業グループは、アメリカにおいてもR＆D活動を展開している旧チバ・ガイギー（現ノバルティ
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ス）など、ヨーロッパ出身の数社であった。

日本公開特許の場合もWPtの場合も、化学系企業は米・欧の比率が均衡しているが、種子・食品企業は

アメリカが主体である。．また、これらの欧米の多国籍企業は、1企業グループ当たりの平均出願件数が4

、8件（実数では1、25件）と多く、技術領域においても寡占化が著しいことを示唆する。化学系企業の

なかでは、特に欧米の巨大多国籍企業グループ9社の資本系列に属する企業の出願が日本公開特許とWPt

に共通して多い。それらは、ノバルテイス［スイス］、ゼネカ［英国］、ヘキスト（アグレポ）、バイエ

ル［ドイツ］、ローヌプーラン［フランス］、モンサント　デュポン、ダウ（エランコ）、ラブリゾル

［アメリカ］である。，これら9社の全化学系企業の生物特許出願におけるシェアは、日本公開特許62％（

88／142）で、WP【で91％（80／88）であった。また、全生物特許出願におけるそれらのシェアも、それ

ぞれ、23％、30％にのぼる。これら9社のうち、ラブリゾルを除く8社は世界の農薬売上ベスト10に入る

農薬企業であり、さらにモンサントを除いた7社は世界の10大化学企業に含まれる。これらの数億は、生

物特許出願における化学系多国籍企業の優位性を示す。ただし、次章で検討するように、この優位性は、

必ずしもそれらの企業自体のR＆D能力の高さを意味するわけではなく、重要な特許を保有するR＆Dベン

チャー企業をM＆Aによって資本系列化してきたことからも生じている。例えば、ヘキストの出願特許に

はPGS（ベルギー）、オンコジーン（アメリカ）、モンサントの出願特許にはカルジーン、アグラシータ

ス（アメリカ）、ダウの出願特許にはマイコジェン（アメリが　などの傘下にあるR＆Dベンチャー企業

の単独特許や共同出願特許を含めている。

表5．2a　出願主体と出願地域：日本公開特許

出贋地域［件数（企業数）］

出願主体　　　　　　　　　　　　北米　　欧州　　日本　　他　　　合計

化学系企業

種子・食品企業

医薬専業企業

その他の企業・個人

44（8）　49（6）　49（9）　　0　　　142

14（4）　　0　　　38（20）　0　　　　52

9（3）　　0　　　27（14）　0　　　　36

22（18）16（16）47（43）　2（2）　　　87

大学および公的研究機関　　　　　　9　　　18　　　25　　　3　　　　55

合計　　　　　　　　　　　　　　　91　　　89　　187　　　5　　　　372

表5．2b　出願主体と出願地域：WPI

出願地域［件数（企業数）］

出願主体　　　　　　　　　　　　北米　　欧州　　日本　　他　　　合計

化学系企業　　　　　　　　　　42（9）　43（6）　7（5）　日1）　93

種子・食品企業　　　　　　　　37（9）　4（2）　4（4）　日1）　46

その他の企業・個人　　　　　　53（43）13（10）　0　　4（4）　70

大学および公的研究機関　　　　　　29　　　19　　　ワ　　　2　　　52

合計　　　　　　　　　　　　　　161　　　79　　　13　　　8　　　261
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表5．3　生物特許の出願主体

生物特許出願主体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売上　R＆D

日本　WPI＋　　　　　企業　　　　　　　　　関連系列企業　　　　　　国籍　　（BS）t　悌）・t

25　　16　　ノバルテイス

14　　10　へキスト

13　　18　　モンサント

13　　2　三菱化学

9　　　4　　バイエル

8　　　4　　ラブリゾル

7　　17　ゼネカ

7　　17　パイオニア・ハイブレッド

7　　　2　武田薬品

6　　　5　　ローヌプーラン

5　　　3　　ダウ

5　　　4　　アメリカン・メイズ

4　　　2　　日本たばこ産業

2　　　3　　DNAプラント・テクノロジー

（チバガイギ一、サンド）　　スイス　　19．110．0

アグレポ、PGS、オンコジーン　　ドイツ　　　34．6　　　6．6

カルジーン、アグラシータス　　　アメリカ　　　　8．9　　　7，4

植物工学研　　　　　　　　　　　　日本　　　　8．8　　5．7

マイルズ　　　　　　　　　　　　ドイツ　　　30．3　　7，3

アメリカ　　　1．6　　　4、7

（ICI）　　　　　　　　　　イギリス　　21．4　11．6

アメリカ　　　1．5　　　7．7

日本　　　　5．7　10．2

フランス　　　16．1　　　7．7

ダウエランコ、マイコジェン　　　アメリカ　　　20．1　　6．3

アメリカ　　　　0．6　　　　7

日本　　　　26．8　　1．1

アメリカ　　　0．010　　　　7

日本公開特許公報およびWPIの両方で2件以上出願している全ての民間企業を一覧する。

■1994年または1995年の年間売上高。E裏e加emad皿aJCards，財00d再Corporaとe丹誠梅CoJがec九　日経外

国企業年鑑より。■■1994年の年間売上高に対するR＆D軽費の割合。上記の資料および　Cムe血S坤＆加us坤，

6November1995：866より。

一方、種子・食品企業では、世界最大の種子企業であるパイオニア・ハイブレッドが約半数の特許を出

願している。残りは、ホールデンズ（最近モンサントに買収された）、デカルブなどの種子企業、アメリ

カン・メイズ、フィリップ・モリス、ユニリーバなとⅥ巨大食品企業が占める。これらの企業においては、

化学系企業のようなR＆Dベンチャー企業の買収・系列化の動きは、さほど顕著ではない。R＆Dベンチャ

ー企業を主とするその他の企業、および大学・公的研究機関については、W円ではアメリカからの出願が

多いが、日本公開特許ではヨーロッパからの出願数に接近ないし逆転されている。この理由は、ヨーロッ

パにくらべてアメリカのベンチャー企業や大学の出願者は、国内出願のみを行う傾向が認められるためで

ある。これは一つには、その地域内におけるテクノロジーの「市場」の充実度と関係があると思われる。

日本の化学系企業と種子・食品企業は、日本公開特許では出願件数が多いが、WPIでは出願シェア、企

業当たりの出額件数がともに低位にある。日本公開特許で顕著に認められた医薬専業企業、その他の企業、

および大学・公的研究機関の出願も、WPrでは殆ど認められなかった。前述のように、後日国際出願をす

る予定がある場合には出願時に優先権主張を行うことが望ましいが、日本公開特許での日本企業による生

物特許の出願は、優先権主張を行っていないものが多い。生物特許における優先権主張の比率は、日本全

体で13％（25／187）に過ぎない。その内訳は、化学系企業が22％、種子・食品企業が13％、医薬専業

企業が15％、その他の企業や個人が7％、大学および公的研究機関が8％である。この事実は、日本企業

の特許出願の8、9割が、すでに出願時に国際出願を前提としていないことを意味する。その理由として

は、これらの領域の企業の国際競争力が低いこと、R＆D能力が低いこと、その結果、特許出願が防衛的

な目的でなされていること、などが考えられよう。そして、それらの低位の国際化水準、R＆D水準は、
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前章1節で述べたような、日本の農業・食料システムの構造転換の遅れとも関係しているであろう、コ

つ
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R＆D支出（＄B，1994年）

図5．2　化学系企業におけるR＆D支出と生物特許出願件数（WPt）

M。nSantO，Zeneeaを除く10企業グループについて、槽関係数r＝0．66，回帰式y＝3．34Ⅹ＋0．97，分散此F＝8．89．R＆D

支出はChemlstry＆LndustTy，6November1995：866より．Novartisは、合併前のSandozとCiba－Geigytして別個に

示した．

次に、企業のR＆D活動と生物特許の出願数の関係について、大体の傾向を把撞しておく。特許の数は、

R＆D支出の関数である一方で、諸産業間で異なる特許志向傾向とも相関することが古くから知られてい

る［scherer，1965；Kaufer，1989：1819］。現代の各産業ごとの特許志向傾向の分析では、化学系企業、

とくに薬品企業が特許を重視していることが確認されている［winter，1987＝1988：215－221；Bertin＆

Wya軋1988：24－31」。本研究の生物特許においても、化学系企業、種子・食品企業、その他の企業にお

ける、1企業当たりの平均出願件数は、日本公開特許でそれぞれ6．5、2．3、1．1、WPtでそれぞれ4．2、3．2、

1．2であり、化学系企業の出願件数が多い傾向が認められた。

それでは、これらの化学系企業のR＆D支出と、生物特許の出願件数との関係はどうであろうか。化学

系企業においてバイオテクノロジー部門の占める比重は、各企業の経営戦略に応じて異なっているであろ

う。従って、全体としてのR＆D支出と生物特許の出願件数の関係は、必ずしも単純な正の相関を示すこ

とは期待できず、諸産業間で特許志向傾向が異なることと同様に、各企業ごとのバイオテクノロジー志向

傾向が異なることの影響を受けることが予想される。図5．2は、代表的な化学系企業12社の1994年におけ

るR＆D支出と、WPIにおける生物特許出願件数の相関関係を示す。予想したように、12社全体では有意

な相関は認められなかったが、モンサントとゼネカを除く10社では、相関係数＝0．66、5％以下の有意水

準で回帰式y＝3．34Ⅹ＋0．97となる、正の相関関係が得られた。すなわち、これら10社におけるバイオテク

ノロジー部門の占める戦略上の比重は近似していると考えられるのに対して、モンサントとゼネカはR＆

D支出当たりの生物特許出願件数が大きく、バイオテクノロジー部門をより重視していることが推察され
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る。実際に、モンサントは近年に化学品部門を売却してベンチャー企業を買収するなどバイオテクノロジ

ー部門への特化を計っており、ゼネカはtctの医薬・農薬部門が分社化してできた企業であるしっ　また、こ

の2社に次いで生物特許出額の多いチバガイギーも、1996年のノバルテイスへの合併に際して化学品部門

を売却して医薬・農薬部門の比率を高めている。モンサントやチバガイギーの化学品部門の切り捨ては、

本研究で分析している生物特許出願（1986～95年）以後の出来事であるが、それ以前に化学品部門にお

ける収益性の低下とR＆D投資の縮小が先行していたものと考えられる。

日本公開特許の分析：テクノロジーの類型

前述のように、日本公開特許公報とWPIはテキストの項目やtPCコードの付与の仕方などが異なるため、

特許の内容の分析においては定量的な比較を行うことはできない。そこで、以下の分析はまず個別に行い、

後に特許の内容の全体的な傾向を比較して考察する。

まず、生物特許を可能にしているテクノロジーはどのようなものであろうか。生物を特許の対象として

認めるという概念上の問題が、4章で述べたように制度的に解決されたとしても、それが実際に特許要件

を満たすかどうかについては技術的問題が残ると考えられる。特許要件には、産業上の利用が可能なこと、

新規性と進歩性があること、そして再現可能な開示が可能であることが求められる。生物関連発明におい

ては、後の2要件において、発明の内容を確実に記述できないことから由来する技術的な困難が存在した。

しかし、特許庁の鵜飼によると、「従来は保護対象である生物自体をその性質により特定せざるを得なかっ

たが、遺伝子工学では分子レベルでの解明がなされていることから、導入した遺伝子などにより確実に生

物体を特定できる」ようになったという。それによって、「保護対象に関する文書による記述」が容易に

なり、上記の技術的な困難は解決可能となった［鵜飼，1993：130］。従って、そのような「分子レベル

での解明」に基づくDNA配列としての生物の「文書による記述」が、生物特許の増加にどのような影響

を及ぼしたかについて、まず検討する。

公開特許公報には、IPCコードのほかに日本独白の「識別記号」が記載されており、そのなかで「ZNA」

という記号はDNA配列（またはアミノ酸配列）を特定している特許に対して1990年から付与されている。

そこで、1989年以前の4年間については、特許明細書の【発明の詳細な説明】からDNA配列の特定の有

無を確認し、全期間にわたってそれらの「DNA配列特定」特許数を確定した。その結果を図5．3に示す。

この期間における生物特許の増加は、DNA配列特定特許の出現とその増加によって起きていることが示

唆される。特に1990年代において、DNA配列特定特許数の増加が著しい。これらのことから、DNA配列

の特定が、生物特許を出願する際の重要な技術コードとなっていると考えられる。

一方、通常のIPCコードも、生物特許に用いられているテクノロジーについての情報を与える．。ここで、

IPCコ，ドの階層構造について若干説明すると、例えばAOIHO5／00の場合、Aはセクション（Aは生活必

需品）、01はクラス（AOlは農業）、Hはサブクラス（AOIHは新規植物またはそれらを得るための処理）、

05／00はグループ（AOIH O5／00は創生植物；開花植物）の分類を意味する。また、日本特許庁では、

「発明に直接的かつ本質的に関係する技術主題に関する」「発明情報」と「付加情報」の二種類のfPCを

付与しているが、ここでは「発明情報」のみに着目する。本分析では、すでにAOIHO5／00およびAOIK

67／027「新規な脊椎動物」で特許を選択しているので、それ以外に付与される「発明情報」が問題とな

る。「発明情報」としてのIPCは複数付与される場合があり、その際には「発明を最も適切に表現する記

号を最初に記載する」［特許庁，1995：8］。従って、用いられているテクノロジーについて類型化を行

う場合には、AOIHO5／00およびAOIK67／027以外で最初に付与されている「発明情報」を用いること

が望ましいと考えられる。
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年

図5．3　DNA配列の特定と生物特許の増加（日本公開特許公報）

このようにして全372件の生物特許を区分したところ、C12Nが213件（57％）、サブクラスが12N以

外のCが19件（5％）、AOIHが64件（17％）、サブクラスが01H以外のAが21件（6％）、他の分類のな

いものが55件（15％）であった。ここで、セクションCは「化学」、クラスC12は「生化学；ビール；酒類

；ぶどう酒；酪徴生物学；酵素学；突然変異または遺伝子工学」、サブクラスC12Nは「微生物または酵素；

その組成物；微生物の増殖、保存、維持；突然変異または遺伝子工学；培地」を意味する。そこで、比率の

少ないものを統合して、単純にセクションCを付与されている特許とセクションAのみ（他の分類のない

ものを含む）の特許に二分してみる。前者を「化学的技術」（232件：62％）、後者を「農学的技術」（

140件：38％）を中心に用いた特許と大雑把にみなすことは可能であろう。DNA配列の特定の場合と同

様に時系列的な変化をみると、生物特許の増加とともに化学的技術を用いた特許が増加していた（データ

は示さない）。そこで、これら二種類の二分法を掛け合わせてクロス集計を行った。表5．4に示すように、

DNA配列の特定と化学的技術の間には、カイ自乗検定で有意な相関が得られたく。しかし、化学的技術を

用いた特許には、DNA配列を特定しないものも102件認められた。よって、この四分剖表をテクノロジー

の利用に関する類型として考え得るかどうかについて、テキストの詳細な検討を行った。

表5・4　DNA配列の特定と工PCコード分類の相関：p＜0．01，≠＝0．52

DNA配列　　　　　　DNA配列

非特定（％）　　　特定 （％）　　　合計　（％）

農学的技術　　　　123（55）　　　17（12）　　140（38）

化学的技術　　　　102（45）　　130（88）　　　232（62）

合計　　　　　　　　　225 100）　　　147（100） 372（100）
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その結果、DNA配列を特定する特許を一つに統合することによって得られる三類型が、農業技術領域

への遺伝子組み替え技術の展開過程の諸段階と関連させて理解することのできる理念型となると考えられ

た。農学的技術とDNA配列特定が交差する特許は化学的技術を用いていないわけではなく、新規な遺伝

子を導入した後に、さらに農学的育種技術を用いて交配を行ったりする複合的な技術構成を取っていた。

IPCコードでAOlクラスに優先的に分類されはしたが、多くの特許においてC12クラスのコードも付与さ

れており、その優先順位はよりA（〕1側に近いと判断されたために決まったものであろう。よって、このグ

ループは、化学的技術を用いてDNA配列を特定するグループと、遺伝子組み替え技術の利用という点に

おいては本質的に異ならないと考えられる。一方、DNA配列を特定しない特許の場合には、C12クラスの

コードは殆ど付けられておらず、農学的技術を用いたものと化学的技術を用いたものとの間には明瞭な差

があると思われた。化学的技術を用いてDNA配列を特定しない特許は、ベクター系や遺伝子導入法など

の遺伝子組み替え技術の基本的方法、および組織培養や細胞培養などを用いた生物改変法を提供するもの

が多かった。このグループは、遺伝子組み替え技術を構成する基本的および局地的技術に位置付けること

ができるであろう。結局、技術領域におけるテクノロジーの利用という観点では、以下の三種類の理念型

を設定する。

タイプⅠ：農学的技術を基碇にし、DNA配列は特定しない。これは、選別、交配などの、既存の

農業育種技術を用いた新規生物の特許である。123件（33％）が該当する。

タイプ工Ⅰ：化学的技術に基薩を置くが、DNA配列は特定しない。ベクター系、遺伝子導入法、細胞

培養での突然変異誘発など、遺伝子組み替えの基本的前提となる技術に関する特許であ

る。102件（27％）。

タイプⅢ：新規な遺伝子のDNA配列を特定することにより、それを導入した新規生物体を権利主張

する特許。147件（40％）。

タイプⅠの特許には、植物特許が成立するようになったために、従来は種苗法で保護されていた新品種

の育成法を特許出額も試みるといった類の特許が多い。しかし、1990年代になると、交配や薬剤処理に

よって作成した実験モデル動物の特許も多くみられるようになる。タイプⅠⅠの特許には、モンサントの基

本特許に追随する基本方法の特許（例えばチバガイギーのCaMVベクターに関する昭6上25487「キメラ

DNAの製造法」）、単子葉植物への遺伝子導入法の特許（例えばアグラシータスのパーティクルガン法

についての平1－80296「大豆およびその系列の粒子媒介形質転換」）、アンチセンス技術の基本方法の特

許（例えばカルジーンの昭62－296880「植物細胞における遺伝子発現のアンチセンス調節」）などが含

まれる。動物においては、遺伝子組み替え動物、キメラ動物などを作成する基本方法の特許が認められる。

オンコマススに続いて日本で認可された遺伝子組み替え実験動物である、新技術事業団の平3－187377

「遺伝子導入ヒト疾患モデル動物」もここに含まれる。タイプⅢは、1990年代の生物特許の中心を占め

るが、1980年代においても、除草剤耐性遺伝子に関する特許（例えばへキストの昭63－273479「植物に

おいて活性であるフオスフイノトリシン耐性遺伝子及びその使用」）やBt菌の∂毒素遺伝子導入植物の特

許（例えばモンサントの昭63－287488「虫害抵抗性植物」）などが存在した。これらは、1節において述

べた「目的遺伝子の特許」に欄当し、既存の植物の遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションを利用

して、DNA配列の特定から「ヴァーチャル植物」をシミュレーションする特許である。
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図5．4　植物特許におけるテクノロジー利用の三類型の展開（日本公開特許公報）

前節における考察から、これらの三類型は、農業領域への遺伝子組み替え技術の展開過程と関連してい

ることが予想される。そこで、それらの推移を植物についての特許に限定してみたものが、図5．4である。

植物に限定した理由は、動物についてのタイプⅠおよび江の特許の増加は、植物と比べて遅いからである。

図からわかるように、1980年代におけるタイプⅠおよびHのピークの後に、タイプⅢの特許が増加して

いる。1992年以降でのタイプⅠおよびttの再度の伸びは、タイプtttの技術の実現にともなって、遺伝子

資源としての品種の重要性が再認識され、また新たな基本方法のブレイクスルー（MATベクターなど）

が必要となってきたことなどに関係があると思われる。

次に、これらのテクノロジー利用の類型と出願主体との関係について検討する。そのクロス集計表を表

5．5に示す。本節までの議論で、遺伝子組み替え技術が医薬と農薬を製造する化学系多国籍企業によって

農業領域へもたらされ、生物特許を制度的に可能にしたことを述べた。表5．5の結果は、タイプⅢの特許

と化学系企業の相関関係を示し、この記述を確認する。一方、日本企業の比率が多い種子・食品企業やそ

の他の企業は、伝統的なタイプⅠのテクノロジーにとどまっている。医薬専業企業は、欧米の化学系多国

籍企業とは異なった日本国内志向の強い企業が多く、タイプⅢ特許の比率は少ない。ただし、これらの企

業の特許は実験モデル動物に関するものが多いため、未だにタイプⅠおよびffの技術レベルが多いとも考

えられる。

表5．5　テクノロジーの利用（日本公開特許公報）

カイ自乗検定p＜0，001、相関係数≠＝0．45、網かけ部分は右合計より大きい％を示したもの．

化学　　　種子・食品　　医薬専業　　他の企業　　大学など　　　合計

Ⅰ　20（14）．‡；華；三中畑；；華；；梱i；；吉韓：；庶出；；11（20）123（33）
ⅠⅠ　　38（27）　14（27）；；；：持：；く早野；16（18）三；：；2：2：照明：102（27）

IfI；；；；；8阜i；海9巨　15（29）　8（22）18（21）　22（40）147（40）

合計　142（川明 52（100）　　36（100）　　87（100） 55（100）　372（100）

日本公開特許の分析：産業利用日的の類型

特許の成立要件の一つは、その技術が産業上の利用目的を有することである。従って、特許のテキスト

には【産業上の利用分野】の項目があり、特許技術の利用目的を抽出することが可能である。結果として、
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以下の6種類の類型に分類できるものと考えた。

〈育種方法〉：交配であれ遺伝子組み替えであれ、新規生物を作成する方法のための技術をクレー

ムしているもの。基本的に生物特許は新しい生物を作る方法に関するものだが、この類型は作成さ

れた生物の利用法は特に言及せず、単に方法の独自性や有敵性を主張する。96件（26％）が該当。

〈ストレス耐性〉：自然約・人為的環境に対する耐性を付与した新規生物を作成するもの。除草剤

耐性作物、害虫耐性作物、ウイルス耐性家畜など。89件（24％）。

く柔軟な商品〉：既存の商品に多様な付加価値を提供するもの。脂肪酸組成を変えて多様な油脂原

料を提供する組み替えナタネ、低アレルゲン性の米、保存性のよいトマトやジャガイモ、加工特性

を改善した飼料用トウモロコシなど。55件（15％）。

〈生産性〉：生産性の向上を与えるもの。従来ハイブリッド化が困難であったイネや小麦を細胞融

合法などでハイブリッド化する特許、成長ホルモン遺伝子を導入したニワトリの特許など、必ずし

も伝統的な育種ばかりではない。17件（5％）。

〈モデル動物〉：人間の病気についての、実験・研究モデルを提侠するもの。癌遺伝子や免疫関連

遺伝子を導入したマウスやノックアウト技術によって神経伝達物質の受容体を欠損させた疾患モデ

ル動物など。．54件（15％）。

く生物工場〉：主に人間の医薬品（インシュリン、抗体、成長ホルモン、ワクチンなど）を生産す

る生物を提供する。動物と植物の両方が含まれる。17件（5％）。

この他に、いずれにも分類されない「その他」が44件（12％）存在した。このうち、21件は個人が出

願している。内容は、大半が鑑賞用の園芸品種を偶然または伝統的な交配法で育成したもので、バイオテ

クノロジーと生物特許の関係を考察する上では重要とは思われない。よって、あえて分類を設けることは

しない。以上の産業上の利用目的に関する六類型は、出願企業による技術草新需要の解釈を表わしている。

従って、これらはフォード主義からポスト・フォード主義へ向けての価値基準の変化と関連させて理解す

ることも可能であろう。言い替えると、これらの類型は、経済領域における商品コードを構成することに

なる。

く育種方法〉は、テクノロジーのためのテクノロジーという意味で、知識が交換・蓄積される〈R＆D・

知的所有権システム〉を前提としている。ベクター系、遺伝子導入・発現方法、胚細胞からの生物体再生

法などの基本方法は、自ら或いは他者によって利用されて初めて意味を持つ。よって、この類型の特許は、

必ずしもライセンス目的で出願されるわけではないにしても、他社の特許権への抵触を回避したり、R＆

D協力を有利に進めるためのカードであったりする。このような〈育種方法〉特許の比率が大きいことは、

バイオテクノロジーにおいて、ライセンスやR＆D協力による異なった知識の蓄積が重要な役割を果たし

ていることを示唆する。しかし、1995年までの時点では、モンサントの基本特許以上の影響力を有する

く育種方法〉は現われていない。

一方、くストレス耐性〉や〈柔軟な商品〉は、4章で述べたように、フォード主義的農業技術のもたら

した矛盾、すなわち遺伝的画一化、農薬耐性の病害虫や雑草、そして過剰生産に対する技術領域の主要な

解決策である。〈育種方法〉は特定の用途を持たないことから、〈ストレス耐性〉とく柔軟な商品〉が、

とくに植物に関する生物特許の最も中心的な産業上の目的である。それに対して〈生産性〉は、フォード

主義的農業・食料システムの最も代表的な技術コードであった。市場原理に直面するポストフォード主

義の農業において、投下資本当りの〈生産性〉はますます重要な技術開発誘因となるであろう。ただし、

ここでく生産性〉に分類した特許は、主として生産量の増大をクレームしているもので、その比率も大き

くはない。
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〈モデル動物〉とく生物工場〉は、動物特許の主要な用途である。前者は、医学・薬学研究用の実験動

物を提供するものであり、農業とは殆ど関係がなく市場規模も小さい。産業上の重要性は、むしろ医薬品

開発の道具としてのものであろう。他方、〈生物工場〉は家畜や農作物を主として医薬品原料の生産に用

いるものである．。これは、フォード主義的農業が飼料や油科用に作物の用途を拡大したのと同様に、既存

の農業生産物の用途を拡大する可能性を有する。しかし、未だ確固とした市場は存在せず、リスクの大き

な技術分野であると思われる。

これらの産業上の利用方法の類型と出願主体との関係について、クロス集計表を表5．6に示す。遺伝子

組み替え技術を使いこなすことのできる化学系企業は、当然ながら基礎的な〈育種方法〉と相関するが、

それよりも多く　くストレス耐性〉特許を出願している。これらの農薬を製造する企業が、除草剤耐性や害

虫耐性植物を作成する技術を開発してきたことは、既に述べたとおりである。その社会経済的文脈につい

ては、次節で扱う。全体の比率から見ると決して大きくはないが、化学系企業はく柔軟な商品〉特許の最

大の出願主体でもある。化学系企業は1970年代に種子企業を数多く買収して系列化しており、ゼネカの

「高ペクチン・トマト」のように、多様な付加価値をつけた種子や農産物を開発する誘因を持っていたと

考えられる。同様の理由で、種子・食品企業は〈柔軟な商品〉特許の出願と相関する。種子・食品企業は

く育種方法〉の出願も多いが、これは遺伝子組み替えの基本技術というよりは、細胞培養や既存の植物育

種技術に基づくものである。医薬専業企業の出願は、当然〈モデル動物〉に集中している。医薬専業企業

での比率が全体よりも大きい〈生産性〉については、一部のメーカーが動物薬を製造しているためで、動

物の肥育効率や飼料効率を高めるものである。また、大学や公的研究機関は、基礎的な〈育種方法〉およ

び基礎医学研究の手段でもある〈モデル動物〉の特許を多く出願する。〈生物工場〉は件数が少ないこと

もあって、特定の行為者との明瞭な関係は認められない。市場も確定しておらず、当面はベンチャー企業

や資本力のある化学系企業が中心となるであろう。

表5．6　産業上の用途（日本公開特許公報）

カイ自乗検定p＜0・001、相関係数≠＝0．70、綱かけ部分は右合計より大きい％を示したもの．

化学　　　　種子・食品　医薬専業　　他の企業　　大学など　　合計

〈育種方法〉　：三：：47：三塁3巨

〈ストレス耐性〉；；；笹；画；；

く柔軟な商品〉　　22（15）

〈生産性〉　　　　　4（3）

〈モデル動物〉　　　6（4）

13（25）　　3（8）　12（14）：；：：埠号等軒三　96（26）

10（19）　　3（8）　　12（14）　11（20）　89（24）

阜3；：（2亭主：　1（3）　12（14）　　7（13）　55（15）

2（4）；：；：耳：いり；：工：；宇：弼

5（10）‡；‡；韓；榊宥　　7（8）

く生物工場〉　　　　6（4）　　2（4）　1（3）三；三≡：狛往

その他　　　　　　4月）　　7（13）　　2（6）　　31（36）

0（0）　　17（5）

i子持写軒；54（15）

2（4）　　17（5）

0（0）　　44（12）

142（100）　52（100）　36（100）　87（100）　55（100）　372（100）

次に、テクノロジーの利用類型と産業上の用途類型の関係を表5．7に示す。タイプⅠのテクノロジーは

〈柔軟な商品〉や〈生産性〉と、タイプ江のテクノロジーは〈育種方法〉や〈モデル動物〉と、タイプⅢ

のテクノロジーは〈ストレス耐性〉やく生物工場）と、それぞれ相関が認められた。これらの相関は、第

一に、テクノロジーの利用と産業上の用途を接合する行為者側の条件に依存するであろう。例えば、〈ス

トレス耐性〉は化学系企業の主要なR＆D誘因であったことから、タイプⅢのDNA配列特定型のテクノロ

ジーと結び付けられた。後で詳しく述べるように、最初の除草剤耐性作物は既存の農業育種研究のなかで、

選別と交配を通じて行われた。生物への〈ストレス耐性〉の導入は、必然的に遺伝子組み替え技術を要請

するわけではなかった。それらを媒介したのは、フォード主義的農業の危機における化学系企業の戦略で
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あったと考えられる。それとは逆に、化学系企業が獲得した遺伝子組み替え技術は、〈ストレス耐性〉の

生物を創出するという技術の展開方向に影響を与えたであろう。前に述べた選択マーカーの探索は、除草

剤耐性遺伝子の探索を促進した。すなわち、行為者の手持ちの技術的可能性が、潜在的な技術の需要を開

拓する場合もある。従って、テクノロジーと用途は、行為者を媒介として、双方向的に作用し得るものと

考えられる。テクノロジーと用途を接合する第二の要因として、それらの直接的な適合性も関与するであ

ろう。タイプHのテクノロジーと〈育種方法〉の相関が、その例である。勿論、化学系企業が育種に関与

するようになったために化学的技術が用いられた側面もあるが、この用途は技術的な方法に関するもので

あるために、具体的なDNA配列を特定するタイプtItよりも、その基本的方法に関するタイプⅠⅠのテクノロ

ジーに適合する。また、第三の要因として、遺伝子組み替え技術の展開過程の段階の問題もあると思われ

る。〈ストレス耐性〉やく生物工場〉の特許は、タイプ【Ⅰである外来遺伝子導入（トランスジェニック）

生物の基本的方法が確立した後に、タイプⅢへ移行した。それに対して、〈モデル動物〉の作成には、生

物の内因的な遺伝子発現の制御機構のより深い理解が必要とされる場合が多く、タイプⅠ工の基本的方法の

確立に時間がかかっているとも考えられる。

これまでの相関関係の推定により、出願主体、テクノロジーの利用類型、産業上の用途類型の三者の間

に、それぞれ固有の接合傾向が兄い出される。解りやすくするために、出願主体ごとの傾向を図5．5にグ

ラフ化する。すなわち、化学系企業はタイプtIIのテクノロジーを用いて〈ストレス耐性〉を中心に生物特

許を出願する傾向が顕著である。医薬専業企業はタイプⅠとタイプⅠⅠのテクノロジーを用いて〈モデル動

物〉に向けて生物特許を出願している。大学や公的研究機関は傾向が二つに別れ、タイプ江とⅠⅠⅠのテクノ

ロジーを用いてく育種方法〉とくストレス耐性〉の特許を出願する一方で、タイプttのテクノロジーを用

いてくモデル動物〉の特許を出願する。種子・食品企業およびその他の企業は、他の行為者に比べて出願

が分散しており、必ずしも明らかな傾向は認め難い。ただ、どちらも〈柔軟な商品〉が最も多かった。

以上の結果から、1986年～1995年におけるバイオテクノロジーと関連した生物特許の増加は、技術領

域でのテクノロジーの選択と経済領域での商品の成立との接合を、行為者が媒介する主として二つのパタ

ーンから説明することができると考えられる。一つは、化学系企業によるタイプⅢのDNA配列特定型のテ

クノロジーとくストレス耐性〉を中心とする遺伝子組み替え植物の産業利用との接合である。もう一つは、

大学や公的研究機関および医薬専業企業によるタイプ江のテクノロジーと〈モデル動物〉との接合である。

表5．7　テクノロジーの利用と産業上の用途の相関（日本公開特許公報）

カイ自乗検定pく0．001、楷関係数≠＝0．55、網かけ部分は右合計より大きい％を示したもの

I H III　　　　合計

く育種方法〉

くストレス耐性〉

〈柔軟な商品〉

く生産性〉

くモデル動物〉

〈生物工場〉

その他

21（17）；：；二軍革二；（叩）：；　37（25）　　96（26）

14（11）15（15言論轟証　89　甘4）
姑：：（珊：；13（13）　21（14）

：；9；：；榊；：；　3（3）　　5（3）

19（15）‡三；三纏‡；（拘；10（7）

2（2）　　3（3）：；：；：持；：；潮；

37（3（〕）　　5　（5）　　　2　（1）

55（15）

17　（5）

54（15）

17　（5）

44（12）

合計　　　　　　123（100 102（H）0）　147（100）　372（100）

83



（
辟
事
姑
普
選
奇
特
皿
）
八
－
も
て
霊
地
e
増
脛
刃
彊
悪
昭
旬
日
ー
せ
州
摩
誼
　
S
．
S
囲

壕制啓開

堀割軍用

八
1
恥
て
頃
壬
へ
も
辣
嶺
継
瀞
礫
凶
．
U

ヽ
1
も
て
囁
召
g
妹
嶺
咤
増
車
・
中
華
．
田

八
1
も
て
頃
王
g
舞
鶴
喋
朴
雲
．
く



軸
遅
・
（
辞
卓
結
蜜
露
草
椅
正
）
∧
1
も
て
監
魁
e
増
脛
刃
定
型
昭
当
り
一
巻
州
馨
ヨ
　
S
示
区

碩勅薗用

ヽ
1
恥
て
頃
五
g
荘
登
密
事
・
朴
宣
出

ヽ
1
恥
て
頃
玉
g
Y
寧
・
匪
嶺
官
学
g
中
．
已



WPlの分析：日本公開特許との比較

WP工の特許データベースについても、上と同様の分析を試みる。、その理由は、出願主体の属性分析にお

いて示したように、二つの特許データでは化学系企業以外の出願主体の構成に差が認められるためである。

従ってここでは、この差から生じる日本公開特許公報での生物特許の全体的傾向の偏差を検出し、世界レ

ベルでの生物特許の傾向を適切に把握すること、および各地域での固有な条件を理解すること、これらを

目標とする。

WPIの特許データベースは特許明細書の全文を含むわけではなく、情報ソースとしては限界がある。し

かし、一つの特許の全ての海外出願を網羅しており、tPCコードも最も新しい出願時点のものに更新され

ている。ただし、DNA配列についての識別記号は付与されておらず、IPCコードの順位づげもなされてい

ない。従って、テクノロジーの利用形態については、公開特許公報の場合と同一の類型化は不可能である。

そこで、以下のような近似的な分類法を採用した。すなわち、付与されたIPCコードのうち、C12クラス

がAOlクラスより多い場合を化学的技術、そうでない場合を農学的技術とした。また、DNA配列の特定は、

rpcコードのグループC12N15／09「組み替えDNA技術」のなかのサブグループ15／11～15／62「DNAま

たはRNAフラグメント；その修飾物」を含むかどうかによって代替した。このサブグループには、DNAの

製造や精製方法（15／10）、ベクターを用いた遺伝子導入法（15／63～15／86）、その他の遺伝子導入法

（15／87～15／90）は含まれないため、DNA配列の特定についての妥当性は高いと思われる。その後は同

様にして、タイプIを農学的技術でDNA配列非特定、タイプrrを化学的技術でDNA配列非特定、タイプIrr

をDNA配列特定の特許とした。DNA配列を含む特許の推移を図5．6に、テクノロジーの利用類型と出願主

体との関係を表5．8に示す。

0
　
　
　
　
　
　
　
0

4

一

　

　

　

　

　

つ

J

出
癖
特
許
数

86　　　釘　　　88　　　89　　　90　　　9⊥　　　92　　　93　　　94　　　95

年

図5．6　DNA配列と生物特許の増加（WPt）

図5．6は図5，3とほぼ同様のパターンを示し、DNA配列の記述が生物特許の増加に重要な役割を果たして

いることを確認する。また、表5，8の結果も、表5．5における公開特許公報の結果と基本的に一致する。た

だし、WPIではその他の企業がタイプⅠⅠおよびⅠttのテクノロジーの比率が高いことが、一点だけ異なって

いる。これは、WPrでの「その他の企業」はアメリカのR＆Dベンチャー企業が主であるのに対して、公
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開特許公報の「その他の企業」は個人出願者や日本の多様な業種の企業が多いためであると思われる。

表5．8　テクノロジーの利用（WPf）

カイ自乗検定p＜0．001、相関係数≠＝0．57、網かけ部分は右合計より大きい％を示したもの

化学　　　種子・食品　　勉の企業　　大学など　　　合計

1　12（13）こ；二三軍三：‡鱒3巨　20（29）　　7（13）　77（30）

tI　14（15）　2（4）三；；三け‡：く2勲：三：‡：；坤；串9巨　43（16）

Ⅰtt i章67：三：（7祢：　6（13）　33（47）‡：工35＝：：（57巨141（54）

合計　　93 100）　　46 100）　　70（100 261（100）

次に、産業上の利用目的については、WPI特許データの「タイトル」および「要約」の部分から判断し

た。分類に際しては、公開特許公報の六類型に加えて、〈遺伝子治療〉の類型を付け加えた。これは、日

本およびヨーロッパでは、人の治療方法は産業上の利用可能性を欠くとして特許の対象から除外されてい

るのに対して、アメリカでは除外されていないためである。これらの特許は、治療法とともに、「遺伝子

を導入したり、その発現を抑制したりした人間」に対しても特許権を主張する。アメリカでは1988年に、

人間に対する特許権の付与を禁止する法案が提出され、下院を通過したが上院で廃案となっていた［相漫

1993：114］。

以上計七類型の産業上の用途と出願主体との関係を表5．9に示す。やはり、化学系企業や種子・食品企

業の基本的なパターンは、日本の公開特許公報についての表5．6と一致する。ただし、種子・食品企業は

WPIでは、より植物特許への偏りが大きくなり、なかでも〈育種方法〉に半数の特許が集中している。こ

れは、公開特許公報では日本の食品企業が多く、基幹農作物よりはむしろ加工食品原料や家畜に関わる特

許が多いのに対して、WPIではアメリカの種子企業（とくにパイオニア・ハイブレッドなどトウモロコシ

種子企業）の出願が中心となっているためである。その他の企業や大学においては、相違点が顕著である。

その他の企業ではくストレス耐性〉、〈モデル動物〉、〈遺伝子治療〉が、大学および公的研究機関では

〈生物工場〉、く遺伝子治療〉が、公開特許公報に比べて高い比率で出願されている。全体としてWPIで

は、R＆Dベンチャー企業からなる「その他の企業」と「大学および公的研究機関」の特許のパターンが

類似しており、タイプⅠⅠおよびⅢのテクノロジーを用いて、〈モデル動物〉、〈遺伝子治療〉、〈生物工

場）などの主として動物に関わる特許を出願している（図5．7を参照）。

この相違は、テクノロジーの利用と産業上の用途の関係においては、〈モデル動物〉の特許に、タイプ

tt【のテクノロジーが相関することに現われている。公開特許公報の分析で第三の要因として論じたように、

遺伝子組み替え技術の展開過程がこれらの相関に反映していると考えると、アメリカのベンチャー企業や

WPIに出願している大学・公的研究検閲（56％がアメリカ、37％がヨーロッパ）は、日本の医薬専業企

業や公開特許公報の大学・公的研究機関（46％が日本）よりも、遺伝子組み替えくモデル動物〉の作成

において一歩先んじていると言えるであろう。また、これらのWPtの行為者は、〈遺伝子治療〉とく生物

工場〉の出願傾向も同株に有する点も、〈モデル動物〉の特許に集中している日本の医薬専業企業とは性

格が異なる。従って、公開特許公報で結論づけたように、テクノロジーの利用と産業上の用途を行為者が

媒介するパターンとして〈モデル動物〉の特許を取り上げる場合、それらの媒介を先導する行為者はむし

ろアメリカのベンチャー企業や欧米の大学・公的研究機関であろう。そして、この接合パターンをより広

く捉えるならば、タイプⅠ【からiHへと展開する遺伝子組み替えテクノロジーと、〈モデル動物〉、〈遺伝

子治療〉、〈生物工場〉からなる動物特許とが、これらの行為者によって媒介されている現象として把捉

できるであろう。
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表5．9　産業上の用途（WPD

カイ自乗検定p＜0・0m、相関係数≠＝0．59、網かけ部分は右合計より大きい（為を示したもの

化学　　　　種子・食品　他の企菜　　大学など　　合計

〈育種方法〉

〈ストレス耐性〉

〈柔軟な商品〉

〈生産性〉

〈モデル動物〉

〈遺伝子治療〉

〈生物工場〉

その他

鋼：三田封ニ；圭かi絹0巨　　9（13）　14（27）　76（コ明

華‥卵う；‥：日7）昌幸砕き

18（19）；三瀬二（2据：　9（1こう）

日1）；工：8：：仁用：：　3（4）

5（5）　　0（0）：：：：1巨（摘

0（0）　　0（0）：；昌畑摘

3（3）　0（0日‥‡：甘酢

1（1）　　1（2）　　　7（10）

8（15）　　66（25）

6（12）　　44（17〉

2（4）　　14（引

i早：墨巧打　30（11）

：須㈱三：　11（4）

瀬畑10（4）
1（2）　　10（4）

合計　　　　　　　　93 100）　46（100

表5．10　テクノロジーの利用と産業上の用途の相関（WPI）

カイ自乗検定p丑001、相関係数ず＝0．4L■綿かけ部分は右合計より大きい％告示したもの．

Ⅰ　　　　H　　　　　　ⅠⅠⅠ　　　　合計

く育種方法〉

くストレス耐性〉

〈柔軟な商品〉

〈生産性〉

〈モデル動物〉

粥：持6日：；：‡：鉦：甘酢：；　27（19）　　76（29）

11（14）　　　6（14）

牲梓等持三　　2（5）

勲；揮汗三　　0（0）

5（6）　：；：≡巧：汗鞘

〈遺伝子治療〉　　　0（0）；：‡：…む轟

く生物工場〉　　　　日1）　三；；圭頼7う

その他　　　　　　　5（6）　　　2（5）

；肇：…軍5巨　　66（25）

三Z等：里8巨：　44（17）

4（3）　　　14（5）

：纏掛軒　　30（11）

：；9：：（6巨：；11（4）

6（4）　　、LO（4）

3（2）　　10（4）

合計　　　　　　　77（1（岬　　43（100）141（100）　261（し00）

88



（
一
d
享
）
八
－
も
て
露
撥
e
増
脛
刃
彊
ぜ
昭
当
り
一
章
州
轟
竃
　
ト
．
S
区

ヽ
！
恥
て
頃
五
g
霊
草
富
弔
・
朴
宣
十
稚
嶺
e
宰
g
中
．
U

八
1
恥
て
頃
五
g
舞
鶴
喋
蕪
倒
・
繰
噂
．
閏

ヽ
1
仏
ソ
ヽ
頃
五
g
粥
顔
喋
朴
］
「
亘



最後に、WPIでのみ得られた生物特許の出願先のデータについて、表5．11にまとめる。表の「関連特許

数」は同一発明の外国出願を含む出願件数を、「出願・指定国数」は外国出願での出願先とEPC出願（ヨ

ーロッパ特許庁を経由）の対象国およびPCT出願（特許共同条約で相手国の言語に翻訳する前に出願権を

確保する）の指定国をあわせた出願先の国数を表わす。EPC出願やPCT出願では、相手国の言語での相手

国特許庁への出願が猶予されるため、出願・指定国数の平均は外国出願の関連特許数の平均よりも多くな

る。これらの数の多きは、その特許が国際的な効力を求めて出願されていることを表わすものと考えられ

る。また、特定の出願先として、新工業国である韓国および新農業国である中国とブラジルへ出願してい

る件数の頻度（％）も求めた。このデータは、ある特許の属性が、どのような周辺諸国を出願先として指

定するものであるかについて、大雑把な傾向を与える。

表5．11生物特許の出願・指定先

雷特許件数nにおける、特定国への出願弓旨走を行っている特許件数の割合（％）を示す。

特許件数　関連特許数　出願弓旨走国数　特定国への出願・指定の頻度（％）暮

出願主体　　　　　　　　n　　　　平均　SD　　　平均　SD　　　　韓国　　　中国　　ブラジル

化学系企業

種子・食品企業

その他の企業

大学・公的研究機関

93　　　　　　5．8　　3．2

46　　　　　　3．2　　3．1

70　　　　　　4．9　　3．4

52　　　　　　4．5　　2．2

22．4　12．2

8．0　11．8

20．5　13．2

21．4　14．7

31　　　　　11

7　　　　　　2

36　　　　　10

31　　　　　　6

32

11

24

27

77　　　　　　3．5　　3．1

43　　　　　　4．4　　2．4

141　　　　　　5．7　　3．1

8．9　11．3　　　　　　10　　　　　　3　　　　　　12

21．2　14．8　　　　　　26　　　　　　5　　　　　　26

24．3　11．7　　　　　　36　　　　　12　　　　　　34

〈育種方法〉

くストレス耐性〉

〈柔軟な商品〉

〈生産性〉

〈モデル動物〉

〈遺伝子治療〉

〈生物工場〉

その他

76　　　　　　4．2　　2．9

66　　　　　　6．1　3．6

44　　　　　　5．0　　2．9

14　　　　　　2，2　　2．1

30　　　　　　4．7　　2．6

11　　　　　　5．1　2．9

10　　　　　　5．3　　L8

10　　　　　　5．2　　2．7

16．4　14．5

19．9　10．6

21．6　15．6

9．6　16．6

24．2　13．2

25．5　11．3

24．9　10．5

18．8　13．2

17　　　　　　7

20　　　　　　9

39　　　　　　11

14　　　　　　　7

37　　　　　　7

45　　　　　　　0

60　　　　　　0

3C1　　　　　　0

22

26

39

14

27

27

30

20

全体　　　　　　　　　　　261　　　　4．8　3．2　　　19．213．9　　　　　24　　　　　8　　　　　25

結果として、関連特許数と出願・指定国数が多いものは、化学系企業、タイプlIlのテクノロジー、そし

て〈ストレス耐性〉（関連特許数）と〈遺伝子治療〉（出願・指定国数）であった。タイプⅠからtmこか

けて、これらの数倍が増加する傾向にあることは、遺伝子組み替え技術の展開に応じて技術の流通や適用

の範囲が高くなることを示唆するであろう。化学系企業によるタイプmのくストレス耐性〉や〈柔軟な商

品〉の特許は、関連特許数と出願・指定回数が比較的多く、また中国への出願比率が全体よりも高い傾向

が認められた。これらの生物特許は、関連特許数が多いことから技術的に成熟しており、世界市場への適

用可能性も高く、農業分野を対象とした技術であると考えられる。それに対して、種子・食品企業による

タイプⅠの〈生産性〉特許は、関連特許数と出願・指定国数が少なく、これらのクレームする生物の市場
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が地域的に限定されたものであることを示唆する。一方、ベンチャー企業や大学などによる〈モデル動物〉

〈遺伝子治療〉　〈生物工場〉などの動物特許は、関連特許数と出願・指定国数がともに多く、また韓国へ

の出願比率が植物を対象とする特許に比べて高い傾向が認められた。これらの特許の利用分野が、医薬品

産業や工業であることを反映すると思われる。

もう一一度整理すると、まず、DNA配列特定型のタイプmテクノロジーと〈ストレス耐性〉を中心とする

組み替え植物の商品化を、化学系企業が媒介している。一方で、遺伝子組み替え技術を同株に展開するこ

とによって、〈モデル動物〉を中心とする組み替え動物を工業国を中心に商品化しようとする行為者が、

アメリカのベンチャー企業と欧米の大学・公的研究機関である。この二つの技術岬行為者一商品のネクサ

スが、1986年′、1995年における、世界的な流通可能性の高い生物特許の増加の主要な因子であると考え

られる。次の二節では、これらのネクサス形成の技術的・経済文脈について検討する。
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3　農薬コネクション

1980年代後半から1990年代前半にかけて、生物特許の増加に最も寄与していた技術仙行為者一商品ネ

クサスは、農薬を製造する化学系企業が、〈ストレス耐性〉を主要な産業上の用途とする植物を、遺伝子

組み替え技術を用いて創出するものであった。〈ストレス耐性〉特許が何に対する耐性をクレームしてい

るかを、日本公開特許について表5．12にまとめる。WPIにおけるクレームも、ほぼ同様の傾向を示した。

〈ストレス耐性〉の中味は、ウイルス、害虫、除草剤、および細菌・カピである。この構成は、OECDが

まとめた1986年～1992年の遺伝子組み替え植物野外試験承認件数の統計（表5．13）においても確認され

る。承認件数では除草剤耐性が突出して多いが、これはカナダにおける遺伝子組み替えナタネの大規模な

試験（218件）が行われたことを反映している。また、同統計は、植物の遺伝子組み替えにおいて、多様

な〈ストレス耐性〉を付与する品種改良が、最も一般的な目標となっていることを裏付けるものである。

出願主体については、表5．12より、北米の化学系企業やベンチャー企業が、害虫耐性を目的とした生物

特許を比較的多く出願している傾向が認められる。一方、ヨーロッパの化学系企業は、ほぼまんべんなく

多様なストレスに対する耐性をクレームしている。また、農業食料系企業や日本の企業は、ウイルスや細

菌tカビに対する耐性生物を中心に出願している。ヨーロッパの化学系企業も、北米企業に比べると細菌・

カビに対する耐性をより多くクレームしている。

これらの傾向は、除草剤、害虫、病気（ウイルス・細菌・カビ）に対する耐性特許の数を、それぞれ除

草剤、殺虫剤、殺菌剤の地域ごとの既存市場の大きさと関連づけることで、少なくとも部分的には説明が

可能であると思われる。1991年の地域別の農薬売上高では、除草剤と殺虫剤は、アメリカとヨーロッパ

の比はほぼ等しいが、麓菌剤はヨーロッパ（48％）と極東（28％）がアメリカ（8％）を大きく上回って

いる［農薬キーワード辞典，1995：27］。すなわち、耐病性作物の需要は、ヨーロッパや日本の方がアメ

リカより大きい。また、除草剤の売上高比率は、他の薬剤に比べて、極東（15％）が欧米（どちらも30

％台）より低い。これは、水稲栽培で除草剤の必要性が相対的に低いこと、および経営単位あたりの作付

け面積が小さく労働集約的であることとが理由として考えられる。従って、除草剤耐性作物の需要も、日

本では欧米ほど多くはないであろう。ただし、アメリカ企業で害虫耐性の特許が多い理由は、既存市場の

規模から説明することは必ずしも適切ではない。害虫耐性特許の多くは徴生物農薬遺伝子の導入に関わる

ものであり、徴生物農薬を開発するベンチャー企業の多きと関係していると思われる。また、殺虫剤市場

が大きい（31％）極東で害虫耐性特許の比率は決して高くないが、これは植物の遺伝子組み替えが主に

及子葉植物で行われ、イネなどの単子葉植物では技術的に遅れていたことも一因であろう。

表5．12　くストレス耐性〉特許の耐性の対象（日本公開特許公報）
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表5．131986年～1992年の遺伝子組み替え植物野外試験承認件数

トウモ　ジャガ　大豆　トマト　ナタネ　ワタ　　タバコ　テンサ　その他　合計

導入形質　　　　　ロコシ　イモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

除草剤耐性

害虫耐性

ウイルス耐性

耐病性

他のストレス耐性

品質改良

雄性不稔

その他

42　　　19　　　35

13　　　29　　　　0

8　　　46　　　　0

1　　19　　　　1

0　　　　2　　　　0

3　　　17　　　　3

5　　　　0　　　　0

0　　　　1　　　1

18　　242　　　26　　16

13　　　1　　16　　11

14　　　　2　　　　0　　　　9

5　　　　2　　　　0　　　　7

0　　　0　　　0　　　6

21　　　7（1　489

0　　　　6　　　89

8　　　28　　115

0　　　　0　　　35

0　　　　4　　12

20　　　21　　　0　　　1　　　0　　12　　　77

0　　　27　　　　0　　　2　　　0　　　5　　　39

り　　　　0　　　（〕　　20　　　0　　19　　　43

全体　　　　　　　　　65　133　　40　　　72　　290　　　37　　72　　28　169　　878

OECDの調査［1993：14］をもとに作軋下欄「全体」の件数は、1件で複数の形質を導入している植物があるために、

各導入形質欄の合計とは一致しない。

以上の事情を考慮に入れると、除草剤、害虫、病気に対する耐性特許は、基本的には既存の農薬市場に

おける、それぞれ除草剤、殺虫剤、殺菌剤の技術革新として、それらの農薬を製造する企業およびその系

列ベンチャー企業によって出願されていると考えられる。すなわち、農薬企業が農薬の機能を作物にビル

ト・インした種子を商品化しようとしたことが、経済領域における新たな「貨幣S商品」関係を形成し、

生物特許を増加させることになったと考えられる。では、そのような既存農薬の革新に基づく「貨幣S商

品」関係は、既存の農薬市場において、どのような文腺で現われたのだろうか。また、そのような農薬機

能を持つ種子の作成は、新たな「知識＝生命」関係である植物の遺伝子組み替え技術と、どのようにして

結び付いたのであろうか。これらが本節の課題である。以下では、まず近年の農薬市場の変化とR＆D誘

因について概観した後、化学系企業との関連がより密接な除草剤および害虫耐性植物の技術革新の経緯に

ついて、その市場的背景と技術的可能性の接合を分析する。分析に供する資料には、2節で用いた生物特

許のデータに加えて、関連する科学技術論文のテキスト業界紙（誌）での企業経営者や科学技術者の発

言内容、およびマクロの統計データを用いる。

農薬の世界市場の変化と農薬企業のR＆D

最初の農薬の使用は19世紀に遡るが、本格的な農薬市場の成立は第二次大戦後と考えてよい。農薬産

業のR＆Dについて広範な研究を行ったアキラデリスによると、第二次大戦後のアメリカにおける農薬市

場の急速な拡大が技術革新の強力な誘因となり、1950年代における新規化合物開発の「黄金時代」をも

たらした［Achilladeliseta1．，1987：196－198］。この市場拡大には、戦後の産業復興期における工業部門

への農村人口の移動による農業省力化の必要性と、農業調整法やヨーロッパのCAPのような農業保護政策

の果たした役割が大きかったであろう。言わば農薬産業は、フォード主義的農業・食料システムの落とし

子なのである。しかし、同時に1950年代には、殺虫剤の環境への影響が深刻な問題を招くこと、DDTな

どの有機塩素化合物を有効成分とする農薬が、生物には分解不能で土壌中に蓄積すること、が既に明らか

となっていた。さらには、殺虫剤継続使用に対して昆虫が耐性を獲得することも判明した。これらの問題

は、新たな化合物開発の誘因となる。1950年代と60年代の20年間に開発された新規殺虫剤の数は、それ

以前の全ての殺虫剤数の9倍近くの181品目に達する。そして、1960年代には、有機塩素系の殺虫剤に代

わって、有機リン化合物やカルバメートが主流となった［ibid：183－185］。】ただし、ピレスロイドや昆虫
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幼君ホルモンのような天然物質は、安全性の高さが知られていたにも拘わらず、特許性がないことや市場

規模が小さいこともあって、企業による開発が遅れた。従って、環境問題はR＆Dの契機とはなるが、市

場独占や収益性の動機に適合する限りにおいて利用されるに過ぎない。

除草剤は人間が行っていた除草労働を代替するものであり、労働コストの高い資本集約的な農業におい

て初めて使用される。よって、その普及はほかの農薬に比べて遅く、1950年代まではアメリカが主要な

市場であった。それが、ヨーロッパ農業の復興、飼料・油料作物としての大豆栽培の増加、ブラジルなど

新農業国の出現にともなって、1960年代から70年代にかけて市場を拡大した。3グループの農薬のなか

での売上シェアも、1960年には20％に過ぎなかったものが1980年には41％に増加している。一方、殺

菌剤は、1967年に初めて吸収型の薬剤が開発されて従来の接触型に比べて散布効率が上昇し、市場も急

激に拡大した。その結果、除草剤と殺菌剤も、殺虫剤と同様に1960年代に開発ピークを迎える。除草剤

や殺菌剤による環境問題は、土壌および水系の汚染であった［ibid：200］。特に、発癌性のあるハロゲン

化有機化合物は規制の対象となり、尿素化合物、有機リン化合物、窒素複素環化合物などの多様な骨格の

物質が登場した。

しかし、1970年代の後半から、これらの農薬のR＆Dも転換期を迎える。環境問題による規制の強化は、

新規農薬の市販までに監督官庁に提出しなければならない実験データの数を増加させ、一つの農薬の開発

に必要なR＆Dコストを増大させた。ドイツの化学企業であるBASFのデータによると、1975年～1995年

の20年間に、化合物の合成や製剤化などのコストは2、・4倍に増加しただけだが、毒性・残留性・代謝・

環境への影響などの試験コストは12倍以上になった［Harblell，1996：384］。その結果、売上に占めるR

＆D経費も7％前後から10％台に増大した。さらに、1960年代に開発した農薬の特許が1980年代には期

限切れとなり、それらの農薬市場は独占状態から価格を基準とする競争構造へと移行した。規制の障害と

R＆Dコストの増大により新規化合物が現われにくくなったことも、特許切れ農薬の価格競争を加速した。

さらに外的な要因として、既に農薬の使用が飽和状態に達していたアメリカやヨーロッパ農業において、

過剰生産にともなう減反や補助金の削減の動きが見られたことは、農薬市場を縮小させる方向に働く。ア

メリカやヨーロッパの代わりに農業生産を増加させている中国および東南アジアの農薬市場は拡張期にあ

るが、未だに労働集約的な農業経営が多く、工業化諸国市場を代替するだけの規模にはほど遠い。

これらの要因の帰結として、1970年代には平均年率7．6％で増加していた農薬産業の売上高も、1980

年代には年率3．1％の増加に低下する。そして、1992年の世界の農薬市場は25億2千万ドルで前年から6

％減少し、1960年代以降はじめてマイナス成長となった［McDougall＆Phillips，1993：888］。このよう

な売上と収益性の後退局面においては、農薬企業はR＆Dコスト比率の減少と市場シェアの増加を迫られ

るであろう。前者は、信用拡大状況において、R＆Dの結合と固定費の削減を目的としたM＆Aとなって現

われた。大型M＆Aの例としては、ダウとイーライ・リリーの農薬部門によるダウ・エランコの設立（

1989年）、シェルの農薬部門のアメリカン・サイアナミッドへの売却（1993年）、へキストと、シェリン

グの農薬部門によるアグレポの設立（1994年）、チバガイギーとサンドの合併（1997年）などがある。

そして後者が、バイオテクノロジーを用いたラディカルな技術革新であった。ただし、技術革新が新規農

薬化合物の探索ではなく植物バイオテクノロジーに向かった背景には、幾つかの理由が考えられる。

第一に、すでに1980年代には、農薬企業は同時に種子企業でもあったことである。1970年代に植物育

種者権が制度として確立すると、多くの種子企業は農薬部門も持つ多国籍化学企業（チバガイギ一、ファ

イザー、サンド、アップジョン、モンサントなど）に買収された。パッ　トムーニーはこの買収を、環境

問題や政府規制に悩まされている農薬企業が、自ら農薬使用量を減少させるような種子を開発することで

安定的な利益を確保しようとする意図から説明した［Mooney，1979＝199上76【80］。種子は農薬との

一括取引が可能な商品であり、しかも両者には相互の適合性が求められることから、一種の垂直的統合で

あるとも考えられよう。第二に、環境問題による需要の変化を利用して、既存の農薬企業とは異なったベ

ンチャー企業が主導して生物農薬市場を開拓してきたことがある。そのような生物農薬専門の企業として

は、アメリカのマイコジェンやエコジェンなどがあり、最も一般的な徴生物農薬であるBT剤の開発と販

売を1980年代から主に行ってきた。市場規模も1990年の時点で1億ドル前後あったと推定される。当然、

生物農薬市場の成長は、化学農薬市場を縮小する。第三に、4章で論じたように、多くの農薬企業は同時

に医薬企業でもあって、すでに1980年代前半にはバイオテクノロジーを使いこなす知識とネットワーク
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の蓄積を終えていた。従って、第一一と第二の理由の誘因のもとで、組織内にルーチン化された知識を効率

的に展開することができたのである。以下では、それぞれの薬剤市場ごとに、技術革新の誘因と植物遺伝

子組み替え技術との接合について、より詳細な検討を加える。

除草剤耐性作物

すでに1983年の植物発現ベクターの特許において、モンサントが自社の除草剤に対する耐性植物の作

出を実施例に取り上げていたことを1節で述べた。そして、それ以降の除草剤耐性遺伝子の開発には、モ

ンサントの特許を回避するための新たな選択マーカー遺伝子の開発という動機が含まれていた。しかし、

除草剤耐性作物のアイデアは、より古いものであった。モンサントで除草剤耐性遺伝子の開発に携わった

研究グループのスティーブン・パジェッテらは次のように述べている。

除草剤に耐性の作物という考え方は新しいものではない。除草剤開発プログラムは、常に雑草管

理システムにおける特定の除草剤が作物に安全かどうかを評価し、除草剤の使用によって作物の

収穫量が減少しないようにしてきた。実に作物への安全性は、30年来の化学除草剤開発と植物

育種の焦点であったのであり、標的とする雑草を抑制し、かつ作物に安全な除草剤を兄い出すた

めに、数千の化合物誘導体がスクリーニングされてきた。しかし、現代のバイオテクノロジーを

用いることで、組織培養での選択や遺伝子導入法での遺伝的改変によって、作物に除草剤選択性

を与えることが今や可能になったのである［padgetteeta1．，1996：55］。

しかし、作物への除草剤耐性の付与は、必ずしもバイオテクノロジーを要請するわけではない。最初の

耐性植物は、公的研究機閑が雑草の自然な耐性獲得現象を研究するなかで、伝統的な植物育種技術を用い

て作出された。殺虫剤に対する昆虫の耐性獲得とは異なり、除草剤に対して雑草が自然に耐性を獲得する

ことはそれほど一般的な現象ではない。だが、特定の薬剤には耐性が起こり易い傾向があり、光合成を阻

害する巨）アジン類（Triazines：1955年にガイギーが開発、現在の主力化合物はアトラジンAtrazine、

代表的な商品はチバガイギーの「ゲザプリム」）に対する耐性は、1968年に発見されて以来22カ国で58

種類の雑草において確認されてきた［sbemaneta1．，1996：23］。1978年にカナダのゲルフ大学の作物

育種研究グループは、トウモロコシ畑のアブラナ科の雑草にドリアジン耐性が見つかったことにヒントを

得て、同じアブラナ科であるナタネに除草剤耐性を導入する計画を開始した。そして、伝統的な戻し交配

法を繰り返すことによって、1984年に最初の除草剤耐性のハイブリッド・ナタネ品種をオンタリオ州の

農業試験機関から商業化することに成功した［Halleta1．，1996：114－115］。この生物特許は、ゲルフ大

学を出願人としてアメリカで1983年における優先権主張がなされ（US493511）、1984年に英国に出願

された（GB2139466）。この特許のテクノロジー類型はタイプⅠである。

このように、除草剤耐性作物の創出においては、当初は大学や公的農業研究機関によって既存の植物育

種法が用いられていた。その後のトリアジン（アトラジン）耐性ナタネには、植物体の交配による選択以

外に、小胞子、花粉、種子などでの突然変異誘導と選択という植物育種方法の発展型が、カナダの農業ベ

ンチャー企業（アレリックス）によって試みられた。しかし、それらの耐性獲得の分子レベルでの機構が

明らかになるにつれて、遺伝子組み替え技術を駆使することのできる農薬企業による開発が主流となる。

アトラジン耐性の場合は、グルタチオンーS一トランスフェラーゼというアトラジンの分解に関与する酵素

の過剰発現によって耐性が生じることがわかり、その遺伝子を増幅するタイプⅠⅠⅠの特許がチバガイギーか

ら出された（表5．14を参照）。しかし、その後、アトラジンは土壌中での残留性が高いことが判明し、他

の除草剤に代替されつつある。

同様に、既存の植物育種技術（タイプf）と遺伝子組み替え技術（タイプⅢ）が競合する例が、イミダ

ゾリノン類に対する耐性作物の開発においても見られる。この種類の除草剤の主要な製造企業であるアメ

リカン・サイアナミッドのデイル・シェイナーらは、1982年に植物遺伝子組み替えベンチャーのモレキュ

ラー・ジェネティツクスと共同で、イミダゾリノン耐性作物の開発プログラムを開始した［shanereta1．，

1996：144］。当初彼らは、植物細胞の培養で耐性秀導を行い、変異した細胞から植物体を再生していた。

モレキュラー・ジェネティツクスは、アメリカで最初の植物特許が認められたヒバード審決を受けた企業
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であるが、この研究においても、ヒバードらはユ985年にイミダゾリノン耐性トウモロコシの特許を出願

した（EP154204）。この特許のテクノロジー類型はタイプtである。世界最大のトウモロコシ種子企業

であるパイオニア・ハイブレッドは、モレキュラー・ジェネディックスからライセンスを受け、この変異

した植物体を自社のハイブリッド・トウモロコシと交配して、イミダゾリノン耐性トウモロコシを開発し

た。しかしその後、この耐性がイミダゾリノンの標的酵素であるAHAS（アセトヒドロキシ酸シンターゼ：

アミノ酸合成に関わる酵素）の変異に基づくことが判明する。その後、アメリカン・サイアナミッドは、

変異した細胞からAHAS遺伝子を単離して、遺伝子組み替え技術によってトウモロコシやナタネに導入す

る方法を採用し、タイプⅢの特許を出願している（表5．14）。

ところで、AIiASはイミダゾリノン類とは骨格の異なるスルフォニルウレア類の標的酵素でもあった。

一般に、除草剤の標的となる酵素を過剰に発現させれば、ある程度の耐性が獲得されることは類推できる。

スルフォニルウレア類の除草剤を製造するチバガイギーは、この酵素を遺伝子組み替えによって過剰発現

することで、イミダゾリノン類とスルフォニルウレア寮の両者に耐性の作物を作り出した。一方、表5．14

に示すように、スルフォニルウレア類の除草剤を多く保有するデュポンも、アメリカン・サイアナミッド

とは異なるAHASの変異体を遺伝子組み替え技術で作成することに成功している。このように、耐性の分

子メカニズムが解明されているならば、タイプmの遺伝子組み替え技術は応用範囲の広い品種改変方法を

提供する。また、次に述べるヘキストのグルフォシネート耐性遺伝子やモンサントのダリフォセート耐性

遺伝子のように、微生物由来の一つの耐性遺伝子を多様な植物品種に導入することも可能であった。これ

らの技術的な理由によって、除草剤耐性作物の開発に用いられる方法は、耐性メカニズムの研究の進展と

ともに、公的研究機関主導の植物育種技術から多国籍農薬企業主導の植物遺伝子組み替え技術に代替され、

生物特許もタイプⅠからタイプⅠⅠⅠへと変化して行ったと考えられる。ただし、その背景として、除草剤耐

性に最も強い利害関心を持つ農薬企業が、バイオテクノロジーを保有し、特許志向傾向が強く、しかもモ

ンサントの選択マーカー特許を覆えそうとしていたことも忘れてはならないであろう。

除草剤耐性遺伝子を選択マーカーとして利用しようとする場合、その除草剤が植物に対する選択性（特

定の作物には障害を与えない性質、つまり、その作物は既にある程度の除草剤耐性を持っていることにな

る）を有すると、当然のこととして、その除草剤はその作物細胞の選択薬剤としては適切ではない。パジェッ

テが述べていたように、多くの除草剤は作物と雑草を区別する目的のために、この選択性を付与すること

が開発の一つの方針となっていた。従って、選択マーカーとしての利用を目指す場合には、非選択性の除

草剤に対する耐性遺伝子の方が選好されることになるであろう。もともと耐性作物のない非選択性除草剤

に除草剤耐性形質の需要が多いことは当然であるが、選択マーカーの観点からもこの傾向は強化されるで

あろう。このような非選択性除草剤の代表が、フオスフイノスリシン類のグルフォシネート（主要製品は

へキストの「パスタ」）とグリフォセート（モンサントの「ラウンドアップ」）である。

しかし、これらの非選択性除草剤は、元来広範な植物に毒性を有するがゆえに、植物における自然な耐

性獲得は起こりにくかった。（これに対して、選択性除草剤は適用作物である特定の植物には耐性となる

ように設計されているので、耐性遺伝子の取得が比較的に容易である。）従って、非選択性除草剤は植物

での耐性遺伝子の探索は困難となる。ここで、用いる生物種を選ばない遺伝子組み替え技術の、ジェネリッ

クな特性が発揮される。モンサントと除草剤耐性植物の共同開発契約を結んでいたカルジーンのコメイら

は、1985年にサルモネラ菌の一種から「ラウンドアップ」に耐性の遺伝子を発見しタバコに導入した。

彼らは次のように主張している。

我々はここに、農学的に重要な性質である除草剤耐性の遺伝子が、いかにして細菌に兄い出され、

さらに植物に導入可能かについての実例を示す。除草剤ダリフォセートは、芳香環化合物の生合

成における代謝経路を阻害するが、細菌の封℃A遺伝子はこの阻害される酵素をコードしている。

そこで、我々は、グリフォセ一日二対する感受性が低くなるような突然変異を引き起こしたこの

遺伝子を、タバコ植物に導入した。この遺伝子の発現により、形質転換植物のダリフォセート耐

性は増強した。［comaieta1．，1985：741］

「ラウンドアップ」（グリフォセート）の標的酵素（除草剤が阻害作用を発揮して植物を死滅させる引
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き金となる酵素）は5ユノールビルビルシキミ敵3リン酸（EPSP）合成酵素であり、彼らは様々な生物

種においてこの酵素を調べた結果、「ラウンドアップ」の作用を受けにくいEPSP合成酵素をサルモネラ

菌に兄い出し、その遺伝子を「ラウンドアップ」耐性遺伝子として単離した。ただし、コメイらの研究で

得られた耐性は十分なものではなく、後にモンサン吊こよって実用化された「ラウンドアツナ」耐性遺伝

子（Ro血upReadyTMgeneとして商標化された）は、モンサントの研究グループが1992年にアグロバ

クテリウム菌のEPSP合成酵素遺伝子を突然変異させたものである［padgetteeta1．，1996：67］。ただし、

この耐性遺伝子の探索方法も、コメイらが先鞭をつけた細菌の突然変異を利用するものであった。この

「ラウンドアップ」耐性遺伝子は、主として大豆に導入されて商品化された。

同様にして、1987年にヘキストとオンコジーンの研究グループおよびPGSの研究グループは、ヘキス

トの除草剤「パスタ」に対する耐性遺伝子を、それぞれ独立にストレプトマイセス属の2種類のカピから

発見した。ただし、この遺伝子は「パスタ」の標的酵素ではなく、「パスタ」を分解する酵素（フオスフイ

ノスリシンーN－アセチルトランスフェラーゼ：PAT）をコードする遺伝子（p扉およびbarと命名された）

であった。へキストとオンコジーンの特許（DE3700313，EP257542，特開昭63－71183）は、この遺伝

子の選択マーカーとしての有用性をクレームに含めている。しかし、現実には、植物細胞をフオスフイノ

スリシンと培養すると、PATとは異なるメカニズムの耐性細胞が出現する場合があり［vasil，1996：89］、

しかもモンサントのリーフ・ディスク法には適さない、などの理由から選択マーカーとしての実用化には

至らなかった。しかし、除草剤耐性作物の育成には（多くの場合モンサントの選択マーカーを用いてであ

るが）成功した。1990年代前半にカナダで大規模な野外試験が行われた「パスタ」耐性ナタネは、ヘキ

ストがbar遺伝子を導入したもの、およびPGSがbar遺伝子とともに雄性不稔遺伝子と雄性不稔解除遺伝

子を導入してハイブリッド化（特許はEP412911）したもの、の二種類であった。また、アメリカ第2の

トウモロコシ種子メーカーであるデカルブも、同様に「パスタ」耐性トウモロコシを育成している。これ

らの組み替え植物は、1996年から日本においても野外試験が開始されている。

結果として、日本公開特許において、除草剤耐性をクレームする21件の特許のうち、17件がタイプm

の遺伝子組み替え技術を用いるものであった。残り4件のうち、1件は上記のカナダのベンチャー企業に

よる小胞子変異法による耐性誘導技術であり、3件は日本企業によるイネの特許である。WPfでも、この

事情は変わらない。これまで見てきたように、除草剤耐性という商品価値は、遺伝子組み替え技術を必然

的に要請したわけではなかった。しかし、技術領域では、耐性メカニズム研究が進展したこと、および突

然変異誘発や単髄の容易な細菌やカどの遺伝子を用いることができたことによって、遺伝子組み替え技術

の優位性が高まった。また、経済領域では、除草剤市場の飽和を克服しようとする農薬企業が、遺伝子組

み替え技術を組織内にルーチン化し、また種子企業を買収していたことが、除草剤耐性への遺伝子組み替

え技術の迅速な適用を可能にした。さらに、遺伝子組み替え技術は特許による権利の保護を容易にし、除

草剤耐性とバイオテクノロジーの結び付きをさらに補強したであろう。

表5．14に、除草剤ごとの除草剤耐性特許とその開発企業の関係を表にまとめている。当然ながら、開発

企業の欄には、除草剤を製造する農薬企業がオンコジーン、PGS、カルジーンなどのベンチャーとともに、

共同開発者として、或いは単独で名を連ねている。これらの除草剤の種類は、野外試験承認組み替え植物

の統計［oECD，1993：15］とほぼ一致している。同統計では、全504件中の承認件数の多い順に、フオス

フイノスリシン類（196件）、グリフォセート（190件）、スルフォニルウレア類（71件）、プロモキシ

ニル（27件）、イミダゾリノン類（6件）であった。このうち、カナダで大規模な試験が行われた除草剤

耐性ナタネは、主にへキスト（アグレポ）の「パスタ」（フオスブイノスリシン類）およびモンサントの

「ラウンドアップ」（グリフォセート）に対するものであった。一方、スルフォニルウレア類に対する耐

性植物は、殆どがデュポンの「グリーン」に耐性の亜麻であり、これもカナダで集中的に試験が行われた。

このほかに、「パスタ」耐性遺伝子はトウモロコシに、「ラウンドアップ」耐性遺伝子は大豆に挿入され、

それぞれ33件、および29件の試験がアメリカを中心に行われた。
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表5．14　除草剤ごとの除草剤耐性作物の特許とその開発企業
二三‾－　‾‾　　　　　・　　　　　　　　　　　一　　二　一　一・　　・・　　　　一　　　　　一　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　一　　　　　　＿＿＿＿　＿－＿

除草剤　　　　企業と帝標　　主要な生物特許　　　　　試験作物　　開発企業　　　　　　改変方法

Asulum　　　　ローヌプーラ　「スルホンアミド耐性をコ　タバコ　　　チバガイギ一、ローヌ　DNA組み

ン（Arsilan◎）　－ドする遺伝子で形質転換　　　　　　　プーラン、へキスト　　替え

した植物細胞」90EP　　　　　　　　　　（アグレポ）、他

Atrazine　　　　チバガイギー　「グルタチオンS寸ランス　？

（Gesaprim㊥）　フェラーゼ遺伝子および該

遺伝子を有する除草剤耐性

植物」86US，89JP

チバガイギー　　　　　DNA組み

替え

BrJmOXynil　　ローヌプーラ　　巨、ロアリルニトリル分解　タバコ

ン（Buctril◎）　遺伝子、その使用および譲　り夕

遺伝子を含有する細胞」

86US，87JPなど4件

ローヌプーラン　　　　DNA組み

カルジーン　　　　　替え

Pho甲hin0－　　へキスト

仇ricins：　　（Basta㊥）

Glufosinate　　明治製菓

＆Bialaphos　（Herbiace㊤）

「植物において活性である　タバコ

フオスブイノスリシン耐性　ジャガイモ

遺伝子およびその使用」　　テンサイ

87DE，88JPなど3件　　　　トウモロコシ

へキスト（アグレポ）、DNA組み

オンコジーン、PGS　　替え

「ゲルタミンシンテターゼ　ダイズ

インヒビター耐性に関する

ダイズ植物の遺伝子操作法」

89US，91JP

アグラシータス　　　　DNA組み

替え

トウモロコシ　デカルブ・プラント　DNA組み

ジェネティツクス　　　替え

Glyphosak　　モンサント

（Rmndup㊤）

「ダリホセート耐性植物」　ダイズ、ブタ、モンサント　　　　　　DNA組み

85US，88JP　　　　　　　トウモロコシ　　　　　　　　　　　替え

ポプラ　　　カルジーン　　　　　　DNA組み

替え

Imidazolinones

／Sulbnylureas

「新漫な除草剤耐性植物」　ナタネ　　　チバガイギー　　　　　DNA組み

88US，90JP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　替え
－1■l■■一一一一■一一一一一一一．一一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一－■■■一一一一一　一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一■一一一一■一一一一一一■一一一■一一一一一一－一一一・一一一■l■■一一一■

Imidazolinones：サイアナミッ　「イミダゾリノン耐性　　トウモロコシ　サイアナミッド　　　DNA組み

Imazapyr　　　ド（Arsenal㊥）AHAS変異体」91US，93JP　　　　　　　　　　　　　　　　　替え
■－－－－－－－－－11－－－－－■■－－■－－－一■■■－一－－－－■　■■－■－－■一一．－－■－－－－－－－　－－－－■－－－1－■－－1■■■－－－一一－－－－■－－－－－一－－■一一一■－－■■■－－■－－

トウモロコシ　パイオニア・ハイプレ　交配

ツド
－－■－■－■■■■－■一一■－一一一■一一－－－■一一一－一一－一一一■－－－一一一一一－■－－－－●一一一－－－－－一一－－　－－－－■←－一－－■－－－－．■一一　一～－－－－－－－一一■－－一一－－－－－一■－－■－－－－一－一一－■－－－■

Sulfonylureas：デュポン　　　　　　　　　　　　　　　タバコ　　　デュポン　　　　　　DNA組み

Chlorsu胎on　（Glean⑳）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　替え

製造企業および商標は代表的なものだけを掲げた．

これらの状況は、特定の作物と特定の除草剤の組み合わせにおいて、除草剤耐性植物の開発が進んでい

ることを示す。その理由として、以下の諸要因が考えられる。すなわち、（1）元来雑草と作物で作用の異

なる選択性除草剤よりも、雑草と作物を区別できない非選択性除草剤において、除草剤耐性作物開発の技

術的需要がより多く存在し、また、選択マーカー薬剤としても非選択性除草剤が選好きれることから、非

選択性のフオスフイノスリシン類やグリフォ七一トで開発が進んだこと、（2）非選択性除草剤は、適用作物
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の範囲が広いために市場規模が大きく（「ラウンドアツナ」が世界で最も売上高の多い農薬である）、初

期の埋没費用の大きい開発投資に見合う利益が期待できること、（3洞様に、耐性遺伝子の導入作物も、

国際的な市場規模が大きい植物である大豆、トウモロコシ、ナタネなどが選好されたこと、（4）アメリカ

とカナダにおいて組み替え植物の野外放出規制の韻和が進行し、組み替え植物の社会的受容もヨーロッパ

に比べると寛容であったため、北米で大規模に栽培され、しかも直接食卓には上がらない加工原料となる

植物（大豆とトウモロコシは飼料用、大豆とナタネは油料用）で優先的に開発が進んだこと、などである。

大豆とトウモロコシはアメリカの主要輸出作物で、1994年の輸出額がそれぞれ43億ドルと41億ドルに達

する。また、ナタネはカナダの主要輸出作物で、やはり1994年に10億ドルを輸出（その6割は日本向け）

している［FAOTradeYea三・book，1996］。GATTウルグアイ・ラウンド合意による農産物貿易の自由化

傾向は、その最大の受益国であるアメリカにおいて国内向け作物よりも輪出向け作物の栽培誘因を高める

と考えられる。しかも、大豆とトウモロコシではブラジルと中国、ナタネでは中国の追い上げが激しいこ

とから、生産者は生産性上昇の圧力にさらされている。従って、（3）については、単なる市場規模の問題

だけではなく、農家の国際戦略とも結び付いていることが考えられる。しかし、これらの農家にとっては、

除草剤耐性植物の特性のなかで、単に「除草剤使用量を減らせる」ことよりは「トータルの生産性を向上

させる」ことに重点が置かれるであろうことに注意を要する。ともかく、これらの諸要因から、非選択性

除草剤と北米における輸出加工原料作物の組み合わせに特異的に、除草剤耐性植物の開発が進行したと考

えられる。

最後に、農薬企業が除草剤耐性作物を現在開発する動機を、除草剤耐性作物が提起する問題との関連か

ら、再度検討してみたい。まず、除草剤耐性作物の導入によって、除草剤使用量が増加するという意見が

多い［例えば、Kloppenburg，1988：249］。この予測の真偽は定かではない。しかし、現実の問題として、

既に飽和状態に連している除草剤の使用量を単位収量あたりで上昇させるような作物は、現代の工業化諸

国の農業経営状況においてコスト面での付加価値を持っているとは言い難い。とは言っても、農薬企業が

宣伝するように、除草剤耐性作物によって除草剤使用量が減少し、農業経営コストが削減される一方で、

環境問題も媛和されるというシナリオも疑問である。農薬企業の意図としては、一つには特許切れ農薬の

価格競争を回避し、価格以外の価値基準として「収益性が高く環境にやさしい」除草剤耐性作物とのセッ

ト販売を導入することが考えられる。そして、長期的な農薬使用量低下の趨勢において、農薬メーカーの

意図は、むしろパイ全体の縮小傾向のなかでの自社ブランド農薬のシェアの維持と拡大、そして種子市場

への参入が誘因となっていると考えるべきであろう。例えば、サンド（硯ノバルテイス）のアメリカ担当

者であるダン・ヘスは、農薬企業の立場を弁護する論文において、お決まりのように耐性作物が除草剤使

用量を減らして環境問題の解決に貢献することを述べたあとで、次のように付け加えている。

企業はこのテクノロジーを農業の利益が最大となるように、適切な奉仕を提供できるように努力

することが大切である。長期的には、単一の除草剤や単一の作用機序に過度に頼りすぎて、既知

の有効な除草法を棄て去ってしまうことは、農業、すなわち企業の利益にはならないであろう。

既知の有効な除草法とは、作用機序の異なった除草剤のローテーション、土の適切な耕起、可能

であれば間作の利用、作物のローテーションなどである。除草剤耐性作物が雑草の制御に新しい

可能性を切り開くといっても、企業は使用頻度が低く、環境にも優しく、作物に対して選択性が

高く、作用磯序の異なった除草剤を探索し続けなければならない。［Hess，1996：266］

この発言は、裏を返せば、除草剤耐性作物の使用が単一の除草剤への依存を高める可能性があることを

意味している。前後の文脈から考えて、「単一の除草剤」とは「ラウンドアップ」と「パスタ」のことを

指す。モンサントやへキストのような大型の非選択性除草剤を持っていないサンドの立場からは、新たな

選択性除草剤やローテーションの重要性を強調することも理解できよう。また、最後の部分は、新規除草

剤の探索を殆どストップして、開発方針を農薬の機能をビルト・インした作物種子に転換しているモンサ

ントへの批判の意味もこめられているように思える。サンドのように遺伝子組み替え植物の開発で遅れを

とった企業にとっては、非選択性除草剤に対する耐性作物が脅威となることを示唆する。

ただし、先行しているモンサントやへキス1、にしても、工業化諸国における農薬市場の飽和と寡占状態
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から考えて、他の除草剤の代替による大幅なシェアの拡大は、あまり見込めないであろう。その場合、除

草剤耐性作物と除草剤の組み合わせは、単位面積あたりの生産量を上昇させる場合においてのみ意味を持

つ。なぜなら、もし農家の除草剤使用コストの減少分が新たに購入する除草剤耐性作物種子の価格上昇分

より十分大きく、農家が単位面積あたりの生産量は変えずに除草剤の使用量を抑えるとすると、両者を販

売する農薬企業の利益は低下する。そこで、農薬企業は、農家が除草剤使用量をあまり減らさずに除草剤

耐性作物と組み合わせることで、雑草の管理を現在以上に徹底させて単位面積あたりの生産量を上げられ

ることを、改良種子のメリットとするであろう。すなわち、種子価格をやや高めに設定し、農家が生産量

の増加で種子価格の上昇分を回収しようとする場合においてのみ、農薬企業の利益は確保されるであろう。

言い替えると、除草剤耐性作物が提供する価値基準のうち、「環境へのやさしさ」の比重は、収穫量の増

加による農家の「収益性向上」に比べると、それほど強くは機能しないと考えられる。実際に、モンサン

トが遺伝子組み替えによって開発した除草剤耐性大豆「ラウンドアップ・レディ」を1996年に作付けし

たアメリカ中西部の大豆農家を、モンサントが調査会社を使って調べたところ、約9割の農家が雑草の抑

制と収穫率の向上の面で「満足」または「非常に満足」していた［日経産業新聞，1997年3月12日］。こ

れらの大豆農家は1997年の作付けを、前年の8～10倍に増やす意向であるという。単位面積あたりの生

産量を増加させる場合、農家は一時的に収益を上昇させることができるが、環境問題は必ずしも緩和され

るとは限らない。そして長期的には、多くの農家が耐性作物を導入して総生産量の増加を招くために農産

物価格を下落させ、結果として農家の収益性も低下することになるであろう。すなわち、この間題は、結

局はモンサントのrbSTの場合と類似の、開発した化学企業だけが儲かるという構造に帰着する可能性が

ある。

以上は、工業化諸国の場合である。現在、農薬市場が急速に拡大している中国や東南アジアの場合は、

除草剤の使用量自体をまだ増加させる余地があるため、農薬企業の戦略はずっと簡単である。除草剤耐性

作物は、単純に除草剤の使用を促進する手段になる思われる。

除草剤耐性についてまとめる。作物に除草剤耐性を付与することは、選択性除草剤の開発とならんで、

農業技術領域に課せられた当初からの技術的要請であった。従って、公的農業研究機関による初期の研究

は、除草剤の選択性をさらに高めることが目的であった。加えて、環境問題と耐性雑草の出現が、除草剤

の使用量を減少させることを促す。これカ】＼フォード主義的農業・食料システム末期における状態である。

これらの条件だけであれば、選択性除草剤と従来の育種技術の組み合わせによって、除草剤の使用量を減

少させる方向で、技術的問題の解決が計られたであろう。

しかし、経済領域における除草剤市場の飽和と不況下でのR＆Dコストの増大は、農薬企業に価格競争

や新規除草剤の開発とは異なった方法で、市場シェアを維持・拡大する戦略を探索させるであろう。この

企業戦略と上記の技術的問題を結び付けたものが、遺伝子組み替え技術を用いた除草剤耐性作物であった。

このテクノロジーは、市場規模の大きい非選択性の除草剤に対しても耐性を作物に付与することが可能で、

除草剤と「収益性が高く環境にやさしい」除草剤耐性作物とのセット販売で市場シェアを維持・拡大する

ことが見込まれた。除草剤耐性作物に関する限り、経済領域の主要な行為者は農薬を製造する多国籍化学

企業であり、ベンチャー企業の役割は補完的なものであろう。

工業化諸国の農民の側も、農産物貿易における市場の論理の貫徹を前に、除草剤使用コストを減らすか、

雑草管理の徹底による投下資本当たりの収量の増加によって、生産性をさらに向上させる必要に迫られて

いた。従って、除草剤耐性作物は世界市場に向けでの、加工原料作物の大量生産に適合的な商品となる。

結局、商品の差別化のための価値基準は、やはりく生産性〉－単なる多収性や労働生産性ではなく資

本に対するそれ－である。また、除草剤耐性作物と特定の除草剤への依存は、労働過程論の視点から

は、農家による除草剤の選択および間作や作物のローテーションなどの総合的な雑草管理を代替し、それ

らの知識や技術を失わせて「脱熟練化」を招く恐れもある。ただし、このような遺伝子組み替え作物を原

料に用いた食品が、どの程度消費者に受け入れられるかは定かではない。その意味では、除草剤耐性作物

のく生産弓肖費システム〉は不完全なものにとどまる。それを補うものが、〈R＆D・知的所有権システ

ム〉によるテクノロジー形成である。

多国籍化学企業による遺伝子組み替え技術の農業・食料システムへの導入は、植物育種における〈R＆
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l）・知的所有権システム〉を確立する。まず、植物の遺伝子組み替えに必須となる基本技術（プロモータ

ーDNA配列、選択マーカー遺伝子）を所有し、非選択性除草剤市場の最大シェアを有するするモンサン

トが、除草剤耐性作物の開発でも優位に立つ。モンサントの選択マーカー遺伝子の〈標準化〉特許を回避

することが、非選択性除草剤に対する耐性遺伝子の探索の隠れた誘因となっていた。すなわち、R＆D投

資は、知的所有権を媒介にした技術の貨幣化を動機としてなされるようになる。さらに、除草剤耐性作物

への遺伝子組み替え技術の応用は、細菌やカどの遺伝子を植物の耐性遺伝子として利用可能にした。この

ことは、植物遺伝子資源や植物育種者権の重要性を相対的に低下させ、生物特許を一般的な権利保護手段

としたであろう。その結果、植物遺伝子資源を保有する公的農業研究機関や種子企業の優位は消滅し、多

国籍化学企業と少数のベンチャー企業（カルジーンとPGS）がR＆Dの主役となったのである。そして、

これらの企業の経済的関心が、除草剤耐性作物を初期の重要な開発目標とする。

すなわち、農業技術領域での除草剤耐性作物の必要、および経済領域での多国籍化学企業による除草剤

市場シェア確保の戦略を前提として、それらを殊介する農業生産における資本当たり　く生産性〉向上の必

要性、および〈R＆D・知的所有権システム）における除草剤耐性遺伝子の選択マーカーとしての重要性、

これらの四要因が接合して、「多国籍化学企業による植物の遺伝子組み替え技術を用いた除草剤耐性作物」

というテクノロジーの構築物が形成されている、とまとめられるであろう。

生物農秦産生作物

日本公開特許の害虫耐性作物の特許のうち、全22件中半数の11件が徴生物農薬であるバシルス・チュ

ーリンゲンシス（鮎C招濾純血頑e憬is：Btと略記する）という細菌由来の昆虫傷害性毒素タンパク質を
産生する作物である。残りのうち、3件は昆虫に対する他の毒素、3件は植物外皮を強化する幣素、2件は

昆虫が植物を消化する酵素の阻害物質、2件は昆虫のライフサイクルを制御するホルモン、などを遺伝子

組み替えによって植物に作らせる特許である。そして、22件全てが何らかの形で遺伝子組み替え技術を

用いている。ここでは、それらの生物学的な害虫耐性のなかで、最も代表的であり、その産生物質に現有

市場が存在するBt菌の毒素産生作物について焦点を絞って検討する。

天敵微生物による害虫の防除は19世紀の後半から研究されていたが、微生物が殺．虫剤として登録され

て使用され始めたのは第二次大戦後からである。Bt菌は1961年にアメリカで農薬登録され、世界中で最

もポピュラーな微生物殺虫剤となった。Bt菌には約30種類の亜種が存在し、それによって産生する結晶

性の毒素（∂内毒素）の種類と効果のある昆虫の種類が異なる。主要な亜種は、チョウやガなどの鱗週目

に効果のある放hJ3ね嵐、甲虫類に効果のある故知e餌0かね、ハエ、カなどの双週目に効果のある放

isJ竃eJe月豆、などである。また、Bt菌を製剤化したBT剤にも、生菌をそのまま用いるもの、紫外線や薬剤

で死菌化して∂内毒素だけにしたもの、さらに遺伝子組み替え技術で∂内毒素の殺虫活性を強化したもの、

などが存在する。BT剤の長所としては、化学殺虫剤に耐性となった昆虫に有効で、かつ新たな耐性を誘

導しにくいこと、人間や作物および環境への悪影響が少ないと考えられること、散布が容易で省力効果が

期待できること、なと切言挙げられる。しかし一方で、即効性がない、紫外線に弱い、また価格が割高といっ

た短所があり、化学殺虫剤が使えない耐性害虫や市場規模が小さいために特異的な化学殺虫剤が開発され

ていない作物に、当初その普及は限られていた。

殺虫剤の市場規模は、1990年代前半で約80億ドルであるが、わずかながら縮小傾向にある。そのなか

でBT剤の売上は、1991年において世界で1億2500万ドル程度、日本で約6億円と農薬としては小さい。

しかし、1990年代の売上増加率は年率20％に逢しており、1995年における日本の売上は18億円に増加

していた。これらの微生物殺虫剤の市場が化学殺虫剤とは道に拡大傾向にあることを示す。メーカーは、

アメリカのマイコジェン、エコジェンなどの生物農薬専業のベンチャーのほかに、ヨーロッパの医薬・農

薬大手であるサンドやノボ・ノルディスクも開発・販売を実施している。トップメーカーは、サンディエ

ゴに本社を置くマイコジェンで、1994年に約1億1700万ドルの売上を得て、この時初めて200万ドルの

利益を計上している。（因に、1990年代の前半は株価の下落や商品化の遅れのために、殆どのバイオテ

クノロジー関連のベンチャー企業が赤字であった。）マイコジェンは1982年に設立され、その後、化学

企業ラブリゾルの資本系列下となった。－一・万、エコジェンは1981年にペンシルベニア州ラングホーンに

設立されたIT剤専門のベンチャー企業で、1988年には650万ドルであった売上を1994年には1980万ド
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ルに増加させている［化学工業日報，1995年5月9日］。日本では、多角的ベンチャーの性格が強い東亜

合成化学が1981年にBT死蘭剤を農薬登録して販売している。

BT剤を中心とした徴生物農薬が売上を伸ばしている理由には、当然ながら環境問題についての制度や

規範が変化したことが関与している。既に1962年にレイチェル・カーソンは、化学農薬に替わるものと

してBT剤の安全性を強調していた。「化学薬品とちがって、昆虫病原体は、ある特定の昆虫を襲うだけ

なのだ」［carson，1962＝1987：238］。しかし、最も本質的な理由は、多くの昆虫が化学農薬に対す

る耐性を獲得し、新しい作用秩序の農薬が求められていたためと考えられる。日本の例では、アブラナ科

野菜の害虫であるコナガが、1970年代から1980年代にかけて有機リン系、カーバメート系、合成ピレス

ロイド系などの化学殺虫剤に対する耐性を相次いで獲得したことに対する方策として、1980年代後半か

ら本格的にBT剤が導入された。有機リン系とカーバメート系は、ともに神経系のアセチルコリンエステ

ラーゼの阻害剤であり、交差耐性（一方に耐性になると同時に他方にも耐性となる）が認められる場合が

あった。それに対してピレスロイドは作用部位が異なり、－γかも天然物を骨格としているために毒性が少

なく生物によって分解可能であった。1983年から使用開始された合成ピレスロイド剤は、有機リン系と

カーバメート系殺虫剤に耐性となったコナガに対しても、当初は優れた効果を示した。しかし、1984年

には合成ピレスロイド系殺虫剤に対する最初の耐性が確認され、数年後には各地に波及した。BT剤の導

入も、基本的には同じパターンを辿っている。導入の当初は、それまでの殺虫剤耐性を克服して、それ自

身に対する耐性もあまり誘導しないことが期待された。だが、1988年に大阪府のハウス栽培クレソンで

初めて耐性が報告され、BT剤も耐性の誘導という点では他の化学殺虫剤と同様であることが判明する

［田中，1993：58］。このような経緯から、BT剤の開発と普及は、フォード主義的農業技術に特徴的で

あった、薬剤耐性を一時的に解決する循環的な技術開発のパターンを踏襲するものであると考えられる。

すなわち、「害虫を殺す」という基本的な考え方が変わらない限り、生き残った個体が増殖することによっ

て生じる耐性現象は失くならないのであり、それが逆に農薬企業における技術革新と成長の原動力でもあっ

た。

ただし、BT剤がそれまでの殺虫剤と異なっていた点は、それが化学物質ではなく微生物そのものであ

り、故に既存の化学農薬企業にはない技術的基盤を持った、新しいベンチャー企業が開発の主体となった

ことである。また、化学企業がルーチンに行ってきた農薬の開発では、新規成分化合物の特許を取得して

市場独占を果たすことによって、膨大な開発コストを賄ってきた。天然ピレスロイドは（「公知」の天然

物であるが故に）特許性が無いと考えられたために、合成法が確立するまでは開発が停滞した。同様にし

て、BT剤の場合も、1980年代後半に微生物自体あるいは毒素蛋白質の改良可能性および特許性が明確に

なるまでは、化学企業に開発誘因を与えなかったであろう。さらに、当初の市場規模が小さかったことも、

化学企業の開発の遅れにつながったと思われる。その間に、マイコジェンやエコジェンなどの生物農薬ベ

ンチャーは、BT剤の市場を開拓するとともに、多様な亜種を含むBt菌の菌株（1992年までにマイコジェ

ンは3000株、エコジェンは8000株の異なったBt菌を蒐集したという［Feitelsoneta1．，1992：272；

Carlton，1992：263］）とその毒素遺伝子を農薬開発の資源として確保した。そして、生物農薬ベンチャ

ーが、1980年代において新規なBT剤の開発に用いた方法は、自然に起こる細菌の性的接合やプラスミド

の脱落に基づいた純粋に徴生物学的な（遺伝子組み替え技術とは異なる）局所的技術であった。Bと菌毒素

遺伝子はBt菌本来の染色体にではなく、染色体外にあって複製するプラスミド上に存在した。そのために、

遺伝子組み替え技術を用いずに、数千種類に及ぶ多様なBt菌株の性的接合や脱落による（すなわち、遺伝

子組み替え技術を用いない）自然的な組み替えによって、Bt菌毒素の性質を多彩に改変することが可能と

なった。エコジェンの技術者ブルース■カールトンは、これらの方法がBT剤の開発を促進した経過を次

のように述べている。

この方法は、単一の由来の菌株に、異なった起源を有する親株から数種のBt菌毒素プラスミドを

蓄積することを可能にした。ドナーとなる親株において、強力な昆虫傷害活性や異った種類の昆

虫に対する傷害活性を選択することによって、さらに強力な菌株や広範な昆虫を標的とする菌株

が構築できるようになった。加えて、これらの菌株の遺伝的性質の由来が明確であることは、知

的所有権保護のための特許の甲請の基礎を提供することになった。［carlton，1992：262］
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また、これらの方法が用いられたもう一つの理由は、「合衆国環境保護局（EPA）が、性的接合や脱落

によって生成した遺伝的改変BT株は、リスク評価と環境への影響に関する点において、自然発生株と同

等であると判断した」ために、EPAの認可が極めて容易であったことである［ibid：263］。このように技

術面においても、改良可能性、特許性、農薬認可の容易さの点で、BT剤は化学殺虫剤とほぼ同様な開発

戦略によって市場を拡大することができたのである。従って、1980年代においては、BT剤の先行企業

（エコジェン、サンド、ノポ・ノルディスク、アポット）や新規参入企業（べ－リンガ一・マンハイム、

IC工、アグリカルチュラル・ジェネティツクス）は、BT剤そのものを遺伝子組み替え技術で改良する開発

方針は選択しなかった。ただ－一社、マイコジェンのみが、遺伝子組み替え技術によるBT剤を開発し、特

許とEPAの認可（1991年）を取得していた。そして、この先見性により、マイコジェンはユ990年代のBt

菌毒素遺伝子導入植物の開発の主役となった。

1980年代後半になって生物特許の制度的基碇が整備され、また既存の化学殺虫剤に対する耐性が多く

の害虫に妻延し、鱗週目以外の昆虫にも効果のあるBt菌亜種が発見されると、BT剤の農薬市場における

潜在的な価値はさらに上昇する。ここで、後手に回っていた化学企業や他のベンチャー企業が巻き返しを

はかるために、植物遺伝子組み替え技術を用いてBt菌毒素遺伝子を植物へ導入する研究に着手したことは、

自然であったと思われる。1985年～1987年にかけてアグリジェネティックス、PGS、モンサントの三社

は、それぞれ独立に、タバコやトマトで異なった数種のBt菌∂内毒素を発現させることに成功し、Bt菌毒

素遺伝子導入植物の特許を取得した。これらの毒素は植物の糸田胞内で産生され、それを食べた昆虫を死に

至らしめる。PGSはベルライナー、モンサントはテネブリオニスという亜種の遺伝子を主に用いて（但し

クレームの範囲はもっと広いが）、それぞれ独自に構築した植物遺伝子発現ベクターへ導入して、それら

を植物で発現することの新規性を主張している。日本での関連特許は、PGSによる「植物エンドトキシン

を発現させるベクター及びその応用」（特開昭62－111689）とその分割出願「バチルスチュウリンゲン

シスエンドトキシンをコードするDNA断片」（特開平8－252092）、およびモンサン吊こよる「害虫耐性

のトマト植物」（特開昭63－160577）と「虫害抵抗性植物」（特開昭63－287488）である。これらの特

許は日本では必ずしも成立に至っていないが、アメリカとヨーロッパでは特許権が認められている。

これらの特許が出願された当時、植物遺伝子組み替えベンチャーであるアグリジェネティックスはマイ

コジェンと同様にラプリゾルに買収されたばかりであり、Bt菌毒素産生作物の特許（US535354，

EP142924）もラブリゾルとの共同出願であった。ラブ1jゾルはもともと潤滑油などを製造する石油化学

企業であったが、1980年代前半に広範な種子企業とベンチャー企業の買収を終え、モンサントと同様に

農業バイオテクノロジー分野の知識の蓄積に着手していた。商品開発と特許化の意図は、傘下に置いたベ

ンチャー企業を利用して種子市場へ参入することにあったと考えられる。しかしその後、ラブリゾルは

1990年代になって農業バイオテクノロジー分野への参入を断念し（構造的不況に直面した1980年代後半

から、多くの化学企業は多角化戦略を断念してコア事業に専念する経営方針を打ち出していた：6章2節

参照）、マイコジェンは独立してアグリジェネティックスを買収した。従って、Bt菌毒素遺伝子導入植物

の特許権も、マイコジェンに移った。さらにマイコジェンは、豊富なBt菌株の遺伝子資源を利用して、

BT剤が効く対象を鱗週目（チョウ、ガ）から双週目（ハエ、カ）や覇週目（甲虫）に拡大して遺伝子導

入する「新規な双廼類に活性の毒素をコードした新規なバチルス・チューリンゲンシス遺伝子」（特開平

5－91883）、および「生物学的に活性なバチルス・チューリンゲンシス分離体、および鞘廼冒活性毒素を

コードした遺伝子」（特開平7－170871）を出願した。そして、1993年には、植物遺伝子組み替え技術で

は先行企業であるチバガイギーとBt菌毒素導入トウモロコシの共同開発を行う契約を交した。その成果と

して、チバガイギ一系列の種子会社であるチバシードは、この害虫抵抗性の組み替えトウモロコシの試験

栽培を1995年から開始している。さらに同年には、世界第一のトウモロコシ種子メーカーであるパイオ

ニア・ハイプレッドも、マイコジェンに5100万ドルを支払う共同研究契約を結び、Bt菌毒素遺伝子導入

トウモロコシの開発に乗り出した。ところが1996年1月に、今度は別の化学農薬の大手企業であるダウ・

エランコ（化学企業ダウと医薬企業イーライ・リリーがお互いの農薬部門を合併させて別会社としたもの）

がマイコジェンを実質的に買収（46％株式保有）した。この買収の意図は、自社の化学殺虫剤市場を蚕
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食しつつある徴生物農薬を傘下に収めて、殺虫剤市場での収益を維持することにある。その上で、Bt菌毒

素を導入した将来の害虫抵抗性作物への足掛りを確保することも考慮に入れているであろう。アメリカの

農業・食品分野のコンサルタント企業ボーデイツチの社長であるD．ホイ一日は、次のように述べている。

化学会社はそのこと（病害虫抵抗性種子が農薬の使用量を減らすこと）を最も気にしている。ダ

ウエランコのマイコジェン買収もその現われである。ダ社の主力商品はヨーロピアン・コーン・

ポーラー（和名はアワノメイガ）というトウモロコシ害虫の殺虫剤。その害虫に抵抗性のある

BT遺伝子の特許を多く持っているマイコジェンを実質傘下に置くことで、一方で農薬を売り、

他方でバイオ新品種を育てるという両方の戦略を選択できる…・（中略）…・将来農薬の市場は

小さくなる。だから化学企業がバイオ技術に興味を持ち、種子ビジネスに参入しているのだ。モ

ンサントの例は有名で、農薬として有効な化学物質を発見する研究に投資しないことを決め、変

わりにすべての努力をバイオに投じることにした。［日経産業新聞　96年4月8日］

一方、そのモンサン吊ま、独自にBt菌毒素遺伝子を導入したり夕、トウモロコシ、ジャガイモを1990

年代前半に相次いで開発した。り夕やジャガイモの野外試験は、アメリカ農務省（USDA）との共同研究

である。ブタの主要害虫はオオタバコガ（鱗週目）で、USDAによると、アメリカ南部でIhaあたり年間

123ドルと推定されるその防除（殺虫剤購入とその散布）コストが、ブタ栽培で最大の投下資本を構成す

る［Jenkins，1992：276］。ジャガイモの場合、48万haに年間7500万一、－ノ1億ドルが、主要害虫のコロラド

ポテト葉虫（覇週目）の防除に投下されているという。Bt菌毒素産生植物は、既存のBT剤を含むこれら

の殺虫剤市場を消滅させ代替する可能性を持っている。モンサントのフレデリック・パーラックらは、細

菌の蛋白質であるBt菌毒素を植物で効率よく発現させるためのDNA配列修飾技術を1991年に開発してお

り［pe1－laketa1．，1991］、この技術が最初のBt菌毒素遺伝子植物特許の独占権を補強するとともに、こ

れらの商品開発を容易にしていた。この技術は、他の企業のBt菌毒素産生植物の開発にも取り入れられ

（例えば三菱化学の特開平6－84「殺虫性タンパク質の遺伝子、該遺伝子で形質転換されたイネ科植物及

びその製造方法」）、新たなライセンスを生む基本技術となる可能性がある。さらに、モンサントは、

1996年にエコジェンが保有する約1万株に達するというBt菌遺伝子の独占的ライセンスを受ける契約を結

んだ。モンサントがエコジェンに支払うライセンス料は、2500万ドルである［日経バイオ年鑑，1997ニ

737］。モンサントのライセンス獲得の目的は、マイコジェン＝チバガイギーのグループとの特許係争を

有利にすること、そして将来のBt菌毒素産生植物の改良に資することにあると考えられる。前者について

は次章で詳しく論じるが、このような企業間の合従連衡はBt菌毒素産生植物が既存市場を再構築する可能

性を持っていることを示唆する。その再構築の中核となる企業は、BT剤ベンチャー二社と植物遺伝子組

み替えの先行化学企業二社であった。一方、後者は昆虫のBt菌毒素に対する耐性獲得という、この技術の

根本的な問題と関係している。

前述のように、BT剤に対する耐性は既に1988年に日本でコナガにおいて認められていた。同様の現象

は、タイ、フィリピン、台湾などでも顕著であった。コナガは熱帯では1年に十数世代が交代するため、

耐性獲得が最も早い昆虫として知られている。従って、常にBt菌毒素を産生する組み替え植物においては、

散布期間の限られるBT剤以上に耐性現象は深刻な問題となるであろう。この間題に関するワークショッ

プが、1991年末からUSDA、EPA、大学、企業の代表者を集めて数回開催された。モンサント植物科学研

究所のデイビッド・フイツシホフ（DavidFisdlhoff）は、「耐性を回避する一つの戦略は、二種類の異

なった昆虫傷害物質を用いること」であり、「長期的な収益を確保したいという企業の願望が、慎重な耐

性克服プログラムをもたらす」として、EPAによる規制の可能性を牽制していたはJe血泊γ＆加usむγ，

18Nov1991：827］。この考え方によると、モンサントがエコジェンと契約したように多様なBt菌毒素

遺伝子を確保することが、将来の開発戦略にとって重要となるであろう。一方、tJSDAの考え方は、Bt菌

毒素の植物での産生を遺伝的に制御して、特定の化学物質を与えたときにだけ毒素を発現させるようにす

るというものであった［JeIlkins，1992：275］。しかし、これらの議論は決着を見ないままに、一種類の

Bt菌毒素遺伝子のみを導入した、り夕（商品名は「インガード」）とジャガイモ（「ニューリーフポテト」）

が1995年にEPAの認可を受けて発売された。また、トウモロコシについては自社で野外試験を進める一
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方で、Bt菌毒素遺伝子をサンド系列の種子企業であるノースラップキングに技術供与した。ただし、Bt菌

毒素産生トウモロコシの開発はマイコジェン＝チバガイギーが先行し、1996年に「マキシマイザー」と

いう商品名で販売を開始した。

以上の経緯から、Bt菌毒素産生植物の開発を次の棟にまとめることができるであろう。まず、化学殺虫

剤に現われた耐性現象と環境汚染の問題から、作用機序の異なるBT剤の市場が徴生物農薬ベンチャー企

業であるマイコジェンやエコジェンによって開拓され、化学殺虫剤市場を縮小した。それに対抗するため

に、既存の化学農薬企業、そのなかでも特に植物遺伝子組み替え技術を確立したモンサントやチバガイギ

ーがBt菌毒素産生植物の開発に着手し、BT剤市場をさらに代替しようとした。しかし、将来の耐性克服

のための開発戦略に重要となる特許とBt菌毒素遺伝子資源の所有関係から、これらの企業を中核としたベ

ンチャー企業、化学企業、種子企業などの企業間ネットワークが形成され、トウモロコシ、り夕、ジャガ

イモなどの加工原料作物でBt菌毒素産生植物の商品化が計られた。

これらを技術領域において先導した価値基準の変化は、耐性現象と環境汚染の問題をもたらしたく多収

性〉から農業の〈持続性〉への転換であろう。これらの価値基準が農薬登録の規制などの制度的要因によっ

て大きな影響を与えている点は、除草剤耐性作物の場合と明らかに異なる。ただし、BT剤やBt菌毒素産

生植物が真に〈持続性〉をもたらすか否かは別問題である。実際には、フォード主義的農業技術の循環的

な技術開発のパターンを踏襲するもので、昆虫の殺虫剤耐性を根本的に解決するものではない。ただ、環

境に対する負荷は著しく軽減されたと思われる。

この価値基準の転換は不況下の経済領域では、犠烈な殺虫剤市場シェアの奪い合いとなって現われた。

この競争において、多様なBT剤を開発した微生物農薬ベンチャー企業の果たした役割は大きい。蛋白質

を有効成分とするこれらの徴生物農薬市場が開拓されていなければ、害虫抵抗性植物の技術開発も現在の

ような方向では進まなかったであろう。一方、モンサントや遺伝子組み替えベンチャーが先行したBt菌毒

素産生植物は、殺虫剤市場の大幅な縮小を招く可能性をもっている。このBt菌毒素産生植物は、殺虫剤の

使用量を減少させることを機能とする商品である。Bt菌毒素産生作物が代替する化学殺虫剤のメーカーは、

Bt菌毒素産生作物の開発企業とは一致しないことから、除草剤耐性作物の場合と異なって、殺虫剤使用量

の減少は一時的には実現する可能性が高い。これらのことが、微生物農薬ベンチャー企業と化学企業を中

心とする多様な研究協力やM＆Aによるネットワーク形成の一因となったであろう。

殺虫剤コストが投下資本に大きな割合を占めるワタやジャガイモなどの作物において、農業の自由化は

それらのコスト削減圧力となるであろう。その意味で、農業側の価値基準は、投下資本当たりの〈生産性〉

であり続けると思われる。Bt菌毒素産生作物は、一時的には殺虫剤使用コストを減少させるであろう。た

だし、Bt菌毒素耐性昆虫の出現は確実であることから、この組み替え作物が長期的に普及する商品となる

ことについては疑問が多い。恐らく、化学殺虫剤の場合と同様に、循環的な技術革新を必要とするであろ

う。モンサントがライセンスを得たようなBt菌毒素遺伝子の資源が、それらの将来的な技術革新にどれだ

け耐えるかは不明である。ただ、農業がかつてないほど、これらの循環的な技術革新に依存して行くこと

だけは確実である。ここでも、除草剤耐性作物の場合と同様に、労働過程論的な視点も有効である。農民

は、フォード主義的農業で習得させられた殺虫剤の散布による害虫防除技術を、「脱熟練化」されること

になるであろう。

Bt菌毒素遺伝子とその導入植物に関する知的所有権は、企業間ネットワーク形成のもう一つの要因であ

る。マイコジェンやエコジェンのBT剤の特許とBt菌毒素遺伝子の独占は、組み替え植物の開発とその生

物特許の誘因となったであろう。そして、アグリジェネティックス＝ラブリゾルやモンサントのBt菌毒素

組み替え植物の特許により、垂直的競争関係（徴生物農薬ベンチャーvs北学農薬企業）は協力関係に解

消され、その結果生じた複数の企業ネットワークが同業種間で水平的競争を行うこととなった。また、

PGS二へキストの企業グループは、組み替え植物の特許を取得しておきながら1990年代前半の実際の害

虫耐性作物の開発競争には参加せず、最近になってこれらの特許係争とネットワーク形成競争に加わって

いる。このことは、くR＆D・知的所有権システム〉における生物特許は、実際の商品化の意図とは関係

なく、寡占的企業ネットワークを有利に展開する戦略としての機能をも有することを示唆する。

総じて、Bt菌毒素産生植物の技術一一行為者肝商品の接合についても、薬剤耐性や環境汚染などの技術的
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問題、および殺虫剤市場縮小下での企業戦略という除草剤耐性植物の場合と同様の背景があった。これら

の要因が、労働過程論的帰結を伴う農業の自由化や、〈R＆D・知的所有権システム〉によって媒介され

る点も同様である。ただし、主要行為者には、多国籍化学企業のほかに、〈R＆D・知的所有権システム〉

において強力な知識の専有を行った徴生物農薬ベンチャー企業が加わった。これらの行為者が中心となっ

て、寡占的企業間ネットワークが形成された。すなわち、Bt菌毒素産生植物の事例は、生物特許の〈R＆

D・知的所有権システム〉において、〈ネットワーク形成〉が価値基準として作動し得ることを示してい

ると考えられる。

4　医薬コネクション

遺伝子組み替え技術を用いた生物特許の増加に、特に1990年代から寄与しているもう一つのネクサス

が、アメリカのベンチャー企業と大学■公的研究機関によるくモデル生物〉、〈遺伝子治療〉、く生物工

場）などの遺伝子組み替え動物についての特許出願である。ただし、〈遺伝子治療〉はアメリカに特殊な

人間についての特許であることから、ここでは〈モデル生物〉とく生物工場〉について、技術領域と経済

領域の接合の背景を検討してみたい。これらの特許の多くは、基本的に新規医薬品の開発や製造方法に関

するものであって、本研究が対象とする農業・食料システムとの関わりは今のところ薄い。しかし、くモ

デル生物〉や〈生物工場〉は農業によって医薬や農薬を製造する技術に関するものであること、そして将

来的に可能となるであろう家畜の遺伝子組み替え技術の基本方法を提供することになると考えられること、

また、生命の商品化という現象をトータルに見るためには医療領域への着目も必要であると考えられるこ

と、これらの理由から若干の検討を加える意義はあると思われる。

モデル生物とゲノム研究

〈モデル生物〉特許の用途をさらに維かく分類したものを、表5．15および表5．16に示す。2節で分析し

たように、日本公開特許公報とWPIでは、この用途の出願主体とテクノロジーの類型に差があった。すな

わち、公開特許公報で〈モデル生物〉をクレームする特許は、主に医薬専業企業と日本の大学・公的研究

機関が、タイプⅠおよびⅠⅠのテクノロジーを用いて出願していた。それに対して、WPIでは、アメリカの

ベンチャー企業と欧米の大学・公的研究機関が、タイプⅢのテクノロジーを用いて出願していた。表5．15

は、これらの差異にも拘わらず、双方の〈モデル生物〉特許が類似した疾患を標的にしていることを示す。

すなわち、循環器系疾患が日本で多い（うち高血圧が4例）ほかは、双方とも免疫系、成絹申経系、痛を主

要な対象疾患としていた。このような傾向は、世界的に共通な基礎医学・薬学研究における重点の置かれ

方を反映していると考えられる。一方、表5．15は、それらの特許が何をクレームの中心に置いているかを、

クレームの項目数（日本公開特許）およびタイトルのクレーム（WPI）から抽出して分贅したものである

が、WPIではDNAや蛋白質、および方法を主要クレームとする特許の割合が相対的に大きいことを示して

いる。また、日本公開特許におけるDNAや蛋白質を主要クレームとする特許のうち、5件中4件はアメリ

カの医薬企業および大学から出願されている。従って、日本の医薬専業企業や大学は、実験動物そのもの

の特許を取得することを目的として出願していると考えられるのに対して、アメリカの企業や大学のなか

には、あくまでも主要な出願目的はDNAや蛋白質の独占的権利であって、多項性クレームの権利主張に

それらを利用した実験動物を含めているに過ぎないものが少なからず存在していると考えられる。そして、

バイオテクノロジーとくモデル生物〉の用途の接合を考えるに当たって重要な特許は、後者を含むタイプ

ⅠⅠⅠのテクノロジーを用いたアメリカの企業や大学の特許であろう。

くモデル生物）をそのまま商品化すると実験動物になるが、実験動物の市場は膨大なR＆D投資に見合

うような規模のものではない。日本の実験動物の販売数は、最も多いマウスで1991年に約749万匹で

［日経バイオ年鑑，1994：755］、市場規模はせいぜい100～200億円と推定され、しかも1988年に比べ

て20％減少している。ヨーロッパにおいても、動物の権利保護連動の高まりも反映して、実験動物の使

用数は減少傾向にある［sclendEcAmeljcan，February1997］。また、〈モデル生物〉特許の出願主体の

なかに、既存の実験動物市場に主要な経済上の利害関心を置いている行為者は殆ど存在しない。従って、

106



新規な実験動物の商品化は、これらの特許出願の主要な動機ではないと考えられる。

表5．15の結果は、出願動機の一つの要因として、くモデル生物〉がDNAや蛋白質、或いは遺伝子組み

替え方法に関する権利主張の付随的なクレームに過ぎない可能性を示唆している。例えば、アメリカのベ

ンチャー企業であるリジェネロン（RegeneronPharmaαuHcals）が1991年に出願した「CNTF受容体を
コードするDNA」（WO9119009）は、CNTF（毛様体神経栄養因子）の受容体DNAを主要クレームとし

て、そのⅠ）NAを導入した細胞、その細胞で発現したCNTF受容体蛋白質、その蛋白質を認識する抗体、そ

の抗体によってCTNF受容体を認識する方法、そしてCNTF受容体DNAを導入した範み替え動物、などに

も権利の及ぶことを主張している。また、ノースイースタン大学の「ヒトコレステロール7α－ヒドロキシ

ラーゼのゲノムDNAおよびその使用法」（特開平95－298885）は、人間のコレステロール代謝に関わる

酵素遺伝子のDNA配列を主要クレームとして、その遺伝子のプロモーター配列を導入した組み替え動物

の権利も併せて主張している。すなわち、これらの特許は、植物における目的遺伝子の特許の場合と同様

に、動物遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションを用いて、ある遺伝子のDNA配列の解読情報か

ら、その時点の技術レベルで類推できる可能な技術を権利主張していると思われる。この場合、その応用

技術が実際に商品化できるかどうかは重要ではない。本来の目的は、将来の医薬品開発の資源となり得る、

DNA配列の情報を権利化して蓄積することにあると考えられる。このようなDNA情報を主要クレームと

する特許は、ヒトや実験動物のゲノム（生物の全ての遺伝情報）DNAの解読が進むにつれてさらに増加

するであろう。商業化が進んでいるゲノム研究の成果の知的所有権については、ここで詳細を論じる余裕

はないが、NIH（アメリカ国立衛生研究所）が出願した人間のゲノムDNAの部分配列の特許が、結局成立

せずに1994年に取り下げられて以来、「機能が不明で有用性がはっきりしない単なるDNA配列情報だけ

では特許にならない」ことが規範として成立した。その結果、DNA情報の特許には、その「有用性」を

明確に記述することが必要となる。遺伝子導入動物を含む遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーション

は、そのような「有用性」の一覧表を掟僕するのである。

表5．15　くモデル生物〉の対象疾患

日本公開　　WPI

脳神経系　　　　　6

循環器系　　　　　7

糖尿病　　　　　　3

内分泌系　　　　　2

癌　　　　　　　　4

免疫系　　　　　15

皮膚疾患　　　　　4

臓器移植　　　　　ワ

その他　　　　　11

6

2

2

3

5

11

0

0

1

合計　　　　　　　54　　　　30

表5．16　くモデル生物〉の主要クレーム

日本公開　　WPI

DNA、蛋白質　　　5　　　　　8

細胞　　　　　　　　5　　　　　2

動物　　　　　　　42　　　　16

方法　　　　　　　2　　　　4

合計　　　　　　　54　　　　30

一方、DNA情報の有用性を実際に明確にするためには、解読した「情報」とそれが発現した蛋白質の

生体での「機能」とが関連づけられなければならない。くモデル生物〉の出願動機として考えられるもう

一つの要因は、その特許の実験動物がこの関連を明らかにし、その関連から新しい医薬品を開発する手段

となることである。「情報」と「機能」の相関は、原理的にはどちらの側からもアプローチが可能である。

しかし、DNAを情報として解読するテクノロジーが急速に発達した結果、現在では情報サイドからのア
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ブローチが主流となった。これは、医薬開発の現場では、解読したDNA情報を細菌や動物細胞で次々に

発現させ、半自動的に数十種類の機能評価方法を試験管内で行う、というじゅうたん爆撃的な方法が採用

されている。アメリカのゲノム・ベンチャー数社は複数の医薬品企業との間に、このような情報提供と機

能評価に関する共同R＆D契約を結ぶことで、事業を拡大している。しかし、生体での機能を確実に評価

するためには、試験管内での評価方法のほかに実験動物による評価方法が必要になる。その方法としては、

得られたDNA配列に相当する動物の遺伝子を抑制して機能の変化を調べるる方法と、そのDNA配列を動

物に導入する方法の二種類があり得る。1月96年から大塚製薬が開始したノックアウト・マウス（特定の

遺伝子の発現を抑制したマウス）によるDNA機能解析プロジェクトは、前者の例である。また、後者は、

疾患に関連する遺伝子を導入した実験動物を作成することを通して、治療法や薬剤の評価系を構築するこ

とを可能にするであろう。

本研究が把握したくモデル生物〉の特許のあるものは、これらの実験動物系の先駆となるものである。

動物の遺伝子組み替えベンチャーであるセル・ジェネシス（CellGene野S）による、MHCクラスⅠ抗原の
抑制モデル「一般的提供者細胞のための相同組み替え」（WO9101140）の特許は、ノックアウトマウ

スを作成する基本方法の一つである相同組み替え技術をクレームしている。また、アメリカの医薬企業で

あるブリストル・マイヤーズ・スクイブの「ニューロトロフィン受容体における欠失マウス」は、神経細

胞が退行する病気の実験モデルとなるノックアウト・マウスをクレームしている。これらの特許は、ノッ

クアウトマウスを直接商品化することを目指しているのではなく、新薬開発の手段としてそれらを用い

る（またはライセンスする）権利を確保していると考えられる。

まとめると、〈モデル生物〉の特許は、商業的ゲノム研究で得られる人間や実験動物のDNA配列情報

を特許化する際の付随的なクレームとして増加する一方で、そのようなDNA配列情報を医薬企業やベン

チャー企業が新規医薬品の開発に結び付ける手段を確保する目的でも出願されている。従って、くモデル

生物〉は、ゲノム研究に代表されるような、遺伝子を情報として解析する技術が医薬品開発領域へ適用さ

れるに伴って増加してきた「技術プッシュ」型の特許である。また、DNA配列情報もくモデル生物〉も、

必ずしもそれ自体が直接商品化されるわけではない。それらは、直接商品となる知識（この場合は医薬品

の化学的組成など）を生産するための知識である。このような知識が、ライセンスやR＆D協力を通じて

交換・蓄積されることを前箆として、知的所有権として専有化されることは、くR＆D・知的所有権シス

テム〉に特徴的な現象であろう。

生物工場

〈生物工場〉は、産業応用が可能な蛋白質を作るように、遺伝的に改変した動植物をクレームしている。

従って、日本公開特許もWPIも、約2／3がタイプtIIのテクノロジーを用いている。その生産物の分類を表

5．17に示す。医薬は、インシュリン、成長ホルモン、ヘモグロビン、抗体、免疫用抗原である。工業製品

は、生物分解プラスチックと油脂である。生産生物は、医薬のそれぞれ5件が動物で、計10件のうち7件

は乳中に医薬を産生する家畜である。それ以外は植物である。以下では、最もまとまった傾向の認められ

る、医薬品を産生する動物の特許を中心に検討する。

表5．17　〈生物工場〉特許の内容

日本公開　　WPI

医薬　　　　　　　7　　　　　7

農薬　　　　　　　3　　　　1

工業　　　　　　　2　　　　　2

その他　　　　　　3　　　　　0

合計　　　　　　15　　　　10
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動物で人間の蛋白質を医薬品として製造する試みは、バイオテクノロジーが医薬品開発に応用された当

初から行われてきた。血友病製剤やインターフェロンなどの蛋白質性の医薬品のうち、糖鎖を有するもの

は大腸菌での生産が不可能で、献血を利用するか動物（人間を含む）細胞を用いなければならなかった。

しかし、動物細胞は増殖速度が遅く、その培養には特殊な装置を必要とするため、大腸菌に比べると製造

コストが数十倍から数百倍多くかかると言われていた。そこで、1980年代前半に岡山県の林原研究所は、

ハムスターを用いて人間の蛋白質を生産する技術を開発した。しかし、この技術は遺伝子組み替えを用い

てハムスターを遺伝的に改変するものではなく、生産の効率も決して高くはなかった。遺伝子組み替えに

よる〈生物工場〉の開発動機も、基本的には同じである。乳中に血液蛋白質を分泌する遺伝子組み替え豚

を開発したバージニア工科大学のウイリアム・ベランダーらは、次のように述べている。

（血液タンパク質製剤の製造に）このような巨額の費用がかかるのは、献血された血液からこれ

らのタンパク質を分離すること、あるいは培養細胞を用いた特殊な製造設備を建設することなど

に数多くの問題があるからなのである。一企業がただ1種類のタンパク質をほんの少量、供給す

るためにすら、2500万ドルあるいはそれ以上の投資を必要としかねない。ジェニーのような

「トランスジェニック」動物（すなわち、種を異にする生物の遺伝子をもつ生物）を開発するに

は、そのコストのほんの一部しか必要としない。その上、この新しい品種はヒトの血液タンパク

質の製造工程を大幅に簡素化し、しかも、大量に生産することを可能にする。このようにトラン

スジェニック家畜が従来のバイオリアクターに取って代われば、多大な経済的恩恵を生み出すの

である。［velandereta1．，1997＝1997：］

ここで「ジェニー」とは、ベランダーらが開発した遺伝子組み替え豚の名前である。科学技術者は開発

した遺伝子組み替え動物に名前をつけることが好きなようで、オランダのファーミング（Pharm璃）と
いう動物遺伝子親み替えベンチャー企業は、人間のテクトフェリンという蛋白質の遺伝子を導入した牡牛

に「ヘルマン」という名前をつけている。この「ヘルマン」の娘の牛がラクトフェリンを乳中に産生し、

現在オランダで新生児の消化管感染症治療薬として臨床試験が行われている［日経バイオ年鑑，1997：

154，163］。ここで、わざわざ牡牛を開発した理由は、遺伝子組み替え雌牛そのものの商品化と流通に

は莫大なコストがかかるが、精液の商品化と流通は容易でかつ既に広く行われているからである。人間の

有用蛋白質を家畜の乳中に産生させ、医薬品として販売することを事業目的として設立されたベンチャー

企業に、アメリカのジェンザイム・トランスジェニック（GenzymeTral下geTic）がある。この企業は、

ジェンファーム（Ck叩ham）という別のベンチャー企業とともに、遺伝子組み替えベンチャーの老舗で
あるバイオジェンから、カゼインという乳精蛋白質のプロモーターDNA特許（US4873316）のライセン

スを受け、動物の乳中に有用蛋白質を生産する技術の基本特許（US5304489）を成立させた。ジェンザ

イム・トランスジェニックは、山羊を産生動物に用いてアンチトロンビン3という血液凝固を阻止する血

祭蛋白質を生産し、血栓症の治療薬として開発している。同社に投資している住友金属工業（今や日本有

数の臨床検査会社である）は、合弁でSMtジェンザイムという企業を1990年に作り、これらの技術の東ア

ジアでの独占的商業化権を取得した。住友金属によると、「山羊一匹から採れる年間400～600Lのミル

クから1kgほどの薬が生成できる。日本の総需要をまかなうのに数十匹飼育すればよい計算になる」［日

経産業新聞，1996年2月9日］という。

すなわち、これらの〈生物工場〉は、医薬品製造コストの削減が主要な開発動機となっている。また、

特許出願は、くモデル生物〉の場合とは異なって、実際の商品化を念頭に置いたものが少なくない。ただ

し、開発企業は既存の医薬企業というよりは、〈モデル生物〉の出願主体と共通する欧米の動物遺伝子組

み替え専門ベンチャー企業と、日本の住友金属、雪印乳業、日本たばこなどの企業であった。後者は、既

存の医薬品の製造コストを下げることによって、医薬品市場への新規参入を計ろうとしていると考えられ

る。

植物における医薬品の生産も、同様に製造コストが低いという動機に基づいている。テキサスA＆M大

学のチャールズ・アルツェンが、ジャガイモやバナナの遺伝子組み替えによって産生した「食用ワクチン」
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は、最も安価で投与の容易なワクチンとなる可能性を秘めている［淡海Ce，268，5May1995：658］。ア

ルツェンは、「このアイデアは、農業バイオテクノロジーと医療バイオテクノロジーを結合して何かよい

研究をしようとして思いついた。現代のワクチンの劇的な効果は、それが最も必要とされる発展途上世界

に運していない」という。その理由は、それらの国はしばしば冷蔵庫などのワクチンの製造と流通に必要

な設備を欠いているからである。しかし、r食用ワクチン」は、そのような設備を全く必要としない。需

要がない場合には、種子として長期間室温保存することもできる。ただし、このような、食べることによっ

て免疫を付与する植物の特許は主に大学から出願されており（例えば、ワシントン大学の「病原体抗原を

発現するトランスジェニック植物」wo900322）、企業の経済的関心を惹いてはいないようである。企

業は、むしろ痛治療用のモノクローナル抗体のような工業化諸国向けの注射用薬剤の原料を、安価にかつ

大量に供給する手段として、医薬産生植物を位置付けていると思われる。アグラシータス、日本たばこ、

バイオソース・ジェネティツクス（Biosot訂CeGenetics）などの企業が、人間の抗体を産生する植物の特

許を出願している。アグラシータスは、BR69という既に臨床上である程度の効果があった抗癌性のモノ

クローナル抗体を産生する遺伝子組み替え大豆を開発し、プエルト・リコの農場で野外試験を行っている。

以上のように、動物と植物の〈生物工場〉に共通した開発動機は、医薬品製造コストの削減であった。

この要請は、医薬産業の置かれている社会経済的環境の変化から理解することが可能である。また、〈モ

デル生物〉特許の背景となっていたゲノム研究と医薬産業との結び付きも、医薬産業のR＆D過剰投資の

構造化が、国家の科学技術戦略とともに関係していると思われる。次に、これらの問題を、農業・食料シ

ステムの構造転換と関連させて論じてみたい。

医薬産業の経済的文脈と農糞・食料システムの構造転換

日本、アメリカ、およびヨーロッパの工業化諸国において、福祉社会化と高齢化による医療費の高騰は

周知のごとく財政上の大きな問題をもたらしている。各国の対応は、総じて国民医療費、なかでもその多

く占める薬剤費の抑制である。アメリカの場合は、クリントン政権による国民皆医療保険化が挫折し、民

間の会員制医療団体が効率的な薬剤処方を病院に提示したり、薬剤給付管理企業が薬局の薬剤購買を効率

化することによって、民間レベルで医療費と薬剤費の抑制が進行している。世界の医薬品市場の約二割を

占める日本でも、売上が急増した医薬品や長期収載医薬品の薬価引き下げが、厚生省によって大胆に行わ

れるようになってきた。このような世界市場の縮小圧力のもとで、医薬企業は収益性を確保するために、

シェアの拡大と支出の削減という矛盾した目標を与えられることになる。

医薬産業は、コンピューターやエレクトロニクスと並んでR＆D集約的な産業である。OECD加盟国の医

薬産業における1987、89年のR＆D支出／生産額比率は10．3％であり［oECD，1994：231］、他の産業に

比べて突出していた（例えば自動車は3．5％、電機は3．2％）。従って、競争は製造部門よりもR＆D部門

によって、価格よりも新製品の薬効を価値基準として行われる。よって、シェアの拡大はR＆Dの絶対的

な費用を削減しては達成されない。また、R＆D集約的な構造はプロダクト・イノベーションによる新製

品の投入競争をもたらすことから、その開発のスピードが勝敗を決することになる。

フォード主義の危機において発生した信用の拡大は、新医薬品開発に要する時間を貨幣で代替すること

を促進するであろう。すなわち、M＆AやR＆D協力による無形資産の獲得である。M＆Aは、単純に、売

上に対するR＆D支出比率を上昇させずに、絶対的なR＆D活動を増やす効果を持っている。R＆D協力は、

R＆Dにおける無形資産（知識、ノウハウ、人脈など）およびその成果を結合あるいは共有することによっ

て、4章3節で述べたように、特にテクノロジーの相補性が顕著な領域において、R＆Dの効率を上昇させ

ることができるであろう。ポストフォード主義で〈R＆D・知的所有権システム〉が重要な意味をもっ

てくるのは、このような状況において、知的所有権がM＆AやR＆D協力のネットワーク関係を形成する媒

介物となるからである。そして、ゲノム研究と医薬産業との結び付きは、このような〈R＆D・知的所有

権システム〉や企業ネットワーク形成を促進する諸条件のもとで生じたと考えられる。

1980年代末から国家によって主導されたゲノム研究計画は、当初、分子生物学領域の多くの科学者に

敵意か無関心で迎えられただけでなく、その経済的な効果もまた疑問視されていた［oECD，1995：11，

46］。しかし、1990年代になると、ゲノム研究を民間で行うゲノム・ベンチャー企業数社がアメリカで

設立され、それらに対する医薬企業の投資が活発化し始めた。その理由は、幾つかの遺伝的疾患に関係の
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ある遺伝子が実際に単離され始めたこと、そして遺伝子の機能を解析する〈モデル生物〉の作成方法も開

発され、ゲノム情報を用いた医薬品開発の方向づけが明確になってきたことによると思われる。医薬企業

は投資と引き替えに、ゲノムのDNA配列情報を独占的に入手する権利を確保する。例えば、1993年に英

国の医薬企業スミスクライン・ビーチャム（SmithklireBeedlamSKB）は、代表的なゲノム・ベンチャ

ーであるヒューマン・ゲノム・サイエンス（HlmanGen珊Scienee：H（芸）に1億数千万ドル（非公開だ

が1億2500万′、－ノ7500万ドルと言われる）を支払って、ゲノム情報から医薬品を開発する独占的権利を取

得した。SKBとHGSは、共同でゲノム情報のデータベースを作成し、武田薬品工業やシェリング・プラウ

（SdleriⅠ唱Plo喝1－）などの他の医薬企業とも二次的なライセンス契約を結んでいる。同様にして、イン

サイトファーマシューティカルズ（IncytePharmaeeuticals）、ダーウィン・モレキュラー（Darwin

Mdecular）、ミレニアム（Mille相通urh）、ミリアツド・ジェネティツクス（叫riadGenetics）といっ

たゲノム・ベンチャーも、複数の医薬企業とゲノム情報の利用に関する契約を交した。

ゲノム研究は、大量のDNA配列情報を処理・解読するものであるために、多大の投資を必要とする。

NIH（アメリカ国立衛生研究所）の1994年のゲノム研究の予算は1億760万ドルに達しており、アメリカ

のゲノム・ベンチャーの支出も1993年のみで8500万ドルであった［ibid：19，46］。これらの金額はゲノ

ム研究の開始における初期的な投資額であり、研究の継続のためにゲノム・ベンチャーが医薬企業から獲

得した資金の総額は8億ドルにのぼるとみられている［日経バイオ年鑑，1997：67］。医薬企業が1年間

に支出する医薬部門のR＆D費用は、トップ10クラスでもせいぜい5～10億ドルである。ゲノム情報は直

接に商品となるわけではなく、医薬品開発のための出発点に過ぎないことを考えると、ゲノム研究に必要

な費用は、コスト削減圧力に曝されている一医薬企業のR＆D費用で賄える規模ではない。従って、ゲノ

ム・ベンチャーの技術的優位を抜きにしても、複数の医薬企業の資本を統合して共用できるゲノム情報の

データベースを作るという意味において、これらのベンチャー企業の存在理由があることになる。そして、

そのような資本の統合と知識の流通は、ポスト・フォード主義的な〈R＆D・知的所有権システム〉や企

業ネットワーク形成と連動して可能となったと考えられる。すなわち、1990年代のゲノム・ベンチャー

は、1980年代における遺伝子組み替えベンチャーと同様に、企業ネットワークの結節点となる役割を果

たしたであろう。ただし、このネットワークは排他的なものであり、少なくとも年間数千万ドルを支出す

る資本力があって、かつゲノム情報の活用が可能な遺伝子組み替え技術を有する医薬企業のみが参加でき

るものである。

M＆Aやゲノム研究におけるネットワーク形成はR＆D費用の相対的な削減につながるが、もう一つの経

営効率化戦略として、プロセス・イノベーションによる製造部門における支出の削減もあり得る。しかし、

R＆D集約的な医薬品は、一般に製造コストの占める割合は大きくない。従って、コストダウンのためのR

＆D投資の誘因は小さい。一つの例外は、血液製剤やワクチンなどの生物製剤、そしてバイオテクノロジ

ーの普及に伴って1980年代から出現した動物細胞培養による蛋白質製剤である。これらの薬剤は製造コ

ストが高いため、製造プロセスを変更して原価を下げるためのR＆D投資が見合う可能性がある。もう一

つは、各国が薬剤費抑制策の一つとして重視している「ジェネリック薬」（特許の切れた後発医薬品）で、

この場合も価格を価値基準とした競争が中亡、となる。「ジェネリック薬」は新薬より圧倒的に収益性が劣

るため、R＆D集約的な大企業は手を出さないが、資本規模が小さくR＆D能力の低い企業は、今後ますま

す「ジェネリック薬」への特化を迫られることになると考えられる。従って、中小規模の医薬企業や新規

参入を目指す多角化企業にとって、血液製剤や蛋白質製剤などの既存薬を、低価格で製造する技術の開発

は重要な意味を持つ。〈生物工場〉のテクノロジー開発の経済的背景は、凡そこのようなものであろう。

では次に、このような医療費抑制圧力下の医薬産業の動きは、農業・食料システムの変動とどのような

関係にあるだろうか。農業・食料システムにバイオテクノロジーを導入した農薬企業の多くが医薬企業で

もあったことが、両者の変動過程を関連づけるであろう。．そして農薬市場も、前節で明らかにしたように、

環境問題、薬剤耐性の進行、過剰生産による農業保護政策の転換などの理由から縮小傾向にあった。従っ

て、医薬と農薬の双方を製造する化学企業は、両方の市場においてシェアを確保するための抜本的な技術

革新を要請される。M＆Aや協力的R＆Dのネットワーク形成は、このような類似した市場条件に対する同

一行為者の行動として理解できよう。本研究の特許分析でも、〈生物工場〉特許の出願主体では、ヘキス

ト、アグラシータス、武田薬品、日本たばこが、〈モデル生物〉特許では、ヘキストバイエル、イーラ
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イ・リリー、フアルマシア・アップジョン、武田薬品、が医薬と農業の双方に経済的利害関心を持つ企業

であった。技術的にも、「食用ワクチン」を開発したアルツェンが述べていたように、〈生物工場〉は

「農業バイオテクノロジーと医療バイオテクノロジーを結合」したものとして生成した。この結合は、遺

伝子組み替え技術がジェネリックな性格を有するために可能となったものである。

ジェネリックな遺伝子組み替え技術は、農業と医療の両方の領域で有効なR＆Dの基本的方法を提供す

る。その結果、協力的R＆Dネットワークの形成は、遺伝子組み替えベンチャー企業を通じて、異なった

農業関連企業と医薬企業をも技術的に結研寸けた。例えば、医薬と農薬の双方を製造するチバガイギーは、

遺伝子組み替えベンチャーであるカイロン（Chiron）を資本傘下に置いて医薬開発で広範な技術提携を

行っているが、同時にカイロンは農薬専業企業であるダウ・エランコ（医薬企業イーライ・リリーの子会

社でもあるが）と農薬開発で技術提携している。同様な現象が、1990年代のジェネリックな技術となる

ゲノム研究ベンチャーにおいても起きている。インサイト・ファーマシューティカルズは、農薬部門の比

率の高いモンサントと農作物のゲノム解析で提携した。また、ヒューマン・ゲノム・サイエンスは、パイ

オニア・ハイブレッドと共同でトウモロコシのゲノム解析を進めている。これらの動向は、農業と医療の

知識および資本における基盤を、ますます統合していくものと考えられる。そして、この統合は、ゲノム

情報の知的所有権を妹介にしたくR＆D・知的所有権システム〉に基づくものである。

ただし、当然ながら、医薬と農業にはそれぞれ固有の条件も存在し、バイオテクノロジーの用いられ方

も異なる。すなわち、環境汚染という固有の問題を有する農薬企業は、既存の低分子化学物質を成分とす

る農薬には見切りをつけて、農薬の機能をもった遺伝子組み替え植物を育種する方向でR＆Dを進めてい

た。それに対して医薬の場合は、低分子化学物質に安全上・技術上の特異的な問題はなく、遺伝子組み替

え技術や組み替え動物はR＆Dの手段として応用することが主流である。従って、動植物の生命の商品化

という視点からは、少なくとも現時点では、農業における遺伝子組み替え植物の生産がより重要となると

考えられる。
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6章　多国籍企業とテクノロジーの蓄積

5章では、生物特許とその出願の技術的・経済的文脈を分析した。すなわち、DNA配列の解読によって

生命を情報化することが可能となったために、遺伝情報が〈R＆D・知的所有権システム〉の媒介物とし

て機能し得るようになったこと、そして、フォード主義的生産弓肖費関係の危機に直面した多国籍化学企

業と、その投資を得たベンチャー企業が、農薬および医薬の市場変革を意図して遺伝子組み替え技術を動

植物に展開したこと、これら技術領域と経済領域の二つの要因の接合によって生物特許は増加していた。

この接合は、生命の知的所有権が工業所有権に制度化され、〈R＆D・知的所有権システム〉が形成され

ることによって可能となった。ただし、〈R＆D・知的所有権システム〉は、単なる制度の変更を意味す

るのではなく、行為者である企業側のR＆D投資における行動様式も変化し、それが制度と相互作用する

ことを意味する。すなわち、4章3節で論じたように、〈R＆D・知的所有権システム〉の形成は、コンフィ

ギュレーションとしての情報テクノロジーの性質と、企業の戦略的なR＆D協力行動との相互作用を通じ

て、技術的知識の交換や結合が資本蓄積に結び付いて行く過程であると考えることができる。バイオテク

ノロジーがコンフィギュレーションとしての性質を有することについては、すでに論じた。本章では、こ

のような〈R＆D・知的所有権システム〉が実際に機能する際に、多国籍企業の戦略的な協力的行動がど

のようにしてテクノロジーの蓄積を、ひいては生命の商品化をもたらすかについて検討する。

5章で行った生物特許の経済的文脈の分析において、多国籍化学企業やベンチャー企業による企業間ネッ

トワークが、生物特許やテクノロジーの展開と相互作用することが示唆された。すなわち、農薬コネクショ

ンにおける除草剤耐性作物は、選択マーカー（＝除草剤耐性）遺伝子の特許が植物遺伝子親み替えの標準

化技術としてネットワークの支配力をもたらすことが一つの誘因となって、多国籍化学企業による開発が

進んだ。そして、標準化技術の支配力から逃れようとする後発の多国籍化学企業に、戦略的な協力的R＆

Dのネットワークを生じさせた。また、Bt毒素導入植物の特許は、敵対する複数の多国籍化学企業グルー

プを中心とした、複雑な企業ネットワークによって専有されることになった。同様に、医薬コネクション

における〈モデル生物〉や〈生物工場〉の生物特許も、多国籍医薬企業の商品開発に適用され、協力的R

＆Dネットワークの媒介物となることを前提にベンチャー企業や大学から出願されている。R＆D機能のみ

を有するベンチャー企業や大学にとって、研究資金と開発パートナーを得ることが、特許出願の主要な目

的なのである。

以下では、これらの戦略的なネットワーク形成と生物特許との関係を、より詳細に見て行きたい。まず、

協力的R＆Dの全体的な傾向を生物特許を出願していた企業について把握し、さらに、そのなかでの知的

所有権のライセンシングの位置付けを確認する。次に、特定の多国籍企業ネットワークの形成について、

事例研究を行う。

1生物特許出展企業の協力的R＆Dの全体的傾向

まず、協力的R＆Dに定義を与える。協力的R＆Dは、複数の企業が、資本、知識、物、労働力のいずれ

かを出し合って、単一のR＆D活動を行うこととする。これには、一方通行的な知識の売買や投資も含ま

れる。従って、協力的R＆Dは、R＆D活動への投資、R＆D活動を含む合併や合弁（ジョイントベンチャ

ー）、共同研究契約、特許の共同出願、知的所有権の一方通行的または相互的ライセンス、から成る。概

念を拡張すると、販売部門や製造部門における投資や合弁、新しい顧客関係の締結なども、R＆D活動へ

のフィードバックを含む可能性があるが、ここではそれらは含めないこととする。．

対象とする企業は、5章で生物特許を出願していた企業とし、それらが少なくとも一方の当事者として

関係する協力的R＆Dをサーベイした。また、協力的R＆Dの内容は、植物および動物バイオテクノロジー

関連（純粋な医薬R＆Dは含めない）の投資や研究に限定して、主として1990年代の業界紙の記事を中心

に調査した。用いた資料は、化学工業日報、日刊工業新聞、日経産業新聞、日本経済新聞の4紙（1994年

7月～1997年6月）、日経バイオ年鑑（92、94、96、97）、および共同出願については5章の特許データ
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である。日経バイオ年鑑および特許データは、1980年代の協力的R＆Dに関する内容も含む。協力的R＆D

は、独占禁止法に抵触する巨額の投資などの場合を除いて、公表する必要のない性格のものであり、その

データは常に不完全かつ表面的なものである。また、新聞記事には、事例の話題性によるバイアスが避け

られないであろう。従って、これらのデータの分析は、あくまでも1980年代後半から1990年代における

全体の傾向を大まかに把握する以上のものではない。結果として、133件の協力的R＆Dのデータを得た。

その内訳は、合弁や株式の部分取得を含む買収が23件、R＆D活動への投資が10件、合併が1件、共同出

願が36件、一方通行的ライセンスが20件、相互に異なった技術を交換するクロスライセンスが8件、共同

研究契約が35件であった。共同出願およびライセンスを併せると64件となり、協力的R＆Dにおいて知的

所有権が重要な役割を担っていることが示唆される。

全体的傾向の分析

企業の業種別の分布について、表6．1および表6．2にまとめる。表6．1より、協力的R＆Dは、特定の行為

者の関係、すなわち化学Sベンチャー、化学S種子・食料、種子・食料Sベンチャー、ベンチャーS大学、

化学S化学、化学＝大学において、特に顕著に起きていることがわかる。最も多いものは、化学企業とベ

ンチャー企業間の関係であった。これは、生物特許の主要な出願主体が、これらの業種の企業であったこ

とと一致する。それに対して、種子・食料企業は、ベンチャー企業との関係と化学企業との関係がほぼ同

等であった。また、化学企業や種子・食料企業は、ベンチャー企業に比べると、大学・公的研究機関との

協力的関係が少ない傾向が認められた。総じて、同業種間の協力的R＆Dは異業種間よりも少なかったが、

化学企業同士では、無視できない比率で協力的関係が結ばれていることがわかった。企業が関係する協力

的関係だけを調査対象としたので、大学・公的研究機関同士の関係はデータに含まれていない。

表6．1協力的R＆Dの行為者（件数）

化学　　種子　　ベンチ　その他　　大学

食料　　ヤー　　　　　　　公的

化学企業

食料・種子企業

ベンチャー企業

その他の企業

11　　　18　　　　42　　　　　4　　　　10

2　　　　18　　　　1　　　　2

7　　　　　3　　　　13

1　　　　　1

表6・2　主要な協力的R＆Dの内容：件数（％）；ズ2検定でp＜0・01、相関係数≠＝0・62・

投資　　　共同出願　ライセンス　共同研究　　　合計

化学S化学　　　昌も；三‡‡揮持；；隼パ絢‡1（9）　0　（0）11（100）

化学与種子・食料　‡三：畠工：‡2割：3　（17日：三6工：持3上　4（22）18（100）

化学＝ベンチャー　‡三牲；‡桝主　4（10）

種子・食料Sベンチャー：；：亭：；：；拉瑚三　0　（0）

前三者＝大学・公研究　　0　（0）二；裏6三：‡捲射

‥
準

ヽ
）91

′
i8 痔8巨　42（100）

81．
別

‥
草

．
打
㌣

．創り
‥
草

．社．

）61
⊥4）02（5

（100）

25　（100）

その他　　　　　4　（21）　9　（47）　4　（21）　2　（11）19（100）

全体　　　　　34　（26 36　（27 21）　35 26）133（100）
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また、表6．2から、これらの各業種間の関係は、その内容においても、異なった特徴を示すことが判明

した。すなわち、最も多い化学完ベンチャーの協力的R＆Dでは、投資（合弁、買収を含む）と共同研究

が、共同出願やライセンスに比べて相対的に多い傾向があったのに対して、化学S種子・食料の関係では、

ライセンスの比率が全体の平均的比率に比して高くなっていた。また、種子・食料＝ベンチャーの関係は、

化学＝ベンチャーの場合と類似した内容の比率を示した。化学企業同士では、ライセンスや共同研究は少

なく、投資による関係の構築が圧倒的に多かった。一方、企業と大学・公的研究機閑との関係においては、

共同出願の占める割合が大きかった。ただし、この傾向は、大学等との関係が業界紙の話題となりにくい

ことから、データの片寄りを反映しているとも考えられる。また、スタンフォード大学からの、コーエン

＝ポイヤー特許（遺伝子組み替え技術の基本特許）については、殆どの企業がライセンス供与を受けてい

るため、データには含めていない。

企業間関係についてはデータの偏向は軽視できるものとして、さらに分析を進める。まず、ライセンス

の方向性に着目すると、化学企業と種子・食料企業の間では、化学→種子・食料が3件、種子・食料一可ヒ

学が1件、クロスライセンスが2件であった。一方、化学企業や種子・食料企業とベンチャー企業との関

係では、ベンチャー→化学・種子・食料が7件、クロスライセンスが5件であった。これらの関係から、

知的所有権における優位は、一応は予想されるとおりに、ベンチャー→化学→種子・食料の順であると思

われる。しかし、双方向的に知的所有権を交換する、クロスライセンスの比率が高くなっていることも注

目される。この理由の一つは、例えば、自社で取得した耐冷性遺伝子や色素遺伝子の特許を用いて、

1994年からカルジーンやモンサントとクロスライセンス契約を結んでいるキリンビールの役員の、次の

ような言葉に現われていると考えられる。

自社保有の遺伝子技術を充実させなければ、アグリバイオ分野で海外企業と対等に取引したり、

共同事業を進めたりできなくなる。（キリンビール、榎本常務）

ほ経産業新聞，1996年10月17日］

キリンビールは、医薬品開発においても、アメリカのベンチャー企業であるアムジェンと1980年代前

半から、貧血治療薬の特許と技術の導入を経験した。しかし、1994年には、自社技術で同分野の新薬と

なる遺伝子の特許を取得し、はじめてアムジェンと「真のよきパートナーとなった」［日本工業新聞，

1996年8月15日］。カルジーンとの関係も1990年の種ジャガイモの生産・販売での提携関係から続いて

いたが、カルジーンが開発した「日持ちの良いトマト」の遺伝子親み替え技術の日本での独占的ライセン

スを受けるには、相応の交換技術が必要であった。すなわち、クロスライセンスは、技術的に低位の企業

が、従属的な関係を対等に高めようとする意図の結果として現われる。反対に、技術的優位の企業にとっ

ては、異なった有用技術を蓄積する手段となる。特許のライセンスについてのパーティンとワイアットの

最近の調査［Berdn＆Wyatt，1988：66－77］では、医薬品多国籍企業のライセンス取引の目的は、ロイヤ

ルティ（特許料）の獲得にあるのではなく、異なったテクノロジーの蓄積と接合にあることが示唆されて

いた。ポストフォード主義の知識集約的な産業では、貨幣ではなく知識の蓄積が目的化すると考えられ

る。より多くの知識を蓄積した企業が技術的に優位に立つ競争の秩序において、クロスライセンスは技術

的な支配／被支配の闘争を超源とした企業の戦略的行動から起こるのである。

従って、もう一つの理由として、特許係争の結果、クロスライセンス契約が行われる場合がある。これ

は、基本的には、技術的に対等であるような企業同士が、同じ技術の知的所有権を巡って敵対する結果で

ある。このような関係が、モンサントとカルジーン、ゼネカとカルジーンのような、化学三ベンチャーの

協力的R＆Dにおいて兄い出される。しかし、ある特定技術を入手したい企業が、先行企業の技術ライセ

ンスを獲得する手段として、法廷闘争を行う場合もある。この場合でも、法廷闘争を行う企業には、クロ

スライセンス可能な別の特許が必要である。そのような例として、1956年に、当時はコンピューターの

後発企業であったBMが、先行企業ユニバックの特許を獲得するために起こした係争が有名である。BM

は、当時汎用されていたパンチ・カード機械の特許を保有していたことが、法廷闘争の裏での交渉の強味

となった［名札1990：114］。モンサントとカルジーンの特許係争も、法廷で争われた特許以外の広範

な特許のクロスライセンス契約に帰結していた。すなわち、係争の真の意図は、クロスライセンスによる
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知識の蓄積にあったと考えられる。

しかし、知識の蓄積は、ライセンスだけではなく、資本による統合によっても可能である。表6．2にお

ける化学・種子・食料の多国籍企業とベンチャー企業との関係は、この資本による統合がライセンスより

も選好されていることを示している。多国籍企業の内部化の理論からは、主として外部の不完全市場にお

ける知識の移転コストを最小限に抑え、かつ知識の優位性を確保しようとする企業行動によって、R＆D

の資本による統合が説明される［Rugman，1981＝1983；Caves，1982＝1992］。それが、ライセンス契

約という代替的な方法が選択されるには、幾つかの条件が必要である。第匹一に、強い専有力をもつ知的所

有権が存在することが前提となる。バイオテクノロジーの初期には、基本的な特許を新規参入者であるベ

ンチャー企業が保有することによって、既存の多国籍企業とのライセンス契約が生じた。第二に、技術的

知識を商品化して販売するための補完的な資産、つまり商品化応用の技術、監督官庁からの認可取得のノ

ウハウ、製造上のノウハウや設備、流通経路などが、技術草新企業にとって容易に利用可能であること。

第三に、技術の性格がコンプイギュレーショナルであって、商品化に際して多分野の知識の蓄積を必要と

すること。多国籍企業は、完全な統合をあきらめて、少なくとも当面は契約を選好する。第四に、知識の

経済的寿命が短いか、リスクが大きいために、資本統合のメリットが少ないこと、などが考えられる。逆

に言うと、これらの条件が変化すると、ライセンス契約関係は常に資本統合に転化し得るであろう。

知的所有権上の優位は、もはやベンチャー企業にはなく、幾つかの多国籍化学企業が、遺伝子組み替え

技術に関する重要な特許を所有している。第二の補完的資産は、本来多国籍企業の所有物である。従って、

開発の初期段階ではライセンス契約が選好されても、商品化を進めるに際してはベンチャー企業自らが、

これらの資産を獲得しなくてはならない。それができない場合は、ベンチャー企業の株主も、補完的資産

を有する多国籍企業への統合を歓迎するであろう。第三の要因も、商品化の進行に伴って解消すると思わ

れる。さらに、1980年代後半におけるベンチャー資本の不足や株価の低落傾向は、バイオ・ベンチャー

企業の財務状黍を悪化させ、多国籍化学企業による買収が増加した。化学与ベンチャーの投資による関係

のうち、14件中13件は化学企業によるベンチャー企業の買収であった。

加えて、多国籍企業とベンチャー企業との関係では、共同研究の占める割合が多い。これらの内容は、

新規医薬品開発に関する新技術であるくモデル生物〉やく生物工場〉に関するもの、そして植物のゲノム

研究に関するものなど、商品化に至る以前の基礎的な技術の開発にかかわるものが約1／3を占めている。

従って、これらの関係も、R＆Dの進行に伴って、多国籍企業による資本統合に転化する可能性を有して

いる。実際に、モンサントとカルジーン、アグレポとPGS、サンドとシステミックス（ADSの遺伝子治療

などを手がけるベンチャー）の関係は、共同研究から始まって買収に帰着した。また、へキストとセルジェ

ネシスのように、当初から株式の部分保有と同時に共同研究を開始しているケースもある。以上のことか

ら、多国籍企業とベンチャー企業との関係にライセンスが少ない理由として、多国籍企業が技術開発の初

期の段階から共同研究契約（多くの場合研究資金の供与と特許の権利契約を含む）によるベンチャー企業

の囲い込みを進めているために、成功した共同研究は直接に企業買収へと結び付いていることが考えられ

よう。

以上の考察から、この項の知見をまとめる。ベンチャー企業による特許のライセンスや、多国籍企業と

のクロスライセンスは、技術開発の初期には、知識を蓄積して技術的な支配力を確立する手段として、協

力的R＆Dの重要な要因となる。しかし、商品化の段階が進んで、ベンチャー企業の技術的優位が消滅し、

一方で商品化に必要な補完資産の重要性が高まるにつれて、ライセンスや共同研究の関係は多国籍企業に

よる資本競合に転化する。ただし、化学S種子・食料の・ような買収の困難な多国籍企業同士の関係の場合

は、資本統合よりもライセンスが主体となる。このように、知的所有権は企業を協力的R＆Dによって結

び付ける媒介物となるが、その媒介の様式は商品化の進展度や業種間関係によって多様であると考えられ

た。

多国籍企業のネットワーク形成と生物特許

次に、以上の協力的R＆Dが、どのような多国籍企業の知識の蓄積に用いられているか、また、生物特

許の増加とどのような関係にあるかについて検討する。

まず、関係した協力的R＆Dの件数の多かった企業グループは、順にモンサント、へキスト、ノバルティ
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ス、ゼネカ、日本たばこ（JT）であった（1）。これらの企業グループは、表5、3で示したように、生物特許

の出願件数においても、上位を占めていた。そこで、表5．3にリストアップした企業グループについて、

協力的R＆Dの件数との相関をとってみたものが、図6．1aおよびbである。ただし、今回の調査で、植物お

よび動物バイオテクノロジー関連の協力的R＆Dが認められなかった、三菱化学とアメリカン・メイズは

除外した（2）。

協
力
的
R
＆
D
　
（
件
数
）

0
　
　
　
5
　
　
　
0

3
　
　
　
2
　
　
　
2

5
　
　
　
0

1
　
　
　
　
　
　
1

0　　　　5　　　　10　　　15　　　　20　　　　25　　　　30

生物特許出願件数（日本公開特許）

図6．1a　協力的R＆Dと生物特許（日本公開特許）

相関係数r＝0．56，回帰式y＝0．93x十1．31，分散比F＝10．9（＞F（0、01，1，10）＝10．0）
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図6．1b　協力的R＆Dと生物特許（W円）

相関係数r＝0．66，回帰式y当．00Ⅹ十1．18，分散比F＝10．9（＞F（0．01，1，10）＝10．0）
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冒本公開特許の場合は相関係数1・＝0．56、回帰式y＝0．93Ⅹ＋1．31として、W円の場合は相関係数1－＝0．66、

回帰式y＝1．00Ⅹ十1．18として、どちらも1％以下の有意水準で正の相関関係が認められた。すなわち、協

力的R＆Dによる企業ネットワークの形成と生物特許の出願は、関連していることが示唆された。このこ

とは、前に論じたように、企業が知的所有権を媒介物として、協力的R＆Dのネットワークを形成してい

ることを確認するものと考えられる。ここで、反対に協力的R＆Dによって生物特許の出願が増加する可

能性も考えられなくはないが、少なくとも今回の調査においては、そのようなケースは少ないであろう。

なぜなら、モンサント、その系列のカルジーン、ノバルテイスの前身のチバガイギーなどの生物特許の主

要なものは既に1980年代に出願されていたが、協力的R＆Dの多くは1990年代になってから顕著となっ

たからである。これは、今回の協力的R＆Dの調査のデータが1990年代に公表されたものだからではなく、

1980年代の協力的R＆Dが共同研究を主とするものであったのに対して、1990年代には重要な企業買収

が多く行われて、協力的R＆Dの件数が全体として増加したことを反映している。また、共同研究による

協力的R＆Dの成果は共同出願となるはずだが、企業間関係で共同出願の件数は少なく、1980年代の共同

研究による協力的R＆Dは、生物特許の増加には直接は結び付いていないと思われる。結局、重要な特許

を獲得することが、その企業の協力的R＆Dを増加させている、と考えられる。

協力的R＆Dと生物特許の両方において活動の顕著なモンサン上へキスト、ノバルテイス、ゼネカの

四つの巨大多国籍化学企業が、バイオテクノロジー領域においてそれぞれ広範なR＆Dネットワークを形

成している。その様態を把撞するために、主要な生物特許出願企業24社間の協力的R＆Dの関係を図6．2に

模式的に示す。ここでは、企業グループ内の関係も視野にいれるために、合併・買収以前の単体企業名で

表わしている。

最も強力なネットワークを有する企業はモンサントで、植物遺伝子範み替えベンチャーのカルジーン、

アグラシータス、および種子企業のデカルプ・ジェネティツクス（および図にはないが、大手種子企業と

してホールデンズ・ファウンデーション・シードとアスグロウ・アグロノミクス）などを資本統合したコ

アの系列企業とし、他のベンチャー企業のDNAプラントテクノロジー（DNA－PT）やエコジェン、種子

企業のパイオニアtハイブレッド、食品企業のJTやキリンなどにもライセンスや共同研究のネットワーク

を広げている。さらに、コアの系列企業であるカルジーンを通して、ゼネカやローヌプーランなどの多国

籍化学企業の知識にもアクセスできる構造になっている。モンサントのR＆Dネットワーク形成について

は、次節の事例研究で取り扱う。

へキストは、イ一・ゲ一・フアルペン（LG．Farben）の流れを汲む世界第2位の化学企業であるととも

に、R＆D支出総額も20億ドル、研究者数も15，500人（1994年）を擁し、世界最大規模のR＆D能力を誇

る。農業バイオテクノロジー領域のR＆Dは、農薬部門の合弁子会社のアグレポ（へキスト60％、シェリ

ング40％）を中心に行っている。アグレポは、除草剤耐性、Bt毒素組み替え作物、遺伝子組み替えによ

るハイブリッド品種の作成などの重要特許を有するPGSを、1996年に買収したことにより、モンサント

の強力な競争相手となった。除草剤耐性については、モンサントの「ラウンドアップ」と同様な非選択性

除草剤「パスタ」の市場を持っていることも、ネットワーク形成に寄与しているであろう。また、アグレ

ポは、ヨーロッパの他の農薬企業とも共同研究関係にある。医薬は主としてへキスト本体の研究部門でR

＆Dを行っているが、1995年に米国ダウの医薬部門であるマリオン・メレル・ダウを、1996年にフラン

スのルセル・ユクラフを資本統合したために、世界各地に医薬研究部門を持つことになった。酪合した医

薬子会社であるへキスト・マリオン・ルセルは最近、動物遺伝子組み替えベンチャーであるセルジェネシ

スを買収したほか、除草剤耐性遺伝子の探索で共同研究を行っていたオンコジーン（米国の遺伝子組み替

えベンチャー）との技術提携関係を拡大した。また、診断薬や生物製剤部門の子会社であったベーリング

ヴェルケの整理統合を通して、ローヌプーランやカイロン（チバガイギ一系列）とも合弁企業を設立して

いる。

ノバルテイスは、1996年にスイスのチバガイギーとサンドが合併してできた。その時点で、農薬部門

は世界での売上が第1位、医薬部門は第2位、種子部門も第2位となった。農業バイオテクノロジー領域で

は、4章2節において述べたように、チバガイギーの自社内R＆D（農業バイオテクノロジー研究所）が、

1980年代前半からモンサントとともに、植物遺伝子組み替え技術の開発を主導してきた。1980年代後半
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では、サイアナミッドやラブリゾルといった、バイオテクノロジー領域への参入を模索していたアメリカ

の化学企業との、植物遺伝子組み替え技術についての共同出願も認められた。この時期に専有・蓄積した

知識や関係を媒介として、ラブリゾルの子会社であったマイコジェンと、後にBt毒素組み替え作物の開発

における共同研究関係を構築することができたと思われる（5章3節参照）。一方のサンドは、農業バイ

オテクノロジー領域では後発企業である。1990年にアメリカの遺伝子組み替えベンチャーのレプリジェ

ンと共同でBT剤の改良を行ったり、1995年にオランダのモーゲンから組み替え糸状菌耐性植物のライセ

ンスを受けるなど、〈ストレス耐性〉植物の開発も始まったばかりであった。しかし、早くからBT剤を

開発して市販してお机Bt毒素組み替え作物の開発では、チバガイギーとの合併メリットは大きいであろ

う。さらに、チバガイギーはチバシード、サンドはノースラップ・キングという大手種子企業を所有して

いる。種子企業が保有する、組み替え植物の商品化に必要な作物品種と種子流通経路を確保していること

も、技術上の優位性を高めていると思われる。ただし、ノースラップ・キングはBt毒素遺伝子の特許をモ

ンサントからライセンスされており、合併による競争関係の捻れも起きている。医薬領域では、遺伝子組

み替え技術の重要な特許を数多く保有するカイロンを1980年代後半から傘下に収め、最近では動物遺伝

子組み替え技術と関係の深い移植用臓器製造動物のベンチャー（イミュトロン）や遺伝子治療ベンチャー

（ジェネティツク・セラピー、システミックス）などの買収を活発化させている。

農業・植物遺

伝子組み替え

ベンチャー

図6．2　生物特許出願企業間の協力的R＆D：実線は投資・買収関係、破線はライセンス・共同研究関像

MO＝モンサント、CY＝サイアナミッド、DE＝ダウ／エランコ、DP＝デュポン、EL＝イーライリリー（以上米国医

薬農薬企業）、CG＝チバガイギ一、SD＝サンド、ZN＝ゼネカ、RP＝ローヌプーラン、HA＝へキスト／アグレポ（以

上欧州医薬農薬企業）、CH＝カイロン、CL＝セルジェネシス、GP＝ジェンファーム（以上医薬・動物遺伝子親み替

えベンチャー企業）、EC＝エコジェン、MY＝マイコジェン（以上微生物農薬ベンチャー企業）、MG＝モーゲン、

PG＝PGS、ACニアグラシータス、CA＝カルジーン、DN＝DNAプラント・テクノロジー（以上農業・植物遺伝子組

み替えベンチャー企業）、DK＝デカルブ・ジェネティツクス、PH＝パイオニア・ハイブレッド（以上種子企業）、

JT＝日本たばこ、KR＝キリンビール（以上食品企業）．
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ゼネカは、1993年に英国のICIが、医薬・農薬部門を分社化してできた。農薬では、パラコートなどの

古い殺虫剤に売上を頼っている体質があり、農薬に替わるくストレス耐性〉植物の開発も遅れていた。そ

れが、農業バイオテクノロジー領域で一躍注目されるに至ったのは、1994年にカルジーンと特許権を分

け合った「日持ちの良いトマト」の開発である。ゼネカの前身であるIC巨シードは、アンチセンス技術

を植物へ応用したこの技術を、英国のノッチンガム大学との共同研究によって1988年に開発した。この

商品開発の成功が、カルジーンやDNArPTとのクロスライセンス契約に結び付いた。後者との契約で、ゼ

ネカはトマトの成熟促進酵素遺伝子を抑制する特許と引き替えに、DNA－PTから遺伝子サイレンシングの

基本特許（5章1節4項参照）を獲得することができた。さらに、最近になって、ゼネカはオランダのモー

デンの全株式を取得して子会社化した。モーデンは、ヒバード審決を得たモレキュラー・ジェネティツク

スが、1985年にオランダのライデン大学構内に設立した植物遺伝子組み替えベンチャーで、汎用されて

いる「バイナリー・ベクタ一法」（5章1節2項参照）の基本特許を保有する。この買収は、ゼネカの農業

バイオテクノロジーにおける技術支配力を、さらに強めることになると考えられる。

以上の各企業ネットワークについての簡単な記述からも、強力な特許の所有が、ライセンス関係のみな

らず、共同研究や買収においても重要な媒介物となっていることが示唆されよう。また、各企業ネットワ

ークが、直接または資本系列企業の共同研究やライセンスを通して、さらに相互に結び合わされているこ

とも注目される。例えば、モンサントはカルジーンを介してゼネカと、ゼネカはモーゲンを介してノバル

テイスと、ノバルテイスはアグレポを介してヘキストと、ノースラップ・キングを介してモンサントと、

そしてマイコジェンを介してダウ・エランコと、知識を共有する関係を構築している。勿論、個々の関係

を媒介する知識の内容は異なったものが多いが、植物遺伝子組み替えの基本技術（プロモーター、選択マ

ーカー、ベクターなど）は、相互に接合されたネットワーク内の企業に共有されることななろう。その結

果、モンサントへキスト　ノバルテイス、ゼネカの四つの巨大多国籍化学企業が、直接または資本系列

企業を介して協力的R＆Dを行っている企業をその「ネットワーク企業」と定義すると、今回調査した協

力的R＆D133件中95件（71％）は、これらの四大「ネットワーク企業」が関与するものであった。また、

WPIにおいて企業が出願している生物特許203件のうち125件（62％）が、これらの四大「ネットワーク

企業」によるものであった。すなわち、協力的R＆Dが多いほどアクセス可能な知識が増加し、それによっ

てさらに強力な知的所有権の獲得が容易となる。そして、強力な知的所有権は、さらに広範な協力的R＆

Dを可能にする。このような好循環による知識の蓄積が、ポストフォード主義における情報テクノロジ

ーの特徴であると考えられる。

最後に、このような協力的R＆Dのネットワークによる知識の蓄積が、多国籍化学企業の歴史的展開に

どのように位置付けられるかについて、簡単に考察を加えておきたい。というのも、多国籍化学企業は、

世紀の変わり目に創設された当時から、競争よりも協力を重視して成長してきた経緯があるからである。

1950年代から60年代にかけてアメリカで顕著となった反トラスト運動において、独占資本カルテルの

元祖として批判された企業が、1925年に組織されたドイツのイ一・ゲ一・フアルペン（戦後に主にバイ

エル、ヘキス上BASFに分割）であった［McConkey，1955＝1955］。「フアルペン」は染料を意味す

るが、化学合成染料の製造は爆薬の製造と工程が重複し、合成ゴム、毒ガスなどの軍事用有機化学工業と

関連することもあって、帝国主義的拡張政策をとるナチス国家と結びついた。一方で、イ一・ゲ一・フア

ルペンは1930年代までに、スイスの化学染料企業チバ、ガイギ一、サンド、イギリスの工CI、アメリカの

デュポンやダウ、日本の三井と、世界的な化学価格カルテルを形成した。これらの企業が、バイオテクノ

ロジーの協力的R＆Dと生物特許出願の行為者であったことはすでに見たとおりである。この化学価格カ

ルテルの企業ネットワークは、企業内R＆Dの充実とクロスライセンスによる独占的特許プールの維持に

よって成立しており、現代の協力的R＆Dネットワークの基本的な要因を持っていたことになる。そして、

これらのライセンスや特許プールの形成は、フォード主義が最盛期を迎える1950年代から60年代にかけ

て、反トラスト法の連用強化によって抑制されたが、フォード主義の危機を迎えて復活することになった

のであった。その意味では、バイオテクノロジーの協力的R＆Dは、1930年代における化学価格カルテル

の後裔である。しかし、戦前の化学企業のカルテルは、抜け駆け的な安売りや技術革新の抑制を目的とし

ていた。これに対して、競争の基準が価格から技術革新へ移行した、現代のバイオテクノロジーの協力的
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R＆Dネットワークは、効率的な技術革新を行うための知識の蓄積が日的となっている点で異なる。従っ

て、それは価格を媒介にした静的な契約ではなく、技術革新を媒介にした、動的で不安定な研究協力関係

の締結・破棄と企業別叉・売却である。この変化には、工業化諸国の労働生産性低下に伴う価格から技術

革新への競争基準の転換に加えて、知識の流通可能性の飛躍的な向上と知識の相互補完性の増大（すなわ

ち情報化）、国家によるケインズ主義的経済政策の破綻などの、ポスト・フォード主義的な転換が影響し

ていると考えられる。

2　モンサントのネットワーク形成と植物特許の蓄積

モンサントは、1901年に人工甘味料サッカリンの製造会社としてセントルイスに設立されたが、第二

次大戦中から有機化合物分野にも進出し、1949年にはナイロンなどの化学繊維に、1955年には石油化学

にまで手を広げた。ただし、同社が伝統的に強い領域は、食品添加物、農薬、医薬などの、いわゆるスペ

シャルティ，ケミカルであった。1954年に開発した「ベガデックス（Vegadex日という除草剤は、そ
れまでのように薬剤が直接接触することによって雑草を枯らす方法から、薬剤を土壌から椎茸に吸収させ

て枯らす方法に転換する、ラディカルな技術革新を成し遂げた。以後、モンサントは、現在の「ラウンド

アップ」に至るまで、除草剤のR＆Dを主導する立場を築くことになった。1960年代には、化学工業を含

む殆ど全ての産業がフォード主義的な成長のピークに達したが、モンサントも石油化学部門への多角化に

よって、デュポン、ダウ・ケミカルに次ぐ全米第3位の化学企業に成長した。しかし、1980年代後半から

の景気後退局面において、多くの化学企業は既存事業の再編成と大幅な人員削減によって企業体質を改善

し、収益性を維持しようと努めた。1990年代はこの傾向が一層明確になり、1960、70年代に多角化した

事業分野を切り捨てて、コア事業への集中展開によって競争力をつけようとする動きが主流となった。ダ

ウ・ケミカルは医薬部門をへキストに売却し、農薬部門をイーライ・リリーとの合弁にスピン・オフして、

「本業」の石油化学事業に特化した。アメリカでモンサン吊こ次ぐ規模の化学企業であるW．R．グレースは、

一時はバイオテクノロジー分野にも進出していたが、そのR＆D部門であったアグラシータスをモンサン

トに売却して撤退し、現在は最も収益性の高い包装材と化学触媒の分野に特化している［nje血瑚′r＆

hduS如r，1996，20May：367］。同様に、モンサントの場合も、最も技術的に優位性があり、収益性の高

い分野である、農薬、医薬、食品添加物、そしてされらを革新する技術としてのバイオテクノロジーに特

化したのである。

この経営方針は、当時の社長リチャード・マホニー（Ridard旭ho肥y）によって1985年に決定され、
段階的に実行に移されてきた。だが、その前の10年間に、既にバイオテクノロジーへの先行投資が始まっ

ていた。1986年にケニーは、バイオテクノロジー分野で最大の投資を行っている多国籍企業として、モ

ンサントを位置付けている［Kenney，1986：211－216］。ハーバード大医学部（1974年）やワシントン大

（1982年）への投資、出来たばかりのベンチャー企業であったジェネンテックへの投資（1977年）、カ

リフォルニア大生物科学部長であったハワード・シュナイダーマン（HowerdSdlneiderrrnn）のR＆D担

当上級副社長への引き抜き（1979年）、そして自社の生物科学研究所の設立（1981年）、これらの投資

は、バイオテクノロジーの経済的効果が未だに不明瞭であった当時において、極めてハイ・リスクなもの

であったと思われる。しかも、当時モンサントの売上の半分以上を支えていた事業は、非バイオテクノロ

ジーの石油化学製品によるものであった。従って、バイオテクノロジーへの傾注は、後に会長となったマ

ホニーの指導力や、シュナイダーマンの農業バイオテクノロジーに関する明確な長期展望－「次の

40年の間に、世界の人口は殆ど確実に倍増し9億人の飢餓人口を生ずるであろう。遺伝子工学や他の新し

い農学的手法は、アメリカの農民が世界の農業生産性の向上をリードし、これらの9億人のうちの多くを

養うことを可能にするに違いない」［Kloppenburg，1988：309］－によるところが大きいと考えられ

る。1983年に、モンサントは植物遺伝子組み替え技術の基本的な特許（プロモーターと選択マーカー遺

伝子）を取得し、農業バイオテクノロジーを本格展開するための強力な技術的基盤を確保した。これらの

結果として、モンサントは1985年から、農業バイオテクノロジーを将来の中核技術とするための事業の

再編成やM＆Aを進めて行くことになる。以下では、ケニーの研究を出発点として、1980年代後半から現
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在までの、モンサントの農業バイオテクノロジーにおける事業展開を、特に生物特許と協力的R＆Dの関

係に着目しながら検討する。

1985年以降のモンサントの事業展開

リチャード・マホニーが会長を務めた1986年～95年、および人工甘味料部門の子会社社長であったロ

バートシャピロ（R（玩rtShapiro）が本社の会長兼社長を引き継いだ1995年から現在（1997年）まで
の12年間で、モンサントはさらに10億ドルをバイオテクノロジーに投資した。そのうち、7億5000万ド

ルは、1996年～97年に行われたカルジーン、アグラシータスなどのベンチャー企業やホールデンズ・ファ

ウンデーションtシード、アスグロウ・アグロノミクスなどの種子企業の買収に費やされた。これらの投

資は、売上を増加させ続けている除草剤「ラウンドアップ」と人工甘味料「ニュートラ・スイート」の収

益に基づいている。「ニュートラ・スイート（NutraSweet㊨）」は医薬部門子会社のG．Dサール（G．D．

Searle）薬品が開発した人工甘味料（アスパルテーム）で、特許による保護、米国食品医薬品局（FDA）

による承認、そして長期間の宣伝と商標の浸透、などの手段による新規参入障壁を巧妙に活用して独占的

な砂糖代替商品となり、1990年における収益は1億8000万ドルに上っていた。また、医薬部門のG．Dザ

ールも、1988年から1990年の間に、6200万ドルの赤字から9300万ドルの黒字に転換した。これに対し

て、化学品部門は人員削減と事業縮小の対象となり、同時期に40％の減益となった［me血5日γ＆

血血5叫115July1991：488］。

1996年9月に来日したへンドリック・ヴァーフアイリェ（Hendrid（VerfaiHie）上級副社長は、モン

サントの狙いが、食糧危機における「収量の飛躍的拡大など、期待される技術革新をラウンドアップの普

及、同農薬を使った不耕起栽培技術、さらにはバイオテクノロジーによって果たす」ことであるとし、同

社が「2005年には50′、100億ドルに達する」農業バイオテクノロジー市場の主力プレイヤーとなるため

の基盤の構築を目指す戦略を強調した［化学工業日艶96年9月12日］ごすなわち、同社は当面の最重要

分野を、（1）除草剤「ラウンドアップ」、（2）遺伝子組み替え植物、（3）医薬品の三事業とし、（1）と（2）は連携

による事業拡大（「ラウンドアップ」耐性植物など）を図るとする。地域戦略としては、農業市場などで

高成長性が待できるがまだ事業基盤が固まっていない、中国、インドなどへのアプローチを積極化する、

としていた［ibid，96年10月15日］。そして、ついに1997年1月に、モンサントの重役会はバイオテクノ

ロジー部門と化学品部門の分社化を決定した。バイオテクノロジー部門は、農薬、医薬、食品添加物、遺

伝子組み替え種子からなり、1995年の時点で53億ドルの売上で、7億ドルの利益を稼ぎ出していた。切

り離される化学品部門の売上は、約30億ドルである［AppIIedGeneticsNews，January1997］。ここにお

いて、モンサントは恐らく世界最大のバイオテクノロジー専門の多国籍企業となる。，

バイオテクノロジー部門に特化した新モンサントは、ロバート・シャピロが継続して社長兼会長を務め

る。シャピロはもともと大学の法学研究者から企業に転身した人物で、G．Dサールが「ニュートラ・スイ

ート」を市販開始した1982年から、同社の人工甘味料「ニュートラ・スイート」部門の子会社の社長に

就任した。彼の下で、同社はまず、「ニュートラ・スイート」の特許有効期間を5年間延長する特別立法

を要求して成立させた。さらに、その特許を食品企業へライセンスする際に、「ニュートラ・スイート」

を成分として含む全ての製品に「ニュートラ・スイート」の商標と独特の渦巻き型のロゴを表示すること

を義務づけた。これによって、特許の有効期限が切れた後も、消費者の商標に対する認知を通して、独占

的な市場が維持されることを可能にした［Teece，1987＝1988：256－258］。さらに、日本の味の素への

ライセンス供与では、ジョイント・ベンチャーを通して味の素の醗酵関連技術を獲得し、知的所有権を補

完する資産としての製造プロセスにおける技術的優位をも確保した。従って、経営学者のティースが、

「同社が堅固な専有制度を維持し、相互特殊資産を戦略的に利用することの重要性に気付いていることは

明らかである」［ibid：258］として、技術革新からの利益を確保するための経営戦略の手本として記述す

るのである。
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図6．3　モンサントの企業ネットワーク（1997年6月現在）

前節の協力的R＆Dに関するデータに基づく．実線は投資・買収関係、破線はライセンス・

共同研究関係、矢印は売却関係を示す．

このような経営者が、「ラウンドアップ」の特許期限切れを迎え、農業バイオテクノロジーの多数の技

術のライセンス方針を模索するモンサントの指導者となったことは、当然すぎると言ってもよいかもしれ

ない。シャピロが就任してからのモンサントの戦略は、関連技術のベンチャー企業や種子企業の積極的な

買収と、遺伝子組み替え植物の種子企業へのライセンスを通した農業生産管理システムの導入である。こ

れらの協力的R＆Dの戦略は、マホニーの時代に獲得した生物特許を最も有効に活用するための、知的所

有権と補完資産の囲い込み戦略であると解釈することができよう。以降ではこの戦略の条件とその遂行の

過程を見て行くが、その前に、シャピロの買収や共同研究の成果である企業ネットワークの現状を、図

6．3に示しておく。図の作成には、前節の協力的R＆Dに関するデータを用いた。一応、投資・買収関係と

ライセンス・共同研究関係を分けて示したが、後者においでも特許料や研究費の供与の面での投資を含む

場合がある。ネットワーク形成の相手は、主として研究開発型のベンチャー企業と種子企業であることが

確認されよう。ベンチャー企業との提携では、それが二次的な提携関係を生じることも特徴である。カル

ジーンの買収の後に、キリン、ローヌプーラン、ホールデンはモンサント本体とも提携関係を結んでいる。

ベンチャー企業との特許係争・協力的R＆D・買収

ベンチャー企業、特に植物遺伝子組み替え技術を商品とする企業との協力的R＆Dは、知的所有権にお

ける競争関係を解消することを当初の誘因として行われていると考えられる。しかし、技術の商業化が進

むにつれて、ベンチャー企業の習得した行政からの認可、製造、販売等における補完資産の獲得も、提携

目的の仙一部に含まれてくるであろう。ここでは、二次的な提携関係をも生じさせたカルジーンとの協力的

R＆D、およびその買収の過程を中心に記述し、それらの誘因を検討してみたい。

カルジーンは、1980年にカリフォルニア大学デービス校およびサンディエゴ校の研究者を中心に、カ
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リフォルニアのデービスに設立された。カルジーンは、化学企業からの投資を得るために、当初から遺伝

子組み替え技術による除草剤耐性植物の作出を試みていた。そして、1983年に「うウンドアップ」の耐

性遺伝子を初めて細菌から発見し、その2年後にはその遺伝子をトマトで発現させることに成功し特許を

取得した。しかし、モンサントはこの耐性遺伝子を利用せず、独自で開発を進めた。その結果、1994年

にカルジーンは、一連の除草剤耐性植物関連R＆Dのスポンサーでもあったローヌプーランとともに、モ

ンサントの「ラウンドアップ」耐性植物を特許侵害であるとして訴えることになる。このように、初期の

モンサントとカルジーンの関係は、知的所有権を巡る競争と法廷闘争を含むものでもあった。

両社の最初の特許係争は、モンサントが取得した基本特許、「植物細胞内で発現するキメラ遺伝子」の

CaMV35Sプロモーター配列の使用に関するものであった。この係争は、1993年に、両社が所有または出

願している特許の広範なクロスライセンス契約によって和解した（表6．3を参照）。この相互ライセンス

において、カルジーンはプロモーター、選択マーカー遺伝子、エチレン合成を抑制する酵素遺伝子（日持

ちの良い野菜の作出に用いられる）、およびBt毒素遺伝子をワタで発現させる方法の特許権を獲得し、モ

ンサントは植物におけるアンチセンス技術、カルジーンの遺伝子発現技術を得た。カルジーンの会長であ

るロジャー・サルキスト（Salqujst）は、次のように述べている。

農業バイオテクノロジーのリーダー同士のこの契約は、費用のかさむ訴訟を行う代わりに、我々

双方がそれぞれの製品の商業化に集中することを可能にするものである。この契約が保証する、

カルジーンとモンサント両社の重要な目的は、我々の遺伝子組み替え製品の商業化の時期を逸し

ないことである。［p児楠耶涙re，1993，Apri123：423］

この時すでにカルジーンは、モンサントが特許化したCaMV35Sプロモーターやカナマイシン耐性の選

択マーカー遺伝子を用いて、世界で最初の商業的遺伝子親み替え野菜である日持ちの良いトマト「フレー

バー・セーバー」を開発していた。その商品化を目前にして、特許権を主張するモンサントとの和解は是

非とも必要であった。モンサントにしても、「フレーバー・セーバー」は同社が先んじた遺伝子組み替え

技術を含む最初の食品であり、特許権を確保することと同時に円滑に商品化されることが望ましかった。

1990年にカルジーンは、選択マーカーとして用いたカナマイシン耐性遺伝子の安全性について、FDA

（米国食品医薬品局）に諮問請求（「諮問意見請求：衰正遺伝子：その安全性と遺伝子工学植物におけ

る使用」）していた。すなわち、カルジーンは、モンサントが専有する技術の社会的な認知を得るために、

安全性に関する試験や行政との交渉を先駆けて行ったことになる。モンサントの基本特許の発明者で、後

に同社のR＆D部門のトップになったロバート・フレイリーらは、当時の遺伝子組み替え植物の商品化を

妨げる要因として、法規制の問題、一般消費者への認知の問題、知的所有権の問題の三点を挙げていた［

Gasser＆Fraley，1989：1296－1298；Fraley，1992：431。カルジーンの「フレーバー・セーバー」は、前

二者の問題の試金石となる点において、特に重要であった。

遺伝的に振作された植物と食品のFDAやEPA（米国環境保護局）による認可や承認の基準は、未

だに定められていない。法規制の要件、登録費用、商品化時期などの問題は、1990年代中頃に

向けて遺伝子振作改良植物を開発する企業にとって、既に重要な問題となってきている。

［Gassel・＆Fraley，1989：1297］

このテクノロジーが一般消費者に受容されるかどうかの次の試練は、数年後に遺伝子操作植物か

ら由来する食品が、一般の食料供給経路に乗る時に訪れるであろう。［ibid：1298］

ここで、一社が認可の獲得や商品化に成功すれば、後続他社は「フリーtライダー」として社会的承認

に必要な投資を軽減でき、開発はきわめて容易になると考えられる。従って、カルジーンによる選択マー

カー遺伝子の使用が国家や社会に認められることは、モンサントにとっても、その後の商品開発や後続企

業へのライセンス戦略において重大な意味を持っていたのである。言い替えると、モンサントは、特許係

争において妥協してもカルジーンの開発を加速することを選好したと考えられるし．このように、協力的R

＆Dにおいては、ネットワークを形成する企業が、共通の技術的基盤として利用する基本技術の社会的な
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認知に、利害関係を共有する場合がある。さらに、商品開発に成功したカルジーンが遺伝子組み替えの基

本技術においてモンサントのライセンスを受けていたとすれば、後続の企業も同様なライセンスを取得す

ることが不可避となるという効果を持つであろう。すなわち、このモンサントのクロスライセンス契約に

おいては、引き替えに獲得したアンチセンス技術のみならず、プロモーターや選択マーカ一週伝子のライ

センス供与自体が、戦略的に重要であったと考えられる。

そのような共通の利害関係の結果として、同じ時期にプレイリーはICトシード（後のゼネがのエド・

ダート（EdDart）らとともに、カルジーンの選択マーカー遺伝子の諮問請求を擁護する論文を発表して

いた［Flavelleta1．，1992］。そして、このtCt・シードは、カルジーンの「フレーバー・セーバー」トマ

トについての特許係争の相手であった。，カルジーンとICトシードの特許は、双方とも、モンサントがク

ロスライセンス契約で供与されたアンチセンス技術によって、果実の成熟に関与する遺伝子を抑制して、

日持ち性を向上させた遺伝子組み替えトマ吊こ関するものであった。そして、ICl・シードもモンサント

のプロモーターや選択マーカー遺伝子を使用しており、それらの使用を含む遺伝子組み替えトマトの社会

的な認知には、共通の利害関係を有していた。表6．3に示すように、この特許係争も、カルジーン（及び

スポンサーのキャンベル・スープ）とIC巨シード（ゼネカ）とのクロスライセンス及び製品分野の棲み

分けとなって1994年に決着した。カルジーンは生鮮、ゼネカとキャンベルは加工用のトマトについて、

独占的な開発と販売の権利を確保した。

結局、植物におけるアンチセンス技術は、当面、カルジーン、ゼネカ、モンサントの三社が独占的に専

有することとなった。ここに、遺伝子組み替えの基本技術とアンチセンス植物についての、寡占的な知的

所有権のネットワークが成立する。このネットワークに参入するためには、クロスライセンスに値する別

の技術や製造・販売に関わる補完資産を提供しなければならない。前述のように、キリンビールは、耐冷

性遺伝子や色素遺伝子の特許を提供することで、カルジーンやモンサントの技術を使用する権利を得るこ

とができた。また、カゴメは、加工用トマトの品種や契約農場、流通経路などの補完資産を所有していた

ために、ゼネカから日持ちの良いトマトの極東アジアでの独占的な開発・販売権を獲得できたと考えられ
、ブ

特許係争から協力的R＆Dに至る同様の経緯が、別のベンチャー企業であるDNA－PTとモンサントとの関

係にも認められる。DNA－PTは、アンチセンス技術とは異なる遺伝子サイレンシング技術によって、カル

ジーンとは異なる日持ちの良いトマトを開発し、「エンドレス・サマー（EndlessSummerTM）」の商標

で1995年3月から販売を開始していた。この商品は、モンサントのプロモーターや選択マーカー遺伝子を

使用しており、同年5月にモンサントはDNA－PTを特許侵害で提訴した。DNA－PTの広報担当者のエレン・

マーティンによると、「モンサントの訴訟は取引戦略の一環」であり、両社は法廷外での和解を望んでい

た［S叩emia沈eとⅣe耶1995，45（24）：22］。すなわち、この特許係争は、モンサントが基本特許を武器

に、DNA－PTの技術の取り込みを図ったものと考えられよう。実際に、両社は1997年に、果物と野菜の

遺伝子組み替え種子の開発で、技術捷携関係を結ぶことを発表した［日本経済新聞，1997年3月1日］。

これらの特許係争とその結果としてのクロスライセンスや技術提携の事例から、法廷闘争を行っている

表面的には敵対的な企業同士であっても、異なったテクノロジーを獲得したいという誘因や基本的技術の

商業化における共通の利害関心のもとで、実際には協力的関係を志向している場合が多いことがわかる。

この協力的関係への志向は、生命の知的所有権が非局所的に流通可能な特許のテキストとなり、またライ

センス規制が緩和されてそれらの特許の交換や蓄積がますます容易になってきたことと関係しているであ

ろう。それらの要因の相互作用によって、くR＆D・知的所有権システム）が機能することになる。
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表6．3　モンサントの資本系列企業が関与する主要な生物特許係争

年　企業　　　　　　　係争相手　　　　　内容　　　　　　　　　結果

91　モンサント

91モンサント（取得）

92　カルジーン、キャ

ンベル

93　カルジーン

94　モンサント、アス

グロウ（被告）

94　モンサント（異議

申し立て）

95　モンサント（提訴）

96　モンサント、デカ

ルプ（提訴）

96　デカルプ（被告）

96　モンサント、デカ

ルブ（提訴）

カルジーン

サンド、アグレポ

（異議申し立て）

ゼネカ

エンゾ・バイオケ

ム

カルジーン、ロー

ヌプーラン（提訴）

アグラシータス

DNA－PT（被告）

マイコジェン、チ

バガイギー（被告）

PGS（提訴）

マイコジェン、チ

バガイギー（被告）

CaMV35Sプロモーター

選択マーカー遺伝子

日持ちの良いトマト

個体を対象としたアンチ

センス技術

除草剤グリフォサート抵

抗性植物

ダイズの遺伝子組み替え

基本特許

プロモーター、選択マー

カー遺伝子

BT（徴生物農薬）遺伝

子

BT遺伝子

BT遺伝子導入組み替え

植物

93年に和解、BT、選択マーカー、ア

ンチセンス、など基本特許の包括的ク

ロスライセンス

未決、日本では95年2月に公告

94年に和解、三社でクロスライセンス

96年2月、カルジーン勝訴、デラウェ

ア地裁

未決、しかしモンサントはカルジーン

を買収、ローヌプーランとも技術提携

未決、しかしモンサントはアグラシー

タスを買収

未決、しかし両社は技術提携を発表

未決、庶告の特許はエコジェン社から

のライセンス

未決

未決

だが、くR＆D・知的所有権システム〉における協力的R＆Dも、多国籍企業による内部化へ向かう過渡

的な組織形態であるのかもしれない。カルジーンの「フレーバー・セーバー」トマトが市販開始されてか

ら1年たった1995年6月に、モンサントはカルジーンの株式の49．9％を獲得する契約を結んだ。株式の譲

渡と交換に、カルジーンは3000万ドルの投資と、同社が進めていた遺伝子組み替え抽料植物の開発に必

要なモンサントの知的所有権を得た。また、モンサントは、資本傘下に所有する全米最大のトマト栽培・

流通企業、NTGarguiloをカルジーンに合併させ、「フレーバー・セーバー」トマトの商品化を流通面で

サポートした。カルジーンのサルキスト会長は、次のように述べていた。

カルジーンとモンサントは、ともに植物バイオテクノロジー開発のパイオニアでありつづけてき

た。我々の事業と技術的な所有権を、生鮮食品や特殊植物油脂の分野で結合することにより、農

業・食料システムのリーディング企業が形成されるであろう。［用腫耶血一e，1995，June28：

628］

また、モンサントのロバート・フレイリーも、同時期に買収したアグラシータスも含めて、異なった技

術の結合による相乗効果を強調していた。

（買収は）業界のリーダーとしての地位を確保するため。買収や資本提携によって技術の裾野は

広がった。例えば、カルジーン社にあってアグラシータス社にない技術や作物を組み合わせて、

新しい商品を作り出すことが期待される。このようなシナジー（相乗効果）を引き出すため、研

究開発プログラムを再編中である。次のターゲットは種子会社。日本の種子会社とも話し合いを
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続けている。将来は食品会社や化学・製薬会社とも提携するだろう。（カルジーン杜買収は）マ

ーガリンの原料となるステアリン酸、低カロリーの脂肪酸などの油脂を菜種に作らせる遺伝子組

み替え技術を持っていたのが魅力だった。［日経産業新聞，1996年8月29日］

さらに、1996年11月にモンサン吊まカルジーンの株式の所有比率を56．4％に高め、ついにユ997年4月

に残りの全株式を取得してカルジーンを完全に子会社化した。モンサントのヴァーフアイリェ上級副社長

は、「完全所有によって二社の技術努力を結合して、カルジーンの研究部門からの利益を獲得することが

さらに可能となる」と述べている［旦押jiedGe月e如5抽胴，May1997］。カルジーンの社長ロイド・クニ

モト（Kulヽimoto）は、モンサントの補完資産の有用性を強調する。

我々はモンサン吊こ合流できることを非常に喜ばしく思う。カルジーンはテクノロジーと製品の

間に堅固なパイプラインを建設してきたが、これらの技術はモンサントの製造企業、技術提携企

業、戦略提携企業のネットワークを通じて、より積極的に商業化できるようになるであろう。［

Pだ胱耶涙re，1997，Aprill：4011

これらの発言は、1993年における基本特許のクロスライセンス時に比べて、知識や補完資産の結合を

動機とすることをより明確にしている。この買収の第一の理由は、「フレーバー・セーバー」の開発成功

により、農業バイオテクノロジー事業のリスクが大幅に低下したことにあると思われる。両社は既に基本

特許を共有して、事業展開の方向性は似たものになっていた。しかし、個々の応用領域の特許については、

新たなクロスライセンス契約が必要であった。いかにくR＆D・知的所有権システム）が効率的に機能し

ていても、企業内部化された場合に比べると、取引コストの発生は無視できない。また、栽培・流通など

の補完資産へのアクセスも容易にできることから、買収や合併のメリットは潜在的に大きかったであろう。

それを阻止していたベンチャー事業のリスク要因が除去されることによって、買収の桟は熟したと考えら

れる。第二に、この時期にカルジーン、アグラシータス、バイオポールなどの買収が一斉に始まったこと

から、1995年から会長兼社長に就任したロバート・シャピロが、自らの経営理念に基づいて、知識や補

完資産の専有を軸に事業展開を開始したことも影響しているであろう。第三の理由は、カルジーンの財務

状況に関わる。これは、農業バイオテクノロジーのベンチャー企業全てに言えることだが、1980年代か

ら投資を開始した殆どのベンチャー企業は1990年代半ばになっても利益を計上することができていない。

そして、これらの企業の売上当たりのR＆D費用は、平均で298％（1992年）に昇っていた。カルジーン

も、1992年に農業バイオテクノ白ジー企業で最高の920万ドルをR＆Dに投じて1860万ドルの赤字［

艮0／′rec血0わgy，1993，11：875］、1994年にも「フレーバー・セーバー」の発売にも拘わらず3680万ド

ルの赤字（1株当たり約1ドルの損失）であった［化学工業日報，1995年5月9日］。これに対して、モン

サントは売上が89億ドル、税引き後の利益が7億ドルを超える巨大な多国籍企業である。モンサントによ

る買収は、カルジーンの経営者や株主にとって、経営基盤を安定化するものとして歓迎されたであろう。

しかし、この買収によって、カルジーンという植物遺伝子組み替え技術に優位性を持っていたベンチャ

ー企業は、モンサン吊ことっては一つの役割を終えた。結局、事後的に明らかになったその役割とは、農

業バイオテクノロジー分野で安定的な商品＝貨幣関係が形成されてく生産・消費システム〉が機能する前

に、〈R＆D・知的所有権システム〉を用いて多国籍企業の協力的R＆Dのネットワークに知識を蓄積する

ことであった。このネットワークは、競争や特許係争を契機とした生物特許のライセンスによって形成さ

れる。従って、より多くのライセンスを可能とする知的所有権の所有者が、より多くの協力的R＆Dに

（提訴などの強引な手段も用いて）関与することによって、ネットワークを支配する。この〈R＆D・知

的所有権システム〉の段階では、モンサントとカルジーンの支配力はまだ近接していた。しかし、知識の

生産物である生命の商品化が現実のものとなるに連れて、資本や多様な補完資産を有する巨大多国籍企業

の優位性が明らかとなる。結局、特許係争－→協力的R＆D→買収という経路によって、モンサン吊こよる

ネットワークの支配が確立されたのである。
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種子企業へのライセンスとその買収

モンサントを含む多くの化学企業は、1970年代の植物育種者権の成立を機に、種子企業を買収して資

本系列下においた。1990年代の農業バイオテクノロジーの展開期においても、それらの技術の商品化形

態である種子の流通を揺る種子企業の買収と再編が活発化した。当然ながらモンサントは、この買収・再

編の動きのなかで、中心的な役割を演じていた。化学企業とベンチャー企業との関係では技術上の競争関

係が基礎にあったが、種子企業との関係の場合は、どちらかというと技術的な補完関係から出発する。す

なわち、化学企業は主としてテクノロジーを、種子企業は遺伝子資源としての植物品種、栽培農家との関

係、販売経路などを提供する。そして、基本的には、前者がこれらの技術的補完物の取引費用を最小化し

ようとする場合、或いは、前者が競争に勝つために後者の補完資産を独占しようとする場合に、前者によ

る後者の買収が起こると考えられる。

モンサントは、除草剤耐性作物やBt毒素産生作物などの開発が軌道に乗った1990年代半ばから、種子

企業との協力的R＆Dや、買収を開始した。ただし、これらの関係も、種子企業の性格や作物の性質に応

じて多様なものとなっている。現時点では、（1）研究開発型の大手種子企業との関係、（2）ハイブリッド品

種におけるファウンデーション（親品種）種子企業や固定品種の大手育種企業との関係、（3）商業種子の

製造・販売企業との関係、に大別できよう。

（1）はデカルブ・ジェネディックスやパイオニア・ハイブレッドなどとの関係であり、ベンチャー企業

との関係と同様な、クロスライセンス契約を生じる場合もある。1996年におけるデカルブ・ジェネティツ

クスとの協力的R＆Dでは、10年間に及ぶ共同研究プログラム、関連知的所有権のクロスライセンス、そ

してモンサン吊こよるデカルブ・ジェネティツクスの10％の株式の取得と1950万ドルのR＆D投資が合意

された［化学工業日報，1996年2月13日］。デカルブ・ジェネティツクスは、売上の14％（1992年）を

R＆Dに費やすような研究開発型の多国籍種子企業であるが、事業規模はモンサントの1／30～1／20程度で

あり、この合意のR＆D投資額は通常のR＆D支出の半分近くの規模になる。また、10％の株式を買い取ら

れたことで、実質的にモンサントの資本系列下に入ったと言えよう。だが、デカルブ・ジェネティツクス

はBt毒素産生トウモロコシの商品開発に必要な技術を所有していた。クロスライセンス契約では、同社の

Bt毒素産生トウモロコシの作成技術が、モンサントの所有する、同様な組み替えトウモロコシ「イールド・

ガード（YieldGuardTM）」、除草剤耐性「ラウンドアップ・レディー」トウモロコシ、および除草剤グ

ルフォシネート（へキストの「パスタ」）耐性遺伝子と交換された［AppliedGeneticsNews，October

1996］。デカルブ・ジェネティツクスは、これらのライセンスを用いて、Bt毒素産生トウモロコシのみ

ならず、「パスタ」耐性組み替えトウモロコシの野外試験を進めることができた。ただし、Bt毒素産生作

物については、ノバルテイス（チバガイギー）＝マイコジェン＝ダウtエランコの企業ネットワーク、お

よびへキスト＝PGSの企業ネットワークとの三重の特許係争が起こっており（表6．3を参照）、モンサン

ト＝デカルブ（＝エコジェン）のクロスライセンスが独占的に成立するというよりは、さらに広範なクロ

スライセンスのネットワークが農業バイオテクノロジーの三大勢力を統合して形成される可能性が高いと

思われる。

（2）の関係は、特に遺伝子組み替えトウモロコシなどのハイブリッド品種を販売する際に必要となる。

ハイブリッド品種では、「ファウンデーション種子」と呼ばれる親品種を掛け合わせた「コマーシャル種

子」が商業品種として農家に販売される。】種子メーカーも、知的所有権によって保護される「ファウンデ

ーション種子」を開発・販売する企業と、それを用いて地域に適した「コマーシャル種子」を製造・販売

する中小規模の企業とに分かれる。従って、モンサントのような研究開発企業は、ファウンデーション種

子企業にバイオテクノロジーによって作出した種子をライセンスすることになる。トウモロコシのファウ

ンデーション種子企業の大手であったホールデンズ・ファウンデーション・シードは、元々カルジーンが

子会社化していたが、カルジーンの買収に伴って、1997年1月にモンサントが買収した［化学工業日報，

1997年2月5日］。ファウンデーション種子企業は、多様な商業品種の作出に必要な豊富な遺伝子資源を

所有しており、買収の主要な目的は、それらの遺伝子資源の確保にあると考えられる。

遺伝子組み替え作物を商業化する際には、除草剤耐性遺伝子やBt毒素遺伝子などを導入する作物品種が

必要である。農民にとっては、除草剤耐性も害虫抵抗性も多様な品種の特性の一つに過ぎないのであり、

多収性、食味、易栽培・収穫性、易加工性、保存安定性など、他の市場的価値基準において優れた品種を
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選ばなければ、販売競争に勝つことはできない。従って、農業バイオテクノロジーに進出した化学企業は、

競って優良な遺伝子資源を保有する企業との提携・買収に走ることとなった。モンサントはホールデンズ

の買収に先立って、世界最大の大豆種子企業であるアスグロウ・アグロノミクスの穀物部門も買収してい

た。この買収は、「ラウンドアップ・レディー」大豆の導入品種を決定し、同社の有する流通経路や顧客

関係を獲得するために行われた。すなわち、これらの関係においては、モンサントの知的所有権のライセ

ンスと、種子企業の遺伝子資源や顧客関係などの補完資産が取り引きされる。この取り引きにおいては、

今のところ、協力的R＆Dよりも買収が選好されているように見える。これは、種子企業の補完資産が特

許のように制度的保護の対象とならないこと、従って取引費用が相対的に大きいこと、そして他社との買

収競争を想定してモンサントが補完資産（特に有限な遺伝子資源）の囲い込みを意図していること、など

の理由によるものと考えられる。

これらホールデンズやアスグロウなどの大手種子企業からさらにライセンスを受けて、農家やファーマ

ーズ・ディーラーなどの組織へ販売する中小の種子製造・販売企業との関係が（3）である。「ラウンドアッ

プ・レディー」大豆の販売に際して、モンサントは、これらの種子製造・販売企業および個々の農家とも

ライセンス契約を交す戦略を選択した。その理由としては、第一一に、アメリカの大豆市場は132社の種子

製造・販売企業が、地域ごとに異なった性質の種子を供給していることが挙げられる。したがって、モン

サントは、ファウンデーション種子企業のように、「ラウンドアップ・レディー」遺伝子を導入した親品

種を供給し、各種子製造・販売企業がそれぞれの品種に戻し交配法でその遺伝子を導入して行くことになっ

た。1997年にモンサントから「ラウンドアップ・レディー」遺伝子のライセンス供給を受ける企業は、

75社になる予定であるという［化学工業冒艶1997年2月26日］。第二には、この大豆がハイブリッド

ではなく固定品種であるため、採れた種子を翌年の栽培に用いることが可能であったことである。その結

果、農家とも契約を結ぶことが不可欠となった。1996年の契約では、約1エーカー（約40アール）分の

作付けが可能な「ラウンドアップ・レディー」大豆の種子50ポンド当たり、5ドルの契約料を徴収してい

た。第三の理由は、除草剤耐性の機能を効果的に発揮させ、農薬の使用を抑えて収穫量を増加させるため

には、農薬散布の時期や量、肥料を与えるタイミングなどを綿密に管理することが必要なことである。

1996年の場合、モンサントと種子製造・販売企業はライセンス農家に担当者を派遣し、それらの管理方

法のアドバイスを与えながら収穫状況を調査していた［ibid，1997年2月21日］。Bt毒素産生トウモロコ

シの場合も、Bt毒素耐性害虫の拡大を抑制するために特殊な生産管理が必要になると考えられ、当面は企

業による個々の生産者の把産と管理が市場の形成には不可欠となるであろう。

以上のように、（1）は知識の交換と蓄積を、（2）は補完資産の確保を、（3）は種子の専有権の保護と生産管

理を主な動機として形成されていた。モンサントは、（1）と（2）では生物特許を軸とした協力的R＆Dと買収

によって、（3）では生産手段（種子）や方法に関する知識の専有と生産の管理によって、種子の開発（知

識）→製造（生命）→販売（商品）→使用（貨幣）に及ぶ過程を支配することが可能となった。これらの

支配の形式は、いずれも、知的所有権による情報の支配と、企業や農家の組織的な管理（勿論それは貨幣

によって媒介されているが）を組み合わせていることが特徴である。この点は、前項のベンチャー企業と

の関係でも同株であり、知的所有権を簸介としたネットワークが、買収を通じた組織内部化による支配に

転化する過程をすでに見た。この二つの形態による支配を相補的に用いることが、「ニュートラ・スイー

ト」以来のシャピロ＝モンサントの戦略であったのである。これまでに、この戦略は知識→生命→商品→

貨幣の流れを一応完結させて、農家を消費者とする〈生産・消費システム〉までは構築するのに成功した。

しかし、遺伝子組み替え農産物の一般消費者市場の形成はこれからである。その意味では〈生産・消費シ

ステム〉は未だ不完全で、貨幣への循環（投下資本の回収）も不十分である。従って、バイオテクノロジ

ーと農業・食料システムの関係は、まだ暫くは、多国籍企業によるテクノロジーの蓄積を中心としたくR

＆D・知的所有権システム〉に依存する状態が続くものと考えられる。
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（いここでは、5章での生物特許の出願と合わせるために系列ベンチャーを含めた企業グループで分析し

たが、単体でもモンサント、ノバルテイス、カルジーン（モンサント系列）、ヘキスト、ゼネカの順であ

り、結果は同様である。

（2三菱化学の場合は、特許の出願人は同社であったが、主要な研究の主体は植物工学研究所であるため

に、今回の調査では引っかかってこなかったと考えられる．。アメリカン・メイズについては、ほぼ同一一・の

発明を5件に分割して出願した生物特許であるために、出願件数が見かけ上多くなっていたが、実際のR

＆D活動のレベルは低いものと思われる。

1こう（）



7章　結論

まず、1章で本研究の基本的な課題として示した五つの疑問点について、これまでの農業バイオテクノ

ロジーと生物特許の分析結果をもとに、2章で提示した理論的枠組みに沿って、とりあえず可能な解答を

与える。そして、それらの解答をもとに、生命の商品化様式の変容に関する暫定的な仮説を導きたい。

最後に、本研究の時点ではまだ結論の出せない、農業バイオテクノロジーを用いて商品化された生命の

〈生産・消費システム〉への統合について、言い替えると、遺伝子組み替え農産物の社会的受容について、

今後の課題として補足的な検討を加える。

11章の疑問への解答

くり欧米以外の地域、特に日本における生命の商品化の歴史的経緯は？それは現在の農業バイ

オテクノロジーの展開にどのような影響を与えているか？

この疑問は、主として3章で考察した。アメリカのフォード主義的農業技術の先駆けとなったトウモロ

コシのハイブリッド技術の発生と同じ時期に、日本でも蚕のハイブリッド品種が商業化され、養蚕一製糸

産業複合体が形成されていたことがわかった。しかし、この育橡技術と商品連鎖は、小作農民の支配の手

段となることで地主制度の補完物となり、自由農民を消費社会に取り込むフォード主義的農業・食料シス

テムを形成することはなかった。そして、1930年代の世界恐慌とその後の戦災で壊滅する。また、日本

の農業育種研究は、野菜のハイブリッド品種で世界的に発行し、稲や麦においても化学肥料の投入で高収

量となる品種の開発に先鞭をつけた。しかし、これらの技術は、農産物の流通形態における拘束性のため

に、農業・食料システムを形成することはなかった。このため、「川上」の農業資材産業の国際競争力は

低位となり、農業バイオテクノロジーの展開においても冒系企業が主導権を握ることはなかった。穀物の

高収量品種の技術は「線の革命」に用いられたが、病害虫に対する脆弱性や遺伝的画一化の問題を生じさ

せた。そして、これらの問題が、農業にバイオテクノロジーを導入する際の技術的要因となったと思われ

る。このように、日本の農業・食料システムは内発的には形成されず、その代わりに、第二次大戦後にア

メリカの飼料一家畜複合体の拡張によって、「川下」の食品加工・流通産業に偏向した農業・食料システ

ムができ上がった。このシステムは、アメリカのフォード主義的農業・食料システムの危機に際して、東

南アジアや中南米の新農業回を含むアジア太平洋地域に発展し、同時に危機を拡大する要因ともなったと

考えられる。

（2）遺伝子組み替え技術が農業バイオテクノロジーの支配的技術となったのはなぜか？

この疑問は、農業・食料システムの外部で発生した遺伝子組み替え技術が、どのようにして同システム

の技術領域と経済領域を結ぶ社会関係に取り入れられたか、という問いである。図2．1の関係に当てはめ

ると、新たな（a）「知識＝生命」の関係および、（b）「知識S貨幣」の関係が農業・食料システムの社会関

係に生じることによって、遺伝子組み替え技術と既存の農業技術の知識とが接合する過程が問題となる。

この過程を、図7．1に模式的に表わした。

まず、（a）については、4章2節および5章1節とその「小括」で記述した。遺伝子組み替え技術と植物育

種技術のコンフィギュレーションは、1970年代の後半に遺伝子組み替え技術を習得した大学の分子生物

学者が対象を微生物から植物に拡張する一方で、公的な農業研究機関の植物育種研究においても、組織培

養や細胞から植物体への再生方法の基礎が確立されたことによって可能となった。前者の変化は、例えば、

メアリーデル・チルトンのような大学の研究者とモンサントのような農薬化学企業の科学技術者との交流

を通して引き起こされたであろう。また、後者の場合は、ハイブリッドやHYVの限界を超える交雑方法

を開発しようとしていた、公的研究機関（例えば、マックス・ブランク生物学研究所）の試みが開花した

ものであった。この間党方針の背景には、近代の改良品種が直面した、ストレスに対する脆弱性や遺伝子

資源の問題も関わっていたであろう。さらに、これらの二領域の変化に以下の要因が加わり、遺伝子組み

替え技術を核とした植物バイオテクノロジーのコンフィギュレーションが生成した。すなわち、第一に、
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モンサントやテルトンやシェルによって開発された植物の「キメラ遺伝子」に関する基本技術に、微生物

における遺伝子組み替え技術のコンフィギュレーションの形式が適用されたこと（ノ第二に、モンサントが

特許化したCaMV35Sとカナマイシン耐性選択マーカー遺伝子、および簡便なリーフ・ディスク法が、標

準的な植物の遺伝子組み替え技術として学界や産業界に普及したこと。第三に、公的な植物育種研究で新

たな交雑法として開発されたプロトプラスト培養などの技術が、植物遺伝子組み替え技術を開発する多国

籍企業によって遺伝子導入技術に転用されたこと、以上である。

（b）については、微生物の遺伝子組み替え技術を新規医薬品開発に応用してきた多国籍化学資本が、遺

伝子組み替え技術と農業技術との接合に主導的な役割を演じた。4章2節で述べたように、モンサントや

やチバガイギーなどの化学企業は、1980年代の初めにいちはやく自社内研究所を設立したり、大学の研

究者をリクルートしたりして、遺伝子組み替えを植物へ応用するR＆D投資を行い、重要な基本特許を取

得した。同じ時期に設立された多くの植物遺伝子組み替えベンチャーも、多国籍資本の投資を得ていた。

一方、公的研究機関とともに植物育種研究をリードしてきた種子企業は、分子生物学や生化学を起源とす

る遺伝子組み替え技術に関する知識の組織内蓄積がなく、植物品種の知識を企業間でライセンス取り引き

するための有効な知的所有権制度の確立も十分ではなかった。これに対して、化学企業は以前から特許志

向傾向が強く、特許制度と親和性の高い遺伝子組み替え技術を用いて、6章で見たような知識の専有と協

力的R＆Dのネットワーク形成を有利に進めることができた。その結果、多国籍化学企業は種子企業の有

する近代改良品種の遺伝子資源や製造t販売に関する補完資産を資本統合によって獲得した。以上のR＆

D投資と生物特許戦略の結合、すなわち、「知識S貨幣」関係における〈R＆D・知的所有権システム〉の

成立が、遺伝子組み替え技術の優位性の確立を促進したと考えられる。

遺伝子組み

足＆か・知敢所有席
システム

多国籍化学資本

ベンチャー資本

㌔、＼、、（b，貨幣
植物バイオテ

植物膏

も　種技術
遺伝子組み、・、
替え植物

壬昂

多国籍化学資本

刃識

種子資本
国家

／HYl・7植物品種

図7ユ　植物バイオテクノロジーにおける生命＝知識三貨幣関係の変化

く3）生命の商品化手段としての知的所有権はどのようにして植物育種者権から生物特許に変わっ

たのか？そして生物特許と遺伝子組み替え技術はなぜ親和的に用いられるようになってきたの

か？

生物特許の発生については、4章4節にまとめた。すなわち、生物そのものが工業所有権の対象として

認知されたことには、以下の諸要因が関係していた。第一に、遺伝子組み替え技術がDNA配列の特定に
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よって、生物の「文書による記述」を可能としたこと。これは、5章2節の計量的分析において、DNA配

列の特定と生物特許出願との相関関係として確認された。生物の「文書による記述」は、農業バイオテク

ノロジーの「技術コード」となって、生物に実体化されている知識を交換・蓄積することを可能にする。

このことは、第二の要因として、知識の蓄積を発展様式とするであろうポストフォード主義において、

知的所有権の重視が制度化され、特許対象の範囲を拡大解釈する背景となったことと関連している。この

生物の知的所有権制度が確立する事情は、4章3節において論じた。第三に、植物育種R＆Dの行為者が、

植物育種者権の制度化を進めてきた種子企業から、工業所有権による市場独占を企業戦略として発展して

きた化学企業に代わったことも影響していたであろう。化学企業は、特許対象の範囲を拡大する制度や規

範の変更においても、主要な利害集団として影響力を行使していた。

次に、5章2節で確認されたような、遺伝子組み替え技術と生物特許との相関関係については、上に挙

げた第一の要因が関係しているほか、第三の要因に関連して、遺伝子組み替え技術を早期に習得した化学

企業が特許を重視していたことも影響を与えたと考えられる。もう山つの理由は、5章】＿節で示したよう

な、遺伝子組み替え技術をジェネリックな中心技術としたコンフィギュレーションの成立に関わる。すな

わち、5章2節でタイプ工侶こ類型化したテクノロジーの利用形態に現われていたように、ある特定のDNA

配列を決定するだけで、このコンフィギュレーションを前提として、遺伝子組み替え植物の特許を獲得す

ることができた。そして、このコンフィギュレーションは、疑問（2）で述べたように、モンサントの基本

特許とその技術の普及によって確立されたものであった。，

以上のように疑問の（2）と（3）は関連しており、遺伝子組み替え技術と生物特許はともに、多国籍化学企

業という行為者が農業・食料システムをR＆Dによって統合しようとする相補的な戦略として理解できる。

そして、この遺伝子組み替え技術と生物特許の相補性は、ポストフォード主義におけるくR＆D・知的

所有権システム〉を媒介として成り立っていると考えられる。

（4）生物特許は実際にどのような行為者のどのような意図によって、どのような生物や生産過

程を専有して商品イヒし、どのような社会関係と関連しているか？

この疑問に取り観んだ部分が、5華2節から4節の分析であった。2節では、遺伝子租み替え技術を用い

た生物特許における技術一行為者一商品の接合の類型として、多国籍化学企業による〈ストレス耐性〉植

物のクレーム、および大学やベンチャー企業による〈モデル動物〉や〈生物工場〉のクレームが最も主要

な役割を果たしていたことが判明した。そして、3節と4節では、これらの二類型の接合の技術的および

経済的文脈について検討した。ここでは、農業・食料システムに関係の深い〈ストレス耐性〉植物の生物

特許についてまとめる。

まず、化学企業によるくストレス耐性〉植物の開発は、縮小傾向にある農薬市場におけるラディカルな

技術革新として行われていた。従来型の農薬の技術革新は、フォード主義的農業・食料システムの危機に

おける諸要因　　　すなわち、農薬市場の飽和、農業補助金の削減と生産の縮小、環境問題や薬剤耐性

に対応するための開発コストの増大、特許の期限切れに伴う技術上の優位性の消滅－によって限界

に達していた。これらの限界を乗り越える技術基盤として、植物の遺伝子組み替え技術が選択された。こ

の選択は、（2）で述べたように、微生物の遺伝子組み替え技術を新規医薬品開発に応用してきた化学企業

が、知識の専有と協力的R＆Dのネットワーク形成を有利に進めることを可能にした。

除草剤耐性植物の場合は、除草剤市場におけるシェアの維持を、特許切れ農薬の価格競争を回避し、価

格以外の価値基準として「除草剤使用量を減らせるために、収益性が高く環境にやさしい」作物とのセッ

ト販売によって達成しようという意図が働いていると考えられた。さらに開発誘因には、植物の遺伝子組

み替えにおける基本技術である選択マーカー遺伝子の特許獲得競争、農産物貿易の自由化によるコスト競

争の激化も影響を与えており、非選択性除草剤と北米における輸出加工原料作物の組み合わせに特異的に

除草剤耐性植物の開発が進行した。また、Bt菌毒素産生植物の場合には、既存の化学殺虫剤市場を取り崩

していた徴生物農薬ベンチャーに対抗するために、化学企業が植物の遺伝子組み替え技術を用いて「殺虫

剤を使わなくて済む」作物を開発していた。これは、当然ながら、殺虫剤産業の再編成を促すことになり、

Bt菌株の遺伝子資源を保有する徴生物農薬ベンチャーを含めた企業ネットワークが構築された。そして、

このネットワーク形成を有利に進めることが、生物特許の取得やライセンスの動機ともなった。
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以上の要因を、農業・食料システムの知識、生命、商品、貨幣を巡る社会関係についてまとめると、表

7．1のようになるであろう。すなわち、「知識＝生命」の関係は、化学企業の遺伝子組み替え技術を核と

した協力的R＆Dのネットワーク（6章参照）によって構築された。そして、それは「知識5貨幣」関係に

おける、生物特許やライセンスを可能にする諸制度、つまり　〈R＆D・知的所有権システム〉の成立と関

連していた〔）一一万、「商品≒貨幣」関係は、ラディカルな植物防御技術の革新と投下資本当たりの生産性

向上を要請する、農薬市場の縮小と農産物貿易の自由化、言い替えると農業保護政策の見直しとGATTウ

ルグアイ・ラウンド合意に基礎づけられていた。しかし、これは農民を消費者として見た場合の関係であっ

て、最終産物である加工食品の一般消費者を化学資本に結び付ける制度や規範は末だ成立してはいない。

同様にして、「生命＝商品」関係においても、農薬の使用に伴う環境汚染や薬剤耐性の問題が、農民の種

子の選択に影響を及ぼすことは有り得るが、その農民と一般消費者を結び付ける制度や規範は未成立であ

ると考えられる。この間題は、2節で取り上げる。

表7．1社会経済体制と生命の商品化様式の変容：フォード主義的農業・食料システムは表2．2より．

フォード主義的農業・食料システム　　ストレス耐性植物の生物特許

社会経済体制　　　　　フォード主義による内包的蓄積　　　ポスト・フォード主義、「情報資本主

義」

知識≒生命　　　　　メンデル遺伝学Sハイブリッド種菌　植物バイオテクノロジー≒遺伝子組み

（技術者5企業の制度・規範）　（種子・育種企業内のR＆D）　　　　替え植物　（DNA配列の特定、多国籍

化学企業の協力的R＆Dネットワーク）

商品≒貨幣　　　　　大衆消費財S種子・育種企業　　　　ストレス耐性植物㌔多国籍化学企業

（消費者S企業の制度・親範）　（飼料・家畜・加工食品複合体）　　（農薬市場縮小、ウルグアイ・ラウン

ド合意）

生命≒商品　　　　　ハイブリッド種苗S大衆消費財　　　遺伝子組み替え植物ミストレス耐性植

（生産者ミ消費者の制度・規範）（農業調整法、契約農業制度）　　　物　（環境問題による農薬規制、薬剤

耐性の蔓延）

知識5貨幣（技術者ら生産者の　メンデル遺伝学←種子・育種企業　　植物バイオテクノロジー≒多国籍化学

制度・規範）　　　　（R＆D投資の内部化）　　　　　　　企業　（生物特許制度確立、ライセン

ス規制緩和）

技術コード　　　　　　複製、専有 DNA配列の特定による専有（シミュレ

ーション）

商品コード　　　　　差別化、標準化、規格化、安定性　　「収益性が高く環境に優しい」

公共性の追加？

（5）以上のテクノロジーと制度の変イヒによって進行する生命の商品化は、フォード主義／ポス

ト・フォード主義のような社会経済体制の変イヒとどのような関係にあるか？

表2．2の前フォード主義からフォード主義への変化に倣って、ポスト・フォード主義への変化を、特に

〈ストレス耐性〉植物の生物特許についてまとめたものが表7．1である。ここで見られる変化は、4章1節

と2節で論じたフォード主義的農業・食料システムの危機と、それに対する企業や国家の対応から説明で

きるであろう。遺伝子組み替え技術は、DNA配列の特定によって生命の知識を文字言語化することでジェ

ネリックな技術となり、局所的な植物育種技術と接合したが、この接合は多国籍企業の協力的R＆Dネッ

トワークによって可能となった。この協力的R＆Dネットワークは、金融システムの危機に発生した信用

の拡大による〈時間の貨幣化〉が、M＆AやR＆D投資戦略を活性化させたことに基づいている。また、

GATTウルグアイ・ラウンド合意における農産物の自由化傾向は、工業化諸国のフォード主義的農業・食
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料システムを維持していた農業保護政策の破綻、すなわち過剰生産、補助金による財政赤字の累積、農村

と環境の疲弊を打開するための、新しいレギュラシオン様式の模索である。そして、環境汚染や薬剤耐性

の問題は、フォード主義的農業技術の主要な構造的矛盾であった。最後に、フォード主義的農業・食料シ

ステムからポス　トフォード主義農業・食料システムへ向けての最大の変化として、くR＆D・知的所有

権システム〉の成立が挙げられる。これは、知的所有権法や競争（独占禁止）法の国家および超国家制度

とそれらの運用規範の変更のみならず、協力的R＆Dネットワークのようなライセンスや知識の蓄積を基

準とする企業戦略の変化、そして生物の「文書による記述」を可能にしてコンフィギュレーションとして

の植物バイオテクノロジーを形作る遺伝子組み替え技術の出現、これらの三要素の相互作用を通して構築

されていると考えられた。

したがって、遺伝子組み替え技術の技術コードは、DNA配列の特定によって植物バイオテクノロジー

のコンフィギュレーションを形成することにあると考えられる。DNA配列の特定は、同時にその知識を

工業所有権として専有することを可能にし、くR＆D・知的所有権システム〉を農業・食料システムへ導

入することに寄与した。フォード主義的農業におけるハイブリッド技術の要点が画一的な生命を大量に

「複製」することにあるとすると、DNA配列の特定による全生物体の所有権主張は生命の「シミュレー

ション」に相当すると言えるであろう。一方、〈ストレス耐性〉植物の商品コードは、農産物の自由化傾

向と環境汚染や薬剤耐性の間置に条件づけられた「収益性が高く環境にやさしい」というセールス・ボイ

ン吊こ表わされていると考えられる。すなわち、従来の価値基準に環境問題という　〈公共性〉が、新たな

商品の差別化戦略として付け加わる。ただし、（4）で述べたように、遺伝子親み替え植物の商品連鎖は一

般消費者まで達しておらず、最終的な商品コードの固定化には未だ時間がかかるであろう。

生命の商品化様式と　くR＆D・知的所有権システム〉

くストレス耐性〉植物の生物特許について表わした表7．1は、ポスト・フォード主義農業・食料システ

ムにおける生命の商品化様式の一形態を示している。但し、この表の様式は、ポストフォード主義農業・

食料システムに特徴的な商品化の様式として、未だ一般化できるものではないと思われる。また、（4）で

述べたように、〈ストレス耐性〉植物の商品連鎖は、一般消費者による遺伝子組み替え農産物加工品の消

費の部分が完結していない。従って、生命の商品化様式に関する結論は、今の時点では、暫定的かつ部分

的なものとならざるを得ない。しかし、最も重要な変化は、すでに現われていると考えられる。それは、

〈R＆D・知的所有権システム〉と生命の商品化の接合である。

1章では、生命の商品化を、「生物の再生産過程に関わる労働や消費といった生産諸関係が、生命の拘

束性を脱して資本主義的生産棟式のなかで無限に自己を再生産するように変化する過程」と定義した。そ

して、フォード主義における生命の商品化では、農業が対象とする動植物の生命が、労働における生産手

段として、また消費における労働力、すなわち人間の生命の再生産手段として、農から食へ至る商品連鎖

のなかに商品化されていた。ここで、生命の商品化は、種子を農民が自家採種する過程や、消費者が自分

で調理する過程を、種苗産業や食品・流通産業が農業テクノロジーによって代替し、農民や消費者の欲望

をコントロールして資本蓄積を無限化することを通じて達成されていた。

これに対して、農業バイオテクノロジーの生産諸関係においては、生命をDNA配列として「文書によ

る記述」を行うことが可能になり、その文字情報が〈R＆D・知的所有権システム〉において資本のよう

に交換・蓄積された。すなわち、専有され商品化されるのは生物の生産手段ではなく、生物に関する知識、

或いは生物の生産の形式である。ここで、くR＆D・知的所有権システム〉　は、知識と貨幣を直接結合す

る経路を作り出すことによって、〈生産・消費システム〉とは独立に生命の商品化を推進することが、少

なくとも一時的に可能となる。生産を介さない生命の知識の流通は、協力的R＆Dのネットワークを形成

し、商品化された知識の蓄積をもたらす。これが、ポス　トフォード主義農業・食料システムにおける生

命の商品化株式の、m一つの大きな特徴であろう。しかし、開発段階が進むに連れて、蓄積された知識は生

産諸関係に転化する。このとき、生産側における生命の商品化は、種子を採種したり改良したりする過程

だけでなく、〈ストレス耐性〉植物であれば農薬の製造から散布に至る過程を、「フレーバー・セーバー」

のようなく柔軟な商品〉作物であれば収穫時期の管理や完熟させる過程を、農業バイオテクノロジーによっ

て代替する。さらに、これらの代替する過程自体が、く育種方法〉の知識の専有によって方向を規定され
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る。、これらの多様な生産に関する知識の専有は、単に農業生産者の労働過程の一部を管理下に置くのでは

なく、農業生産者の労働過程の形式を再構成するとともに、農業生産者を管理する種子企業や農薬企業の

R＆D活動を、多国籍企業資本がライセンスと買収のネットワークを通じて組織的に支配することを可能

にする。

〈R＆D・知的所有権システム〉とそれを補完するM＆Aによって秩序づけられた多国籍企業のネットワ

ークは、新しい支配の形式である。中心的準拠点を持たない協力的R＆Dの複合的ネットワークは、知識

の蓄積を目的とするゲームの始まりを意味するに過ぎない。そこで蓄積された知識と補完資産は、やがて

モンサントが行ったような特許係争一一→協力的R＆D→買収という経路によって、「中心」（資本によって

系列化された企業）と「半周辺」（ライセンスを供与する企業）からなる寡占的なネットワークに専有さ

れ、「周辺」（ネットワークから疎外して間接的にライセンス料、自己開発コスト、経済的損失などを徴

課する対象）の階層的な支配を実現することになると考えられる。生命の物質的拘束性は、当初、テクノ

ロジーのコンフィギュレーションを通して、ネットワークの形成に反映される。しかし、そこで情報化さ

れた生命のジェネリックな知識は、ライセンスや別の局所的知識との結合によって自己再生産を開始し、

寡占的な支配のネットワークを成立させるであろう。

2　遺伝子組み替え農産物の社会的受容に関する補論

知識の形成から生産に至る多国籍企業の支配のネットワークも、「周辺」における最終的な消費が取り

込まれない限りは長期的に存続することはできない。それゆえ、遺伝子組み替え農産物とその加工品の一

般消費は、農業バイオテクノロジーを商品化しようとする多国籍化学企業が、最後に超えなければならな

いハードルとなるのである。農業バイオテクノロジーの業界では、この間題は「パブリック・アクセプタ

ンス（PA）」と呼ばれ、一般消費者におけるPAの獲得がマーケテイング戦略上の重要な位置を占めてい

る。フォード主義の時代までは、多くの場合、商品とテクノロジーの形成は連動しており、このような問

題は工業化諸国でぽ1）あまり起こらなかった。すなわち、PAはくR＆D・知的所有権システム〉によって

テクノロジー形成が自律的に起こってしまう、ポストフォード主義に特徴的な戦略であると考えられる。

遺伝子組み替え植物の社会的認知については、1980年代後半に開始された野外試験がEPAやUSDAの認

可を得られたことで、「第一番目の主要な社会的認知に関する障害は乗り越えた」［モンサントのGasser

＆Fraley，1989：1298］。しかし、それらの植物が生産する農産物とその加工品の一般消費におけるPA

は、より流動的で厳しいものとなることが予想された。カルジーンの日持ちの良いトマト「フレーバー・

セーバー」の発売を控えた1992年には、反バイオの活動家として有名なジェレミ一・リフキン（Jere汀y

Rifkilt経済同行財団FotndationonE∝mO血cTrends（FET）の代表者）が、「ピュア・フード・キャンペ

ーン」を組織し、全米のレストラン、小売店、卸商に対して遺伝子組み替えトマトを買わないように呼び

かけた。この時点で、カルジーンは万全を期して、行政から要求されていなかった安全性試験の結果を

FDAに提出して、「フレーバー・セーバー」の食品としての品質保証を得ていた。しかし、リフキンの呼

びかけは、「アメリカの消費者は既に豊富な食品に囲まれている。なぜ、敢えて危険を冒すのか？」とい

うものであり、全米で1500店のレストラン経営者を取り込むことに成功した［月日shess We珠1992，

Decembel・14：99］。彼らの活動を、モンサントの科学技術者は次のように見ていた。、

幾つかのグループがバイオテクノロジーの社会的認知に影響を与えている。バイオテクノロジー

推進派と反対派は容易に見分けられる。しかし、殆どの人々は、バイオテクノロジーに対する特

定の立場を選択してはいないし、はっきりした意見を持ってはいないし、また関心もない。しか

し、彼らは、変化を与えるもの全てに反対するものであるため、バイオテクノロジーにも反対す

るであろう。（両陣営とも）積極的な唱導者の行うべきことは、この変化が何を意味するのかを

示すことである。一方のグループとして、科学者は高い信頼性を得ており、政治家、消費者団体、

宗教団体、そして消費者との開かれた議論を継続することで、情報の欠如を埋める努力をすべき

である。人々が情報に通じていなければ、反科学の唱導者が、最も危険な脅威となるであろう。
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彼らは動機にあふれていて、しばしば資金も豊富である。彼らの、事実に基づかない誤った論点

の提示は、社会的な懐疑を引き起こし、科学に基づいた規制の障害となる。彼らは、政治的問題、

社会的問題、感情的問題を掬い交ぜにすることによって、バイオテクノロジーに対する理解の欠

如を利用するのである（。彼らの目的は、科学に基づかない政治的な規制、不必要な試験、食品へ

のラベリングを支持することで、商品化を遅らせてコストを増加させることにあるのだ。

［Frale37，1992：43］

一見中立的なスタンスから始まって、「反科学」対「科学」という　く科学性〉の基準を導入しつつ、結

局は「商品化】と「コス日を擁護するために、反バイオの活動に対抗する姿勢を明確に示そうとしてい

ることが読み取れるであろう。このように、遺伝子組み替え農産物とその加工品の一般消費に関わる社会

的認知は、農業・食料システムにおける複数の行為者集団が、それぞれの意図に基づいて、それぞれの価

値基準を提示することで、社会的な制度や規範の形成に関与してゆく過程として理解できると考えられる。

ただし、一般消費者も、フレイリーが想定しているような、十分な情報が与えられれば自由な選択の権利

を行使する「無色透明」の存在ではなく、社会的に構造化された固有の価値基準を有していると思われる。

以下では、これらのアクターを特定し、それぞれの価値基準を整理して、遺伝子組み替え食品の一般消費

の社会的受容に影響を与える要因を、予備的な考察としてではあるが、簡単に分析してみたい。事例とし

ては、「フレーバー・セーバー」のほかに、モンサントの除草剤耐性の「ラウンドアップ・レディ」大豆

やナタネ、ノバルテイスの除草剤耐性やBt毒素産生トウモロコシなどを取り上げる。これらは、加工食品

原料や飼料となって、日本やヨーロッパを主要な市場とするものであり、その社会的認知は世界的な農業・

食料システムの再構成において重要であると考えられる。

イヒ学企業

農業バイオテクノロジーの社会関係の「商品コード」の分析から、化学企業とその系列の種子企業は、

く収益性〉とく公共性〉を価値基準として、農民を消費者とする遺伝子組み替え種子の商品化を計ってき

た。、5章3節で見た「ラウンドアップ・レディ」大豆の作付けの成功は、農業生産者がこれらの価値基準

を基本的に受容しつつあることを示している。一般消費者に対しては、「フレーバー・セーバー」の場合

は、遺伝子組み替えであることを明示して、日持ち性が良好なため赤く熟してから収穫できることをメリッ

トに、「色が赤い」ことと「味がよい」ことを宣伝していた。しかし、加工原料となる「ラウンドアップ・

レディ」大豆などの場合は、消費者への直接的なメリットはない。そのため、化学企業や種子企業は、遺

伝子組み替えであることの表示を行わない方向で商品化を進めた。しかし、反バイオ団体の批判や消費者

団体の表示要求に直面して、何らかの価値基準を示してPAを確立することが求められた。モンサントが

提示する価値基準は、「農業生産者のコストの削減」、「収量の増加」、「環境への優しさ」、「食料危

機の克服」［日軽産業新風1996年2月6日；化学工業日報，1996年9月12日；日本経済新聞夕刊，1996

年11月22日］であった。これらの価値基準は、額面通りに受け取ることはできないのは勿論だが、フォ

ード主義的な消費規範に馴染んだ一般消費者の利害関心にとっては、直接には関わりのない〈公共性〉に

関するものである。

反バイオ団体、環境保護団体、消費者団体

前述の圧エア・フード・キャンペーン」と同様に、これらの市民団体（2－が支持者の拡大に用いている

最も強力な価値基準は〈安全性〉である。当然ながら化学企業は、国家から安全性の保証を得ていること

を強調するが、これらの団体はその〈科学性〉にも疑問を捷示している。．その背景には、1980年代に昭

和電工の遺伝子親み替え食品が毒性副産物によってアメリカで大規模な被害を招いたこと、パイオニア・

ハイブレッドの遺伝子組み替え飼料用トウモロコシがアレルギーを引き起こすことが判って急遽発売を取

り止めたこと［日軽産業新風1996年8月30日］、さらに近年の薬害や原発事故における厚生・科学行政

への不信もあるであろう。遺伝子組み替え農産物の生産をほぼ海外に依存している日本では、多くの市民

団体が〈安全性）の問題に特化しているのに対して、欧米では環境問題に関する懸念も強い。除草剤耐性

植物の栽培は、グリーンピースなどの環境保護団体が「除草剤使用量を増加させる」点から批判してきた
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し［戊0お山iOJo幻′′貼附Ⅵ伯的1995，October2：11］、ヨーロッパでは環境保護団体が選択マーカー遺伝

子の環境放出によって「自然界の抗生物質耐性を高めるト点を追及したことで、ノバルテイスの除草剤耐

性トウモロコシの認可が遅れた［化学工業日報，1996年6月25日；11月15日］。また、欧米の市民団体

では、動植物の遺伝子組み替え技術と生物の特許化（3）が、倫理的に問題であるだけでなく、第三世界の農

民や貧しい消費者にとって脅威となることも、重要な論点の一つとしているIM鵡∫雨07血朗0最bJ一，

1994，June：9－23」。これらは、総じて〈公共性〉に関わる問題提起であると言えよう。すなわち、化学

企業と市民団体は、ともに〈安全性〉、〈科学性〉、〈公共性〉を、一般消費者の支持を得る価値基準と

して導入している点では共通し、それらの解釈を対立の軸としている。

食品企業

農業バイオテクノロジーの商品連鎖のなかで最も消費者に近いため、食品企業の立場は微妙なものであ

る。「フレーバー・セーバー」の場合は流通上のコストダウンや色や味の特性によるく差別化〉が可能で

あったが、〈ストレス耐性〉植物を原料に用いることにメリットはない。道に、市民団体の遺伝子組み替

え食品への抗議運動の影響を真っ先に被るのが、食品および流通企業となる。グリーンピースやFETは、

多国籍食品企業であるユニリーバやネスレに遺伝子組み替え農産物を食品原料として用いないよう働きか

けている［日本経済新聞，1996年10月9日；日刊工業新聞，1996年11月18日］。ネスレの子会社は、ド

イツ国内で「ラウンドアップ・レディ」大豆をベビーフードに用いない方針を発表したL日本経済新聞，

1997年5月29日］。また、スイスでは、チョコレート製造企業が、「ラウンドアップ・レディ」大豆由

来のレシチンを原料に使用したことを指摘され、500トンのチョコレートを回収するという事件も起こっ

た［日経産業新聞，1997年4月11日］。ただし、遺伝子組み替え農産物を分別するにはコストがかかるこ

とから、それらを使わない食品は割高になる。一股消費者にそのコストを負担する意思があるのかどうか、

言い替えると、「遺伝子組み替え農産物を使わない」点で〈差別化〉した食品は市場を形成するのかどう

か、が食品企業にとっての最大の関心事である。概して、食品企業は独自の価値基準を提示することはせ

ず、一般消費者の動向を見守る結果となっている。ただし、食品企業は、遺伝子組み替え食品の選択を

く価格〉という価値基準とリンクさせて消費者に提示することになる。

国家

遺伝子組み替え食品の一般消費において、国家は食品としての認可および表示等の規制を通じて関与し

ている。ただし、国家は独立した行為者ではなく、多様な社会集団間の政治的力関係を反映する利害調整

機構であると考えられる。従って、国家ごとに異なる社会集団間の関係が、制度に反映される。今までの

ところ、遺伝子組み替え食品を認めない制度はなく、化学企業側が政治的に優位である。これは、工業化

諸国の産業政策がバイオテクノロジーを「新規産業や雇用の創出」および「国際競争力の確保」に有用な

技術と位置付けて、R＆D助成や優遇税制を行ってきた経緯を考えると当然であろう。ホワイい、ウスは

1992年に、「アメリカがバイオテクノロジーのリーダーとなる」ことを宣言し、FDAの規制を媛和する

方針を打ち出していた。その結果、新規食品は製造方法ではなく、食品自体の特性によってのみ審査され

ることとなり［Biotechno］巧打Newswatch，1992，Junel：1］、これが「フレーバー・セーバー」トマトや

「ラウンドアップ・レディ」大豆の認可を容易にした。遺伝子組み替え食品の表示の問題でも、食品原料

輸出国であるアメリカとカナダは表示不要の立場をとっている。化学企業は、これらの方針の策定に政治

的影響力を行使していたと考えられる。例えば、FDAはbSTの表示問題で、モンサントの顧問弁護士や技

術者を担当者に充てていたことが知られていた［柚血刀ad0刀aJ肱フ血叫1994，Jtlne：17］。しかし、遺伝

子組み替え農産物の輸入国であるヨーロッパは、積極的に遺伝子細み替えの表示を義務化する姿勢を示し

ている。表示と分別の問題は輸出国と輸入国の双方に関連することから、FAOとWHOの合同食品規格計

画（CODEX）委員会の場で調整がはかられている。日本（農水省と厚生省）は、1997年の第25回

CODEX会議（オタワ）では立場を保留している［日本経済新聞，1997年4月25日］。

一般消費者

一般消費者にとって、化学企業が提示する〈公共性〉や〈科学性〉の価値基準は、あまり意味をなさな
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いであろう。アメリカの農業・食品分野のコンサルタントは、「八百屋やレストランから出てくる人は、

なぜ農家がバイオ技術を使わなければならないか、なんて気にしていない。彼らにとっては関心を持つよ

り、怖がるほうが簡単だ」［日経産業新聞，1996年4月8日］と見ている。同じ理由で、市民団体の〈公

共性〉や〈科学性〉も、顧みられるとは考えにくい。では、遺伝子組み替え食品の〈安全性〉は、一般消

費者にどのように捉えられるであろうか。或いは、それら以外の価値基準があるのだろうか。

アメリカで1994年5月18日に発売された「フレーバー・セーバー」は、FETなどのボイコット運動に

も拘わらず、また、一般のトマトより2倍以上の高価格設定にも拘わらず、「風味が良い」ことと、遺伝

子組み替えという「もの珍しさ」によって、当初の売れ行きは好調であった［日本経済新聞夕刊，1994

年9月29日］。そして、一時は取扱小売店数が全米で2500店舗まで増加した。ところが1996年頃には、

遺伝子導入した品種自身の味が劣っていたために、殆ど流通されなくなってしまったという　ほ経バイオ

年鑑，1996：757］。この事例は、少なくともアメリカにおいては、〈安全性〉は主要な価値基準とはなっ

ていないことを示唆する。同時に、少なくとも当初は、〈価格）も問題ではなかった。一般消費者が受け

入れた基準は、「風味」やブランドの「冒新しさ」などの〈名声・記号〉の価値（4章1節）によって

〈差別化〉された品質であったと考えられる、。そのために、「風味」が飽きられ、「冒新しさ」が減じた

2年後には、〈価格〉を超える価値が失われて、一般消費者の購眉意欲をかきたてることができなくなっ

ていたと考えられる。

このような商品の品質やブランドの〈名声・記号〉が〈価格〉に対抗することによる市場形成は、フォ

ード主義的な農業・食料システムにおいて構造化されていた消費規範の特徴であった。結局、化学企業や

市民団体が提示する、「環境への優しさ」や「食料危機／第三世界の貧困」などの〈公共性〉は、少なく

とも当面は、従来の価値基準を超えて商品をく差別化〉する要因とはならないであろう。これは、除草剤

耐性作物の農家への普及において、「環境への優しさ」よりも「収益性を高める」く生産性〉が重要であっ

た（6章3節）ことと同様である。すなわち、く公共性〉のような価値基準は、生産側の制度や規制を通

じて、くR＆D・知的所有権システム〉の自律的なテクノロジー形成でのみ意味を持つのであろう。但し、

このような〈公共性〉への一般消費者の無関心は、4章1節で論じたように、地域によって多様な文化的・

歴史的背景に依存するであろう。アメリカでは、「フレーバー・セーバー」の事例が示すように、〈公共

性〉よりも品質やブランドのく名声・記号〉とく価格〉が優位であった。しかし、環境問題が重要な政治

的論点となっているヨーロッパの一般消費者は、異なった反応を示すことも有り得る。歴史的にく公共性〉

の意識が希薄な日本の場合は、アメリカの場合と似た結果となることが予想されるが、いずれにしても、

化学企業のPA戦略や市民団体の問題提起の在り方に依存するであろう。

除草剤耐性やBt毒素産生作物由来の食品の場合、今後、遺伝子組み替えの表示が制度化された場合でも、

一般消費者にとっての商品の品質やブランドのく名声・記号〉は、遺伝子組み替えであることとは全く離

れた部分に存在する。遺伝子組み替えであることと関連する価値基準は、〈安全性〉とく価格〉である。

一般消費者は、「遺伝子組み替え農産物を使わないが高価な」食品と、「遺伝子組み替え農産物を使って

いるが安価な」食品との二者択一に直面させられる。この選択は、市民団体が〈安全性〉の問題意識をど

の程度喚起できるかに依存するであろう。だが、元来この二者択一は、農産物自由化や環境問題に直面し

た化学企業が、収益性を確保するための戦略として遺伝子組み替え作物を開発したこと、そして食品企業

が分別と表示のコストを一般消費者に転嫁すること、によって生じるものである。この〈安全性〉とく価

格〉の価値基準間の闘争が、遺伝子組み替え技術の評価を定めるであろう。そして、その評価が既存の品

質やブランドに関する〈名声・記号〉の評価に（文化的・歴史的背景に依存した割合で）加味されて、最

終的な遺伝子親み替え食品の認知を決定するであろう。その意味で、化学企業にとっては、既存の〈名声・

記号〉の価値基準で高い評価を得ている品種や加工食品などの補完資産を、企業ネットワークを通じて支

配していることが、遺伝子組み替え技術のPAの獲得に重要な役割を果たすと考えられる。
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rl）周辺地域では、中心部の工業化諸国で形成されたテクノロジーを、社会的に普及させることが問題と

なり得る。すなわち、ポスト・フォード主義は、くR＆D・知的所有権システム〉以外の社会領域の、同

システムによる第三世界化であるとも言える。

く2、日本では、日本消費者連盟、日本生活協同組合連合会、安全な食と健康を考えるネットワーク、市

民フォーラム2001、生命と地球を守る自然法則フォーラム、日本母親連絡会、食品照射ネットワーク、

などが遺伝子組み替え食品に反対するか表示を求める連動を展開している。

（3滴速のFETも、CoalitionAgainstLifcPatentsandBiopiracy（CALPB）を組織して、生物の特許化
を批判対象としている。
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付記

以下のように、本研究で用いた特許データおよび協力的R＆Dデータの概略を、次頁以降に示す。．

責付1：日本公開特許公報における生物特許　372件

表付2：WPIにおける生物特許　261件

表付3：植物および動物バイオテクノロジー関連の協力的R＆D133件



表付1，日本公開特許のデータ概要一覧

年　公開＃　出願人　　　主体類型　使先権タイトル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆頭王PC ZNA　テケノロゾー類型　利阻類型

195　　67個人　　　（その他）

295　　68金印わさび　（その他）

395　　69三共　　　　（医薬）

495　31311ポーーラ化成　（その他）

595　8278Rh〔me　　　　（化学）
P（llllenc

695　50946味の素　　（種子食品）

795　59575三菱化学・　（化学）
三菱商事

895　67645Lubrizol　　（化学）

995　79799カゴメ　　（種子食品）

1095　99856埼玉原種育（大学・公）
薮会

1195123878花王　　　（その他）

1295132090農水省農薬（大学・公）
生物資源研

1395143887三井菓際植　（化学）
物バイオ研

14　95147860Sandoz

15　95147987Ⅵrisconsin

Res．Fund．

1695155081北輿化学

1795163255武田薬品

ユ895155189　ヒーブル

大・他

1995170871Mycogen

揺新植物の育種増殖法および当該穂新植物　　　　AO川
5／00

ワサビ新品種から有効成分の分＃方法　　　　　　AO川
5／00

JP　除草剤に抵抗性のイネおよびその育種方法　　　AOIH

5／00

シソ科ラパンジュラ属に属する新植物及びその作　AO川

出・増殖法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5／00

FR　植物の形質転換に使用し得るキメラ遺伝子におい〔ニ12N O

てターミネーター領域として作用し得る単鮭DNA15／09

配列

アリウム属に属する新規植物及びその育種・増殖　AOIH

方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5／00

発現調節DNA C12N　　0
15／09

US　単子葉植物における遺伝子発現のための組み替え　C12N

プロモーター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／09

インべルターゼ遺伝子の検出法及びスクロースを　C12Q

含有する栽培種トマトとその作出方法　　　　　1／′68
形質転換されたキュウリ種植物　　　　　　　　　AOlfi

5／00

同質4倍体パチョり植物及びこれを用いたパチョ　AOHi

り精油の製造法　　　　　　　　　　　　　　　1／08

パセリ由来の新規遺伝子　　　　　　　　　　　C12N　　0
15／09

JP　植物のアセチルCoAカルポキシラーゼ遺伝子　　C12N O

15／09

（化学）　GB　有機化合物　　　　　　　　　　　　　　　　　AOIH
5／00

（大学・公）　US　エビキチン接合性酵素（E2）融合タンパク賓　C12N
15／09

（化学）　　　　該化トルコぎきょうの種苗の生産方法　　　　　AOIH
4／00

（化学）　JP　コチョウランの新品種、その育種法　　　　　　AOIH

○

5′／00

（大学・公）US　リコピンシクラーゼ遺伝子　　　　　　　　　　C12N O

（化学）

2095177831むさし育種（種子食品）
農場

2195184664Rhone　　　（化学）
PoulellC

2295194266メルクロス　（その他）

2395213184　日泉化学　　（その他）

2495213285農水省農業（大学・公）

研究セン
ター

2595213185住友化学　　（化学）

2695227286農水省野菜（大学・公）
茶業試験場

2795250685農水省農業（大学・公）
生物資源研

2895313173三菱化学・　（化学）
三菱商事

2995264946ホクレン　（種子食品）

3095267989NPS・FMC　（そ叫勘

3195274752三菱化学・　（化学）
三菱商事

3295274974Bayer　　　（化学）

15ノ／09

US　生物学的に活性なバチルス・チューリンゲンシス　AOIR　　〇

分献体、及び鞘廼目活性毒素をコードした遺伝子　5ノ～′00
カロチン含量の高い新規アプラナ科植物　　　　AO川

5／00

FR　アルファーチューブリンのキメラ遺伝子のプロ　　C12N

モーターエレメント　　　　　　　　　　　　　　　　15／′09

オオニンニク新品種に属する植物　　　　　　　　AOl方
5／00

金魚革の育種方法　　　　　　　　　　　　　　　AOl打
5／00

植物細胞への遺伝子導入法　　　　　　　　　　　C12N
15／09

含葡アミノ酸含量の改良植物および改良方法　　AOIH
5／00

植物の糖組成を改変する方法　　　　　　　　　　C12N
15／09

抗菌性植物及びその作出方法　　　　　　　　　　C12N
15／′09

形質転換されたイえ縞棄枯ウイルス抵抗性イネお　C12N

よびその製造法　　　　　　　　　　　　　　　　15′・′40

病害抵抗性を持つ体細胞雑種ばれいしょおよびそ　AOlIl

の作出方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　5′′ノ00

US　殺虫に有効なペプチド　　　　　　　　　　　　　CO7K

14．′′435

病害舐抗性イえ科植物およびその作出方法　　　　AOHT

5／00

DE　ビベンジル合成酵素遺伝子

〇

〇

〇

′‾1し／

C12N C）

15′′‘09

3395298888岩手県　　（大学・公＝P　サテライトRNAを削亘二キ．ユTL7十モザイクウ1’cl2N U

’レスの弱寿ウイルス、その作拙方法‥‥　　　　15・′ノ09

3495　8141アサヒピーー　（種子食品）
ル

アナブイラキシ・膚モデル動物　　　　　　　　　　AOIK

67ノノ027

1

】　　　その他

1　　　その他

1　（ストレス耐性）

l　　（柔軟な商品）

111　（育種方法）

l　　　その他

111　（育種方法）

H　　（育種方法）

Il　　　儒教な商品）

1　（ストレス耐性）

Ⅰ　（生物工場）

ⅠⅠⅠ　（育種方法）

lII　　（育種方法）

Ⅰ　（育種方法）

iII　　（育種方法）

Ⅰ　　　その他

工　　　その他

ⅠII　　（ストレス耐性）

ⅠIl tストレス耐性）

Ⅰ　　　その他

ⅠⅠⅠ　（育種方法）

J　　（柔軟な商品）

Ⅰ　　　その他

lI　　（育種方法）

11Ⅰ　（柔軟な商品）

ⅠⅠⅠ　（柔軟な商品）

IlI　　（ストレス耐性）

HI　　（ストレス耐性）

l　　（ストレス耐性）

Il　　（ストレス耐性）

IJ　　（ストレス耐性）

HI　　（ストレス耐性）

lH　　（ストレス耐性）

1　（モデル動物）



表付1．日本公開特許のデータ概要一覧

3595　8281パスツール（大学∵公）FR　ピリン遭伝子プロモーター配列とそのベクターへ　C12N
研　　　　　　　　　　　　　　の使用、形質転換哺乳動物細胞系、トランスジェ15／86

ニック動物、及びその動物から誘導される細胞系

3695　67500武田薬品　　（化学）　　　　ニューロトロフィンー3遺伝子転移動物　　　　　AOIK
67／027

3795　67629デイナード　（その他）JP　標的遺伝子置換法　　　　　　　　　　　　　　C12N
15／09

3895　67650Miles　　　　（化学）　US　アルツハイマー病用のモデルとしての遺伝子交換　C】2N

性ハツカネズミ中の表示用組み替え型APP小遺伝15′・′09

3995　75463日本水産　（種子食品）

4095川7882B】一istol　　　（医薬）

MyersSquib

4195111844神奈川科学（大学・公）
技術アカデ

ミーー

42　951320331ioechst

4395163270　ミド1月一字

4495194380住友金属

4595236475中外製薬

4695246040武田薬品

4795327548小野薬品

子

病原体に対する抵抗性を有する魚類種甫およびそ　AOIK

の生産方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　67ノノ′027

US　ニューロトコフィン受容体における欠失マウス　　AOIK

実験動物およびその生産法

（化学）　DE　アルツハイマー病モデルもランスジェニック動物　AOIK

67／027

（医薬）　　　IgE関与疾患予防治療剤スクリーニング層モデル動AOIK
物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67／027

（その他J mC26遺伝子発現領域をもちいてトランスジュニ　C12N

ック動物乳腺において物質を生産する新規製造法15／09

（医薬）　　　IL6オートクライン増殖性ヒト骨艶睦細胞株　　　C12N
15′／10

（化学）　　　　ニューロトロフィンー3遺伝子が不活性化された胚AOIK

幹細胞および当該遺伝子発現不全動物　　　　　　67／027

（医薬）　　　　ヒトレチノイン酸受容体の変異遺伝子を導入した　AOIK

トランスジェニックマウスおよびそのトランス　　67／027

4895274770国立衛生試（大学・公）
験研究所

4995289117個人　　　　（その他）

5095289118大塚製薬　　（医薬）

5195298885Northeastern（大学・公）
OhioUniv

5294　　84三菱化学
三菱商事

53　94　14667Lllbrizo1

54　94　46697Piolleerlii

Bred

5594　46702呉羽化学

5694　46874　日本農薬

57　94　54632

58　94　62692

59　94　62864

60　94　65292

6194　70779

62　94　86670

橋本コーポ

レーション

Unilr．

Arizona

三井業際植

物バイオ研

クボタ

三井業際植

物バイオ研

宝酒造

（化学）

（化学）

ジェニッタマウスを用いる‥‥

遺伝子突然変異検出用トランスジェニックマウス　AOIK

67／027

モデル動物、その作成方法、および炎症性腺疾患　AOIK

予防治療剤のスクリーニング方法　　　　　　　　67′／027

スムーススキンウサギ　　　　　　　　　　　　　　　AOlX
67／027

US　ヒトコレステロール7－α一ヒドロキシラーゼのゲノ　C12N

ムDNAおよびその使用法　　　　　　　　　　　15／09

JP　殺虫性タンパク質の遺伝子、該遺伝子で形質転換　C12N

されたイネ科植物及びその製造方法　　　　　　15ノ′32

US　デサチュラーゼを使用しての植物油の改変　　　AOIH

5ノ／00

（種子食品）US　外部から誘導！ノ得るUプロモーター配列を用いた　AOIH
小胞子形成の制御　　　　　　　　　　　　　　1／00

（化学）　　　　毛状板誘導植物組織及び該組織を用いて毛状根を　AOIH

誘導する方法　　　　　　　　　　　　　　　　　5ノ′00

（化学）　JP　植物細胞における外来遺伝子及びその産物の生産　C12P
21／02

（その他）　　　アーモンドの新品種に属する植物とその育種方法　AOlli
4／00

（大学・公）US　修正されたポリガラクトウロナーゼイソ酵素を含　AOIH

むトランスジェニックトマト植物　　　　　　　1／00

（化学）　　　　大豆リポキシゲナーゼL－4遺伝子　　　　　　　　C12N
15ノ／53

（その他）　　　甲虫目昆虫の幼虫に対する殺虫性タンパク質及び　CO7K

そのタンパク賓をコードする新規DNA　　　　　13／00

（化学）　　　　可溶性のイネ澱粘合成酵素遺伝子及びその使用法　C12N
15／52

（その他　JP　エンド型キシログルカン転移酵素遺伝子　　　　C12N
9′ノ10

6394　90632キリンピー　（種子食品）　　　壊性ペチュニアの作成法　　　　　　　　　　　　AOIH
ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5ノ／00

6494　90758M弘一Planck（大学・公）　r）E　ウイルス耐性を得るためのRNAおよびDNA分子　C12Tf
15ノ／11

6594　98654個人　　　　（その他）　　　　ラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AO川
5′／00

6694　98655住友化学　　（化学）　JP　融合酵素産生植物　　　　　　　　　　　　　　AOIH
5／00

6794　98656三井業際植　（化学）　　　　遺伝子処理したイネ　　　　　　　　　　　　　AO柑
物バイオ研　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5ノ′00

68鋸　98777Pioneerfii　（種子食品j US　トランスジェニlソク植物親戚における△9デヤチュCユ2N

Blでd　　　　　　　　　　　　　ラーゼによる脂肪酸の改変　　　　　　　　　　15′′53

2

O Tll　　席種方法）

H　　（モデル動物J

Il　　（育種方法）

lH　　（モテル動物）

i　　（ストレス耐性）

11　（モデル動物）

Ⅰ　（モデル動物）

11　（モデル動物）

1Ⅰ　（モデル動物）

ⅠlI　　（生物工場）

H　　　モデル動物）

汀　　（モデル動物）

王Ⅰ　（モデル動物）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

∩

Cき

ⅠⅠ　（モデル動物）

ⅠⅠ　（モデル動物）

1Ⅰ　（モデル動物）

ⅠⅠⅠ　（モデル動物）

ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠⅠ　（柔軟な商品）

ⅠⅠⅠ　（育種方法）

Ⅰ　　　その他

ⅠⅠⅠ　（生物工場）

l　　　その他

ⅠⅠⅠ　（柔軟な商品）

ltl　　（ストレス耐性）

ⅠⅠⅠ　（生物工場）

ⅠIl　　（柔軟な商品）

IlI　　（生産性）

ⅠⅠ　　　その他

III　　（ストレス耐性）

Ⅰ　　　その他

HI　　（柔軟な商品）

川　　（生物工場）

Jl　　（柔軟な商品）



表付1，日本公開特許のデータ概要一覧

6994105629Max－Plal－Ck（大学・公）OS　植物細胞ゲノムへの発現可能な遺伝子の導入法　AOIH
5／00

7094113692個人　　　（その他）　　　酸味を看する栽培メロン及びその作出方法　　　AOlIi
5／00

7194113853P主01－eerHi一　（種子食品）US　植物病原性真南に対し阻害活性を有するペプチド　C12N
Bred　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／12

72鋸仁‖3856Max－P加ck（大学・公）DE　耐病原性植物の生産方法　　　　　　　　　　　C12N

7394125669農水省東北（大学・公）
農業試験場

7494125672ツムラ　　　（医薬）

7594125782東亜合成化　（化学）

学

7694133659武田薬品　　（化学）

7794133783日本たばこ　（種子食品）

7894181773鮒木原記念（大学・公）

財団・ター
フグラス

7994181775三井業際植　（化学）

物バイオ研

15／29

Wx遺伝子発現の確認方法およびモチコムギの作出AO用

方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／00

高精油成分含有アカシソ新品種並びにその育種方　AOIH

法及び育種増殖方法　　　　　　　　　　　　　　5／00

外来ペプチド発現方法及び形質転換植物　　　　C12P
21／02

JP　ペリラ・フルテッセンス新変種植物およびその育　AO用

種方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5／00

租換えベクター及びそれを用いてジャガイモに　　C12N

PVY－Tに対する免疫性を付与する方法並びにPVY15一／83

免疫性ジャガイモ
クリービング・ベントグラスの葉緑体DNA C12N

15／29

JP　ウド及び広葉樹のシンナミルアルコドルデヒドロ　C12N

ゲナーゼ遺伝子及び該遺伝子を導入した広葉樹　15／53

8094189777住友化学　　（化学）　JP　種子層発現プラスミド　　　　　　　　　　　　C12N
15／82

8194197651hIax－Planck（大学・公）DE　耐病性トランスジェニック生物及びその生物を作　AOIH

8294233685味の素　　（種子食品）

8394245660日本たばこ（種子食品）

8494261767三井菓際植　（化学）
物バイオ研

8594269286三井葉際植　（化学）
物バイオ研

8694276874日本製紙・（その他）
東洋紡

8794292480三菱化学・　（化学）
三菱商事

製するために用いるDNAトランスプアベクターな　5／00

らぴにその生物を作製する方法

花芽誘導物質ペプチド遺伝子　　　　　　　　　　C12N
15／29

毒性タンパクをコードする遺伝子を含む植物及び　AOlF

その件出方法　　　　　　　　　　　　　　　　　5／00

JP　新規なイネ澱粉枝つけ遺伝子　　　　　　　　　　C12N

15／54

植物の諦管タンパク遺伝子及びそれを用いて有用12N

タンパタを節管に移行させる方法　　　　　　　15′ノ29

西洋ワサビ由来のベルオキシダーゼ構造遺伝子を　AOIH

有する生長性に優れた双子棄植物及びその製造方　5／00

法

光障害耐性植物及びその製造方法　　　　　　　AOIH

5／′00

889431538　Mycogen　　（化学）　US　植物及び細菌における転写を促進する植物形質転　C12N

換ベクター　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／84

8994319396日本たば　　ぐ種子食品）　　　抗ウイルス抗体を産生する植物及びその作出方法　AOIH
こ・クラレ

∈）0　94319539　7ヴェ

ヴェ・エ

ヌ・ヴイー

9194319558Salldoz

9294319568Bayer

9394327477東北電力

9494335334三菱化学・
三菱商事

5／00

（その他）　軋　フイチン鞍加水分解酵素組成物及びブイチン鞍の　C12N

加水分解法　　　　　　　　　　　　　　　　　　9／18

（化学）　GB　過敏感性関連遺伝子　　　　　　　　　　　　　C12N
15／29

（化学）　DE　ブドウからのスチルベンシンターゼ遺伝子　　　C12N
15／60

くその他日P　新規転移因子　　　　　　　　　　　　　　　　C12N
15ハ1

（化学）　JP　アミノ敢組成、脂肪酸組成の改変された渦耕作物　AOlH

及びその作出方法　　　　　　　　　　　　　　　5／00

955）4339384IllSt．Genbiol．（大学・公）DE　プラスミド、植物及び植物の製造法　　　　　　C12N
Vorscl1．

9694339385Mycogen

97　94　340696Salldoz

9894343359三菱化学

三菱商事

99　94　34336l Salldoz

lOO94343469Bayer

10194　　7167Alllericall

CyailおIlid

15′／82

（化学）　US　オクトピンT－DNAのプロモーターを用いて植物の　C12N

転写を促進する方法

雄二学）　GB　抗菌タンバク質

（化学）　　　　ナタネ¶代雑種品種の作成方法

（化学）　GB　真南耐性植物

（化学）　PE　デオキシリボ核酸

（化学）　US　特異的プロモーⅦタ一一一

3

15／84

CO7K

13′‘00

AOIH

ユ／02

AOIH

5′／00

C12N

15′／11

C12N

15ノ′ノ12

11　（生物工場）

1　　（柔軟な商品）

ltl　　（ストレス耐性）

Hi　　（ストレス耐性）

l　　（柔軟な商品〉

1　（柔軟な商品）

111　（生物工場）

1　（生物工場）

IlI　　（ストレス耐性）

H　　（ストレス耐性）

0　　　11Ⅰ　（柔軟な商品）

Ⅲ　　（育種方法）

ITI　　（育種方法）

〇

〇

〇

〇

〇

0

0

0

0

0

．′「

○

HI　　　柔軟な商品）

ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠⅠ　（柔軟な商品）

ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠⅠ　（生産性）

ⅠH　　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（育種方法）

ⅠIl　　（生物工場）

ⅠⅠ　（柔軟な商品）

lII　　（ストレス耐性）

ⅠiI　　（ストレス耐性）

Hi　　　その他

ⅠⅠⅠ　（柔軟な商品）

lIl　　（育種方法）

IH　　（育種方法）

111　（ストレス耐性）

l　　（育種方法）

丁　　（ストレス耐性）

Hl　　（ストレス耐性）

Ⅲ　　（生産性）



0294　38652勒日本生物（大学・公）
科学研究所

0394　38653サッポロ　（種子食品）
ビール

0494　90758Max－PlallCk（大学・公）

105　94］05636

106　9上4125773

107　94133669

108　94181766

109　94217664

110　94　228195

11194　239895

112　94　245670

秩父セメン　（その他）
ト

理化学研究（大学・公）
所

中外嚢薬　　（医薬）

雪印乳菓・（種子食品）

第一製薬

森永乳業　（種子食品）

ベーリング　　ぐ化学）

ベルケ

ノーーライ・　（医薬）

リリー

住友教案　　（医薬）

11394292485個人　　　　（その他）

11494303978ジェンずイ　（その他）
ム

11594303979バイエル　　（化学）

11694339331TSI　　　　（その他）

1179315250アート緑化（種子食品）

表付1．日本公開特許のデータ概要一覧

ヒトT細胞白血病ウイルスの遺伝子を導入したトラAOIK

ンスジェニッケマウス　　　　　　　　　　　　　　　67√・・′027

US　魚由来株化細胞及び当該株化細胞を用いた形眉転　AOIK

換魚の製造法　　　　　　　　　　　　　　　　　67／027

DE　ウイルス耐性を得るためのRNAおよびDNA分子　C12N

JP　高血圧マウス及びその育賎方法

fl印耐性を宥する栄養朝胞

15／11

AOIK

67／027

Cユ2N

5／10

エンドセリン1遺伝子の株能が欠損したマウス　AOは

67一／027

新規DNA C12N

15／11

動物実験用マウス及びその作出方法　　　　　　　AOIK

67／027

DE　プロドラソグ活性化のための融合タンパク　　　　CO7K

13′′00

US　ブタGRFレセブタ・一一　　　　　　　　　　　　　　　　CO7K

トランスジュニッタ動物

遺伝子導入糖尿病モデル動物

13／00

AOIK

67／027

AOIK

67／027

US　嚢胞性繊維症膜内外調節剤を含む新規な診断及び　C12N

治療方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／12

DE　シュードラピス・ウイルス（PRV）のポリヌクレ　C12N

オチド及びウイルス耐性を有する真横細胞作製の15／38

ためのその使用

US　遺伝子導入動物の乳汁中での成長ホJレモンの生産　AOIK
67／027

寒地塑芝の増殖とその芝による芝地の造成方法　　AOIG
1／00

11893　41990KoreaInst．（大学・公）　KR　ヒトのインスリン蛋白質を産生するタバコおよび　C12N

Sci．Tech．

11993　49482inst．Genbiol．（大学・公）
Vorsch．

12093　68544Ciba一駄主g〉7　（化学）

12193　68574十傑製紙・（その他）
秋田県

12293　68575Ciba－Ge鹿7・　雄二学）
Scbweitzelisc

he工科大

12393　76369RboJle　　　（化学）
Poulenc

12493　76373Bayert　　　（化学）
Max－Pianck

12593　84075PhilipMorris（種子食品）

12693　91883Mycogen　　（化学）

12793　95789Rho11e　　　　（化学）
Polllenc

12893115229明治大学・（大学・公）

前川製作所

12993115298Amoco tその他）

13093130873Pioneel－Hi－　（種子食品）
Bred

13193130877三井東庄　　（化学）

13293153981三菱化学・　（化学）
三菱商事

13393161494住友化学　　（化学）

134931G8482三井東庄　　（化学）

その製造方法　　　　　　　　　　　　　　　　　15／17

DE　プラスミド、トランスジェニック植物の製法、ト　C12N

ランスジェニック植物、及び特異DNA配列を含有15／56

する植物朝晩もしくは植物

US　ヒスチジノールデヒドロゲナーゼのタンパク賓、　C12N

DNAおよび突然変異体およびそのトランスジェ　　9′′ノ04

ニック植物

ハイブリッドプラスミド C12N

ユ5／i2

CH　細胞の遺伝子形質転換のための工程と装置　　　　C12N

15／′87

FR　植物形質転換キメラ遺伝子　　　　　　　　　　　C12N
15／′11

DE　耐性遺伝子　　　　　　　　　　　　　　　　　　C12N
15／′56

US　プトレ、ソシン叶メチルトランスフェラーゼ、プト　C12N

レッシンN－メチルトランスフェラーゼをコードす　9／10

る組み替えDNA分子、およびニコチン含量が変化

したトランスジェニックタバコ植物

US　新規な双親類に活性の毒素をコードした新規なバ　C12N

チルス・チューリンゲンシス遺伝子　　　　　　15／′32

FR　植物の形質転換用キメラ遺伝子　　　　　　　　　C12か

15／62

＿ヌカポ属内の健脚飽雑種植物とその製造方法　　　AOl打
5／00

US　高等植物におけるステロール蓄積増加のための方　C12P

法および組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　33／′00

US　改変型転写アクチベ←タ一一を用いた植物における　C12N

遺伝子転写の不活性化　　　　　　　　　　　　　15。ノ29

植物の形質転換方法　　　　　　　　　　　　　　C12ド

15′′ご82

アミロース含量の改変されたイえ科植物およびそ　C12N

の製造方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／54

ナス科植物のZlTlf）Klホモログタンパク質リン教化　C12N

酵素遺伝子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15－54
イネアレルゲンタンパク質の遺伝子のプロモー　　ご12N

タ一門およびその利用法　　　　　　　　　　　　15。／11

〔）

○H　　（モデル動物）

Il　　（モデル動物）

Ⅰ‡Ⅰ　（ストレス耐性）

Il　　（モデル動物）

tl　　（モデル動物）

Tl　　（モデル動物）

llI　　（育種方法）

1　（モデル動物）

lIl　　（生物工場）

Ⅲ　　（モデル動物）

王Ⅰ　（モデル動物）

Ⅰ　（モデル動物）

Ill　　（生物工場）

Il　　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（生物工場）

丁　　（ストレス耐性）

O ilI　　（生物工場）

ⅠⅠ　（育種方法）

○　　　ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（ストレス耐性）

lI　　（育種方法）

○　　　IIJ　　（ストレス耐性）

○　　　ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性）

○　　　ⅠⅠⅠ　（柔軟な商品）

ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（ストレス耐性）

打　　（柔軟な商品）

Ⅲ　　（柔軟な商品）

11　（育種方法）

王J　　（柔軟な商品）

ⅠⅠⅠ　（育種方法）

lil　　（膏穐方法）

IH　　（柔軟な商品）



3593184254明治大学・
前川製作所

36　93184373P onee・ガj－

Bred

上3793192054武田薬品工

業

L3893192156協和醗酵・

住友金属
L39　93199821PiolleerHト

Bred

14093199877住友化学

14193199886Ⅰ∋ayer

表付1．日本公開特許のデータ概要一覧

（大学・公）　　　シバ属内の体細胞雑種植物およびその製造方法　AOIH
5′／00

（種子食品）　US　抗菌ペプチドおよびそれに基づく植物耐病性　　Cユ2N
15／82

（化学）　JP　トマト形質転換体　　　　　　　　　　　　　　AOl11
5／00

（その他）　　　植物の壊イヒおよび発根に関与するDNAおよびその　C12N

利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／31

（種子食品）　US　飽和脂肪酸の含有レベルが低いヒマワリ生産物　AOIH

5／00

（化学）　US　バレイシヨおよびイネの議導塑植物防御遺伝子の　C12N

制御領域、その用途およびアツセイ法　　　　　15／11

（化学）　DE　カフェオイルー〔bA3－0－メチルトランスフェラーゼ　C12N

遺伝子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15′ノ54

14293227858ダイセル化　（その他）　　　ヒメツルニチニチソウ形質転換植物臥その取得　AOIH

学　　　　　　　　　　　　　方法及びその増殖方法　　　　　　　　　　　　5／00

14393227859R＆Dlnst．　（その他）　US　サフラワー生成物およびそれらの製造方法　　　AO川
111C．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5／00

14493227964Americarl　　（化学）　US　イミダゾリノン耐性AIIAS変異体　　　　　　　C12N

Cyanamid　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9／88

14593227978Sandoz　　　（化学）　GB　有機化合物に関する改良　　　　　　　　　　　C12N
15／82

1469323697］Inst．Genbiol．（大学・公）　r）E　習性および収量において変更されたトランスジェ　C12N

Vorsch．　　　　　　　　　　　ニッタ植物を作賽するプラスミド　　　　　　　15／82

14793268965Pioneer技i－　（種子食品）　US　植物プロモーター配列　　　　　　　　　　　　C12N
Bred　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15ノ／11

14893276951Sandoz　　　（化学）　US　新規植物プロモーター　　　　　　　　　　　　C12N
15／11

14993304847北海道グ　（大学・公）　　　ジャガイモ葉巻ウイルスに対して抵抗性を有する　AOIH

リーンバイ　　　　　　　　　　ジャガイモおよびその作出方法　　　　　　　　1／00
オ・北大

15093308974Bayer　　　　（化学）　DE　ピノシルビンシンターゼ遺伝子　　　　　　　　C12N
15′／60

ユ5193317052Inst．GenbioL（大学・公）DE　プラスミド、植物細胞、形質転換した植物の製造　C12N
Vorsch．　　　　　　　　　　　法、ジャガイモ塊茎、スクロースを抽出するため15／29

の原料物質、ならびに蚤自棄強化した食品および

飼料
15293　70499個人

153　93　91829NTサイエン
ス

154　93103562個人

155　931日339　Merck

156　93115283　MeTICk

15793123083雪印乳業

15893130819味の素

159　93146295AmericaII

Cyanamid

160　93176659　Merck

16193184262NTサイエン

ス

162　93199879　Max＿－PlaIICk

163　93　2日897ICI

IG493219958花王

165〉　93227861YedaR＆工）

Ⅰ6693228856住友製薬

16793292854旭電化

16893292958新技術事業
団

（その他）　DE　抗体活性を有する蛋白質の取得法、診断法、およ　CO7K

び形質転換した動物の製法　　　　　　　　　　15／06

（化学）　　　　生物発光を触媒する酵素の遺伝子導入による形質　AOIK
転換動物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67／′027

（その他）　　　腎炎および自己免疫病マウス　　　　　　　　　AOは
67／027

（医薬）　US　魚における雌性表現塑の転換　　　　　　　　　AOIK
67／027

（医薬）　US　プロテインフオス77ターゼ阻害物質－1の遺伝子　C12N

及びその発現　　　　　　　　　　　　　　　　　15ノ′「12

（種子食品＝P　ヒト成長ホルモンを乳中に分泌するトランスジェ　AOIK
ニッタアニマル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67ノ／027

（種子食品）　　　ヒトADFトランスジェニックマウス　　　　　　AOIK

67／027

（化学）　US　鳥類の成長ホルモンレセブタおよび績合蛋白質　C12N
15／12

（医薬）　US　家禽における雌性表現型を形質転換するために抗　AOIK

ミュラー管ホルモンを単独またはアロマターゼ阻　67′／027

害剤と組み合わせて使用する方法

（化学）　　　　外来遺伝子導入によって小型化した形質転換ラツ　AOは

ト

（大学・公）　US　毛様体神経栄養因子

（化学）　GB　ヌクレオチド配列

（その他）　　　新規DNA

（大学・公）iL　非ヒトキメラ州胞

（医薬）　　　　トランスジェニックマウス

（種子食品）　　　食物アレルギー動物

67／027

C12N

15／18

C12Q

l／68

C12N

15′12

AOlfこ

67／′027

40日（

67ノ027

AOIK

67ノ′′027

（大学・公）．rP　不死化細胞株の樹立方法とその珊胞株　　　　　Cl2N
こ11（〕

r）

0C）

〔）

〇

〇

〇

〇

lI　　（柔軟な商品）

lT　　（ストレス耐性）

丁　　（ストレス耐性）

川　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（柔軟な商品）

lH　　（育種方法）

川　　（ストレス耐性）

l　　（生産性）

Ⅰ　（柔軟な商品）

lH　　（ストレス耐性）

川　　（柔軟な商品）

lIl　　（育種方法）

lH　　（育種方法）

Ill　　（育種方法）

111　（ストレス耐性）

0　　　lfI　　（ストレス耐性）

JI　　（育種方法）

0

0

0

0

〇

〇

〇

〇

ⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（モデル動物）

Ⅰ　（モデル動物）

Ⅰ　（生産性）

lIl　　（モデル動物）

HI　　（生物工場）

ⅠⅠⅠ　（モデル動物）

ⅠⅠⅠ　（生産性）

Ⅰ　（生産性）

ITl　　（モデル動物）

ⅠⅠⅠ　（育種方法）

汀l　　（育種方法）

Ⅲ　　（育種方法）

iJ　　（モデル動物）

H　　　モデル動物）

I　　（モデル動物）

J！　（モデル動物J



16993294997大洋漁業

170　93　304858Unh．

Edirlgbrllgh

17193328878理研

172　92　　4877Iioechst

17392　91728住友化学

17492104791三井業際植

物バイオ研

17592117287三井東庄

176　9212ユ128　ツムラ

17792121200　日本農薬

表付1．日本公開特許のデータ概要叫覧

（種子食品）JP　魚類のポリペプチド

（大学・公）DE　高血圧トランスジェニックラ、、ノト

（大学・公）

（化学）

（化学）

（化学）

（化学）

（医薬）

（化学）

178921260231）NA－PT　　（その他）

17992144622個人　　　　（その他）

18092169139個人　　　（その他）

18192169183住友化学　　（化学）

18292197117ダイセル化　（その他）

学

18392197118デイセル化　（その他）
学

18492217903Ciba－Geigy　　雄二学）

胚性未分化細胞

nE　エンドヌクレアーゼおよびアンチセンス活性を有

するRNA、その製造およびその俵田

高収量一代雑種小麦品種の育成方法

イネワキシイ配列およびそれを利桐したイネ種子

の胚乳成分の改良

イネアレルゲンタンパクをコー】ドする遺伝子

晩生アカシソ新品種並びにその育種方法及び育種

増殖方法

植物細胞におけるポリペプチドの製造方法

US　二コチアナグルチノザ変種、その種子および葉、

ニコチアナタバクム植物、その種子および葉、ニ

コテアナ植物の取得方法、スクラレオールの取得

方法ならびにシス・アビェールの取得方法
富士しきみ

福娘カスミ草の新品種に属する植物

傷害誘導型ACC合成酵素遺伝子

胴
…
A
。
1

K
甜
…
諾
醐
…
棚
認
諾
冊
測
器
A
。
1

H
川

．10111

5／00

AOlH

5／00

C12N

15／60

有用物質高生産植物体およびその取得方法　　　AOIH

l／00

昆虫脱皮ホルモン高生産植物体およびその取得方　AOIH

法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／00

US　溶菌ペプチドおよび加水分解酵素を含有する抗病　AOIN

原体性組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　63／00

18592218321味の素　　（種子食品＝‡）　タマネギとニンニクまたはニラの雑種植物体及び　Å0用

それらの育種方法　　　　　　　　　　　　　　　5／00

18692229118Salldoz　　　（化学）

18792229170Mycogen　　（化学）

18892229182C沌a一反igさ▼　（化学）

18992271733恥ecbsを　　　（化学）

19092299928Iioechst　　　（化学）

19192320631大塚化学　　（医薬）

19292330233サンUjー　（種子食品）

19392330234JT　　　　（種子食品）

19492341126Adv弧Ced　（その他）
Tech．

19592　91731オリンパス　（その他）

19692169182雪印乳業　（種子食品）

19792179422明治乳業　（種子食品）

198922鳩Ml日本臓器製　（医薬）
葉

19992252128SyStelllix　　（その他）

20092252129大塚製薬　　（医薬）

20j　92267S301redaI‡＆D　（大学・公）

GB　有機化合物に関する改良　　　　　　　　　　　　AOIH
l／06

US　線虫類に活性のある新規なバシラス・スリンギエ　C12N

ンシス微生物、及びバシラス・スリンギエンシス1／20

分献体からクローン化された新規な線虫類活性毒

素をコード化した遺伝子

CH　新規シグナル配列

AT　異質遺伝子を有する稔性のトランスジェニックト

ウモロコシ植物及びそれらの生産法

AT　長期にわたり高度に効率的な植物再生能力を持つ

改善されたゼア・メイズ・エルの遺伝子

病害耐性タバコ植物及びその作製方法

ウイルス耐性植物の作出方法

キュウリモザイクウイルス抵抗性トマト及びその

作出方法

GB　遺伝子組み替え植物およびその製造方法ならびに

そのキメラ遺伝子

HLA－Bw52遺伝子転換非ヒト哺乳動物

トランスジェこ、ツクアニマル作製伺DNA、詔DNA

よりなる受精卵注入剤およびこれを用いたトラン

冊
醐
A
。
1

H
川
A
。
1

H
荒
川
A
。
1H
川
A
。
1

H
川
肌
用
A
。
1
K
諾
醐

スジェニックアニマル作製方法
胎仔卵巣或いは再構成胎仔卵巣に由来する哺乳動　AOlX

物個体の作出方法とそれにより作出された哺乳動　67′ノ027

物個体

腎不全病態モデル動物　　　　　　　　　　　　　AOIK
67／027

US　免聴化された宿主における変性された異種移植器　AOIK

官系

げ　インシュリン井依存性糖尿病ラlノト

IL　非ヒトキメラ哺乳動物

6

67′′00

AOH（

67′′′027

AOIK

67ノ／027

0
　
　
0

○

0
　
　
0

0
　
　
0

IH　　（育種方法）

11　（モデル動物）

1　（育種方法）

Ⅲ　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（生産性）

1日　　（柔軟な商品）

Ill　　（柔軟な商品）

】　　　その他

H　　（生物工場）

Ⅰ　（柔軟な商品）

Ⅰ　　　その他

1　　　その他

1ⅠⅠ　（柔軟な商品）

Ⅰ　（ストレス耐性）

Ⅰ　　（ストレス耐性）

ⅠⅠⅠ　　その他

Ⅰ　（育種方法）

1　（育種方法）

Ill　　（ストレス耐性）

ⅠⅠⅠ　（育種方法）

ⅠⅠⅠ　（育種方法）

lI　　（育種方法）

lIl　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（ストレス耐性）

Ill　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（柔軟な商品）

ⅠIl　　（モデル動物）

ⅠIi　　（育種方法）

i　　（育種方法）

1　（モデル動物）

T　　（モデル動物）

l　　（モデル動物）

1　（モデル動物）



202　92330239　Merck

20392330240中外製薬

裏付1．日本公開特許のデータ概要一覧

（医薬）　US　修正βアドレナリンレセプター

（医薬）　　　　脱毛症マウス

2n492365487Konsortiun－　（その他）
Elekh－OCheIlli

scheInd．

2059110687理研・明治（大学・公）
製菓

2069122927三井東庄　　（化学）

2079149629桃屋

208　91108484王ioechst

209911ユ2488（：iba－Gelgy

21091123425味の素

2119ユ164119線健研究所

212　91172174　Esca

Genetics

21391183423住友化学

21491187381Agracetus

215　91198781M印1SantO

216　91210180Hoechst

21791228679ずデユニー

ベスローテ

ム

218　91228684　Max－Planck

21991247220Agracetus

22091259022個人

2219ユ　262482三井東庄

22291277218井関農機

2239119641個人

224　9119642個人

2259122938　日本新薬

2269127225田辺製薬

2279147022個人

2289153834　日本臓器製

薬

2299176522大塚製薬

（種子食品）

67／027

DE　組替DNA構造体、組織ベクター、トランスゲン動　C12N

物の乳からの蛋白質の取得法、トランスゲン動物15／85

の製法及びトランスゲン動物の乳

植物病害毒素耐性遺伝子及びその用途　　　　　Cl2N

15／31

新規細胞質を持つイネ及びその作出方法　　　　AOlIl

lノ／00

新品種のネギ属雑種植物およびその製造法　　　AOIH
5／00

（化学）　DE　成熟遺伝子のmRNAのためのエンドリボヌクレ　　C12N

アーゼ活性を有するRNA、その製造および植物に15月1

おけるその使用

（化学）　CH　調節DNA配列　　　　　　　　　　　　　　　　C12N
15／82

（種子食品）　　　ダイズ属に属する植物及びその育種法　　　　　AO川
5／00

（その他）　　　パイナップルと栽培方法　　　　　　　　　　　AOIH
5／00

（その他）　US　コーヒー植物とその製造方法　　　　　　　　　　C12N
5′／10

（化学）　　　　イネの組織培養による無毛性品種の育成方法　　AOIH
4／00

し化学）　US　グルタミンシンテタ一一ゼインヒビター耐性に閑す　C12N

るダイズ植物の遺伝子操作方法　　　　　　　　15／ノ33

（化学）　US tランスジェニック植物のプロモーター　　　　C12N

15／82

（化学）　DE　自己プロセシング活性を有する多機能性RNA、そ　C12N

の製造およびその使用　　　　　　　　　　　　15／11

（その他）　US　有磯化合物に関する改良　　　　　　　　　　　C12N
15／40

（大学・公）DE　有機化合物に関する改良

（化学）　US　植物の殺虫トキシン

（その他）

（化学）

（その他）

（その他1

（その他）

（医薬）

（医薬）

（その他）

（医薬）

（医薬）

2309ユ　94626Uniヽ丁．Pe1111、（大学・公）　tJS

23191187377新技術事業（大学・公）
団

23291206831雪印乳業　（種子食品）

5／00

宿根カスミ革の新品種に属する植物　　　　　　　AOIE
5／‘′00

インディカ型イネプロトプラスト屑培地　　　　　C12N

5／04

アルビノレモンパーム並びにその取得方法及び増　AOIH

殖方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3′ノ00

動物の配合による新種開発の件　　　　　　　　　AOlIt

67／027

魚月類などの配合新種の件　　　　　　　　　　　AOIK
67／033

病態発現マウス　　　　　　　　　　　　　　　　　AOIK
67／027

新規実験動物およびその作製方法　　　　　　　AOIK

67′／027

てんかん自然発症ラットと抗てんかん薬の評価方　AOlX

法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67．／027

鼻粘膜過敏症誘発剤　　　　　　　　　　　　　　AOIK
67′’027

血栓症ラットおよびその作成方法　　　　　　　AOIK
67ノ′027

トランスジェニックな生物体および郷胞、ならぴ　AOIK

にトランスジェニックな生物体および濁胞の製造　67ノ027

法

遺伝子導入ヒ斗疾患モデル動物　　　　　　　　　C12N

57ノ10

トランスジェニックアニマルの生産方法　　　　　AOIK

67′027

23391210136Mel－Ck　　　（医薬）　US　ウシ成長ホルモンを発現する形暦転換家禽　　　AOIK
67／027

23491219821雪印乳業　（種子食品）

23591244332NTサイエン　（化学）
ス

トランスジェニックラット及びその作製方法　　　AOlk

遺伝子導入動物及びその作製方法

lIl　　（モデル動物）

1　（モデル動物）

川　　（生物工場）

n Hl　　（ストレス耐性）

1　（育種方法）

I　　（育種方法）

0　　　111　（柔軟な商品）

HI　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（柔軟な商品）

l　　（柔軟な商品）

H　　　その他

l　　（柔軟な商品）

Il　　（ストレス耐性）

Ili　　（育種方法）

Hl　　（ストレス耐性）

HI　　（ストレス耐性）

1ⅠⅠ　（育種方法）

IiⅠ　（ストレス耐性）

Ⅰ　　　その他

11　（育種方法）

Ⅰ　　　その他

Ⅰ　　　その他

‡　　　その他

1　（モデル動物）

l　　（モデル動物）

Ⅰ　（モデル動物）

1　（モデル動物）

Ⅰ　（モデル動物）

IT　　（育種方法）

′‾1
■

Ii　　（モデル動物）

Hl　　（育種方法）

H　　（生産性）

1上　　（育種方法）

Ⅰ】　（育種方法）



≧3691244333吉富製薬

23791266926大塚製薬

23891266983　スコパス

ジェ不

ティソクス

2399】272632日本臓器製　（医薬）
薬

24091290190農水省生物（大学・公）
資源研

24190　2305MaxやlaIICk（大学・公）

24290　9374Rho11e　　　（化学）
Poulenc

24390　9377Ciba一反igさ′　（化学）

24490　9378iCI　　　　（化学）

2媚9016985ベレニギン　（その他）
グボーア

2469016986Schweizlisch（その他）

EitgeflOSSenS

chaft

24790　31625ICI

248　90　31677MorlSant（〕

24990　35027個人

25090　46238Ciba－Geigy

25190　867831C1

25290100623個人

253　90107137Shel1

25490138927ニチレイ

25590154628個人

25690186925Ciba－Geigy

25790190125メゼーガズ

ダシヤーギ

25890222626　ピアス

25990222676　メナード

26090231094CibarGeigy

26190　273177ICI

26290312531個人

（化学）

（化学）

（その他）

（化学）

（化学）

（その他）

（その他）

（種子食品）

（その他）

（化学）

（その他）

（その他）

（その他）

（化学）

（化学）

（その他）

26390　2346新技術事業（大学・公）
団

表付1．日本公開符許のデータ概要一覧

HLA－DP遺伝子導入マウス、その作製方法およびそAOIK

の使用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　67／027
JP　糖尿病ラット　　　　　　　　　　　　　　　　　　AOIK

67／027

1L　形質転換した精子細胞の人子受精を介した使用に　C12N

よるトランスジェニック脊椎動物の発生、および　5／10

それによって発生したトランスジェニック脊椎動

物

JP　病態モデル動物の作製方法　　　　　　　　　　　AOIK

67ノ′′027

新規なDNA級　　　　　　　　　　　　　　　　　C12N

15／55

DE　花色が改変された植物およびその遺伝子操作によ　AOIH

る製造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5／00

FR　除草剤耐性キメラ遺伝子　　　　　　　　　　　　C12N

15／55

tJS　化学的に調節可能なDNA配列および遺伝子並びに　C12N

それらの用途　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／82

GB　形質転換植物の製造方法及び形質転換された植物　C12N
15／87

NL　遺伝子操作植物細胞および植物、ならびにそれに　C12N

適当な組み替えDNA　　　　　　　　　　　　　　15／ノ82

CH　トランスジェニック植物の作製方法　　　　　　　C12N

15／89

GB　果実、種子及びハイプ1トッドトマトの製造方法　　AOIH

5／00

US　昆虫抵抗性レタス植物　　　　　　　　　　　　　C12N

15／32

福親カスミ革の新品種に属する植物　　　　　　　AOlt‡

5／00

US　植物有害物賓の防除方法　　　　　　　　　　　　AOIH

l／00

GB DNA組み立て体及びそれらを組み込んだ植物　　C12N
15′／82

クローバーの新品種に属する植物　　　　　　　　AOlE

5／00

GB　トランスジェニック植物に関する改良　　　　　　AOIH

l／00

雄性不稔トマト植物の作出方法及び得られた雄性　AOIH

不稔トマト植物　　　　　　　　　　　　　　　　1／00

US　すもも－あんず交雑果樹　　　　　　　　　　　　AOlt王

5′／00

US　新規な除草剤耐性植物　　　　　　　　　　　　　AO川

5／00

HU　晩生のエンドウ新品種　　　　　　　　　　　　　AOIR

5／00

ネギ属の雑種植物とその雑種植物の育種方法　　　AOlE

1／00

雑種細胞、その作出方法及び化粧料　　　　　　　C12N

5／14

US　昆虫選択的毒素、その毒素をコードする遺伝子、　C12P

その毒素に結合する抗体及びその毒素を発現する　21／02

トランスジェニック植物細胞及び植物
GB ADP－グルコース・ピロホスホりラーゼ　　　　　　C12N

五つ葉のクローバー

遺伝子導入真核生物

9′／ユ2

AOIH

5／00

C12N

5／10

2649013336Med．Bir）1．（大学・公）　US　キメラ性免疫無防状態動物及びそれらの使桐　　　AOlIt

Inst．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67′′027

26590　31632Stanford　（大学・公）US　重症複合免疫不全のマウスに対する機能ヒト免疫．101K
Uniヽ7．　　　　　　　　　　　　　系の転移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67′／027

26690　84121Nlerck　　　（医薬）　US　修飾βアドレナリン作動性受容体　　　　　　　AOIK

67ノ′027

26790124047山之内製薬　（医薬）

26890ユ63089第一製薬　　（医薬）

26990186931第一製薬　　（医薬）

顔面裂を伴う遺伝性小眼球ラットヒその育駐方法　AOIK

67ノ′027

打817－DNA配列及び遺伝子導入動物　　　　　　　AOIK

遺伝子導入動物

8

‡1　（モデル動物）

Ⅰ　（モデル動物）

H　　（育種方法）

丁　　（育種方法）

Ⅲ　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（柔軟な商品）

Hi　　（ストレス耐性）

111　（育種方法）

H　　（育種方法）

lI　　（育種方法）

ⅠⅠ　（育種方法）

11　（柔軟な商品）

iI‡　（ストレス耐性）

Ⅰ　　　その他

ⅠⅠ王　　（ストレス耐性）

lIl　　（育種方法）

l　　　その他

Ⅰ　（ストレス耐性）

1　（育種方法）

Ⅰ　　　その他

1ⅠⅠ　（ストレス耐性）

1　（柔軟な商品）

Ⅰ　　　その他

ⅠⅠ　　　その他

ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性J

ⅠⅠⅠ　（柔軟な商品）

丁　　　その他

Il　　（モデル動物）

Il　　（モデル動物）

f　　（モデル動物）

11　（生産性）

Ⅰ　（モデル動物）

Ⅲ　　（モデル動物）

日　　　用種方法）



：7090207727　京都大　　（大学・公）

と7190227016家畜受精卵（大学・公）
移植研究租

合

之7290249487ハンジ　　　（その他J

Z7390261386協和醗酵・　（医薬）
実中研

27489　5493Hoechst　　　（化勤

2758910933‡iing＆　　　（その他）
Products

2768913997Agrkllrtllral（その他）
Genetics

27789　20042Alex　　　　（その他）

27889　27421Calgelle　　　（化学）

27989　27474Agricl汀tural（その他）
Genetics

28089　27476武田薬品　　（化学）

28189　30589Hoechst　　　（化学）

28289　37294Ciba一駄igy　（化学）

28389　55129個人　　　（その他

28489　56702血Iericall　（種子食品）
MaizePr〔ld．

28589　56703American　（種子食品）
MaizeProd．

28689　56704Alnerican　　摩子食品）
Maize PrOd．

28789　60389Hoechst　　　（化学）

28889　60601American　　種子食品）
hlaiZeProd．

28989　60602Amel－ican　　摩子食品）
Maize Prod．

29089　63373Ciba一触igy　（化学ナ

29189　80238　イサムリ　　（その他）

29289　80281キリンピー（種子食品）
ル

29389　80296Agracetus　　（化学）

29489　85024北輿化学　　（化学）

29589　91720tTni、7．F10rida（大学・公）

29689　91787PlantCell　（その他）

Res．Jnsと．hc．

29789　98419不明　　　　（その他

29889　98426日清製粉・（種子食品）
木原財団

299約101888Baye】－　　　（化学）

30089104161キリンビ山　（種子食品）
ル

30189141532味の素　　（種子食品ノ

30289148134オリオン棟　（その他
棟

3038〔）160489Ciba－（egy　　（化学）

30489171418阻7ノ棄　　（種子食品）

表付1．日本公開特許のデータ概要一覧

トランスジェニックマウス

ウシ体外受精卵の体外発生方法

AU　ヒツジ成長ホルモン

組み替えベクタ一一

DE　ホスフイノトリシン耐性遺伝子

US　改良雑種イえの黎違法

GB　植物保護に有用なDNA分子

AOIK

67／027

AOIK

67／027

C】2N

15／18

C12N

15／85

C12N

15／00

AOHJ

l／02

C12N

15／00

US　小胞子を用いた選択システム及びその製品　　　　AOIH
l／04

US　じゃがいも系統StL1　　　　　　　　　　　　　AOlE

5／00

GB　植物ウイルス又はそれらの効力の修正　　　　　　Cユ2N

15／00

JP　遺伝子およびその用途　　　　　　　　　　　　　C12N
15／00

DE　ホスフイノトスリシン耐性遺伝子　　　　　　　　C12N

15／00

CH　ウイルス感染またはその後遺症に対する植物体の　C12N

保護方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／00

黄金特大パッションフルーツの製造法　　　　　　AOIF

l／02

tTS　新規なスターチ、それから製造される製品および　CO8B

それらの製造方法　　　　　　　　　　　　　　　30／04
US　新規なスターチ、それから製造される単品および　C08も

それらの賽造方法　　　　　　　　　　　　　　　30／04

US　新規なスターチ、それから製造される製品および　CO81∋

それらの製造方法　　　　　　　　　　　　　　　30／′04

DE　グルタミンシンセターゼの過剰発現での栽培植物　C12N

による植物利用性　　　　　　　　　　　　　　15／00

US　新親なスターチ、それから製造される製品および　CO8王ミ

それらの製造方法　　　　　　　　　　　　　　　30／04

US　新規なスターチ、それから製造される製品および　CO88

それらの製造方法　　　　　　　　　　　　　　　30ノ04

US　プロトプラストまたはプロトプラスト誘導細胞か　C12N

ら再生されたトウモロコシ植物体および遺伝子導　5／00

人トウモロコシ植物体

IL　選択異種DNAの標的植物への導入方法とその植　AOlIl
物、果実および種　　　　　　　　　　　　　　　1／00

JP　植物細胞および植物体　　　　　　　　　　　　　C12N
5′／00

US　大豆およびその系列の粒子媒介形質転換　　　　C12N
15ノ／00

JP　除草剤に抵抗性を示す品種のイネの作出方法及び　AOIH

そのような品種のイネ植物又はその種子　　　　1／04

1JS　ピサナツ製品とピーナツ植物新品種　　　　　　　AOIH
5／00

US　バーソレティアエクセルサH．RKの高イオウタンパC12N

ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15′／00

FIi　アナナス科植物を繁殖し成長させる方法ならびに　AOl（こ

この方法によって得られる植物　　　　　　　　1，／00

コムギ尾新品種に属する植物及びその育種方法　　AOlモⅠ

DE　スチルベンシンターゼ遺伝子

JP　雑種細胞及び雑種植物体

1′′06

Cユ2N

15′′′00

C12N

5／00

ゴーア属に属する新橋物及びその育種法　　　　　　AOln

5′′00

ソバ属雑種植物の作出方法　　　　　　　　　　　AOIH

l／02

CH　植物ゲノム内への遺伝子の指示された組み込みを　C12N

可能にする組み替えDNA分子　　　　　　　　　　15・′00

ダイズ属に属する新植物及びその育種法　　　　AOl‡1
5ノ00

9

0　　　111　（モデル動物）

Ⅰ　（育種方法）

「）

－‾、

11Ⅰ　（生産性）

lIl　　牲物工場）

川　　（ストレス耐性）

1　（生産性）

lll　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（ストレス耐性）

l　　（柔軟な商品）

Ⅲ　　（ストレス耐性）

lH　　（ストレス耐性）

Ⅰユ　　（ストレス耐性）

li　　（ストレス耐性）

I　　　その他

lI　　（柔軟な商品）

ⅠⅠ　（柔軟な商品）

Il　　（柔軟な商品）

ⅠⅠ　（生産性）

li　　（柔軟な商品）

ⅠⅠ　（柔軟な商品）

IlI　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（育種方法）

ⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（育種方法）

Ⅰ　（ストレス耐性）

Ⅰ　（柔軟な商品）

ⅠⅠⅠ　（柔軟な商品）

Ⅰ　　　その他

Ⅰ　（柔軟な商品）

Hl　　（ストレス耐性）

fl　　　その他

Ⅰ　（生産性）

1　（育種方法）

ll　　（育種方法）

1　（柔軟な商品）



‡0589211432個人　　　（その他）

与0689228478三菱化学・　（化学）

三菱商事

う0789225633全農　　　（種子食品）

30889304831個人　　　　（その他）

30988　221917クチエセ根か一ソ（その他）

ト

31088　32488Mo王－Sa。t。　（化学）

31188　36776三菱化学・　（化学）

三菱商事

31288　87921Univ，Toledo（大学・公）

31388　94929Bjotechnica　（その他）

31488　98331味の素　　（種子食品）

31588112936三菱化学・　（化学）
三菱商事

31688日2987Calgene　　　（化学）

表付1．日本公開特許のデータ概要一覧

NL　アジサイ植物及びその栽培方法 AOIG

7／00

カリフラワーーモザイクウイルスの封入体蛋白質を　C12N

コードする遺伝子及び該遺伝子で形質転換された15／00
植物

ハイブリッド稲の雑種生産方法　　　　　　　　　AOIH

クローバーの新品種に属する植物

DK　遺伝子の発現方法

US　アリホ七一ト耐性植物

細胞質雑種珊胞の製造方法

1／02

AOlH

5／00

（二12N

15／′00

C12N

15／′00

C12N

5．／00

US　ホモノ科植物を形質転換する方法及びその生産物　AOIH

l／02

US　葉緑体の形質転換　　　　　　　　　　　　　　　AOIH
5／00

ゴマ属に属する新植物及びその栽培法　　　　　AOIH
5／00

形質転換されたプラシカ属植物の製造方法　　　　AOIH
5／00

US　種子特異的転写調節造成物

31788119678三菱化学・　（化学）
三菱商事

3i888123325Max－Planck（大学・公）EP

319　88141591ICl

32088152922億人

32188160577Monsanto

32288160588Ciba－Geigy

323　88164892ICI

32488173531個人

325　88233795DuPtmt

326　88240724Lubrizo1

32788245678三共・

Ciba－Geigy

32888258525Agracetus

プラスミド

15／00

トランスジェニック単子葉植物、その種子および　AOIH

植物の調整方法　　　　　　　　　　　　　　　　5／00

（化学）　GB　組み替え体DNAベクターの製造方法、これを含有　C12N

するベクター、植物細胞及びこの植物細胞からな15′′00

る植物及び種子

（その他）　US　イエンセン2a AOIH

5／00

（化学）　US　害虫耐性のトマト植物　　　　　　　　　　　　C12Ⅳ
5／00

（化学）　CH　植物プロトプラストの形質転換改良法　　　　　C12N
15／00

（化学）　GB・組み替え体DNA、該DNA含有ベクター、該DNA含C12N

有植物細胞およびかかる植物細胞からなる双子葉15／‘00

植物

（その他）　　　　ステビア新品種に属する植物　　　　　　　　　　AOIH
5／′00

（化学）　US　植物における花蔚介在遺伝子形質転換　　　　　C12N
15／00

1化学）　US　器官形成および体性クローン変異によるグリシン　AOIG
種全植物体の再生　　　　　　　　　　　　　　　1／00

（医薬）　　　　薬剤耐性を決定するDNAとその利開　　　　　　　C12N
15ノ／00

（化学）　US　花粉を媒介とする植物の形質転換　　　　　　　AOIH

32988263027ナント種苗（種子食品）

33088263028ナント種苛（種子食品）

33188263029ナント種苗（種子食品）

33288273479Hoechst　　　（化学）

33388283587Max－P血ICk（大学・公）

33488287488Monsa再0　　　召ヒ学）

33588301730ケムプレド　（その他）

3368830里）27Hr｝e（hst　　　（化学）

33788313590BiotechIlica　（その他）

33888141590Ciba－Gpigy・（化学）
Lubrizu1

33988　39587MaxPlallCk（大学・公）

1／00

胡瓜などの育成に用いる台木用南瓜の新品種に属　AOIH

する植物とその台木用南瓜の新品種の育種方法　　5′′00

胡瓜などの育成に吊いる台木用南瓜の新品種に属　AO川

する植物とその台木用南瓜の新品種の育種方法　　5′′′00

胡瓜などの育成に用いる台木用南瓜の新品種に属　AOlf王

する植物とその台木用南瓜の新品種の育種方法　　5／00

DE　植物において活性であるフオスフイノUJシン耐　C12N

性遺伝子およびその使桐　　　　　　　　　　　15／00

EP　植物細胞ゲノムへの発現可能な遺伝子の導入法　　C12N
15′′ノ00

US　虫害抵抗性植物　　　　　　　　　　　　　　　　　Cユ2N
15／00

US　雑種トウモロコシ種子および方法　　　　　　　　AOlli
l′′－02

t）E　除草剤抵抗性栽培植物、その選択および再生化　　AOIH
l／′04

US　キチナ一一ゼ産生と分泌ベクタ一一　　　　　　　　　C12N

15ノ00

CH　遺伝物質をトランスジェニック単子葉植物または　C12N

それらの生育部分に挿入する方法　　　　　　　15′′‘00
丁汀　植物細胞ゲノムへの発現可能な遺伝子の導入法　　C12N

15ノノ′00

10

Ⅰ　　　その他

ⅠII　　（ストレス耐性）

1　（育種方法）

1　　　その他

111　（育種方法）

11　（ストレス耐性）

11　（育種方法）

I　　（育種方法）

1　（育種方法）

】　（生産性）

Il　　（育種方法）

111　（育種方法）

Ⅰ】　（育種方法）

f　　（育種方ぬ

lIl　　（育種方法）

IT　　　その他

O m　　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（育種方法）

1ⅠⅠ　（柔軟な商品）

「）

Ⅰ　　　その他

ⅠⅠ　（育種方法）

Ⅰ　（育種方法）

ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性）

Ⅰ　（育種方法）

Ⅰ　　　その他

Ⅰ　　　その他

Ⅰ　　　その他

ⅠⅠⅠ　（ストレス耐性）

Il　　（育種方法）

JJI　　（ストレス耐性）

1　（生産性）

†　　（ストレス耐性：l

Hl　　（ストレス耐性）

Il　　（育種方法）

11　（育種方法）



40　87　65631DNA－PT

4187　83834　ツムラ

4287　96025個人

43　87111689PGS

44　87155093Ciba－Geigy

的　87175185　LubrizOl

．46　87175186Lllbrizol

i47　87175188LubrizoI

i4887181788　ライヂン大

川9　87201527MonsarltO・

Washi11gtn11

Urliv．

i50　87201578RllOne

Potllenc

ミ5187224224王子製紙

ミ5287232324三菱化学・

三菱商事

∋53　87253327CEN

35487257389Stlngen

TechnoIogleS

35587275631個人

35687275632個人

357　87285790Lubrizo1

358　87285791Ltlbrizo1

35987296880Calgene

36087296882Ciba－Geigy

36186　1332　ピアス

36286　25487Ciba－Geigy

36386　52223武田薬品

364　86　63225個人

表付1．日本公開特許のデータ概要一覧

（その他）　US　プロトプラスト融合による細胞質性雄性不稔維持　AOlli

ラインの調製法　　　　　　　　　　　　　　　　5／00

（医薬）　　　　ミシマサイコ属に属する新植物及び該植物の育種　AO柑

方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5′′00

（その他）　　　乾燥菓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AOIH

5ノ／00

（化学）　US　植物エンドトキシンを発現させるベクタ一一及びそ　C12N O

の応用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／00

（化学）　US　ブラスチドまたはミトコンドリアへのDNAの移入　Ci2N

方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15／00

（化学）　US TRにもとづくサブT－r）NAプラスミド　　　　　　C］2N

15／00

（化学）　US TLにもとづくサブ1、－DNAプラスミド　　　　　　C12N

15／00

（化学）　US　自家不和合性遺伝子　　　　　　　　　　　　　C12N　　0
15／00

く大学・公）　NL　双子棄植物ゲノムへの外来遺伝子挿入法　　　　C12N

（化学）

（化学）

（その他）

（化学）

（その他）

（その他）

（その他）

（その他）

（化学）

（化学）

ぐ化学）

（化学）

（その他）

（化学）

雄二学）

（その他）

36586　81793Agrigenetics　（その他）

36686135588農水省生物（大学・公）

資源研

36786146132Degussa　　　（化学）

36886162188EliLily　　　（医薬）

36986ユ92283農水省果樹（大学・公）

試験場

37086224990PGS　　　　　〈化学）

37】86234724個人　　　　（その他）

37286260886Ciba－Geigy　　（化学）

15ノ／00

US　ウイルス療架に対する植物保護　　　　　　　　　AOIH　　0

5／00

US　ハロアリールこいブル分解遺伝子、その使用およ　C12N O

び該遺伝子を含有する細胞　　　　　　　　　　　9／80
本本性植物のプロトプラストから植物体を再生す　AOIH

る方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／00

雑種植物の製造方法　　　　　　　　　　　　　　AOIE
1／00

LU　少なくとも一個の遺伝子を発現させるために植物　AOlだ

材料を処理する方法、及び該遺伝子を発現させる1／00

植物材料

US　植物形質転換ベクター　　　　　　　　　　　　C12が
15／00

US　リコベルシコン属の体細胞雑種の製造方法　　　　AOlfI
l／00

US　カーネーション植物の新品種　　　　　　　　　　AOIH
5／00

US　アンチセンスRNAを有する耐ウイルス性植物　　　C12N
ユ5／00

US　被覆タンパクを有するウイルス抵抗性植物　　　　C12N
15／00

US　植物細胞における遺伝子発現のアンチセンス調節　C12N
15／00

US　グルタチオンS－トランスフェラーゼ遺伝子及び該　C12N

遺伝子を有する除草剤耐性植物　　　　　　　　15′′00

クコギ科の新品種に属する植物　　　　　　　　　AOlfi

5／00

CH　キメラDNAの製造法　　　　　　　　　　　　　　C12N
15／00

タバコ新品種に属する植物、その育種方法及び増　AOl王i

殖方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5／00
ききょう新品種に属する植物　　　　　　　　　　AOIH

5／00

US　武装解除されたT－DNA C12N

15／00

植物細胞の選択マーカー遺伝子、シャトルベク　　C12N

タ一、アグロバクテリア、植物細胞及び植物個体15／00

DE　ピサポロールに富む改善された性質を有する四倍　AOIH

体力ミルレ、その製造法及び該四倍体力ミルレを　5／00

含有する抗炎症剤の製造方法

US　植物におけ之ベクターおよび形質転換系の開発の　C12N

ための選択可能なマーカ」　　　　　　　　　　1紅′00

ミカン科植物の体細胞雑種の作出方法　　　　　C12N
5／00

G王〕f）NA組み替え体並びに該DNA租み替え体によって　C12N O

修正を受けた植物細胞および植物体　　　　　　15′ノ00

FR　早咲きのマンダリン蜜柑の変種りペトリ　　　　　AOIH
5／′00

C‡i　ウイルス11NAの植物材料への導入方法、該方法に　C12N

使用するバクテリアおよび該方法により感染した15／00

植物

1　（生産性）

l　　　その他

Ⅰ　　　その他

lII　　（ストレス耐性）

H　　（育種方法）

11　（育種方法）

11　（育種方法）

ITI　　（育種方法）

日　　（育種方法）

Hl　　（ストレス耐性）

IlT　　（ストレス耐性）

Ⅰ　（柔軟な商品）

l　　（育種方法）

王　　（育種方法）

Il　　（育種方法）

Ⅰ　　　その他

Ⅰ　　　その他

ⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（ストレス耐性）

ⅠⅠ　（柔軟な商品）

ⅠIl　　（ストレス耐性）

Ⅰ　　　その他

ⅠⅠ　（育種方法）

Ⅰ　（柔軟な商品）

1　　　その他

II　　（育種方法）

ⅠⅠ　（育種方法）

I　　（柔軟な商品）

II　　（育種方法）

IJ　　（育種方法）

lIl　　（育種方法）

】　　　その他

1丁　　（育種方法）
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衣付3．植物および動物バイオテクノロジー関連の協力的R＆Dデータの概要一覧

●化工＝化学工業日報、日刊＝日刊工米新聞、日経二目本経済新聞、産業＝日経産業新聞、

年　企業1　　　　　企巣2　　　　　企菜3　　　　　種別　　　　　　　内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料▼

97　モンヤント

97　ノバルナイス

飢′　ゼネカ

97　へキストMlく

97　モンサント

97　HOkkli’s

F（111（lation S（・ed

97　モンサント

97　パイオニア

96　サンド

96　モンサント

96　＝ダウエランコ

96　サンド

96　モンサント

96　モンサント

96　モンサント

96　7グレポ

96JT

96　ELM

96　マイコジェン

96　ゼネカ

96　モンサント

96　ゼネカ

96　モンサント

96　サントノー

96　チバガイギ一一

96　モンサント

96　カルジーーン

96　モンサント

96　モンサント

96　モンヤント

96　エコジェン

96　PGS

．96　東亜合成化学

96　モンヤント

J　96　ダウエランコ

i　96　チバガイギー

r　96　モンサント

i　96　モンサント

196　日本製紙

）96　バイオエア

95　チバガイギー

！95　ヤンド

195　へキストMli

195　キリン

）95J′1、

i　95　デュポン

7　95　NPSファーマ

主　95　ジュンプアト・ム

）9b　スミスクライン

ビ‥ナヤム

）95　モ・・ケン

19宣）ハーバード人

～　9ヒJJT

llulden’s

l・、olldatiunSeed

Systelllix

モ・一ゲン

アリアド

キリン

デュポン

DNA P1、

キメラジェン

BASF

ELM　　　　　　　　アスグロウ

マイコジェン　　　ラプリゾル

hnutran

アグラシーータス　　グレース

バイオポーール　　　ゼネカ

カルジ・一ン

PGS

PGS　　　　　　　　アグレポ

DNAPT　　　　　　アスグlいワ

Morgan

ロイヤルフアンデ

ルハーベ

デカルプ

SujkerUliie

エコジェン

プロリジーン

サンド

デカルプ

キリン

買収　　　　　　親品種＋商業品種　研究開発型種苗メーカー

買収　　　　　　100％　ヒト造血幹郷胞の分離・遺伝子改変→治療

買収　　　　　　　ユ00％　fJO倍ilJ

合弁　　　　　　　ゲノム研究バイオテクノロジーセンタ一一米国に

クロスライセンス　CaMV35S．NPTI1㌔耐冷性遺伝子

ライセンス　　　　油脂含有盛の高いトウモロコシ

共同研究　　　　Ⅰ）NA組み替え作物

共同研究　　　　植物の遺伝子組み替え「キメラプラスティー」

買収　　　　　　トウモロコシ除草剤農薬部門

買収　　　　　　傘下Asgrow社の穀物種子部門→No．1ダイズ種子

買収　　　　　　1が2を3上り買収　株式の46％を取得

買収　　　　　　93年より共同研究　2は移植用動物耗器メーカー

買収　　　　　　　1が2をグレースより

買収　　　　　　1が2をゼネカより

貫収　　　　　　3月49％→11月56％　完全な資本傘下に

即軋　　　　　　　75％、5億5千万ドル

異収　　　　　　　アグレポへ50億円で売却、共同研究継続

買収　　　　　　傘下Asgrow社の野菜種子部門と統合→Nu．1野菜種

子企業SeminisVegetable
買収

合弁

資本参加

ロイヤルフアンデ合弁
ルハ一一ベ

投資

資本提携

合併

クロスライセンス

クロスライセンス

パイオニア

ノースラップキン

グ

ELM

モンサント

タキイ

カルジーーン

デカルプ

カイロン

シナブティック

SyIllelli

lncyte

セネカ

ⅠⅠ（；S

カイロン　　　　　バイアジーン

GenelicTherapy

セルジェネシス

ストラートホ7

日Rl ProagroSeed

l）CV Biol（唱ICS

FMC

ジェンザイム　　バイオジェン

武Hl

サンド

デュポン　　　　　チヤ1－ルス

モン1ブント

う　95　ジェンザイムTG　ブリストルマイ

ヤーズ・スクイソ

19と）へキストMlく　　　セルジュネシス

トウモロコシ、ヒマワリ種子

種子部門の赤字解消のため合弁化

10％の株式収得

1と2（UK）の合弁（5C％）種子企業（オランダ）

2500万ドルの投資

花　青い色素遺伝子特許を共同所有

医集、種子でNo．2、農薬でNo．1企業の誕生

1耐虫性＋＄1950万与2耐農薬性

ポリガラクチュロナーゼ遺伝子のアンチセンス調節

与耐冷性、カロチノイド合成遺伝子：商業利用

ライセンス　　　　BTトウモロコシ

ライセンス　　　　BTトウモロコシ

ライセンス　　　　病害抵抗性、多収性

ライセンス　　　1万株のBT遺伝子ライブラリー

ライセンス　　　　組み替え雄性不徳ブロッコリー、カリフラワー

ライセンス　　　　BT遺伝子

共同研究　　　　トウモロコシとダイズの種子改良　今後10年間

共同研究　　　　遺伝子組み替え農薬

共同研究　　　　肥満症、食欲障害治療薬、ヒト神経受容体

共同研究　　　　植物や他の生物での遺伝子発現を測定する技術

共同研究　　　　トウモロコシを含む農作物のゲノム解析

共同研究　　　　樹木の改良、MATベクター研究

共同研究　　　　トウモロコシの遺伝子解析

買収　　　　　　lにより2と3が合併　3は遺伝子治療ベンチャー

掛紋　　　　　　　遺伝子治療ベンチャー

買収　　　　　　13％をふ2千万で＋研究協力＋資金ふ3千万

買収　　　　　　　オランダの菊の種儲会社

資本参加　　　　イアドのハイブリッドライス種子販売

共同山鹿　　　　生物学的物質の標的への導入

共同出願　　　　　殺虫に有効なペプチド

クUスライセンス　3から導入した乳汁中分泌特許

ライセンス　　　　ゲノム・データベースへのアクセス橡

ライセンス　　　　如み替え糸状菌耐性植物

ライセンス　　　　OllCOM。uSe

共い研究　　　　軌み替えイネ　Agrobacteriu一Il与代謝遺伝子

英同研究　　　　抗癌モノクロ抗体産生ヤギの開発

A同研究　　　　遺伝子治療と抗エイズ製品の研究開発

化工1997／2／5

化工1997／2／20

化工1997／5／21

口刊1997／3／7

産菜1997／3／4

日経ユ997／3／1

日経1997／3／1

産業1997／3／17

日刊1996／10／3

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

日刊1996／4／19

産巣1996／】1／18

日刊1996／4／23

産菓1996／11／18

産菓1996／8／22

産業1996／12／9

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

化工1996／2／23

産業1996／8／29

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

産業1996／5／21

日刊1996／12／19

化エ1996／2／13

日経1996／9／23

日経1996／4／10

産菓1996／8／9

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

化工1996／1／16

日刊1996／7／1

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

産業1995／7／13

産業1995／7／13

化工1995／10／12

産菜1995／12／22

日経バイオ年鑑97

WP用28

公開特許＃30

日経バイオ年鑑96

日経バイオ年鑑97

日経バイオ年鑑97

産業1995／12／10

日経バイオ年鑑96

化工1995／10／12



表付3．植物および動物バイオテクノロジー関連の協力的R＆Dデータの概要一覧

95　バイJリレ

95　マイコジェン

94　AlneI－icanllol11e

PenduCLs

94　チバガイギ・一

94　ジェンザイム

94　雪印

94　ゼネカ

94　7グレポ

94　チバガイギー

94J1、

．94　サッポロピーール

・94J1、

7　94　日本製紙

こ　94　カルジーン

19JI nNAl）T

〉　94　カルジーン

94　チバガイギ一

己　94　Byll）r大

き　94Ilutc1両ISOrlCall

ResCellt

194　カルジーン

5　94　ジェンファーム

3　94　三井東庄

7　94　セルジェネシス

5　94　ジェンファーム

〕93　サイアナミド

0　93　へキスト

193　スミスクライン

ビーチヤム

2　93　デュポン

3　93　協和発酵

4　93　バイエル

5　93　TSr

6　93　ハーバード大

7　93　Nカロライナ大

8　93　イェール大

9　93　カルジーン

0　93　MGIPharma

193　ジェンプア・一ム

2　93　DNAPT

・3　93　武田

・4　93　DNA PT

15　93　サンド

16　93　スミスクライン

ビーチヤム

17　93　マイコジェン

18　92　武田

〉9　92　アップジョン

）0　92　ソロリジーン

PPLセラビュー

ティクス

パイオニア

ヤイアナミド

カイロン

TSI

第一一製薬

マイアミ大

111St、Genbinl．

Forschl川g

シュバイツ工科大

クラレ

農水省

イネ育種研究所

東洋紡

ゼネカ

共同研究

共同研究

買収

買収

買収

共同出願

共同出願

共同出願

共同山新

共同山麒

共同出願

．光岡出離

共同出願

キャンベル　　　クロスライセンス

ゼネカ

キリン

IRJ～l

ジェンファーム

カルジーーン

ローヌプーランA

ブリストルマイ

ヤーズ・スクイブ

名古屋大

JT

ライデン大

シェル

シェリング　　　　アグレポ

ファイザー

SlモL

住友金属

MaxPlanck

Exempler

セルジェネシス

E汀lbrex

Alexif｝n Pharma

モンサント

サイアナミド　　パイオニア

エーザイ

Mogell

サカタのタネ

デュポン

Systelllix

liuman（knome

Science

チバガイギー

サカタのタネ

Cephal（H

nNAl）T

）192　カリフォルニア大LuckeyBiotecll

）2　92　AdvancedTech．

）3　92　ジェンファーム

）4　92　カルジーーン

）5　92　PGS

）6　91Synal）lic

）7　91モーゲン

）8　01llS（：ReS．Ⅰ）cv．

リーズ大

イーライ・リリー

カーギル

カリフガルニア人

NeurOGtmelies

liijsklarldl拍uW大

ミシガン人

クロスライセンス

クロスライセンス

ライセンス

ライセンス

ライセンス

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

買収

合弁

共同出顔

共同出願

共同山鹿

共同出願

共同出願

共同出蔚

共同出願

共同出巌

クロスライセンス

ライセンス

ライセンス

ライセンス

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同出厳

共同出願

共同出願

共同出厳

共同出願

ライセンス

ユニリーバ一　　失同研究

共同研究

則■j川l脈

共同山新

共同日新

2

アンチトリプシンの羊乳qlへの産生

BT導入耐虫性ハイブリッドトウモロコシ

lが2を＄97億で買収

49．9％へ資本参加増強、5年後には55％へ

組み替え動物＋安全性試験

IIC－myC　トランスジュニックマウス

澱粉含量を改変された植物

ErwiniaAmylovora由来のポリフルクタンスクラー
ゼDNA配列

細胞の遺伝的形賓転換

抗ウイルス抗体産生植物

黄色モザイクウイルス病耐性大麦

種子中の貯蔵蛋白質の減少

ベルオキシダーゼ産生植物

ポリガテクチュロナーゼ遺伝子のアンチセンス調節

トランスウィッチ与エチレン抑制＋特許料

ポリガラクチュロナーゼ遺伝子のアンチセンス調節

ち耐冷性、カロチノイド合成遺伝子：研究目的

病害虫耐性BT遺伝子

乳汁中遺伝子発現技術

植物、動物、酵母を含む真核細胞の遺伝子に対する

アンチセンス特許
プロモキシニル耐性ワタ

ラクトフェリン産生組み替えウシ

低アレルゲン米の開発

ヒト抗体産生マウス

乳汁中抗体発現動物の開発

1による2の農薬部門の買収

1と2との合弁で3＝農薬No．2企業

Strept∝∝CuSuberisのストレプトキナーゼに対する
ワクチン

植物の脂肪組成改変のための核酸断片

植物の嬢化と発板

耐性遺伝子

アルツハイマー病のトランスジェニック動物モデル

遺伝子ターグッテイングにおける相同化

卵の筋肉内投与による鳥類の遺伝子導入

冠動脈疾患治療用の遺伝子操作動物細胞

包括的植物遺伝子租み替え特許（プロモーター、選

択マーカー、アンチセンス、他）

除草剤イミグソリノン耐性トウモロコシ

ヒト抗体産生マウス

キチナーゼ遺伝子特許

CMV耐性トマト

植物遺伝子マーカー

AIDS遺伝子治療

ゲノム情報に基づく医薬品開発

BT導入耐虫性ハイブリッドトウモロコシ

ウイルス耐性トマト植物

アルツハイマー病モデルの遺伝子導入グッ菌類

体細胞胚および幼弱植物生産

植物の甘味を増す遺伝子組み替え発現システム

蛛廼日からの植物保護

ヒト抗体産生マウス

秘み替えナタネ

組み替え雄性不稔トウモロコシ

51汀－lD受容体をコードする遺伝子とその抗体

病原体からの植物保護

葉胞性繊維症遺伝子

化工1996／2／24

日経1996／4／10

日経1994／12／2夕

化工1994／11／24

日経バイオ年鑑96

公開特許＃108

WPI＃72

WPI＃75

WPI＃190＝公開特許

＃122

公開特許＃89

WPI＃42

WP用92

公開特許＃86

日経バイオ年鑑96

日経バイオ年鑑96

日経バイオ年鑑97

産業1994／11ノ13

日経バイオ年輩96

日経バイオ年鑑96

日経バイオ年鑑96

日経バイオ年輩96

日刊1994／10／29

日経バイオ年鑑96

日経バイオ年鑑96

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

WPⅠ＃10ユ

WPl＃104

公開特許＃138

公開特許＃124

WPI＃102

WPI＃98

WPI＃100

WPI＃119

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑96

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

WPI＃156

W71着154

WPI＃168

WPI＃164

WPI＃157

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

WPI＃175

WPI＃178

WPi＃ユ97



乗付3．植物および動物バイオテクノロジー関連の協力的R＆Dデータの概要一覧

09　91モーゲン　　　　　ライデン大 共同出麒

10　91理研　　　　　　明治製菓　　　　　　　　　　　　共同出願

し1191MGIPIlarma　　　バイオテクニカ　　　　　　　　　　　ライセンス

」12　90　カルジーン　　　キリン　　　　　PGK　　　　　　合弁

L13　90　ジェンザイム・住友金属　　　　SMIGel－Zyme　　合弁

114　90　チバガイギ一一　　サイアナミド　　　　　　　　　　共同出願

115　90　チバガイギト膚　　ゼネカ　　　　　アグレポ、他　　共同出願

116　90　サンド　　　　　Repligen　　　　　　　　　　　　共同研究

117　90　キリンビドル　　MaxPlank　　　　　　　　　　　　共同研究

118　90JT PGS　　　　　　　　　　　　　　　共同研究

119　90　カルジーン

120　90JT

12189JT

122　89　デュポン

ユ23　89　ユタ大

124　89　ゼネカ

125　89　カルジーン

126　89JT

127　88　チバガイギー

128　88　へキスト

129　88　チバガイギー

130　88　カルジーン

13187　ラプリゾル

132　87　モンサント

133　87　カルジーン

キリン　　　　　　　　　　　　　　共同研究

PGS　　　　　　　　　　　　　共同研究

PGS　　　　　　　　　　　　　　資本参加

オレゴン州立大　　　　　　　　　　　共同出願

ジェンファーム　　　　　　　　　　　ライセンス

カゴメ　　　　　　　　　　　　　　共同研究

モンサント　　　　　　　　　　　　　共同研究

マイコジェン　　　　　　　　　　　共同研究

ラフ′リゾル　　　　マイコジェン　　　共同出願

オンコジーン　　　　　　　　　　　　共同出願

三共　　　　　　　　　　　　　　　共同出巌

カルビー　　　　　　　　　　　　　ライセンス

パイオニア　　　　　　　　　　　　共同出巌

ワシントン大　　　　　　　　　共同出蔚

新日鉄　　　　　　　　　　　　　共同研究

植物細胞の部位指向性突然変異のための新規組み巷WPは198
えDNA
植物病喜寿素耐性遺伝子およびその用途

トウモロコシのLysとTrpを増量遺伝子組み替え

マイクロチューバ一種ジャガイモ販売

者自責のヤギ乳汁中産生

殺昆虫寿素をコードする組み替えDNA

スルフォンアミド耐性遺伝子を含む形質転換植物細

胞（選択マーカーの特許）
組み替えBT菌

免疫グロブリンの植物での生産

多収量良食味組み替え米

耐病虫性ジャガイモ

組み替え雄性不稔植物の開発

8％、8億5千万円

小麦のDNAプロモーター断片

相同組み替え法

日持ちの良いトマト共同研究

ウイルス耐性叔み替えジャガイモ

ザントモナス菌　ゴルフ場用除草剤

単子葉植物の遺伝子操作法

フオスフイノトリシン耐性の新規遺伝子

薬剤耐性を決定するDNAとその利用

マイクロチューバー

ウイルス耐性植物

ウイルス感染に対する植物保護

凍み替えナタネの共同研究

公開特許＃205

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑96

WPI＃212

WTⅠ＃213

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

化工1996／3／4

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

日経バイオ年鑑94

WPI＃223

日経バイオ年鑑96

日経1994／11／22

日経バイオ年鑑94

化工1996／3／4

公開特許＃338

WアⅠ＃242

公開特許＃327

日経バイオ年鑑94

WPI＃251

公開特許＃349

日経バイオ年鑑94
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